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「あ、次の信号、左な」

「え？」

　江森えもり五月さつきは、助手席の上司の言葉に怪訝な声を出した。

「甲州街道、混むからな、抜け道、教えといてやる」

　なるほどと頷きながら江森は赤いミラージュのスピードを落とす。混んでいる車線を手慣れたハンドルさばきで変更し、左折して入り組んだ狭い道へ入った。

「次、右な」

「はい」

　サイドミラーに顔を向けると、真ん中分けの明るい色の髪がぱさりと額にかかる。ぶんぶんと首を振って髪を跳ね上げる仕草は少年のようで、甘い顔立ちと相まってとても二十四才のサラリーマンには見えない。

　このあたりは新宿から私鉄で三十分程の距離だが、住宅地の中にまだ畑が残っており、所々に停車している小型トラックの荷台には名産の春キャベツが山積みになっている。

　立春を過ぎたばかりで季節はまだ冬だったが、ビニールハウスの中には一足先に春が訪れているみたいだと思い、江森は大きな茶色の眼をなごませた。

　上司の吉岡よしおかは江森の若々しい横顔を眺め、なんでこんなハンサムがわざわざ製薬会社の営業などという仕事を選んだのだろうとまた思った。溜め息をつき、「やれやれ、ホント、営業は体力勝負だからな。我が儘な医者にとことん付き合うのは大変だよ」といつものように愚痴をこぼした。

　しかし江森より大分年上の吉岡は愚痴を言うわりには営業畑一筋で、まじめで世話好きな性格とマッチして得意先の受けは良かった。このたび内勤になったので、江森が担当を引き継ぐことになったのである。

　少し白髪の交じった前髪の落ちた額をハンカチで拭くと、眼鏡をかけ直した。本当は現場から離れるのが寂しいのだ。

「なんだかなー、俺も随分長いことやってきたが……労多くしてってやつだな、おい、江森、お前もなんでこんな仕事、選んだんだ？　お前ならもっと楽に稼げそうなのに。モデルとかホストとか」

「冗談、よしてくださいよォ」

　江森はくすくす笑う。

　製薬会社の営業マン、通称ＭＲ（medical representative）の仕事は本来は薬のセールスであるが、実質的には学会の手伝いや文献・資料集め、果ては接待飲み会から私的な切符やホテルの手配まで、医者へのサービス業といっていい。

　昔ほど業界の癒着はなくなったが、「常識の範囲内」での接待は「社会通念上」必要、というわけで、やはりＭＲ達は忙しい毎日を送っている。吉岡は体力の衰えを感じて来ていたので、いきのいい江森を後任に推薦したのだ。

　一昨年の四月、この江森五月が富士製薬に入社して来たときは、１８５㎝のスポーツマンタイプのがっしりとした体格、明るい真ん中分けの癖毛、優しそうな面立ち、茶色がかった瞳は大きくきらきらとして少年のようで、ＯＬ達は大騒ぎした。

　性格は明るく人当りも良かったので当初はプレイボーイと見られていたが、そのうち仕事一筋の真面目人間というレッテルに変わった。学生時代は浮名を流したらしいが、社会人になって仕事の面白さに目覚めたというわけだった。それが判り、上司はほっとした。社内恋愛がご法度というわけではないが、あまり社内を掻き乱されても困るからである。

　勤務態度は良く、外回りも真面目にこなし、得意先の病院では看護師や女医から飲み会でのご指名が多い。専門は薬理学ではなく情報科学だったが、テニス部で身体を鍛え上げていたので体力はあり、飲み会もゴルフの接待も徹夜マージャンもとにかくこなせた。これが営業には一番大切なのだ。

　これから二人が向かう私立Ｊ医大は私立医科大学のなかでは老舗で、付属病院の病床数もかなり多く、江森の所属する営業所の中では一番の得意先だ。

　吉岡が長い間担当していたのだが、後任としてまだ経験は浅いものの、真面目で体力がある江森が抜擢されたのである。ちょうど江森の住んでいる会社の寮も近いので、好都合であった。それはつまり、昼も夜もなく働けという暗黙の社命であったのだが。




　まもなく周囲の民家や低いビルの中に、褐色の古めかしいどっしりとした建物が現れた。二人の目的地のＪ医大だ。その横には白い高層ビルが立っており、こちらが付属病院だった。

　今の時期は試験休みに当たるため、校門はぴたりと閉ざされ、構内に人影はない。その前を通り過ぎると病院の正門で、こちらは駐車場へ向かう車や外来を訪れる人々でごったがえしていた。

　守衛の立つゲートから入り、二十四階建の建物へゆっくりと車を進める。白い飾り気のない外壁で、いかにも病院といった印象だと江森は見上げながら思った。

　こちらが病棟で、そのとなりの七階建が研究棟だ。あとは古い四階建の隔離病棟が二棟、立っている。スロープを下って地下の駐車場に車を乗り入れ、営業車用スペースに停めた。

「午前中、主だった所、回ろう。まず産婦人科と内科、次ぎ、脳外科だ」

　吉岡はいそいそと車から降りると、リヤシートから宣伝用のサンプルの入った紙袋を取り出した。

　今日は江森を医者たちに紹介しようと、引き継ぎ目的で来たのであるが、無論、営業も欠かせない。

　医者たちは病棟や外来の仕事の合間には隣接している研究棟で学位取得のため研究に励んでいるか、医局にいるかどちらかだ。医局にはロッカーやデスクなどがおいてあり、ソファやミニキッチンなども整備されていて、いわば医者の控え室だ。研究中を邪魔するわけにはいかないので、ＭＲも医者たちが医局でくつろいでいるところへ売り込みを掛けるのだ。研究棟と病院棟は地上では渡り廊下でつながっているが地下の駐車場は共通していた。

　江森を紹介すると女医は喜ぶが、男の医者はあまりいい顔をしない。これは江森がいい男なので敵意を買うのだ。今日も行く先々でムッとされた。が、吉岡はもう慣れていたので「体育会系で私より若くて体力、ありますから、十分使ってやって下さい」とアピールしておいた。性格が明るく素直な江森は、どこでもすぐ気に入られて使われるようになることは判っているので、心配はなかった。

　遅い昼食を近くのファミリーレストランでとりながら、

「じゃあ、次ぎは１外イチゲと整外オルト」

　吉岡は手帳をめくる。

「第２外科は？」

　このＪ医大では一般外科は二つにわかれており、第１外科は気管支・肺中心の胸部外科、第２外科は消化器中心の腹部外科である。

「２外ニゲは今日は大きなオペのある日だから一番最後にしよう。早く行っても医局に誰もいないからな」

　いったん車に戻りサンプルの紙袋を補充すると、また医局巡りだ。午後五時過ぎに第２外科の医局にたどり着いたときは、さすがに二人ともばてていた。

　医局の扉を開けると副医局長の大月おおつきが机についていた。太縁の眼鏡のレンズをハンカチで拭きながら「おぅ、富士製薬さんか」と言う。私立医大の医者に典型的な、いずれは実家の病院のあと継ぎという立場にある。やや押しは強いが、育ちが良いせいか温厚で包容力もあり、副医局長という役職にぴったりであった。三十代半ばにさしかかり、そろそろ貫録がついてきている。

　吉岡は江森を伴って、事務机や書棚の詰め込まれた部屋に足を踏み入れる。眼で合図して、大月の机のそばへ椅子や屑籠などを避けながら近寄った。

「大月先生、今度担当になります、うちの江森五月です」

「よろしくお願い致します」

　型通り頭を下げる。

　吉岡が「入社三年目の未熟者ですが、体育会系ですから遠慮なく使ってやって下さい」と続けると、後ろからフンと鼻を鳴らす音と共に低い声が上がった。

「製薬会社が理科系じゃなくて、体育会系売り物とはな」

（ゲッ、江森に注意しとくの、忘れてた！）

　声の主は柴田しばた浩司こうじというこの春後期研修を終えて入局予定の若手で、人付合いの悪いので有名だった。同僚とも余分な口はきかないし、ましてやＭＲの接待饗応に応じることもないので、吉岡もすっかり忘れていたのだ。

「江森、あれは柴田浩司先生っていってね、付き合いも悪いし専門的な事を質問したりしてＭＲ泣かせで有名だから、なるべく近付かない方がいいよ」

　急いで耳打ちする。

　江森が振り向くと、コンピュータを置いた机の前に自分より大分背の低い細身の男がこちらを見上げている。シングルの白衣の前をはだけているので、ワイドカラーのベージュのシャツに、バーガンディのプリントタイをハーフウィンザーに絞めているのが判った。

　濡れたような黒い髪は七三に分けているが、幾筋かの前髪が形の良い額に落ちている。眼は切れ長で暗い陰があり、眉は細く、顎の小さな華奢な造りの顔だ。鼻筋も細く通り、女といってもおかしくないような綺麗な顔だった。しかし薄い唇を少し歪めてこちらを見る表情には皮肉が込められ、全体に見る者に暗い印象を与えた。

　初めて訪れるＭＲは一度は質問攻めに遭い、それに答えられないともう相手にされないという噂であった。

　吉岡は以前、別の製薬会社の女性ＭＲが質問に答えられなくて泣き出したという話を聞いたことがある。その時柴田は「知らなきゃ、知らないって、言えばいいだろう、何も泣くことはない」と言ったという。事実だが、あまりにフォローがなかった。

　その一件で、男だけでなく女にも容赦ないのだと評判になった。

　柴田の方から言えば、ただ単に質問したに過ぎず、別に試そうとしたわけでも何でもなかった。女は苦手だったので、目の前で泣き出され動転してしまい、件の言葉を発したのである。実は口が悪いというよりは口下手なのだ。さらに女に容赦ないというより、男女の区別がないだけだったのだが。

「……なんか、新薬の宣伝でもしてみろよ」と言って、じろりとこちらを睨み、立ち上がる。江森の肩くらいまでしかない。

　見上げたまま「……でかいな」とつぶやいた。

「何㎝だ？」

「１８５㎝です」

　またフンと鼻を鳴らすと、「……体育会系は首から下だもんな」とボソッと言う。

（うう……口が悪い人だな）

　江森は思ったが、営業用のスマイルを浮かべ「僕、専攻は情報科学なんで、薬理とかは苦手なんですよォ」と何とか話を繋いだ。

「情報科学って、コンピューターか？」

「ええ」

　これ以上話すつもりはなかったのだが、専門がコンピュータと聞いて柴田はつい続けてしまった。

「へぇ、そりゃかわいそーに。あんた、使われるぞ、俺以外の医者はメカオンチが多いからな」

　その口ぶりにほんの少し、子供が自分のおもちゃを自慢するような気配が交じっていたので、江森が見ると、なるほど机の上の機種はアップルの最新タイプだ。

「すっごーい、最新機種じゃないですか」と言うと、やはり得意そうになる。

「まーな、この医局でこれを使いこなせるのは、俺くらいのもんだ」

　腕を組んで得意そうにしている顔は少し眼を細めると吊り上がった目尻が緩んで、冷たい印象が弱められる。

（なんか、結構かわいーな）

　江森は見下ろしながら思った。

　脇にいた大月も吉岡も、驚いて二人をまじまじと見てしまった。特に大月は柴田が患者以外の初対面の男と会話を成り立たせているのを見るのは、初めてであった。つい「まったく、コンピューターが得意なら、もう少し他の奴の仕事も手伝ってくれると有り難いんだが」と口にする。

　すると柴田は大月の方に身体を向け、じろりと睨んで「入局二年目のペーペーは肉体労働者だから、そんな他人の手伝いまでやってる暇はありませんね」と言う。それも事実なのでフォローのしようがない。

（そうですねー、ぐらい、言やあ、可愛げがあるってもんだが）

　大月は思い「その割りには子供としょっちゅうＴＶゲーム、する暇はあるようだな」と、言わなくてもいいことまで言ってしまった。すると「コミュニケーションをつけるために必要なんですよ」と返される。

「ッたく！　協調性の無い奴だな！　口は悪いし！」

　江森と吉岡は、はらはらして事の成り行きを見守る。この程度の衝突は良くあるのだが、ＭＲ達が目の当たりにすることはなかったので、マジな喧嘩と受け取っていた。

「大月先生、こないだ頼まれた文献ですが」

　吉岡が気をきかせて話に割り込む。

『江森ッ、そっちはまかせる！』と目で合図した。

（いきなり振られても……）

　それでもなにか話しかけなければならないということは解った。何を言ったらいいか解らないまま、江森は思わず「柴田先生！」と、肩に手をかけてぐいと振り向かせた。

「ワァッ」

　予想していなかったので、柴田は思いっきり江森の胸の中に倒れ込んだ。

「なッ、なんだよっ」

　顔を赤くして江森の胸に手を突っ張り、身体を離すと下から睨む。

「ぼッ、僕、ＴＶゲーム、得意なんですよ」

（ゲッ、間抜けなこと、言っちまった！）

　江森は軽蔑の言葉が返ってくるのを覚悟した。

　しかし、柴田は江森の顔を見上げ、「へぇ……」とゆっくり眺めた。

「……フーン……じゃあちょっと付き合ってくんないか」

　江森が吉岡の方を振り返ると、親指と人差し指でマルを作る。『行って、良し！』というサインだ。

「ハイ、お供します」

　江森の言葉が終了しないうちに柴田は足早に医局の扉へ向かう。江森は急いでその後を追った。

　ものすごい速さで歩く柴田に、江森はついていくのが精一杯である。ストライドの大きい江森だから何とかペースが合うが、それでも着込んだスーツの下に汗が出てくる。

　並んで歩く江森に柴田はちらりと視線を投げかけ、「……お前、足、速いな」とぼそっと言った。江森は唖然として柴田を見る。

（速いのは、あなたの方じゃないか……）







　柴田が案内した先は小児病棟だった。患者は小児科の入院患者が殆どだが、第２外科の患者で年令が小さい者はこの病棟に入院している。他の病棟と違って扉で仕切られており、受付のカウンターがあって、ピンクのスーツを着た若い女性のクラークが席についていた。

「あら、柴田先生」

　嬉しそうに微笑みかける。

「……ん」

　柴田は俯いたまま暗い声で返事をし、扉を押し開けて中へ入って行く。女性はやれやれという顔を江森にしてみせた。無愛想とは聞いていたが、こんな奇麗な人に笑いかけられて、何の反応もないなんて……。

（医者って、もてるから、どうってことないのかな）

　特に柴田のような奇麗な顔ならもてて当たり前だと思いながら江森も後について中に入った。

　ちょうど食事前の時間で、ベッドから出ても良い子供達は病室からナースステーションの前のラウンジに集まって来ている。

　ラウンジの床には花柄の絨毯が敷かれ、壁には子供達の描いたピカチュウやドラエモンの絵が一面に貼ってある。病棟というよりは幼稚園のようだと、江森は面白そうに周りを眺めた。

　小さい子供達は、看護師や保母達がぬいぐるみや積木で遊んでやっている。小学校以上の子供達の遊びの主力は、やはりＴＶゲームだ。

　二人が入って行くと「あ、柴田センセーだ」とディズニーやアンパンマンなどのキャラクターのパジャマを着た子供達が何人か寄って来た。

「今日は巧いやつ、連れて来たぞ」

　柴田は眼を和ませ、近寄って来た子供の頭を撫でながら言う。江森は自分の想像とは違う展開にちょっと驚いた。

「やったー」

「柴田センセ、へったくそだもんね」

「救い、ないんだよな」

　遠慮無く、哀れみの眼を向ける子供もいる。

「ドンクセーんだよなー、センセはよー」

「こらッ」

　柴田はわざと睨む。言った子供は舌を出し「わりーわりー、ホントんこと言っちまってさ」と頭を掻いた。

「たくもー、かなわねーな」

　柴田は言葉の悪さとは反対に、優しい表情を見せている。

（え……？）

　江森は状況の把握に手間取っていた。

　………さっきまでのブアイソさはどこへいったのだろう。

　呆然と柴田を見詰めていると、急にこちらを振り向いて「おい！」と江森を呼ぶ。江森が近づくと同時に、子供達の方からわらわらとプヨプヨ・マリオ・ドンキーコングなどを持って押し掛けて来る。何が何だか分からないうちに次から次へとゲームをやらされた。

　しかしテニスボーイの江森は「反射神経の鬼」と言われているくらいで、すぐに抜群の腕前を見せる。子供達は、尊敬のまなざしを向けた。コツを教えたりしてやると、皆、夢中でやり始め、「ホントだッ」「出来るよッ」などと言っている。

　そのうち夕食の入ったホットワゴンが運ばれて来た。

「さあさあ、終わりにして。食事ですよ」

　看護師やヘルパー達が机をラウンジに並べると、トレイを次々に配る。

「えっ、やだー」

「もっとやるー」

　つぶらな瞳に丸い鼻でブイブイ文句を言うので、

（まるでコブタの群れだな）

　江森は肩を震わせて笑いを堪えた。

「あんまり長いこと、やると、眼が悪くなるからね。今日はもうおしまいだよ」とナースの手前、子供たちを諭す。それでもまだ不満げにしているので、かわいくなって「また、今度ね」と声を掛けた。

「また、来てくれる？」

「うん、今度はもっと、裏技、教えたげるから、看護師さん達の言うこときいてね」

「約束だよッ」

　子供達は口々に言うと、ゲームを置き、大人しく椅子にかけて夕ごはんを食べ出す。小児病棟は椅子も机もおもちゃみたいに小さい。口に運ぶスプーンも小さいので、その有り様は小さいときに読んだ熊の親子の童話を思い出させ、江森は顔を綻ばせる。

（また、来ようっと）

　二人は手を振りながら小児病棟を出た。

「かわいいですね」

　江森が言いながら柴田の顔を見ると、冷たい視線に出会った。

（ええっ？）

　柴田は何だか急に機嫌を損ねたように、押し黙っている。そのまま顔を背け、さっさと歩き出した。

（何か、僕、悪いことしたのかな……）

　階段の所で先を歩いていた柴田がいきなり振り向いて言った。

「……あんた」

　以前の冷たい皮肉な眼に戻っている。

「子供相手だと思って、守れないような約束、しないでくれよ」と江森を正面から見詰めた。階段の二段目に立っているので、眼の高さは江森とほぼ同じである。漆黒の瞳には江森の顔が映っている。じっとこちらに向けられたその眼に、直に心の底まで覗き込まれたようで、胸がドキンと高鳴った。

「え？」

「約束、破られると、あいつら、傷付くからな！」

　言うと、ぷいと横を向く。

「ぼッ、僕、そんないいかげんなつもりじゃ……」

　急いで言葉を探した。しかし、柴田の横顔は冷たい中にもなにか寂しさが漂っていて、何も言うことが出来なかった。

「……俺、仕事だから」

　江森を残し、足早に階段を昇っていった。





　ディスプレイに浮かぶ文字が眼の中でちらちらと揺れ始めた。作業能率が低下しているのが解り、江森は大きく伸びをしてデスクの前を離れる。冷蔵庫からビールを取り出してホッと一息ついた。

（今日はこれまでにしておこう）

　メモリーチップを取り出すと、コンピュータのスイッチをオフにした。

　初めての担当のところを回って、ちょっと疲れた。冷えたビールを一口飲むとサイドテーブルに置き、でかい身体が唯一くつろげるベッドの上に仰向けに横たわる。

　会社の寮はワンルームで、ユニットバスとミニキッチンにベット、ロッカー付きだが、コンピュータを入れると家具は小さなサイドテーブルくらいしか置く余地はないのだ。しかし賄い付きなので独身者には十分な広さだとも言える。

　天井を見詰めながら考える。なぜか、今日会った人の中で一番柴田の印象が深い。

（最後に会ったからかな……）

　吉岡の『あまり近付かない方がいいよ』、大月の『協調性のないヤツだ』、と言う声が頭の中で聞こえたが、今思い出す柴田の顔は、別れた時の「約束を破られると傷付くから」と言ったあの顔だった。チッチッと呼び掛けた野良猫が、パッと走って逃げ、少し先でこちらを振り向いたようであった。一歩、踏み出すと逃げてしまいそうだ……でも……何か親切にしてくれることをどこかで期待している……そんな感じがした。

（野良猫だなんて……失礼なたとえだよな）

　そう、向こうは超エリート、そして綺麗でモテ放題の男なのに。

（何を考えてんだろう、僕。もう寝よう、明日も早いんだ！）

　江森は頭から毛布を被った。





　翌日から江森は一人で担当する病院を回ることになった。午前中は近隣の中規模の病院や医院を回り、午後早めにＪ医大へ向かう。医局へ行く前に病院に寄ってみた。

「あら、富士製薬さん」

　江森のことはもう看護師達にはちょっとした噂になっていて、行く先々で呼び止められる。おかげで目的の小児病棟にたどり着くまで、えらく時間がかかった。やっとたどり着いて入ろうとすると、昨日と同じクラークが「ごめんなさい、小児病棟は親族じゃないと入れないのよ」と引き留める。

「ドクターや家族と一緒なら別なんだけど」

「あ……」

　昨日は柴田と一緒だから入れたのだ。クラークの矢野も昨日のことは覚えていて「柴田先生、呼び出してあげましょうか？」と訊く。

「ええっ、とんでもない！　そんなことで忙しい先生を呼び出せませんよォ」

　矢野はうーんと考え込むと、「そうだわ！　午後、屋上に散歩に行く時間があるから、その時屋上で会えばいいんじゃない？」と提案した。

「あ、それ、いいですね！　有り難うございます！」

　心から嬉しそうににっこりするので、矢野やのはほれぼれした。

（うーん、いーじゃない？　親切にしてやろーっと）

　２外の柴田も眼の保養になるが、綺麗な男は幾らいても多すぎることはないのだ。




　　　　　　　　　　２





「センセ、まだァ？　もうい−かげんに終わりにしてくれよォッ」

　検査室のベッドに仰向けに横たわった十才の男の子が、口を尖らせて柴田に文句を言う。胆嚢たんのうの奇形である総胆管嚢腫そうたんかんのうしゅという病気で、三週間前手術した患者だ。

　柴田は術後の検査として超音波エコー装置で肝臓の内部を調べている所だった。時々発熱するので肝臓に膿瘍でも出来ているのではと疑ったのである。

　柴田はモニター画面を見ながら、片手に持った探索子を子供の腹部に当てたまま、パネル上のスイッチに指を滑らせる。

「ほら、息、止めて」

　画面をフリーズし、ビデオに録画する。だんだん子供は焦れてきた。

「早く、してよォッ」

　その言葉に、柴田はベッドの上の子供を睨みつけた。

「なんだよッ、まだ７分しか経ってないぞ。それにこの検査は痛くないんだから、文句、言うなッ」

「ちがーうよォッ、だって、時間なくなっちゃうんだッ」

　壁の時計を見て、足をじたばたさせる。

「たくもーッ、もーじき、済むよッ」

　付き添いの看護師はくすくす笑う。柴田が相手だと遊び相手と思うのか、子供達はタメ口をきく。柴田もそれにまともに答えるので、ガキ同士、文句を言い合っているようだ。

「早くしないと、帰っちゃうもんッ」

「面会に誰か、来んのか？」

　看護師が「そうじゃないんですよ」と口を挟む。

「このところ、富士製薬のＭＲさんが、屋上での散歩の時間を見計らって遊びに来てくれるんですよ。だからみんな、楽しみにしちゃって……」

「だって、すっごく、ゲーム、うまいんだもん」

　声には尊敬の念がこもっている。

「へぇ……」

　富士製薬と聞いた時はピンとこなかったが、ゲームと子供が言った瞬間、江森の顔が目に浮かんだ。明るい色の髪で大柄な男だったが、顔立ちは陽気で優しく、眼は大きくてきらきらしていたっけ。なかなかハンサムな男だった。さぞや看護師達も喜んでいることだろう。そう思うと少しむかついた。

（ネクラで嫌われ者の俺とは、正反対といった所だな）

　フンと鼻を鳴らし「じゃあもう、終わりにしてやるよッ、どうせ、俺よりそいつと遊ぶ方がいいんだろッ」と、いじけた声で言うので、子供の方が驚いて「そんなこと、ないよッ、センセも好きだぜッ」とフォローする。

「なッ、機嫌、直してくれよー、また今度付き合ってやるからさー」

　柴田の肩を叩いて顔を覗き込み、ませた口をきく。

「わーかったよっ」

　柴田もすぐ顔を上げて笑う。看護師はもう、腹の中で爆笑ものであった。

（これだから、柴田センセって、いじりたくなっちゃうのよねーッ、サイコー）

　病棟に帰ったら、即、ご注進に及び、話のネタにするつもりでいる。女性達の柴田への評価はＭＲやドクター達とは大分違うのだ。

　顔が綺麗でも性格が悪ければ看護師には受けない。ネクラではあるが、あまり威張らず、男女の差別をしない柴田は人気が高かった。さらに女に興味がなさそうなところも、今はやりの構造で女達にかまわれる誘因であった。








　柴田は一服がてら、子供と一緒に屋上へ行ってみた。風の当たらない塔屋の陰から子供達の興奮した声が聞こえる。時々「そうそこ、うまいぞ！」などと言う合いの手が入る。連れて来てやった子供を先に行かせると、少し離れた所から煙草を吸いながらしばらく見ていた。

　江森は肘までワイシャツをまくりあげ、コンクリートの上にあぐらをかいている。スーツの上着は無造作に金属のフェンスに引っ掛けてあった。ズボンのことなど念頭に無いようで、ゲームのコツを教えるため、子供の求めに応じてにじり寄ったりしている。

　その様子がとても自然に見え、柴田はなんとなく気持ちが暖かくなってきた。

（そう言えば……）

　この間別れる時、つい自分でもきつい言葉を投げ付けてしまったような気がしたが、まさか本当に約束を守ってくれるとは思わなかったので驚いた。

（子供なんか相手にしても業績とは関係無いのに）

　柴田自身もまだ下っ端だから、柴田の機嫌を取るために子供に付き合っているとも思えない。

（ふーん……なかなか優しいとこ、あるんだな）

　看護師の話ではもう十日ぐらいも、毎日ではなかったが、出来る限り都合を付けて来ているらしい。そのため今まで散歩をいやがっていた子まで喜んで参加するようになったという。

　ふと、江森がこちらを振り向いた。

「あ、先生！」

　ぶんぶん手を振り回すので、仕方なく少し近付いた。患者以外の知らない人間と付き合うのは苦手なのだ。

「……ん」

　ぼそっと挨拶する。

「もう時間だから、またね」

　近くの子の頭を撫でると上着を取り、こちらへ近寄って来る。ワイシャツ姿だと胸の逞しさがさらに際立った。腕も筋肉質で太い。

「僕、小学校の時、結構、入院、したりしてたんですよ」

　にこにこと柴田を見下ろしながら言う。

「安静だと運動はしちゃいけないけど、でも指は動かせるでしょう？　で、入院中ゲームばっかしてたら、すごくうまくなっちゃって。僕って反射神経けっこういいんですよォ」

「……ん」

　仕方なく、相槌を打つ。

「だもんで登校すると、みんな、ゲームが巧いって尊敬してくれて、ガッコ休んでも仲間外れにならなくて済んだんですよ。だからこの子達も、そうなったらいいかなって思って」

「へぇ」

　江森が病気がちだったとはとても今のでかい身体からは柴田には想像がつかない。

「……何の病気だったんだ？」

　江森はいきなり柴田の顔に覆いかぶさるように顔を寄せると、「アーン」と言いながら大口を開けた。

「！」

　至近距離に男の顔が迫ったので、柴田は身体を硬直させる。ほとんど唇が重なりそうな近さだ。

（こっ……こいつ、何……）

　呆然と見上げていると、江森は口を閉じて「ね？」とにっこりする。

「ネってなんだっ、ネって！」

「えー、やだなー、ほら、ね、扁桃腺へんとうせん、大きいんですよ、僕」

　もう一度口を開いてみせた。

「……ああ」

　確かに喉の奥にガキなみの大きな扁桃腺が見える。

「よくこれで、熱、出して、一度、急性腎炎やったんですよ。あのときは三ヶ月も休んだっけぇ」

「……うう」

　あまりの屈託の無さに柴田は唖然とする。

（殆ど初対面の人間に自分のことを話すなんて……俺にはそんな真似は出来ない……）

　柴田は決して人に自分の心をさらすことはない。いや、出来ないのだ……だって、誰にも言えない秘密があるのだから。

　胸がどきどきと高鳴ってくる。動揺を隠し、「へぇ」と冷静な声を作った。

「今は熱、出さないのか？」

「おかげさまで！」

　またにっこりすると、上着を着込んだ。

　江森の顔が離れたので、少し胸の動悸が収まってくる。こちらを見つめる眼を落ち着いて見返した。

「ふーん……」

　明るくて妙に人好きのする男だった。行動は大胆だがのびのびして厭味がない。

（こいつなら……子供を裏切らないかもしれない）

　優しそうな大きな眼は、見る者を安心させる。

　ポンと肩を叩いて「まあ、また遊びに来てやってくれよな」と声を掛ける。そのまま脇を通り過ぎ、子供達の方へ近付いて行った。

　江森は柴田の背中を見ながら別の感慨に耽っていた。柴田は子供達に囲まれて、今までとは全く別の表情を見せている。

　時々、病院で会っても柴田は眼が合うとすぐ、あさっての方を向いてしまい、江森に挨拶するチャンスすら与えない。他のＭＲに対しても、普段は全身で拒絶を表しているようだった。

　それが今は自然に周りに溶け込んで、優しく微笑んでさえいるのだ。

　いつも江森は近付くと、何か見えないバリヤーにあたって押し戻されるように感じていた。さっき近付いた時も身体をビクリと竦ませた。何をそんなに怖がるのだろう……自分の態度が馴れ馴れしすぎたのだろうか……医者はあまり自分達ＭＲにタメ口をきかれるのは好まないから……。

（僕、好かれてないのかも）

　シュンとして落ち込んだ。が、すぐに、

（また遊びに来てくれって、言ってたよな）

　思い出してちょっと嬉しくなる。柴田に遊びに来いと誘われただけでなんでこんなに嬉しくなるのだろう。疑問に思ったが、

（だって、嫌われるよりいいものな）と漠然と納得する。

（そうだよね、ＭＲは医者に好かれてなんぼだって吉岡さんも言ってたもの）





「もう、寮の食事時間、過ぎちゃったな……」

　駐車場の車に戻ると、江森は腕時計を睨んだ。

　さっきまで脳外科の医局で新薬の説明会をやっていた。医師たちには軽食を用意するのだが、もちろんＭＲの分はない。

　今日は忙しくて昼飯も抜いていた。コンビニの弁当ぐらいでは、とても足りそうにない。

「そうだ、あそこのファミレスに行こうっと」

　初めの日に前任者の吉岡と訪れた店だ。

　24時間営業なので今までも遅くなる日はちょくちょく利用していた。

　レストランの駐車場に車を乗り入れ、店に入ると、もう十時を回っていたためか店内は比較的空いていた。ぐるりと見渡したところで「あれ？」と思わず声が出る。

　隅っこの席に、紺色のブレザーを羽織った見慣れた細身の男がいた。

（柴田先生！）

　だがその脇に、背のすらりと高い明るいベージュのソフトスーツの男が立って、身を屈めて親しげに柴田に話しかけている。

「え……？」

　あんなに柴田の身体に接近している男は初めて見る。男は銀縁の眼鏡をかけ、下を向いているので、真ん中分けの髪が額に落ち掛かって顔は良く分からない。

　知らず知らず、足が動いてしまう。

（誰だろ？）

　盗み聞きをするつもりはなかったが二人の声が聞こえるところまで近寄っていた。

「葉書、出し忘れたの？」

「……ああ」

　江森が見ていると、柴田は俯いてコーヒーカップをいじりながら答えている。

「出席で、いいんだよね？」

　念をおす男に怒ったように柴田は「当たり前だろ！」と言い、顔を見上げる。が、またすぐ俯いた。

「祝辞とか、しゃべるのは嫌だろ？」

「……ああ」

　やはり俯いたままコーヒーを一口、飲む。

　男はしばらく柴田を見ていたが、「じゃあ」と簡単な言葉を残し、席を離れた。ちらりと見えた端正な顔立ちに見覚えはなかった。

　レストランの扉から出て行くのを柴田はじっと眼で追っている。その眼がなんだか悲しそうなので、胸が苦しくなり、江森はまじまじと横顔に見入った。

　ふと、柴田が江森の視線に気づいた。悪いことをしているのを見つかったようにびくりと肩を震わせ、また下を向く。

「柴田先生！」

　江森は反射的に声をかけてしまった。

　柴田は顔を上げ「……ん」と小さく応える。江森はそばへ行って「ご一緒して、いいですか？」と尋ねた。

「え？」

　柴田は大きく眼を見開く。

「なんでだ？」

「なんでって……」

　柴田と一緒にいたいからに決まっているではないか。そう思ったが、まさかその通り口にするわけにはいかず、急いで理由付けにかかった。

「だって、一人で食べるの、つまらないし。先生、僕と一緒じゃ、おいやですか？」

　断られるのを覚悟していると柴田はぽつりと言う。

「……いい」

「ええっ」

　今度は江森が眼を丸くした。

「よろしいんですか、本当に？」

「なんなんだよ、お前」

　柴田は呆れたという声を出して切れ長の眼で江森を睨んだ。

「自分から、言っておいて……」

　柴田は席を詰めると、「座れ」と言った。

　コの字型のソファなので前に座っても良かったのだが、せっかく空けてくれたので、江森はブリーフケースを抱え込むと大きな身体を隣に押し込む。

　ウェイトレスに料理を頼むと、気になっていたことを尋ねてみた。

「先生、さっき話されていた方は、どなたですか？」

　柴田は俯いたままだが、耳がほんのりと桜色に染まるのが江森から良く見えた。

「……同期の奴。第１内科」

　短い答えに、江森はちょっと助詞を補充して考える。

　要するに、柴田と同期で第１内科の医師なのだろう。

「第１内科の先生ですか？　初めて見る方です」

「外、行ってるからな、今」

　また少し自分なりに補足してみる。

　大学には関連病院がいくつかあり、若手の医師たちはそこへ出張していることも多い。二月から担当になったばかりの自分は出張中の医師の顔を知らないのも当たり前なのだ。

「あ、そうなんですかー！」

　なにやら嬉しくなってきて、浮き浮きした声を出す。

（そっか、同期なら親しくて当たり前だもんな）

　柴田はふいと顔を上げて、江森を見る。

「変な奴だな、お前」

「え？」

「何がそんなに嬉しいんだ」

「え？」

（嬉しい？）

　言われてみて気づいた。確かに嬉しいのだ……江森は自分でも混乱してきた。

「べ、別にっ、あのっ」

　しどろもどろで説明にかかったところに料理が運ばれて来た。スペシャルハンバーグセットにライスの大盛りである。

「失礼、いただきまーす！」

　むしゃぶりつくので、柴田もそれ以上突っ込めず、また自分のコーヒーカップをいじり始めた。チラチラと横目で猛然と料理を口にする江森を眺める。

（……よく食うな）

　江森はニコニコしながら食べている。

「ここのハンバーグ、美味しいですよォ、先生、食べたことありますか？」

「……ない」

「じゃっ、味見、します？」

　小さく切り取ってフォークに刺し、また微笑みながら、柴田へ向けて突き出す。

「い、いいよッ」

「一口、食べてみてくださいよ、ホントなんですから！」

「がっ、がきじゃねーしっ」

「だって、美味しいんですよぉ、ね？」

　この「ね」がこれから先柴田には殺し文句となるのだが……。

　周りが自分たちを見ているのが判り、柴田は顔が熱くなるのを感じる。しかしここでいやというわけにもいかず、仕方なくフォークを受け取って口に入れた。

「どうです？　美味しいでしょ？」

「……ああ」

　答えると江森は得意そうな顔になり、また食べ始める。

（変な奴だな……）

　それでも驚いたことに、柴田は江森の食べるのを見ていると楽しくなってきた。食欲旺盛な男は見ていて気持ちが良かった。

（俺はあんまし食えないし、トロくて食うのも遅いから……）

　小学校のころは給食も残しがちだったし、食べていると周りの皆からイライラしているといった雰囲気が察せられることもあった。気を使って、途中で食べるのをやめてしまうこともあり、

（それでいつのまにか少食になっちまったのかもな……だからちびなのかも）

　この男のようにたくさん食べていたら、きっと背も伸びたにちがいない……。

　羨望の目で柴田は江森を見続けた。

　江森は食べる合間に「先生、もうお帰りですか？」と話しかける。

「家までお送りしましょうか？」

「いや、まだ医局に戻って仕事がある」

「ええっ」

　店内の時計で時間を確かめる。

「当直ですか？」

「いや、違うけど」

「お医者さんって、大変なんですねぇ……」

　江森がしみじみと言うので、柴田はくすりと笑った。

「お前だって飯も食わずに今まで仕事、してたんだろ？　ＭＲだって大変じゃねぇか。医者が仕事、終わってから、お前たちの仕事が始まるからな」

「そりゃそうですけど。でも製薬会社じゃなくても、営業はみんなこんなもんですよ。僕の同期で営業、行った奴の話、聞くと、みんな遅くまで外回りしてますから」

「ふーん……そうなのか……」

　営業が大変とは漠然と知っていたが、こんな風に日常会話の中で聞いたのが新鮮で、柴田は感心した。なんだかこの男は別世界への扉のようだ……自分の知らないことを良く知っている……。

「お前って、もの知りなんだな」

「はぁー？」

　江森は怪訝な顔をする。

（なんかこの人、的外れなのかな？）

　記念すべき「柴田の的外れ発言初体験」なのだが、江森に未来を見通せる能力もなく、この時点では首を捻るばかりだ。

「お医者さんだって、もの知りじゃないですか、なんでもいっぱい知ってて」

「ンなことねーよ。そりゃ、病気のことは仕事だから知ってるけどさ、他のことは結構知らないぜ？」

　こんなに自分としゃべる柴田は初めてだった。しかも友達言葉っぽく。江森は胸が弾んでくる。

「センセはコンピューターのことも良くご存じじゃないですか」

「そりゃ、好きなことだからだよ」

　キャッチボールのように会話は弾み、柴田が気づくと江森は食べるのをやめ、ニコニコしながらこちらを見ている。なぜか解らないが急に鼓動が早くなったのを感じ、柴田は慌てて横を向いた。

「あ、ごめん、邪魔したよな。食べててくれ」




　皿の上がほぼ片づき、江森はサラダの鉢に手を伸ばした。ふと、柴田が斜め向かいの席をじっと見ていることに気づく。

　視線の先には席に着いたばかりとおぼしき両親と二人兄弟の家族がいる。

　男の子たちはまだ小学校低学年で、随分遅い食事だなと江森は思ったが、よく見ると二人とも手にアニメ映画のパンフレットを持っている。

　映画を見に行った帰りらしかった。帰りがけに一休みしようと、寄ったのだろう。

　ウェイトレスが注文を取りにやってくると、口々に「チョコレートパフェ！」「プリン！」と騒いでいる。両親は「静かに」と時々たしなめているが、興奮しきっていて、今見た映画の話をし始めた。

　小さい頃を思い出し、江森はクスクス笑い出した。

「映画の帰りにファミレスで御馳走なんて、特別のイベントですもんねぇ」

　同意を求めるつもりで柴田の方を向くと、柴田は困ったような表情を見せた。

「そうか？　俺、ファミレスなんて入ったことなかったよ」

「ええ？」

　ド田舎だったのだろうか……ファミレスに入ったこともないなんて。

「近くになかったんですか？」

　深く考えもせず、話を振ると、

「あったけどさ。家族で食事なんて、したこと、なかった」

　柴田は怒ったように言う。

「ええ？」

　江森が大声をあげると、柴田はまた俯いた。

「そんなに変か？　ファミレス、行ったことないなんて……」

　その声がなぜか寂しげだったので、江森はあわてた。

（悪いこと、きいちゃったのかな）

「べ、別に、変じゃないですよオッ」

　よく考えれば、実は江森だって家族でレストランになど数えるほどしか行ったことはなかった。

「僕だって、そういえばあんまり行ったこと、なかったなぁ」

　とりなすように言う。

「家族で行ったのって、小学校ん時、二回くらいかな？　親父の帰ってくるのはいつも遅かったし、日曜日は疲れて一日寝てたし。それに中学二年の時、病気で死んじゃったし」

　江森の父は、仕事中くも膜下出血で亡くなったのだった。今から思えば過労死である。が、まだ子供だった江森にはそんなことは解らなかった……そのあとは母と姉二人と、生活を立て直すのに必死で、寂しさを感じるゆとりすら、かった。会社人間だった父親はそもそもいないも同然だったのだと、自分を納得させたこともあった。

　社会人になって初めて、父親が家族の為に必死で働いていた事を実感した。父に悪かったと思うようになったのは最近のことだ。思い出して、ちょっと江森がしんみりとしていると、ふと、柴田が自分を見詰めていることに気づいた。

「……お前も片親なのか」

　小さな声で言うので、

（お前も、って？）

　じっと柴田の眼を覗き込む。こちらの無言の問いに答えるかのように「俺は、オフクロがいなくって、さ」と言った。

「え、先生もなんですか？　お母さん、やっぱり亡くなったんですか？」

　尋ねた途端、柴田はプイと横を向いた。

「あっ」

　まずい話題だったのだ。江森にもそれは解った。

「す、すみません、先生！」

　大声を出すと、皿につく程、頭を下げた。

　柴田は「いいんだ」とぴしりと言う。

「すみません、許してください！」

「謝るなよ！」

　掠れ声に江森が顔を上げると、柴田の眼は怒ってはいない。むしろ困っているように感じられた。

「俺が自分で、言い出したんだ！　お前が謝る必要、ない！」

　きっぱり言うと柴田は勘定書を掴んで立ち上がる。

「もう、行く！」

　江森は焦って柴田の腕を掴んだ。

「な、なんだよッ」

　振り払おうとするのを、必死で止める。

「ち、違います、僕が、払いますから！」

　江森が力づくで勘定書を取り戻すと、柴田は冷たい視線を投げかける。

「俺、そういうの、嫌いだから！」

　財布から札を出すとテーブルの上に置いた。

「じゃあ」

　短く言って席を離れる。唖然としている江森を尻目にレストランから出ていった。

　残された江森は「あーあ」と溜め息をついた。

「僕って、どうしてこうなんだろう……」

　せっかく柴田先生と話が出来たのに……。

「ほんとに嫌われちゃったかもしれない……」

（お母さん、亡くなったんじゃなければ離婚したってことなのかな……）

　いや、もっとなにか複雑な事情があるのかもしれない。

　さっきの寂しげな顔、突き放すような言い方、困ったような眼、拒絶するように去って行った態度……。

　思い浮かべていると胸が急に痛み出す。

（なんか、僕に出来ること、あるんだろうか……）

　いや、知り合ったばかりの自分になにが出来るはずもない。

（でもさっきまでちょっとは楽しそうに話してくれたし……）

　そう、お母さんの話が出るまでは、楽しく会話していたっけ。

　今度会ったらもっと話題に気をつけようと結論づける。

（僕に出来る事ってそれぐらいだもんな……）
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　そのあと、病院で柴田しばたを見かける機会はしばらくなく、江森えもりが柴田と接近遭遇できたのは数日後のことだった。

　最後に訪問していた産婦人科の医局を江森が出ると、もう九時過ぎになっている。

（遅くなっちゃった……）

　時計を確かめ、地下の駐車場へ降りた。昼間は満杯の駐車場も、この時間には空きがある。それでも夜遅くまで働いている医者も多いのか、まだまだ何列も車が駐車している。その間を擦り抜けながら見ると、車の列の間に人影が見えた。

（あれ？）

　薄くらがりに眼を凝らす。

（柴田センセ！）

　向かい合っているのは小柄な女性だ。柴田はトレンチコートにアタッシュケースを持ち、帰る所のようだ。女性の方は白衣姿だった。

（あれれ？）

　かわいらしい顔立ちに見覚えがある。

（眼科の橋爪はしづめ薫かおる先生だ！）

　肩までの栗色の髪をサイドは後ろに流し、かたちの良い耳にバラの花を形どったイヤリングを付けている。優しくて気立てが良く、女医にしては珍しく素直で大人しい性格で「薫ちゃん、薫ちゃん」と上の者にはかわいがられていたので、江森もすぐ覚えたのだ。何やらただごとではない雰囲気が二人の間に漂っている。

（ゲーッ、まずいとこ、来ちゃったッ）

　足音をたてる訳にもいかず、その場で硬直した。

　見ないようにと思ったが、二人から眼が離せない。食い入るように見つめていると、ゆらりと女性の身体が前に倒れるように柴田の胸の中に沈み込んだ。髪はバサリと前にかかり、表情はわからない。

　柴田の方は眉をひそめ、悲しそうな眼をしている。アタッシュケースを持っていないほうの手が遠慮がちに女性の肩におかれた。低い声で何か言っている。女性は小さく頷いていたが、そのうち柴田の胸から身体を起こし、ふわりと花が開くような可憐な微笑みを見せた。そしてゆっくりと右と左に別れた。

　見ていた江森は急に胸が苦しくなる。

（え？　なんでこんな……ショック受けてんだ、僕？）

　考えてみれば冷たくて無愛想といっても、柴田の顔は誰が見ても綺麗だ、と江森は思った。それに加えて医者なんだからもてるだろうし、恋人がいない筈なかった。あの小児病棟の受付の美女だって、すごく柴田を気に入っているようだったし……。

　全身から力が抜けそうになった。

　と、柴田の足音が近付いて来る。

（ゲーッ、まずいッ、こっちへ来るッ）

　覗いていたと思われるのは心外だったので、覚悟を決め、わざと足音高く今駐車場に来たかのように柱の陰から出た。

「……あ」

　柴田は冷静な表情のままこちらを向いた。今の現場を見られていたとは思っていないようなので、江森はホッとする。

「あ、センセ、今お帰りですか」

　我ながら間抜けなことを言ったと思ったが、もう後には引けなかった。柴田はフンと鼻を鳴らすと「お前もいつも遅くまで、よく働いてんな」と言う。そのまま脇を通り過ぎて、すごいスピードで出口へ向かう。江森は自分でも良く分からないまま、後を追って話し掛けた。

「センセ、お食事、まだなら、またファミレスにでも行きましょうか？」

「いい。もう、済んだ」

　江森はちょっとがっかりした。

　今の、はたから見るとラブシーンとも思える状況は確かにショックだった。だがそれとはまた別に、柴田に会えて嬉しいと思っている自分がいる。せっかく久しぶりで会えたのにすぐ別れたくなかった。もっと柴田のそばにいたいのだ。また一緒に食事が出来ると思ったのに………

（そうだ！）

　思いついて申し出てみる。

「遅いから僕、家まで車でお送りしましょうか？」

　柴田はこちらを振り向きもしない。

「いいよ、俺のマンション、こっから歩いて十分なんだ」

　なんだか突き放すような言い方なので、江森は思わず「いえッ、お送りしますッ」と柴田の腕を掴んでしまった。だけでなく、グイッと引き寄せたので、柴田はバランスを失うと「ワアッ」と叫んで江森の胸に倒れ込んだ。

「……たく……バカぢからだな、お前！」

　胸の中で呻く。

「すいませーんッ」

　急いで両肩を掴んで立たせた。見ると顔を真っ赤にして息を乱している。前髪は額にかかり、こちらを見上げた眼は潤んでいて驚くほど色っぽく、江森はどぎまぎしてしまった。

「ごめんなさーいッ」

　ひたすらペコペコ頭を下げる。

「……何もそー怒ってるわけじゃねーよ」

　ぼそっと柴田が言う。

「……じゃあ、送ってもらう」

　柴田をミラージュの助手席に乗せると、江森は言われたとおりの道筋をたどった。柴田は、「そこ、右」「次、左」と言うだけで、サイドの窓から外を見ており、こちらを見ようともしない。

（きっ……気まずい……）

　江森は冷汗が出て来た。

「……そこだ」と柴田が言ったときは、安堵の溜め息をつきそうになり、焦って飲み込む。

　五分程で着いたのは、このあたりでは一番高級なマンションだった。七階建ての中層で赤茶色のタイル貼りの外壁にはツタの絡んでいる所もあり、植え込みやエントランスは上品さを漂わせている。玄関もオートロックであった。

　さすが医者だからこの若さでこんな良い所に住めるのだと感心する。玄関の広い車寄せにミラージュを停めると、「かっこいいマンションですねッ」と褒めた。

「……そーかァ？　たいしたことねーよ」と柴田は素っ気なく答える。

「お前は？　アパートか？」

「いいえ、会社の寮です」

「寮のがいいじゃねーか、仲間がいてさ」

（え？）

　何か寂しさのようなものが声に滲んでいたので、急いで顔を見ようとしたが、もうその時は扉を開けて外へ出ていた。

「……じゃあな」

　こちらを振り返りもせずに玄関に入って行く。

（やっぱ、僕、嫌われてるのかも知れない……）

　柴田には嫌われたくないとそのときハッキリと思った。






　部屋に入ると柴田はまっすぐリビングのサイドボードへ近付いた。

　広々としたリビングはフローリングで、家具と呼べるものは壁紙と同じ色のベージュのソファとロウテーブル、それにローズウッドのサイドボードだけで、寂しいインテリアだった。

　ガラス扉を開けて中からコルドンブルーのクリスタルの瓶を取り出し、封を切る。グラスに４分の１程注いで、一気に煽った。続けて二杯目を注ぐと、ソファの所へ行き、持っていたグラスをテーブルに置く。

　コートとジャケットを脱ぎ捨て腰を降ろすと、頭を両手で支える。深く溜息をついた。

（見られただろうーな……）

　しかし何を思われてももはやどうでもいいのだった。

（誤解、したけりゃ、勝手にしてろ）

　ずっとそうやって生きてきたのだから。どっちにしろ自分には人に言えない秘密があるのだ。永遠に他人に理解されることはない。だから誰にどう思われようと知ったことではない。ただ一人の人に受け入れてもらえさえすれば……でもそれも決してかなわないのだ。

　そのただ一人の人とは、薫が来週式を挙げる予定の相沢あいざわ和彦かずひこだった……。






　柴田の家は地方のかなり大きな病院で、父親が一代で築き上げていた。父親は俗物で、柴田はそのうち地方議員にでもなるのだろうと考えている。

　父親は最初の妻と離婚したあと柴田の母親と再婚したのだが、その後も女性関係が絶えず、家庭の雰囲気は暗かった。相手をなじり、責める、刺々しい声の応酬は、聞いているだけで食欲はなくなり感情がささくれる。柴田がおどおどした自信のない子供に育ったのはそのせいだった。

　最初の妻との間には柴田より一回り大きい息子が既にいた。兄にしてみれば、自分と自分の母親の不幸の元凶が目の前にいるようなものだ。決して二度目の母になつくことはなかった。柴田の母親のより所は幼い柴田のみで、他に頼るものはいなかった。

　母親は苦しんでいたが、最初の妻と同じ立場に置かれ、誰を責めるわけにもいかず、今にして思えば救いを家の外に求めたのも仕方なかったのだと柴田は思う。　

　柴田が十才の時、母親は家を捨てて柴田の担任だった男と駆落ちした。その日から柴田の居場所は家にも学校にもなくなった。家では父親に自分の息子ではないとまで言われ、学校では淫乱女の子供といじめにあった。

　その中で唯一人、そんなことに惑わされず柴田自身を認め、付き合ってくれたのが相沢だった。中学・高校と一緒に過ごした。相沢の家も開業医だったので、やはり医学部を目指すという。父親の母校がＪ医大なので第一志望にすると相沢が言うので柴田も迷わず決めた。

「俺も」

「じゃあ、頑張って一緒に合格、しような？」

　相沢が優しい目で見詰める。

「うん、そしたら一緒にいられるもんな」

「そうだね」

　柔らかな真ん中分けの髪、きりっとした太い眉……眼鏡の底の愛情溢れる瞳……いつの日からか、見上げるといつも柴田は思慕の念が身体の奥深くから沸き上がるのを感じるようになっていた……。

「ずーっと一緒にいるって、約束してくれるか？」

「ああ、いいよ」

　記憶の中で何度も繰り返す相沢の言葉。

（守れないような約束なら、最初からしないでくれッ）

　腹の底で呻いた。

　大学に入ってからだった、本当の自分の性的指向に気付いたのは。柴田は女に欲情しなかった。大学に入学してからすぐ、薫と知り合った。しかし薫は清楚で可愛らしく、妹としか思えない。そう、家を出て行った時、母親の腹の中にいたという妹のかわりなのだ……。

　そのうち相沢と三人で付き合うようになった。初めはグループ交際のつもりだったが、ある日薫と相沢が自分に知られないような付き合いをしていることが判った。

　柴田には何も言う資格はなかった。女には興味がもてないのだし、たとえ薫がいなくても自分が相沢を手に入れることは不可能なのだから。どうせなら二人には自分の代わりに幸せになって欲しいと、心の底から願うようになった。薫は幸せでいて欲しい。相手が相沢でなければもっと良かったが、仕方のないことだった………

　しかし現実に結婚式の日取りが近付いて来ると、また違う。相沢を見るのが苦しくて、この一ヶ月顔を合わさないようにしていたのだ。電話もなるべく出ない。病棟で会っても目をそらした。招待状の返事すら辛くて投函が出来なかった。

　今日、帰りがけに薫から電話があった時には驚いた。駐車場で待ち合わせたが、久し振りに見る薫は何だか痩せたようだった。

「どうしたの、薫ちゃん」

「ごめんなさい、呼び出したりして」

　式を間近に控えて不安になる女性がいる、その類いだと思ったのに。薫の口から出たのは驚くべき言葉だった。

「和彦さんが『僕でいいのか』って言うの……あたし、どういう意味か解らなくて……」

「ええっ？」

　薫がふいに胸に顔を埋めたので、柴田はどう反応したらよいか困った。

「和彦さん、他に好きな女の人がいるんじゃないかと思うの……」

「そんなこと、絶対ないよ！」

　力をいれたら折れてしまいそうなほっそりとした肩に、ぎこちなく手をかけた。

「薫ちゃんの思い違いだ、あいつはそんないいかげんな奴じゃないって！　俺は十四年間もあいつと付き合ってるんだからさ！」

　薫が顔を上げて、薄闇の中に開く蓮の花のような儚げな微笑みを見せたので、柴田は心臓が締め付けられるように感じた。

「ごめんね……柴田くん、あなたに言ってもらうと安心する……」

「大丈夫だよ、絶対、な？　あいつのこと、信じてやってくれ」

（この偽善者……）

　心の中では正反対のことを考えていたくせに……柴田は声に出さず呻く。残っていたブランデーを飲み干した。

（相沢は俺のもんだッ、お前より俺のほうが、ずっと相沢のことを知ってるッて……言えたら、どんなにすっきりすることか……）

　これが誰にも言えない秘密だった。

「相沢……」

　しだいに下腹部に高まりが募る。

「……ウ……ンッ」

　苦しそうにこらえたが、もう限界だ。バスルームへ行き、服を脱ぎ捨てるとシャワーの下に立つ。熱い湯を浴びながら一心に手を動かした。

　何度か女性を抱いたことはあったが、不毛な経験だった。相沢が手に入らないのならと、他の男で慰めようとしたこともあった。しかしとても出来なかった。相沢以外は要らないのだ。

　結局、相沢の顔を思い浮かべながら自ら慰めることしかしなくなった。だが到達したあとの嫌悪感は強く、一度自分の放出した白濁を見て嘔吐して以来、シャワーの下でしかやらなくなっていた。そのまま全て目に留まらぬうちに洗い流してしまえるように……。

「あッ、ううッ、ンッ」

　喘ぎのピッチが早まる。眼をギュッとつぶり、苦しそうに顔をしかめた。到達が近いのだ。

「……ンアアッ」

　微かに呻き、欲望の残滓ざんしが湯と共に流れて行った。

　しばらくタイルの壁に手を当て身体を支えていたが、大きく溜息をつくと再び手を伸ばす。その手の先には欲望を吐き出し、宥められたはずのものが猛々しい表情を見せていた。

「アア……」

　今夜はとても一度では足りない。目尻から涙が流れるのを感じたが、かまわずさらに激しく手を動かす。この高ぶりの原因は分かっていた。駐車場で江森の胸に抱かれた時から、その萌芽を下腹部に感じていたのだ。

　江森の胸は広く、暖かく、逞しい男の体臭とコロンの入り交じった爽やかな風を一瞬、感じた。あの胸が相沢だったら抱きついて自分の気持ちを告白していたかもしれない。それぐらい強い衝動を感じさせた。

「お前を薫ちゃんに渡したくない！」

　そう叫んでいたかもしれなかった。

（いやだッ、もうッ）

　激しく先端を擦る自分の手がいやだった。そうせずにはいられない自分はもっと嫌いだった。

「相沢……」

　低く呻くと、二度目の到達を迎えた。






　寮の自室で、産婦人科の医局で回収した新薬の副作用アンケート表をまとめながらも江森の頭の隅からは柴田のことが離れない。

「もうッ、こんなんじゃ駄目だッ」

　必死で意識を集中させ、どうにかまとめ終わったのは夜中の二時だった。

　シャワーを浴び、缶ビールを片手にデスクへ戻る。

　夜遊びの好きな若者達の住む独身寮とはいえ、さすがにもうあたりは寝静まっている。江森はイヤホンを耳に押し込むと、ｉＰｏｄをＯＮにした。

（あの二人、恋人同士なのかなァ）

　若い女性ボーカルが切々と歌い上げる歌詞が今夜は妙に胸に響く。

（そりゃ、あの様子じゃ、どう見ても恋人同士ってことだよな）

　考えていると悲しくなってきた。

（なんでだろ）

　さっき胸に間違えて抱き取られてしまい、顔を赤くしてこちらを見上げていた柴田の眼は何かを訴えているようで、見ているこちらが切なくなってしまった。形の良い桜色の唇は僅かに開けられ、今にも「江森」と呼んでくれるのではないかと胸が高鳴った。

（なっ……何、考えてんだ、僕……ンなわけ、ないのに）






　その夜、柴田の夢を見た。

　声をかけると跳んで逃げる野良猫のように、トレンチコートに身を包んだ柴田は江森が近付くとスッと二、三歩、先へ行ってこちらを振り返る。でもその眼はいつもの皮肉で冷たい眼ではなくて、胸の中で江森を見上げていた時の切ない眼だった。

「センセ！」

　声をかけて腕を差し伸べても捕まえられない。

「センセ！」

　諦めずに思いっ切り手を伸ばすとコートの袖に指がかかった。ぐいと引き寄せ、広い胸の中に抱き締める。いつのまにか襟が大きくはだけ、なめらかな首筋に指が触れていた。指を下へ滑らせて行くと……。

（な……何なんだ、今のは……）

　目が醒めた時、江森は呆然とした。

（……エッチな夢……見ちゃったんだ、僕……）






　　　　　　　　　　４






　営業部のデスクで得意先に配る資料を紙袋に詰めていると、上司が「おいッ、江森えもりッ」と、声をかけてきた。昨日提出した書類を手にしている。

「第２外科のドクターが全然、入ってないじゃないかッ、どういう訳だッ」

「あ……」

　今週の土曜日、ホテルで行われる学術講演会の出席予定者名簿だった。製薬会社では新薬を開発すると研究機関などにモニターを依頼する。その結果を報告する講演会であった。担当する病院の医師になるべく出席してもらうのがＭＲの仕事で、出席者の数はそのまま営業所の実績になるのだ。

「ちゃんと仕事、してんのかーッ、Ｊ医大はお得意だぞッ、特に２外ニゲはなッ」

　久し振りにたっぷり、絞られた。

　柴田しばたと橋爪はしづめ薫かおるを駐車場で目撃したあの夜、江森は自分でもよく分からない夢を見た……それ以降、妙に気恥ずかしくて、柴田の顔を見ることが出来ない。２外の医局を訪れなくなっており、そのため講演会に出席をしてくれるよう頼みに行けなかったのだ。相変わらず屋上で子供達と遊んではいたが、柴田も姿を見せることはなかった。

　矛盾するようだが、寂しくなって「柴田センセ、最近こないの？」と小児病棟の看護師に聞いてみた。

「なんか、ちょっと重症患者が入っちゃって、忙しいみたいですよォ」

（そーだよなァ……お医者さんは忙しいもんな）

　柴田のほうも自分を意識して避けてる、なんてこと、あるわけないのだ……。

　夢で見た柴田は、江森の胸で激しく自分を求めて来た。

（そんなわけ、ないもんなあ）

　現実にはありえないのだ……。

「とにかくッ」

　上司の怒鳴り声で我に返る。

「これからすぐ２外に行って、誰か出席してくれるよーに頼んでこいッ、いいなッ」

（やれやれ……）

　気がすすまないが仕方がない。重い足取りで第２外科の医局へ向かう。

　ちょうど月に一度の第一内科との合同症例検討会が終了した所で、たくさんの医者がまだ病棟に散らばらずに医局にたむろしていた。副医局長の大月おおつきも机についていたので、まずそちらから挨拶する。

「お早うございます、富士製薬です」

「おー、江森くんか。ここんとこ、顔、見せなかったじゃないか。熱でも出してたのか？」

「はァ？」

「さぼってんじゃないかと言ったら、柴田が『扁桃腺腫はらしてんじゃないですか』って、言ってたぞ」

（えッ？）

　驚いて柴田の机の方を見た。柴田は自分の机につき、Ｍａｃで作業をしている。後ろ姿からは何も読み取れなかった。

「あ、いえ、そう……じゃないんで、す、すみません」

　まさか柴田が自分のフォローをしていてくれるなんて……。江森は思いもよらなかったので、しどろもどろになる。

「で、なんだ、今日は？　売り込みか？」

「あ、はいッ」

　目の前の大月に視線を戻し、ブリーフケースからコピーの束を出した。

「あの、今週の土曜日、新宿のプラザホテルで、うちの新薬の学術講演会があるんですが、出席して頂けないでしょうか」

　大月はちらりとコピーを見るとすぐ返してよこす。

「あー、駄目だ、俺、その日ゴルフコンペだ」

「だめですか」

　シュンとしたので、大月はちょっと気の毒になった。人好きのする男なので、つい親切にしてやりたくなる。

「おい、柴田、お前行ってやれよ」、声をかける。

　柴田は席から立ち上がると、冷たい眼をこちらに向けた。

「俺、その日、結婚式に呼ばれてっから駄目です」

　突き放すように言う。いつもよりさらに暗い眼だ。

（え？　えッ？）

　フォローしてくれる柴田が本当なのか……今、冷たい視線をこちらに浴びせているのが本当なのか、どちらの柴田を信じたら良いのか江森は戸惑った。

「だって、結婚式は昼からだろ？　しかも確か同じホテルじゃないか、出てやれよ」

　大月の方は柴田のあまりの冷たさにムッとした。副医局長の俺が頼んでるのに……。

　柴田が『うるさいな』というように大月を睨みつけるので、江森はまた二人の間の険悪な雰囲気を感じ取り、焦った。自分のことで二人が争うなんて……急いで「お願いします、僕の担当する所の出席予定者が少なくて、絞られてるんです」と泣き落としに出てみる。

「ほら、人助けだと思って、出てやれよ」

　大月はまた促す。

　柴田はしばらく江森の顔を見詰めていたが「……出席名簿に名前、書くだけでもいいか？」と、ぼそっと言う。

「はい、結構です！　お願いします」

　江森が頭を下げると、プイと横を向いて出ていった。

「悪いなー、江森くん、あいつ、付き合い悪くてなー」

　大月が頭を掻きながら言う。

「え、でも、来てくれるって、おっしゃってたし、ありがとうございます、大月先生のお口添えのおかげです」

　江森がにっこりすると、大月は不審そうに「……それも変なんだよな」と呟く。

「はァ？」

「今まで一回『やだ』って言ったこと、取り消したことないんだ。なんか、この所、特に変なんだよな……」

　最後の方は大月の独り言だった。






　次の土曜日は大安ではなかったが、ホテルは数多くの結婚式が挙げられており、着飾った招待客が右往左往して華やかな雰囲気に溢れていた。

　三月の穏やかな天気も手伝って、明るい春風が天井の高いロビーを吹き抜けているかのようである。ラウンジの中央にはハイビスカスやフェニックス、胡蝶蘭などのエスニックな花を中心とした背丈よりも高いフラワーアレンジメントが飾られており、現代風に金属製のモビールが組み込まれ、キラキラと光を反射している。

　壁面一杯に開けられた窓から見える、中庭に造られた人工の滝の水音も涼やかだった。

　宴会場の受付はたいがい新婦の親友などが頼まれているので、色鮮やかなドレスや振袖姿の妙齢の女性達が声を弾ませて招待客と話をしている。

　一ヶ所、場違いといった様子で、ダークスーツのむくつけき男どもが受付をやっている所が、富士製薬主催の学術講演会会場だった。

　江森は会場の設定から招待客の案内と、朝から必死で飛び回っていた。ふと気付いて腕時計を見るともう五時である。

「柴田センセ、どうしたんだろ」

　二時からの披露宴だからもうそろそろ終わりの筈だ。

「それとも、三時からだったかな？」

　確か、鳳凰の間と言っていたから、この上の二階の宴会場だ。

「ちょっと、見てきていいですか？」

　受付の同僚に声をかけ、エスカレーターを駆け上った。会場の扉の前まで、行ってみる。会場の標示板には『相沢あいざわ・橋爪御両家結婚披露宴会場』と書かれていた。

（え？）

（橋爪って……）

（まさかね……）

　柴田の胸に抱かれていた橋爪薫の姿が頭をよぎった。と、扉が開いたので、でかい身体を竦め、柱の影に隠れた。

　結婚式定番の曲「Tonight we celebrate our love」と招待客の歓声をＢＧＭに、新郎新婦が会場から出て来る。

　胸元にかわいらしいリボンのついた、ふっくらした袖のウェディングドレスを纏い、ピンクのリボンに白いマーガレットとスイトピーを組み合わせたブーケを持っているのは、やはり橋爪薫であった。栗色の髪は結い上げられ、真珠のティアラを付けている。ネックレスもイヤリングも真珠で統一していた。小さな白い花を一面に縫い付けた、長いレースのベールの顔の部分はあげられている。卵型の小さな顔につぶらな瞳は、可憐な少女のようだ。

　そしてモーニングに身を包み寄り添っているのは、背のすらりと高い真ん中分けの髪の少し面長の優しい顔立ちの男だ。眉はきりりと太く意志が強そうだが、銀縁の眼鏡の奥の眼は今は幸せに細められている。ファミリーレストランで柴田に話しかけていた男だった。

「あの時の！」

　新郎を見上げる橋爪薫は輝くばかりの笑顔だ。

（え……えっ？）

　思いがけない場面を見せられ、江森は完全にかたまった。

　招待客達は口々に祝福の言葉をかけ、会場から出て行く。

「薫ちゃん、幸せにね！」

　黒の礼服を着た柴田の姿を客の間にみとめた。口を真一文字に引き締め、じっと二人を見詰めている。全身の緊張が見ているこちらにも伝わって来るようだ。眼は切なげで今にも泣き出しそうなので、江森は胸が締め付けられるように苦しくなり、それ以上見ていられなくなった。

（こんなことって……ありか？）

　考えがまとまらない。急いで受付へ戻った。

（だってッ、柴田センセは……）

（橋爪センセのことが好きなんじゃ……）

　薄暗い駐車場の片隅で橋爪薫を胸に抱いていた柴田の姿が脳裏に蘇る。あの時、肩にかけていた柴田の小さな手は震えていたように江森には思えた。切ない眼で胸の中から見上げていた柴田の顔を思いだし、江森はまた苦しくなって胸に手を当てた。

「おい、どーしたんだ？　顔色が悪いぞ」

　隣にいた同僚が江森の姿を不審に思い、声をかける。

「えっ？」

　眼を上げると二、三人の心配そうな顔に気づき、「いえっ、何でもありませんっ」と　明るく笑ってみせた。だが動悸が収まらない。

（なんでこんな、僕がショックを受けるんだろ）

　柴田の悲しみにこれ程自分が同調するとは思いもよらなかった。柴田が苦しんでいるのを見るだけで自分も苦しくなるのだ。

　はっと気が付いて顔を上げると、少し離れた所から柴田がこちらを見ていた。先程見せていた今にも泣き出しそうな表情は影を潜め、いつもの冷たい眼に戻っている。

「……悪かったな、遅くなって」

　柴田の口から謝罪の言葉が出るとは思わなかったので、江森は動転した。パクパクと口を動かすだけの江森に、柴田は冷静な口調で言う。

「どこに名前、書けばいーんだ？」

「こッ、ここですッ」

　焦って来客名簿を出す。するとフンと鼻を鳴らし、筆をとって、きちんとした楷書で名前を書いた。

（先生……）

　じっと見詰めていると、いきなり見上げて「なんだよッ、俺の顔になんかついてっか？」と凄んだ。

「い、いいえッ、なんでもありませんッ、ありがとうございましたッ」

　またフンと鼻を鳴らすと、踵を返して立ち去ろうとする。見ると、引出物の袋が置きっ放しになっていた。

「センセ、忘れ物ですッ」

　慌てて手に取って、江森は後を追いかける。追いついて差し出すと、柴田は前を向いたままぼそっと言い放った。

「いい！　お前にやる」

「先生ッ」

　肩に手をかけたが何か見てはいけないものを見てしまうような気がして、振り向かせることは出来なかった。

　柴田は身体をびくりと震わせて立ち止まる。

「先生、お帰りでしたら、タクシー、拾いましょうか？」

　手を置いたままそっと声をかける。

「いい！　もう少し、飲んでくから」

　柴田は肩を振って江森の手を払い、眼の前のホテルのバーに入って行った。






　懇親会と称する接待のパーティーが終わると九時になっていた。江森は最後まで片付けをしなければならない立場だったが、忙しく働いたご褒美に上司がホテルに部屋を取っていてくれた。

「たまには優雅なホテルライフもいいだろ？　彼女、呼んでもいいぞ」と、今朝、言われている。実は明日、同じホテルで別の学会の手伝いなのだ。つまりは明日も朝から働けというわけだが、それでも寮に帰る手間が省けるので江森はありがたく泊まることにした。

　キーをフロントから受け取るとエレベーターへ向かう。その途中、思い付いてバーに寄ってみた。

（まさかね……）

　まだ柴田が飲んでいるとは思わなかったが、江森はざっと部屋の中を見渡す。大きな観葉植物の鉢で遮られたカウンターの隅の暗がりに、そのまさかの柴田がいた。

「センセ！」

　驚いて駆け寄る。オーク材のカウンターに置かれたジャック・ダニエルはほとんど空である。

「もう、お終まいにしましょう！」

　すると、ぎろりとこちらを睨んだ。

「るせーなッ、お前も飲めよッ」

「センセ……」

「俺の酒が飲めねーってのかよッ」

　普段の口の悪さにドライブがかかっている。しかもべろべろであった。タクシーに押し込んでも良かったが、マンションまで帰ってもこれでは一人で部屋までいけそうにない。

「僕、部屋、とってますから、そこで休みましょう」

　耳元で囁くと、こちらを朦朧とした眼で見上げ、

「ん」

　小さくうなづいた。

　キーを渡して会計を済ませると、肩を抱えてエレベーターへ向かう。しかし途中で

「……お前……誰？」

　急に柴田が言ったりするので、回りの客に変な目で見られ、江森はほとほと困った。

(なんか、僕が酔っ払わせて悪いこと、しようとしてるみたいじゃないかッ）

　柴田が女性だったら確実に犯罪者と通報されるところだろう。

「先生、僕です、江森です！」

　わざと大声で話しかけ、知り合いということをアピールする。

「……そーか」

　納得という声をだすが、また少しすると「……誰？　お前」と尋ねる。

（もう、この人ったら）

　いつもの有能な大学病院の医師といった風情は微塵もない。頼りない子供のように思えてきた。

（ほんとに、もう）

　そうこうしながら何とか誰からもお咎めを受けず、部屋に連れ込んだ。

「大丈夫ですか？」

　ほっとして見下ろすと、柴田の顔は紙のように白く、唇の色も悪い。

（ゲーッ、大変だッ）

「しっかり、して下さい！」

　肩を抱くと、柴田は自分からぎゅっとしがみついてきた。

（な、なんか……）

　一瞬ちょっと嬉しくなったが、それどころではないとさすがに思った。

「先生……」

　細い肩に触れていると江森は悲しくなって来た。失恋の経験なら江森にもある。だが柴田が悲しんでいるのかと思うと、自分も耐えられない……。

　しばらく小さな身体を包みこんでいたが、いつまでも部屋の真ん中で、男二人で抱き合っているわけにもいかないと気づいた。

　予約してあったのはダブルベッド一つに応接セットの部屋で、エクストラベッドはない。まず応接セットの所まで連れて行くと、ソファに座らせる。上着を脱がせ、ネクタイも外してやる。

「大丈夫ですか？　落ち着きました？」

　呼びかけると柴田は下を向いたまま「吐く」と答える。

「ゲーッ」

　大慌てでバスルームへ抱え込んだ。

「やれやれ」

　江森は溜息をつくと、今度は柴田をベッドに座らせ、目の前に膝まづいて濡れタオルで奇麗に顔を拭ってやる。柴田は急に大人しくなって、素直に江森の肩に頭を預けていた。

（このまま寝かせたら、シャツもくしゃくしゃになっちゃうな）

　ワイシャツのボタンを外してやっていると、じっと江森を見詰める。焦点は定まっておらず「……あいざわ？」と訊いてきた。答えずに黙ってシャツを脱がせる。驚いたことにランニングも着ていない素肌であった。細身だと思っていたのが、意外に筋肉質である。肌は小麦色で、艶やかだ。

（すっ、素肌にシャツなんて、柴田センセってセクシーな格好、してんだ）

（い、いつも、そーなのかな、病院でも……）

　妙なことを考えてしまう。

　焦って『いかん、いかん』と頭を振ると、寝かせて毛布をかけてやった。

「お休みなさい」

　そっと耳元で囁く。

　ところが立ち去ろうとすると、スーツの袖をギュッと指で握り締めて離さない。

（え？）

　戸惑っているとグイグイ引っ張る。

「え？　ええ？」

　さらにもう一方の手を延ばして、今度は江森のネクタイを引っ張る。

「なんですか？」

　顔を近付けると「置いていかないでくれ」とはっきり言った。

「約束、したろッ、一緒にいるって！」

　誰かと間違えているのは江森にも解った。今にも泣き出しそうに何度も繰り返すので、ネクタイを握っている手を自分の大きな手で包み込み「大丈夫、いますよ、ずっと」と囁いた。すると呪文が掛かったように眼が閉じられた。しかし手を離そうとするとパッと眼を開け、また「置いていかないでくれ」と言う。

（しょーがない……）

　椅子をベッドの脇まで運び、そこに腰を落ち着けた。手を握って「大丈夫ですよ」と繰り返していると、やっと寝息を立て始めた。

　髪はさっき濡れタオルで顔を拭いてやったのでくしゃくしゃに乱れ、額にかかっている。手で漉き上げてやった。そのまま髪を撫でてみる。すると気持ち良さそうな顔をした。

　ふと江森の頭に逃げる野良猫の絵が浮かぶ。

（なんか……猫だったら喉を鳴らしてるかも）

　いつも冷たい印象を人に与える眼は閉じられているので、やすらかなかわいらしい寝顔だ。少し口を開けており、よく見ると童顔なので、なんだか子供のようだった。

（フーン……けっこー、かわいーな）

　江森はじっと顔を見詰めながら考えた。

（なんか、柴田センセって、寝てるときが一番いーな……普段はおっかないし、口が悪いからな）

　そのうち身じろぎして、毛布をはねのけるので、

（もー、寝相ねぞうの悪いガキみたい）

　ちゃんとかけ直してやろうと上へ覆いかぶさる。と、急に胸の動悸が早くなったように感じた。

（え？）

　滑らかな肌が目の前にある。眉はまるで描いたように奇麗な弧をえがき、長い睫毛は微かに震えている。鼻筋は細く通り、顎は小さく、首もすんなりとして、鎖骨の窪みが見える。その下の胸は確かに男のものなのだが、二つの突起に眼が吸い寄せられてしまった。

　規則正しく、張りのある胸筋が上下する。僅かに色のついた突起は、胸の動きに伴って、誘うように江森の視野の中で揺れている。それは小さく尖って、今まで見たこともないほどかわいらしく思えた。

「んッ……んん」

　甘い声が柴田の唇から漏れる。

（え……え？）

　ドキドキという心臓の鼓動に同調し、下腹が疼き始める。激しい欲望が股間に募ってきた。

（ウ……ウソだろ……）

　自分でも抑えられない。あの夢が蘇る………。

　夢の中で柴田は確かに男の身体なのだが、江森を受け入れた。女性とは色々経験があるが、無論、男とはない。あの夢がリアルなのかそうでないのかも判らない。とにかく受け入れるモノを夢の中の柴田は持っていた。

　今、自分の眼の前にある肉体はどうなのだろうか………。

（だッ……駄目だッ、なに考えてんだッ）

　ぶんぶんとかぶりを振って、妄想を追い払う。が、どうしても我慢が出来なかった。

（やばっ、これ以上、ここにいたら……）

　慌てて柴田の手を外すと、江森はバスルームへ駆け込む。

　若い男だし、人並みの欲望は持っていたがこれ程の高ぶりを覚えたことは初めてだ。激しく手を動かす。

　性急に追い上げながら適当な巨乳女優の顔を思い浮かべようとするが、まったく出て来ない。今見たばかりの引き締まった胸筋に小さな乳首ばかりが眼に浮かぶ。

（バカッ、ンなこと、考えちゃダメだッ）

　しかし努力のかいもなく、

「ウウッ……アアアアッ」

　到達の瞬間、瞼の裏に浮かんだのは柴田のあの切ない眼だった……。

「まいっちゃったなー」

　手を洗いながら、独り言を言った。柴田が女だったらもう絶対、据え膳といった所でベッドインしていたと思う。しかし男で、しかも………。

　江森の推理では、好きな女が別の男のものになった夜、酔っ払って知らない間に男にやられちゃったなんてことになったら……。

（僕だったら、もー、舌、噛んで死んじゃうよー！）

　なんぼなんでも、そんな極悪非道な真似は出来ない。幾ら、欲情しても……幾ら、柴田の身体を知りたくても……幾ら、柴田が好きでも。

（好き？）

　江森はバスルームの床にペタンと尻餅をついた。

　好きでも……いや、好きだからこそ、出来ないんだ！　自分の心の底でずっと出口を求めながら渦巻いていた感情が何だったのか、今、悟った。

（そう、だったんだ）

　なにもかもがライトを浴びたようにはっきりと姿を現す。

（気づかなかった方が、馬鹿だ）

　あの夜見た夢で、江森は柴田を抱いた……優しく、今まで抱いたどんな女に対してよりも優しく……現実に男を抱いたことはなかったから、細部ははっきりしなかったが、とにかく愛しいという気持ちを込めて、これ以上出来ないほど優しくしたつもりだった……。

　それは単に欲望か妄想なのかと思っていたのが……。

（僕、センセとしたいんだ……）

　それだけではなく、

（僕、柴田センセが好きなんだ！）






　明け方、柴田が眼を開くと、どこか今まで見たこともない所にいることに気付いた。

「え？　えっ？」

　急いで上体を起こしてみると裸である。

「あ……」

　下は着ていたので、ほっとする。

　と同時に、昨夜の記憶が少し蘇ってきた。べろべろに酔っていたのを、誰かが助けてくれたのだ。

　足の方が重いので見ると、ベッドの上に男の大柄な身体が見える。男は窮屈そうに小さな椅子に腰掛け、上体をベッドに俯せていた。顔はこちらからは見えなかったが、明るい色の髪と大きな身体には十分見覚えがあった。

「あ……江森……」

　顔が赤くなる。誰かと共に朝を迎えるなんて、何年ぶりだろう。大学時代の水泳部の合宿以来だ。

（我ながら本当に色恋には無縁なんだな……）

　酔っ払ってＭＲと一緒に泊まったなんて。

（俺……へ、へんなこと、言わなかったろーな……）

　まさか揺り起こして聞く訳にもいかなかった。しばらく呆然と江森を眺めている。隣に寝られているよりは良かったが、気恥ずかしい。ふと『なんで椅子で』と思った。

　ベッドを柴田に明け渡してくれたらしいが、

（ソファかなんかで寝れば良かったのに）

　記憶の底に誰かが「大丈夫ですよ」と言ってそばで手を握っていてくれたのが、僅かに残っている。

（……まさか）

（……一晩中？）

　そばについていてくれたのだ。

　急に胸の奥が熱くなる。熱いものは膨れ上がって身体から溢れ出そうになり、柴田はギュッと拳を握り締めた。

（俺、いかなきゃ！）

　とにかく今、江森と眼を合わせるのは恥ずかしかった。そっとベッドから身体を抜き出し、身支度を整えると部屋から忍び足で出た。
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　翌週、柴田しばたは意識的に江森えもりと会うことを避けた。江森を見るとなぜかひどく胸の中が掻き乱されるような気がするのだ。ちらりと遠くで見掛けただけでも頬に血が上り、動悸がする。あの駐車場で胸に抱かれた時の高ぶりが蘇る。優しい声が耳の底で囁く……急いで廊下を曲がったり、手近な部屋に飛び込んだりした。

　見ている看護師たちは、江森を見ると動揺する柴田に欣喜雀躍といったところだった。いつもは無表情で冷静な柴田が、江森を見掛けると顔を赤くしてリネン室に飛び込んだりしている。わざと接近遭遇するように仕組んで楽しんだ。

　柴田は自分の動揺の原因があの結婚式の夜のつらい記憶のせいだと思っていた。江森を見ることで、相沢あいざわを失った悲しみが蘇るのだろうと。

　だがあの夜以来、相沢を失った苦しみは結婚が既成事実となったことで、むしろ現実としてとらえられるようになっていた。時折また治りきらない傷が疼くように胸が痛んだが。

（今までだって、決して手に入らないものだったんだ）

　そうは言っても何か期待をしてしまう所があったのだろう。相沢の結婚は自分にとっては想いを断ち切る良い機会だったのだ。将来のことは判らないとしても、あれ程愛せる人間を見いだすことは二度とないだろうとは思っていたが。

　その次の火曜日、小児病棟を訪れた時「……最近、江森、来てんのか」と訊いてみた。看護師は「えー、良く来てくれてますよォ、今日もさっき」と応じる。そして柴田の顔を盗み見て「柴田センセ、どーしてるのッて、訊いてましたよォ」と付け加える。

「フン」

　柴田は鼻を鳴らし、少し顔を赤くして横を向いた。

「江森さんって、カッコ良くてやさしーですよね」

「……女にもてるタイプだよな」

　顔が強張ってくる。

　スポーツマンのような鍛えられた身体、柔らかな癖毛、太く男らしい眉、優しい茶色がかった眼……女にもてる要素は十分だ。江森が若い看護師たちに取り囲まれているのを見たことは、一度や二度ではきかなかった。今までは別に何とも思わなかったのに、急に胸の中がキリリと痛み始め、柴田は俯く。

　看護師はさらに「それにすっごく、ハンサムだし」とたたみかける。

「……あ、ああ」

　俯いたまま、柴田は声を絞り出した。

（ふっふっふ……）

　看護師は柴田の反応が楽しくて仕方がない。

「ああいう、優しい恋人、欲しいッて、センセも思いません？」

　カマをかける。柴田がぼんやりと窓の外を眺めながら、

「……まぁな」

　無意識のうちに答えたりするので、もうこれだからやめられないと思った。

（また、ご注進だわッ）




　医局に戻り、文献の整理をしていると、当の江森がやって来た。思わずガタンと席を立ち、隣の研究室へ向かう。江森がこちらを悲しそうな眼で見詰めているのは判ったが、自分でも持て余す感情の渦が心の底で沸騰しているようで、江森の顔をまともに見ることが出来ない。

　すると背後で大月おおつきが江森を呼び寄せる声が聞こえた。このところ忙しかったせいか、珍しく声がささくれだっている。

「おい、これ、夕方までにスキャン頼む」

　大月は江森に資料の束を渡す。

「仙台で研究会があるんだ。夜七時の新幹線に乗らなきゃいけないからな」

「え……」

　江森が確かめるとかなり量が多い。もう二時間もなかった。

「あの、明日の朝モバイルへ送るのではいけませんか？」

　大月はむっとして大声を出した。

「なに、言ってんだ、お前たちＭＲなんて、こういうことのためにいるんだ、ちゃんと出来なきゃ、お前んとこの薬、使わないようにも出来るんだからなッ」

　瞬間、柴田は踵を返し、柴田は大月のそばへ行った。肩に手をかけ、厳しい声で「大月先生、そりゃ人にものを頼む言い方じゃない」と言う。一番こういうのが嫌いなのだ。

「なんだと？」

　大月は柴田を睨んだ。

「ＭＲだって立場は俺たちと同じなんだから、頼む時はちゃんと礼を尽くせって事ですよ」

「この、生意気言うなッ」

　大月が柴田の胸倉を掴む。

「ま、待って下さいッ」

　唖然としていた江森が分けて入った。

「大丈夫です、僕、ちゃんとやりますから！」

「最初っから、そう言やあ、いいんだッ」

　大月は言い捨てると、扉を叩き付けるように閉め、医局から出ていった。

　江森はホッと溜息をつく。複雑な気持ちだった。自分のせいで二人が争うなんて、医者の我が儘には付き合い切れない、柴田が味方してくれて嬉しい、急いでやらなきゃ、間に合うかな、これらがぜーんぶ溜息のなかに入っていた。

　ふと、後ろから紙の束を細い指の小さな手が半分ほどひったくる。

「え？」

　振り返ると柴田が立っていた。そして「半分、やってやるよ」と言う。

「ええっ？」

　もうコンピュータを立ちあげている。

「……こないだ、世話になったからな」

「あ……」

　江森は『大変だ』という気持ちが、一瞬のうちにスッとんでしまった。

「あっ、ありがとーございますッ」

「……無駄口、たたいてる間にやれよ」

「はいッ」

　ひどく嬉しそうな声なので、柴田は「……変な奴だな」と眉をぴくりと上げる。

（だって、柴田センセが手伝ってくれるなんて、この十倍、仕事があってもいいや！）

　今まで柴田に避けられ、嫌われたのではと日夜、悶々としていたことなど、すっかり忘れてしまう。

（嫌いだったら、手伝ってくれないよな）

　好かれている、とまでは期待しないが、嫌われていないだけで満足だ。

　隣でＭａｃを操っている柴田の横顔をちらちらと盗み見る。俯いている柴田の繊細な美しい顔を見ていると胸が高鳴った。

（こうやって、そばで見てるだけでもいいんだ）

　自分のものになる可能性はゼロだと思い、江森はまた胸が痛む。

（柴田センセが、にこにこしててくれたら、それでいいんだ……）






　江森が東京駅の地下ホームに駆け降りて来たのは、七時五分前だった。長いプラットホームを走る。

（えっと、五号車だったよな）

　六時に仕上がり、出掛けようとすると、柴田が「車は置いてって、電車で行ったほうがいいぞ、ラッシュだから」と注意したのだ。

（電車にして良かった。首都高なんて、でかい駐車場だもんな）

　大月の姿を発見して、手をぶんぶん振り回す。

「おーつき、せんせえーっ」と呼んだ。

　にこにこして駆け寄って来る江森を見て大月は反省していた。ハーハー、肩で息をつき、ブリーフケースを開けようとしているので、「悪かったな、江森くん、ちょっとこのごろ忙しくて」と言う。

　江森はにっこりして「いーんですよォ」と答える。

「それに、僕一人でやったんじゃないですから、柴田先生が手伝ってくれたんで、柴田先生にお礼、言って差し上げて下さいね？」とＣＤを手渡した。

「……柴田が」

　大月は虚をつかれたといった感じだった。江森を見詰めると、まじめな口調で「江森くん、あいつが人を手伝うとかいうの、俺、初めて見るよ」と言った。そして「根は真面目なんだがブアイソでネクラでな。俺も心配、してんだ」と続ける。

「え？」

　大月が柴田のことを気に掛けているとは気づかなかった。それなら時々衝突するのは、案外みんなに溶け込ませようとしていた為なのかもしれなかった。

「なんだか、友達がいないんでな。第１内科で同期の相沢って奴とは仲良かったらしいんだが、こないだ結婚しちまったからな。新婚の奴とは遊べないだろーから、江森くん、良かったら、あいつと仲良くしてやってくれないか？」

「はぁ？」

　無論、大月は変な意味で言っているのではなかった。

「いや、ほら、君って、単純でネアカで人好きするからさ」

「ど、どーも」

　あんまり誉めてもらったという気はしなかったが、けなされるよりはずっと良かった。発車のベルが鳴るので、大月は懐から茶封筒を出して、江森に押し付ける。

「柴田と一緒に、なんかうまいもんでも食ってくれ」

　プラットホームからエスカレーターに乗り、江森は色々考えていた。

（相沢先生、親友だったのか）

（親友に恋人、盗られちゃったんだ）

　結婚式であんなに飲んだくれたのは無理もない。

　また柴田の苦しみがまるで自分のことのように蘇って来た。

「仲良くしてやってくれ」

　大月は言っていたが、親友と恋人を同時に無くした柴田に自分が力を貸せるとは思えない。しかも江森は柴田に欲情してしまうのだから。でも、少しでも力になることが出来たら。柴田の悲しそうな顔でなくて、いつも子供達に見せていたあの笑顔が見られるなら、どんなことでもしようと江森は思った。

（柴田先生はいっつも笑っていて欲しい……）

　改札口へ向かう途中、大月に渡された封筒をまだ手に持っていることに気付き、中を調べてみた。

（ひぇー、こんなにあるッ）

「柴田と美味いもんでも食ってくれ」そう言ってたっけ。

（お礼に柴田センセんとこに差し入れ、もってこー！）
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「……はい？」

　オートロックのスピーカから訝しげな柴田しばたの声がした。

「あ、僕、江森えもりです、手伝って下さったお礼、持ってきました！」

　ロックが解除され、江森はエントランスに入る。牛乳色の大理石が貼られた広いホールで観葉植物などの鉢が飾ってあり、塵一つなく、管理も行き届いている。外観と同じ、過剰な豪華さはなく品が良い。

　中に入るのは初めてだったので、感心して辺りを見回しながらエレベーターまで行った。

　五階まで上がると、すでに柴田が部屋の戸口で待っていた。

「こっちだ」

　手を振って、江森を招く。風呂あがりらしくまだ髪はびしょぬれで、ポロのマークのついたソフトデニムのシャツにジーパン、素足にサンダルといった恰好でとても医者には見えない。

「……間に合ったか？」

「ええ、おかげさまで！　大月先生にお礼、いただいちゃったので、差し入れ、持ってきました！」

　江森は大きな寿司折りを振って見せる。

「すごく、たくさんだったから、大トロ、握ってもらっちゃいました！」

　自腹ではこうは出来ない。

「うまそうだな、入れよ」

　柴田はにっこり笑う。いつも冷たく感じる眼は細められ、目尻が下がって無邪気な子供のようだ。その笑顔を見て江森の心臓はドキンと跳ね上がった。

（ああ……この笑顔が見たかったんだ……）

　通されたリビングは広かったが殺風景といってもいいようなあっさりとしたもので、医者の住まいは金がかかっていてデラックスと思っていた江森はちょっと驚いた。全体の色調はベージュに統一され、ワックスの効いたフローリングの床は剥き出しだ。壁には額などもかかっていない。

　ただ一つ、リビングのサイドボードには高級そうな洋酒の瓶が所せましと並び、そこだけが華やかだった。ブランデーの瓶の中には話には聞いたことがあるが見るのは初めて、というのもあった。

「すっごーい」と江森が言うと、柴田はプッと吹き出した。

「みんな貰い物だよ。教授からのお下がりさ。うちの教授、日本酒しか飲まないから」

　またにっこり笑うので、江森の動悸は収まらない。

（いっつも、笑ってて欲しい）

　心の底からそう思った。

　柴田の方は、自分でも簡単に江森を部屋に上げたことに驚いていた。相沢以外の男をいれたことはない。頑なな自分の心を他人に開いたことがないように、自分の部屋は唯一、安心していられる場所なのだ。しかし江森なら、自分の気持ちを傷つけたりするようなことはないだろうと考えていた。

（……せっかく買って来てくれたんだから、一緒にメシ食うくらいなら……いいよな）

　寿司折りをロウテーブルに運ぶ。開けると「お前、こんなにたくさん、誰が食べるんだよッ」と眼を剥く。

「え？　お食事、もうお済みですか？」

「いや、まだだけど」

「じゃあ、男二人ですもん、これくらいペロリですよォ」

　柴田は疑わしそうに江森を見上げ、皿を用意した。そして「酒、飲むか？」とサイドボードへ行ってブランデーを取り出す。

「これでいいか？」

　ブランド品など分からないので「何でも、いいです」と答える。

「……そーだよな。所詮は、エチルアルコールだからな、肝臓で代謝されれば、一緒だもんな」

　医者の言いそうなことである。それでも江森は「ええーっ」と柴田の顔をまじまじと見てしまった。

（やっぱ……なんかズレてるかも、この人……）

　ブランデーを飲みながら寿司を二、三個つまむと、柴田はもう箸を置く。江森は心配になって顔を覗き込んだ。

「まずいですか？」

「……うまい」

「じゃあもっと、食べて下さいよォ」と勧めても「……ああ」と頷くだけである。

　そして「お前、良く食べるからそんだけ大きくなれたんだな」とうらやましそうに言う。

「いいなー。俺、チビだもんね、１７０㎝しかないし」

「ええっ？」

　顔も綺麗だし、医者だし、背だってそんなに低くないのに……コンプレックスがあるなんて江森には信じられなかった。

「俺、小さい時から一人でメシ、食ってたからさ、なんかあんまし食えなくて」

　寂しそうな顔を見せるので、江森はまた胸が苦しくなった。

「そーですねェ、ウチ、姉が二人で、おかず、取り合いながら食べてたから」

「……へー、姉さんか」

　でかい江森が姉二人と奪い合いながら食事をしている所を想像して、柴田はくすくす笑い出した。

「……いーな」

　ぽつりと漏らす。その顔がまるで仲間外れになった子供のように寂しげに見え、江森は胸が痛んだ。

　考えてみれば、江森はいつも誰かと一緒に食事をしていた。家でも会社の寮でも……寮の管理人は住み込みの子供の二人いる世話好きの未亡人で、遅く帰っても食事が余っていれば暖めて食べさせてくれた。どころか、食べている間、色々その日に起こった出来事をきいてくれたり、またワイドショーで仕入れたネタを話してくれたりした。

（一人で食べるのって、味気無いからな）

　ずーっと柴田は一人だったのだろうか……考えるとまた、江森の胸がズキリと痛む。急いで明るい声を出し、目の前の寿司折りを柴田の方へ押しやった。

「ほら、もう一個、食べてくださいよォ、こっちのイクラはどうですか？」

　一所懸命、江森が薦めるので、柴田はおかしくなった。

「お前こそうんと食えよ。この大トロなんて、なかなか食えねーぞ、高くて」

「じゃ、遠慮なく！」

　が、江森は一個、柴田の皿に置き、自分も一個、箸に取る。

「一個ずつ、ね？」

　無邪気に微笑む江森に、柴田はなんだか暖かいものが身体の中から沸き上がってくるように感じる。いわれるままに口にすると、ひどく江森は嬉しそうだ。

「お寿司なんて、うち、お金なかったから、あんまり小さい頃は食べれなかったんですよォ」

　父親が早く亡くなったと言っていたことを柴田は思い出す。大柄で明るい性格のこの男は、知らない所で苦労してきたようだった。

「金、ないって……お父さん、亡くなったからか？」

　痛ましそうな柴田の声に、江森は首をブンブン振ってみせた。

「それもあるけど、ほら、僕、このガタイでしょ？　それに、姉さんたちもすっごくデカくって、大食いで、エンゲル係数、うち、高かったんですよォ。だからね、お寿司屋さんのカウンターって、大学に入ってから初めて座ったんですよ。回転寿司だって、枚数制限があったし」

　柴田はぷっと吹き出した。確かに江森のようなのが三人もいたら、簡単に寿司屋のカウンターなどには座れないだろう。

（……でも）

　急に気づき、呟く。

「お母さん、一人で大変だったんだろーな……」

　家を出ていった母はやはり大変だったに違いない、と思い当り、柴田は思わず眼を擦る。

　しんみりした声に、また急いで江森は明るく答える。

「でもね、うちのお母さんって、結構ズボラで能天気で、Ｏ型の典型なんですよ。そういや、うち、家族全員、Ｏ型だっけ」

　その言葉に柴田は怪訝な顔になった。

「……なんだよ、それ」

「ええッ、血液型性格占いですよォッ」

　お医者さんのくせに知らないの、と江森はもう少しで言いそうになって、あわてて言葉を飲み込んだ。

「それくらいは知ってるよッ」

　柴田はムッとした声を出す。

「じゃなくて、そんなの、あたってねーよ」

「ええッ、ピッタシですよ？　Ｏ型の人って、呑気で明るくって、クヨクヨしないんですって。先生の血液型は？」

　何げなく聞いたのだが、

「……Ｏ型だよ」

「え、ええっ、嘘でしょッ」

　つい、言ってしまい、

「……悪かったな」

　低い、暗い声が柴田から帰って来る。

「どうせ、俺はネクラだよ……」

　フンと鼻を鳴らし、横を向いた。

「だいたい人間の性格をたった四つに分けるなんて、非科学的で、非医学的なんだよ」

　医者にはまずい話題を振ったと江森はシュンとなる。しかも柴田の暗い顔付きは、それだけが理由ではなさそうだ。今までもこの話題でからかわれたことがあるのかもと気づく。急いでとりなそうと努めた。

「で、でもッ、じゃあ、センセが怪我をしたら、僕の血、あげれますね？　良かったー！　ぜったい、あげますから、言って下さいね？　ね？」

　必死な様子に柴田もとうとう笑い出した。

「お前、そんな事態になって欲しいみたいだぞ、それじゃ」

「あっ、違いますよッ」

　どうということのない話題なのに話が弾み、いつのまにか箸も進んでいることに柴田は気づいた。

　江森が気を使って取り皿に乗せてくれていたのを、知らない間につまんでいたとみえる。小さく「……ありがとう」と言ってみる。言った途端に、恥ずかしくなって頬が熱くなり、下を向いた。

　江森はニコニコしながら、また寿司を取り分ける。

「ほら、この玉子、ここの、美味しいって評判なんですよォ？」

「うん」

　柴田が食べると江森が嬉しそうにするので、つられて食べていると、急にインターホンが鳴った。

「あ、お客様なら、僕、これで……」

「いいから」

　柴田は立ち上がりかけた江森を制するとインターホンに近づいた。

「………」

　江森が横目で見ていると、柴田は声を潜めて誰かと話している。

　話し終わると、困ったような顔をしてリビングの扉へ行った。そうこうしているうち、玄関のチャイムが鳴った。

「よろしいんですか？」

「いいんだ、ここにいてくれ！」

　柴田はピシリと言うと、玄関に出て行く。江森はそっと後を追い、扉を少し開けて廊下を覗いてみた。

（橋爪はしづめ先生！）

　リビングから真っすぐに延びた廊下の先は玄関になっている。

　そこで柴田の胸に抱かれているのは、この前式を挙げたばかりの橋爪薫かおるだった。柴田はしきりに薫を宥めている。

「薫ちゃん、心配し過ぎは身体に良くないよ」

「……ええ」

　薫は新妻らしく、シャネル風の薄いピンクのスーツを着て、柴田の胸にすっぽり収まっていた。

　柴田は華奢だが、こうやってほっそりした女性を抱いているとやはり男らしく見え、江森は胸がギュッと痛んだ。

（綺麗で、お似合いだよな……）

（なんで橋爪センセは、相沢あいざわセンセを選んだんだろ……）

（そりゃ、相沢センセもハンサムだけど、柴田センセのがずっといい！　僕だったら柴田先生を選ぶ！　ってか、ありえないけど……）

　心の中でノリツッコミをしていると、柴田は胸に抱いた薫に優しく話しかけている。

「言ったろ、俺、相沢のこと、薫ちゃんより良く知ってるよ、付き合いが長いんだから。その俺が言うんだから、絶対、間違いないッて」

「……そうね」

　薫の身体を起こすと、じっと顔を見詰めた。

「……な、俺だって、一応男なんだから、新妻が夜遅く、一人で男んトコ、きちゃあ駄目だよ？」

「やだぁ、柴田くんたら」

　くすりと薫が笑う。以前はふっくらしていた頬に少し色が戻った。

「まあ、薫ちゃんは妹みたいなもんだから、絶対平気だけどさ。それとも、相沢は俺にとって兄キだから、薫ちゃんはおねーさんかな？」

「おねーさんだなんて、ひどい！」

「でも俺のほうが誕生月は遅いんだぞ？」

　薫はくすくすと笑い、少し明るい顔になった。

「タクシー、拾ってやるよ、おいで」

　二人は玄関から出て行った。

　江森はソファに戻り、グラスを飲み干した。さらに手酌でもう一杯、注ぐ。

　どうして、柴田は自分の気持ちを伝えないんだろう……。

（妹なんてウソばっか！）

　悲しくて両手で頭を抱えた。自分が気持ちを伝えれば、親友を確実に失う状況だ。でも今のままじゃ、苦しいだけじゃないかッ！　そんなに自分を殺してまで、親友を失いたくないのか？

（僕だったら……たとえ後悔することになっても）

　自分の気持ちを相手に伝える道を選ぶ。伝えないで後悔するより、伝えて後悔する方が、まだましだ！

　玄関の扉の閉まる音がして、柴田がリビングに戻って来た。

「悪かったな」と言うと、ソファに腰を降ろし、グラスを手にとって一気に煽る。

　その様子がまた痛々しくて、もう江森は抑えきれなかった。キッと柴田を睨むと「柴田先生、あんた、男らしくないよ」と言ってしまった。

　初めて聞く江森のきつい言葉に「え？」と、柴田は驚いて江森を見詰める。

　江森はがっちりその視線を捕えたまま「なんでホントのこと、言わないんだッ」と叫んだ。

「ホントのことって……なんだよ」

　低い声で言う。警戒信号だ。が、江森はかまわず、大声で続ける。

「あんた、大馬鹿だよッ、一番、愛してるのは自分だって、なんで橋爪先生に言わないんだよッ」

　ぴくりと細い眉が上がった。こちらを見上げて、

「……お前に何がわかる」

　押し殺したような低い声で言った。殺気さえ感じさせる。一瞬ひるんだが、もう後に引く訳にはいかなかった。

「わかるよッ、結婚式の夜、あんなに酔い潰れて、一晩中、置いていかないでくれッて、僕に言ってたじゃないかッ、一緒にいる約束したってッ」

　一気にまくしたてた。

　柴田の眼が大きく見開かれた。焦点が合わないようで、顔色が急に悪くなっていく。

「あ……」

　江森は柴田が殴りかかるか、もしくはその場に倒れるのではないかと思った。一瞬の間があいて、張り詰めた緊張の糸が切れたかのようにがっくりと柴田は頭を垂れた。

「……ああそうか……こう言やあ、良かったッてのか？　俺は相沢を愛してるッて……中学ン時からずーっと好きだったんだから、薫ちゃんなんかに渡さないッて」

　喉の奥から絞り出すように言い、両手で顔を覆った。

「え……ええっ？」

（それって……）

（相沢先生を……？）

　考えがまとまらなかったが、とにかく柴田の強い悲しみだけは理解できた。胸が苦しくなって、そばへ駆け寄り「先生！」と肩を抱く。

　顔色は悪く、唇には血の気がない。眼をギュッと閉じて、身体は小刻みに震えていた。髪に手をやり、胸の中に抱いて頭をつけさせる。

「……あ」

　柴田は苦しそうに呻いて江森に体重を預けてきた。江森が下を見ると、柴田は眼を閉じ、細い眉根を寄せ、わずかに口を開けて「……んッ」と喘ぐように息をしている。結婚式の夜、江森の胸に抱きついて震えていた時と同じだった。儚げで、どんなことでもして守ってやりたくなってきた。

（この人が悲しんでる所、見たくない）　

（いつも、笑ってて欲しいのに……）

　突然、堰を切ったように激情が迸った。

　もう止められない。

　両手で柴田をソファに押し倒す。柴田は良く分からないようで、抵抗しなかった。切れ長の眼に不安の色を浮かべ、僅かに眉を寄せ、大人しく江森を見詰める。その物問いたげな表情を見ていると、頭がカッと熱くなった。

　上にのしかかると、シャツをたくし上げ、ジーンズのファスナーを一気に降ろした。そして片方の手で柴田の両手をまとめると、肘と腕を胸の上に乗せ、体重をかけて動きを封じる。空いているもう片方の手で下着から柴田のモノを掴み出して口に含んだ。舌で先端を愛撫し始める。

「ええっ？」

　柴田はビクンと身体を反り返らせると「嫌だッ」と大声をあげた。全身で突っ張ろうとするが、江森の体重をかけられ、動きがとれない。

「ア……アアーッ」

　悲鳴に近い声だった。

　とんでもないことをしていると思ったが、江森ももはやかまっていられなかった。男の性器を口に含むなんて全く初めての経験だったが、抵抗はなかった。

（柴田先生を喜ばせたいッ）

　強い衝動が体の中から沸き起こる。

（優しくしてあげたいッ、笑って欲しいッ、幸せにしてあげたいッ）

　もう考えることは支離滅裂だ。

　喜ばせることがこの行為とはどうも短絡的だったが、その瞬間にはこれしか思いつかなかった。

（気持ち良く、なってよ！）

　言いたかったが、口の中に含んでいるので当然声は出せない。自分の気持ちを伝えるのは、行動しかないのだ……。

「嫌だッ、嫌だッ、そんなことッ」

　柴田は叫び続ける。が、その言葉を裏切るかのように、確実に口の中のモノは反応していく。夢中で舌を使った。ピタリと柴田の動きが止まり、大きく背中が反り返る。

「ア……ウウッ」

　小さく呻くと、江森の愛撫に屈した。

　放出されたものを飲み下すと、押えていた腕を離し、柴田を見詰めた。柴田は呆然とこちらを焦点の合わない眼で見ている。覆いかぶさると、両手で柴田の顔を挟み、「先生、好きです！」と、はっきりと告げた。

「え？」

「先生が好きなんだ！　ずーッと、こう、したかった！」

　眼を見詰めながら、きっぱり言った。そして無抵抗の柴田から、素早く服を取り去る。自分もシャツを脱いだ。自分の気持ちを伝えるのは、この行動しかないと確信していた。

　柴田はぼーっと逞しい江森の胸を見詰めている。乏しい性体験の中で、フェラチオをされたことは無かった。頭では知っていたが、口に含まれたのは初めてで、強烈な羞恥心とともに、かつてない快感を感じた……放出と同時に頭が痺れて何も考えられない。江森が何かをしようとしているのは分かったが、混乱してはっきり把握出来なかった。

　そのうち足が抱え上げられ、大柄の身体が上にのしかかって来る。

「え？　え？」

　グッと熱いものが後部に押し当てられるのを感じる。やっと江森が何をしようとしているのか解った。

「ア……アウッ」

　あの場所にぐいぐいと侵入しようとしている。抵抗しようにも、狭いソファで自分より二回りも大きな男に抱き込められ、身動きひとつ出来ない。

「先生！　力、抜いて」

「やだッ、そんなトコ、入んないッ」

　腕で突っ張る。身を捩った。

「入るよッ」

「そ、そりゃあ医学的には入るけどッ」

　混乱していてもあくまでも医者である。

　江森は抵抗する柴田をギュッと抱き締めた。

「お願い、僕、先生が欲しいんだッ、すごくッ！」

「え？」

（欲しいって……）

「先生の総てが好きだッ、総てが欲しいッ」

　江森は必死で叫んでいた。

（欲しいって……）

　霧のかかった頭の中でその言葉だけがはっきりと響いた。意識がはるか遠くを彷徨う。

（欲しい……なんて言ってくれる人、いなかったよな……）

　誰も自分を欲しがらなかった………。

（父さんも母さんも……兄貴も、相沢も）

　抗っていた身体から力が抜ける。と、少しづつ、侵入してくるのが分かった。

「ア……アアッ」

　痛みに呻いた。異物感で吐き気がする。侵入してきたものは、想像よりはるかに太く、粘膜が抉り取られるかのように感じた。激痛ではなかったが、焼けつくような熱い痛みだった。しかしこの痛みが何か自分の心の痛みの替わりのように思われた……いつも誰かに求められたい、と思っていた心の痛みの……渇えた心の焼けつくような痛みに比べれば……。

「先生、好きだッ」

　江森は叫びながら激しく腰を動かす。江森の激しい情熱がつながれた部分から、奔流のように流れ込んでくるようだった。感情のうねりが柴田を飲み込む。傷付きたくなくて、心の底に封じ込めていた記憶が蘇って来た。

　母親が家から出て行ってしばらく後のこと。

　数人の大人達が、柴田を実家の病院の診療室に連れ込んだことがあった。服を脱がされ、身体中を調べられた。恐怖と屈辱で声も出なかった。調べられている間ずっと、父親は憎しみを込めた眼で柴田を見詰めていた。

　最後に押えられ、父親に太い注射器で多量の血液を採取された。

　大学に入学して、法医学の授業に出たとき解った。あの時柴田は、親子鑑定を受けたのだった。

「ウ……ウウッア……」

　食いしばった歯の間から呻き声が漏れた。身体中に悪寒が走り、今まで突っ張っていた腕を江森の背中に回し、しがみついた。

「アアアッ……ウウッ」

　激しく嗚咽する柴田に、江森は驚いて動きを止め、柴田の顔を両手で挟んで「大丈夫？　大丈夫？」とオロオロ尋ねる。柴田は時々、こうして封じ込めた筈の過去の記憶に逆　襲フラッシュバックされることがあったのだ。むろん、江森には想像もつかなかったが。

（お前のせいじゃない……）

　言葉がうまく出ないので、うっすらと眼を開けると、江森が心配そうに見詰めているのが分かった。大きな、きらきらした、優しそうな眼だ……相沢のように優しい……。

　自分から背中に回した腕に力を込め、引き寄せる。

（あったかい……）

　江森の身体は熱く、肌を合わせていると自分の身体も熱くなってくる。

（もっと、抱いて……）

　江森は柴田の気持ちを察したかのように、再び愛し始めた。

　深く打ち込まれるたびに身体は軋み、苦しかったが、孤独で凍てついた心は次第に江森の暖かい体温で溶けていくようだった。

（これが欲しかったんだ……）

　ハッキリ、解った……身体の芯が熱をもち始める。

「アアッ……ンッ」

　気が付かないうちに喘ぎが漏れる。太く固い江森のモノが粘膜をえぐるたびに、熱流が全身を駆け巡る。痛みが遠のき、別の感覚が深い所で生まれたのが判った。初めての体験におののき、さらに強く江森にしがみつく。どこか遠くへ流されてしまいそうで怖かった。両足を江森の腰に絡み付かせる。

（置いてかないでくれッ）

　小さく灯った官能の火種は徐々に大きな炎となり、柴田を飲み込んで行く。江森の激しい動きに同調するように自分自身も、大きく腰を使い始めていた………。






　江森が気が付くと、柴田は腕の中でぐったりとして、ピクリとも動かなくなっていた。

　何度想いを柴田の中に吐き出したか、覚えがない。もうそれくらい、夢中になってしまっていた。男の身体を抱いたのは初めてだったが、こんなに欲情するとは、思わなかった。いや、男とか女とかじゃなく、柴田だったから、特別なのだと思った。

　柴田の肌は女のように柔らかくはなかったが、張りがあり、滑らかで、身体を合わせると触れ合った部分は火がついたように熱をもった。筋肉質の肉体はしなやかで弾力があった。深々と内部に飲み込まれたときは、締め付ける粘膜の熱さに驚いた。冷たい表情の下に熱い魂を感じて、身も心も奪われた……途中で何度も止めようかと思ったが、欲望が強すぎて止められなかった……。

　今、見ると、自分の下で柴田は力なく眼をつぶり、苦しそうに肩で息をしている。前髪は汗で額に張り付き、細い眉を隠していた。

「アッ」

　突然、強い後悔の念が襲って来た。抱いたことは後悔しない。しかしやり過ぎたかもしれない。男の身体で丈夫だという頭がどこかにあったから、激しく求め過ぎてしまった……。急いで、上から身体を離した。柴田の腹の上には、欲望を放った跡があり、それを見て、少し江森はホッとした。

（センセも良かったんだ）

　自分だけ良かったというよりは、なんとなく罪が軽くなるような気がしている。

「先生！　しっかりして！」

　顔を両手で挟んで、声をかけた。

「……ん」

　わずかに眼を開けて、こちらを見詰める。目尻には涙の跡があり、江森はちくりと胸が痛んだ。

「ベッドへ行く？」

「……ん」

　眼で方角を指し示すので、首につかまらせて抱き上げた。やはり、まぎれもない男の身体でずしりと重かった。ベッドルームへ運び、ベッドに入れて毛布をかけてやる。まるであのホテルでの一夜のようだ……あの時、あれ程欲しいと思った人を手に入れたのだ……江森は胸が詰まった。

　額にかかる髪を掻き上げて、じっと顔を見詰め「僕、あやまりません。ずっと、こう、したかったんです」と、もう一度はっきりと言った。

「……ん」

　柴田は何も言わず、江森を見詰めたままだ。

「……僕、先生が、橋爪先生のこと、好きなのかと思ってました」

　柴田の眉がぴくりと動く。

「知らなかった、相沢先生のことが好きだったなんて」

　柴田の顔に暗い陰がさしたので、江森は急いで「僕じゃ代わりにならない？」と言葉を継ぐ。

「……え？」

「そりゃあ、すぐには無理かもしれないけど、約束しますッ、絶対、一人にしないって！　絶対、幸せにするから！」

　必死の面持ちで江森は柴田の手を握る。しばらくの沈黙ののち、柴田は江森の手の中から自分の手を抜き取ると、スッと細い指で江森の頬に触れた。そしてはっきりとした声で、「守れないような、約束なら、最初からしないでくれ」と言った。

「守るよッ、ぜったい、守るからッ」

　江森は覆いかぶさって唇を求める。江森と口づけをするのはこれが初めてだったので、柴田は驚いてちょっと身体を引いてしまった。が、江森は無理やり舌を差し込むようなことはせず、すぐ唇を離す。にっこりして今度は額に唇を押し当てた。

「……江森」

　なんだかまだ混乱して考えがまとまらなかったが、江森の優しさだけは感じ取れる。

　江森はニコニコして柴田の手を握り、空いた手で髪を撫でてくれる。暖かくて大きな手だった。江森の笑顔を見ていると、こちらも和んできた……。

　次第に瞼が下がって来る。

「……江森」

「ん？　なに？　先生」

「……こーゆー時、先生って言わないでくれるか？」








　激しい行為で疲れ果て、そのあとずっと柴田は眠ったままだった。

　眠っていると柴田の顔は頼りない子供のようで、江森は服を着たまま沿い寝して、胸の中の柴田を抱き締め、髪を撫でていた。細い眉には前髪がかかり、眼は堅く閉じられ、長いまつげが震える。

　時々、ピクリと身体を痙攣させ、わずかに喘ぐので、そのたびにギュッと胸が詰まり、髪に口付けした。すると気持ち良さそうに微笑み、身体を擦り寄せてくる。見ていると胸の中で熱いカタマリが膨れ上がって、破裂しそうに感じた……。

　空が白みかけるころ、柴田は眼を覚まし「……会社、あるから……行っていいよ」と言った。本当は身体のことが心配で朝までついていたかったが、そうもいかないと思い、後ろ髪をひかれる思いでマンションをあとにした。

　会社の寮に帰り、自分の部屋でベッドに寝転ぶと、江森は再び柴田のことを考える。

　初めて会ったあの日から、胸に抱いた瞬間まで、ありありと頭に浮かんだ。柴田の言った一言、柴田の表情、すべて覚えている。

　これまで自分でもわからない感情に翻弄されていたのは恋だったのだと、今、確信していた。

（そうだ、恋の病だったんだ）

　そして初めて医局で柴田を見た時から……多分……発病していたのだと思う。

（柴田センセは強力なウィルスなみなんだな、きっと）

　今も柴田の顔を思い出すだけで、熱が上がって、心臓の鼓動が高まるのだから。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終わり）
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　　　　　　　　　　１




　病院の手術部の朝は早い。

　まだ七時を少し回ったばかりだが、幾つも並んだ手術室を結ぶ、清潔さを象徴する白いタイルの壁と、磨き上げられた床の回廊には、すでに多くの人影が見える。

　マスクをかけた看護婦達は、緑色の布に覆われた消毒済みの機器を載せたワゴンを押し、手術予定の記されたホワイトボードの前で行き先を確認しながら、それぞれ目的の手術室へ運び込んで行く。麻酔科医も着替えを済ませ、ミーティングルームに集結している。

　手術自体の開始は九時からだが、患者と外科医は八時半には入室するので、それまでにすべての準備を整えておかねばならないのだ。

　吸引器の作動を確認していた看護師が、ふと自動扉から白衣姿の細身の男が入室してくるのを見かけ、声をかけた。

「柴田しばたセンセ、早いんですねー」

　柴田はぴくりと身体を震わせ、

「……ん」と、口の中で言うと、ロッカールームへ向かう。

　普段から口数が少ないので有名であったが、今朝はさらに雰囲気が暗い。切れ長のいつもは冷たい印象を与える目も、今日は物憂げに臥せられ、細い眉もひそめられて、時折溜息などついている。

　柴田の所属する第２外科は今日が手術日で、柴田が手術部に顔を出すのは当然なのだが、いつもより三十分も早い。実はわざとこの時間を選んだのである。

　一晩眠ったので、身体の軋みと腰のだるさはとれていたが、情交の跡がありありと残っているような気がして、人前で着替えたくなかったのだ。

　ロッカーでＶネックの半袖のうわっぱりにズボンという手術着に手早く着替えると、小さな手術帽に七三に分けた髪を生え際からぴったり入れる。鏡を見ながら、何度目かの深い溜息をついた。

　長い一日の、これが始まりだった。

　鏡の中の自分を見て、半袖で襟元の開いた手術着は露出度が高いことに気づく。

（ま……まずい）

　キスマークがついていないことを確認していると、身体の奥がズクッと疼いた。快感が背すじから這い上ってくるのを感じ、柴田は顔が赤くなる。

（バカッ、思い出して感じるなんてッ）

　急いでロッカーにしまったばかりの白衣を出して、上から羽織った。

　執刀する手術の開始時間まで、この格好でいよう……所在なげに、かたわらのベンチに腰を降ろす。困惑した表情で、壁の時計の長針が動くのをじっと見詰めた。

　柴田を困惑させているのは、前日のとある出来事だった。

（そう、あれは……あの行為は強姦でなかったことは事実だし……）

　かといって、和姦とは少し違う気もするのだ。どうも和姦という言葉には、最初から求め合ったというニュアンスがあるが、途中までは何をされているか柴田に明快な意識はなかった。

　十四年間、秘かに想い続けてきた親友の相沢和彦が、柴田の友人でもあった同期の橋爪薫という女医と結婚し、喪失感にうちのめされていたことがきっかけだったと柴田は思う。たまたま仕事を手伝って貰ったお礼を言いに訪れた江森えもりを部屋に上げ、酒を飲みながら話しているうちに、妙な具合になったというわけだった。

　相沢を愛していることを他人に告げたのは初めてだった。それを知り合って間もない、しかも年下の製薬会社の営業マンである江森に告白するなんて、あのときの自分は相当混乱していたのだとまた柴田は思う。

　そして続いた江森の行動は全く予想していなかったもので、あれよあれよと言う間に組み伏せられ、衣服を脱がされていた。すべてが相手のペースでコトは運び、何だか分からないうちに江森の舌に追い上げられ、情けないことに口の中ですぐ達してしまった。

　しかし、そのあと江森は彼の頬を大きな両手ではさむと、瞳を覗き込み、視線をそらす事なくはっきりと言ったのだ。

「柴田先生、あなたが好きです」

　そして江森は自分のもので柴田を貫き、自らも想いをとげた……。

　目を閉じれば、あの時の江森の優しい甘いマスクがすぐ浮かぶ。きらきら輝く大きな茶色がかった瞳で、心配そうに柴田を覗き込んでいる。がっしりした広い胸も、暖かい大きな手も、丁寧な指の愛撫もみな、身体が覚えている。

　終わったあとの江森の「ずっとこうしたかった」という囁きも耳に残っていた。

（医学用語でいう『informd consent』ってやつかな。つまりは合意の上で、だ）

　柴田は手術部の消毒室で、両腕をタワシで洗いながら自嘲気味に思う。

（俺は確かにあいつの言葉を受け入れ……そしてあいつを受け入れたのだから）

　またあの太いモノの感触が蘇ってきて、背すじがびくっとする。

（だめだな、こんなことじゃ。これからのオペに集中しなきゃ）






　ほぼ同じ頃、江森は会社の寮のワンルームで、ほとんど寝ていないにもかかわらず爽やかな朝を迎えていた。こちらは想いのたけを散々放ったのだから、すっきり爽やかなのも当たり前である。

「さあって……と」

　シャワーを浴び、タオルを腰に巻いた姿で小さな窓を開け放す。

　まだ裸には冷たい三月の風が微かに室内に吹き込んで来た。大柄な身体を乗り出して空を見上げると、雲の切れ目から青い空が覗いている。

「ヤッターッ、いいことがありそうだ！」

　別に雨なら雨で、ラッキーと思ったに違いなかった。長い間想っていた人を手に入れたのだ、当然だろう。

　昨夜は感激であまり眠れなかった。何度もなぞるように行為を思い出し、ニヤニヤしながらベッドの中で毛布を抱いていた。が、合間合間に今日やるべきこともしっかり予定を組んだ。無論、仕事をしなくてはいけないのは当然だが、まずやることは……。






　九時きっかりに、江森は近くの電気製品のディスカウントショップに飛び込んだ。会社から携帯は支給されているが、そして私用の携帯ももってはいるが、恋人が出来てまず必要なものは専用携帯電話だ。

（柴田先生とだけ話すのを買う）

　昨夜のうちに決心している。

　店員に声をかけ、それぞれの製品の売りを聞いてみた。病院の内部では医療機器影響を与えるので、携帯は使用禁止だ。が、医局のある研究棟なら問題はない。それにどうせ柴田にしか番号は教えないのだ。

「一番、バッテリーがもつのをください」と店員に言う。

　外回りが多いのでなかなか充電などしていられない。柴田からの連絡なら、24時間、待つつもりであった。

　茶髪の若い店員が、「分かってますよ」とニヤリと笑い、小指を立てたので、ちょっと江森は赤くなる。初エッチのあと、店に飛び込んで携帯を買う男は結構いるかもしれない。昨夜のセックスまで見通されたような気がして、どぎまぎした。

　パンフレットの中からバッテリーが一番長くもつものを選ぶ。その場で契約を済ませると、晴れやかな笑みを浮かべ、店を出た。

　まだどこの店も開いたばかりで、店員が店の前を掃除している姿がちらほら見える。先程まで空を覆っていた雲は、東の空へ退散し、柔らかな光が淡い水色の空からふりそそいでいる。季節は江森の心と同じ、春なのだ。

　気が付くともうオーバーを来ている人はいない。皆、薄手のトレンチか綿のハーフコートに衣替えしている。

　買ったばかりの携帯電話を箱から出すと、あたりを見回しながら上着の内ポケットに押し込む。急ぎ足で勤務地へ向かうサラリーマンやＯＬに混じって、江森は足取りも軽くその場を後にした。

　腕時計で時間を確認し、停めておいたミラージュに戻る。得意先回りを開始した。

（医局にはあとで連絡すればいいや。どうせ今は、手術中だろうし）

　今日中に絶対柴田に会うつもりでいる。会って、少なくとも身体の無事だけは確認したかった。なんだか昨夜は相当痛め付けてしまったようで、江森は心配になっていた。






　一方、柴田は精神を集中していないとすぐ昨夜の行為に考えがいってしまうので、ことさら朝から忙しく仕事をしていた。

　新米外科医のデューティは多い。病棟の患者の処置が済むと手術日であればすぐオペルームに直行、今日は午前・午後で五件のオペに入らなければならない。

　中堅の医者になると担当の患者を執刀するだけだが、柴田クラスだと下働きとして、一日に何件もこなす。むろんそうでなければ勉強にならないし、今日は特にその間は別のことを考えずに済むので有り難かった。

　ところが、昼食も取らずに猛烈に働いたので、今日に限って仕事が早く終了した。まだ七時前である。ナースステーションで最後の指示を出すと、のろのろと所属する第２外科の医局へ向かった。

　病棟から研究棟への渡り廊下に出ると、日はこのところ長くなって来ているとはいえ、もうとっぷりとくれている。しかし、ワイシャツと白衣一枚でも寒くはなかった。研究棟に入り、エレベーターに乗って上昇ボタンを押した。

（そう……あれは合意の上だった……と思う）

　考えがまたリピートしている。

　江森五月が嫌いかというとそれは嘘になる。かといって好きかと尋ねられると、確信が持てない。困惑の原因はそれなのだ。

　初めて会ったとき、彼を見て感じたことは、

①でかい。

②甘いマスクで女にもてそうだ。

　それだけだった。コンピューター専門で、その点では話が合うかも知れなかったが、特に深く知り合いたいという気持ちはおこらなかった。

　もともと柴田は人と付き合うのが苦手なところがある。だったらなぜ、人間と深く拘わる医者という職業を選んだのか矛盾があるが、ある意味で医者の仕事は科学的事実と個人の判断力に基づいており、組織の中のサラリーマンのように、上司の意向に添って自分の考えを曲げなくてはいけないような局面に立つことはあまり無いのだ。つまりは一匹狼でもある程度やっていけるのである。

　そういうわけで、医者仲間どころか他の医者たちのように製薬会社のＭＲ達とも親しく付き合ったことはない。医局を訪問する彼らの軽口にのることもなかったし、ゴルフや飲み会などの接待も受けなかった。

　柴田の、一見して冷たそうに見える美貎もＭＲ達を遠ざける一因ではあったが、ただでさえ無愛想なのに加え、彼らには必要最低限度の質問しかせず、もし答えられなければ無能と判断してそれ以降口をきくこともなかった。そのため、『ＭＲ泣かせの冷たい医者』と陰口をきかれ、避けられていたことは知っていた。

　江森もそれくらいの予備知識は、前の担当者から仕入れていたに違いない。が、自分のほんの思い付きの誘いにのって、小児病棟へ一緒に足を運ぶとは思わなかった。それどころか、その後もしばしば子供達の所を訪れ、遊んでやっていることを知り、ふと彼に興味を覚えた。

（子供の機嫌をとっても、業績アップにはつながらないのに）

　背の高いスポーツマンタイプに甘いマスク、真ん中分けの明るい癖毛はトレンディ俳優のようで、女遊びの好きな軽い男に見えたが、観察していると根は真面目で仕事一本のようだった。

　そのうち、江森が小学校のころ急性腎炎で長期入院していたことを知った。その時の体験から、入院している子供達の退屈を紛らわすためにゲームを教えたりしてやっているらしかった。

（ふーん、優しい男なんだ）

　そう思ったことは事実だ。

（だからと言って、特別に惹かれていたつもりはない）

　人気の途絶えた廊下を歩きながらも、脳は思考を止めない。

　そう……相沢和彦の結婚式の夜、不覚にも悪酔いし、次の朝ホテルのベットで目覚めた時までは。

「先生、僕、部屋をとってあるから少し休みましょう」

　ホテルのバーでベロベロになっている自分に、江森が声をかけたのは覚えていた。が、まさか一晩一緒に過ごしたとは。とはいっても同衾したのではない。

　目が覚めたとき、江森はでかい身体を窮屈そうに脇の椅子に押し込め、上体をベットの上に俯ぶせて眠っていた。何か口走ったかもしれないというばつの悪さをまず感じた。相沢への想いは十四年間、心の底に押し隠して来たが、感づかれるようなことは言わなかっただろうかと、柴田はゾッとした。

　次に感じたのは、何とも言いようのない喉元に込み上がってくるような、甘い感動だった。

（ずっとそばにいてくれたのか）

　その時初めて江森に男を感じたのかもしれない。

　いや、それは後知恵じゃないか。

　柴田は医局の扉を開けながらまた深く溜息をついた。

　単に肉欲で身体をつないだということを認めたくなくて、何か理由づけをしようとしているのじゃないか。

　途端に江森の愛撫の記憶が蘇ってきて、片手をこめかみに当てた。頭を押さえたまま、部屋に入る。

　この時間、医局に残っているのは当直と若手ばかりで、机や書棚の詰め込まれた部屋もガランとしている。数人がロッカーで帰り支度の最中だった。

　まだ仕事の終わらない医師達は、ソファに腰掛け、一息ついてお茶を飲んでおり、目の前のテーブルには当直が頼んだらしい店屋物が届いている。それを見て、急に空腹を覚えた。

（昼めし、食ってないんだっけ）

「お疲れ」

　柴田に気付いた同僚が声をかけた。

「あ、柴田先生、もう仕事お済みですか」

　先月から第２外科に配属された研修医が続ける。

「ああ」

「さっき、ＭＲさんから電話があって、仕事が終わったら連絡して下さいって」

　渡されたメモには携帯電話の電話番号が書かれている。誰のものかは見当がついた。気がすすまないが、メモを渡してくれた研修医の手前かけないわけにはいかない。呼び出し音が二回鳴って、すぐ相手が出た。

「僕です」

　江森の声が耳元で聞こえ、予想はついていたにも拘わらずぞくりと肌が粟だった。この声が、昨夜耳元で何度も愛を囁いたのだ。

「先生、もしお暇でしたら一緒にメシ食いませんか？」

　次にどんな言葉が出て来るのかと身構えている柴田が拍子抜けする程、屈託ない明るい声が受話器から響く。腹が減っていることもあって考える暇もなく「いいよ」と答えてしまっていた。

「じゃあ僕、駐車場で待ってますから！」

（どんな顔して、この次あいつに会やーいいんだなんて、心配は無用だったな）

　底抜けに明るく笑う江森の顔を思い浮かべ、苦笑する。書きかけの報告書などをアタッシュケースにしまうと、残っているものに「お先に」と声をかけ、医局を出た。





　　　　　　　　　　２




　地下の駐車場で待っていると、赤いミラージュが滑り込んで来た。

「柴田しばた先生！」

　明るい色の髪の毛が揺れて、扉から現れる。

「先生、待ちました？」

　にっこり笑いかける顔に、知らず知らず胸が高鳴り、柴田は焦った。隣にいる人にも聞こえるのではないかと思えるほど、心臓が大きな音を立てているように思え、頬が熱くなる。

（な……どしたんだ、俺）

　江森えもりの顔がまともに見られない。急いで下を向いた。

「先生？」

　訝しげな声に、

「いや」

　小さな声で答えると、自分から助手席の扉を開ける。

「先生、カバン、後ろに」

「ん」

　言われたとおりに手渡すと、俯いたままで乗り込んだ。江森はアタッシェケースを後部座席に置くと、運転席に戻る。

　堅い顔を崩さない柴田に、江森は少し不安になった。

　一回エッチをした次の日から、べたべた恋人同士を気取るつもりはなかったが、顔も見てくれないなんて。

（まさか、昨日のことで嫌いになったんじゃ）

　確かに昨夜の行為は合意の上とは言い難い部分もあった。

（でも僕が嫌いになったなら、わざわざ会ってくれないよな）

　思い直して、ちょっと胸を撫で下ろす。

　ギヤをドライブに入れて車を発進させると江森は「何が食べたいですか、先生」と訊いた。

「お昼、なに食べました？　同じのじゃ、嫌でしょう？」

「食ってない」

　柴田はぼそっと答える。

「えーっ、そんなことしたら身体、壊しちゃいますよ、先生！　どうしたんですか、忙しくてごはん食べる暇、なかったんですかッ」

　たしなめるようにように江森が言う。まさかお前のことを考えたくなくて、無理に忙しくしていたとは言えない。

「ん……ちょっとな」

「夕ごはんはいつもちゃんと食べてんですか？」

「う……まぁ、おおむねな」

「食べてないんでしょ！　駄目ですよ、医者のくせに自分の身体、大切にしなきゃ！　先生はただでさえスマートなんだから！」

「一人だと、あんまり食べる気がしないんだよ」

　答えた柴田は自分でも驚いていた。他人に自分の私生活のことを話すなんて、何年ぶりかだ。

「江森、お前だって一人暮しだから分かるだろ？　男の一人暮らしなんか、侘しいもんじゃないか」

　初めてのロングセンテンスで、江森はやっと会話が出来たと嬉しくなる。

「一人暮らしと言っても、僕、会社の寮住まいで、寮の賄いさんはすごく料理が上手くて、オフクロの味なんですよ。会社で接待とかないときは、ちゃんと栄養バランスとれた食事してますからね。そーだ、バランス良くとらなきゃ。うん、肉と野菜だな」

　というわけで、両方一度にとれるしゃぶしゃぶに決まったのだった。






　目的地は東京近郊に多く店舗を持つしゃぶしゃぶ屋のチェーン店の一つだった。接待や会合などに利用されることも多く、和風の垣や植え込みが入り口の目隠しになっている。だからといって敷居の高い店でもなく、肩の凝らないサービスでボリュームもあり、若いカップルにも人気の店である。

　奥座敷に二人で向かい合うと、柴田はまたしても相手を意識してしまい、江森と視線を合わせることが出来ない。

（なんなんだ、俺は……バージン捧げた女じゃあるまいし、何恥ずかしがってんだ）

　しかし、江森の方は柴田の困惑を知ってか知らずか、昨夜のことには全く触れず、次々と料理を注文し、まるで得意先を接待しているかのようだ。何だか昨日のことは夢だったと言われれば、信じてしまいそうである。

　江森は柴田に肉や野菜を取り分けてやりながら、色々柴田の興味の引きそうなことを話しかける。得意分野のコンピュータの話とか、明日子供達に持って行ってやると約束したゲームのことなど、話題を柴田に気遣いながら選んでいた。

　柴田が自分と視線を合わせないようにしていることは、江森にも分かっていた。

（この人、照れ屋なのかな）

　結論はそうだった。一時期、避けられていると思い、ひどく冷たい人物のように感じたこともあったが、子供の患者に柴田が優しく接しているのを目撃しているうちに、本当は心が暖かいというのは江森にも分かっている。

　今も不機嫌そうにしているが、時折こちらをじっと見詰めている眼に出会うこともあった。江森が気づくと、顔を赤らめて眼を逸らす。

（な……なんか、かわいいかもしれない）

　初めて見る柴田の表情に、江森は新鮮な魅力を感じていた。

　柴田にとっても江森は今まで知らなかったタイプの男だった。

　だいたい、中学・高校は相沢しか友人がいなかったし、大学に入ってからは周りは医者ばかりである。特殊な業界なので交遊範囲が狭く、特に内気な柴田は違う分野の人間と付き合ったことがまるでなかったのだった。

（相沢と話す時とも違う）

　優しく自分を包んでくれるような雰囲気は似ているが。

　そういえば医者仲間以外と食事をするのは久し振りだ。仕事で遅くなって医局に店屋ものをとって食べたり、また時には数人の同僚と出掛けて食事を取ったりしても、たいてい話題は医学関係のことになる。ほとんど仕事の延長のようなものだ。江森との会話は柴田には新鮮だった。

　時々江森は話を止め、柴田の視線を真っすぐに捕え、「先生、こんな話、つまらない？」と尋ねる。そのたびに「いいや、面白い」と答えると、江森は弾けるように笑って、「良かったー！」と言う。

（こんな奴、初めてだ）

　江森の明るい表情を見ていると、気持ちが和むように柴田は感じていた。






　食事が終わって支払いで少し揉め、割勘という所に落ち着く。支払いが済むと江森は財布を内ポケットにしまいながら、「先生、今日はお疲れでしょうから僕、マンションまで送りますよ。良く休んでくださいね」と言い、駐車場へ向かう。これ以上の誘いがあったらどう断ろうか迷っていたので柴田はほっとしたが、内心やや拍子抜けした。

（なっ、何、がっかりしてんだ、俺は）

　五分ほどでマンションに付くと、江森は玄関先に車を横付ける。そしてわざわざ助手席に回りドアを開け、柴田の手を取った。江森が柴田に触れるのは昨日のあの行為以来、初めてだった。

（アッ）

　触れられた所が、カッと熱くなったように感じて、びくりと身体を竦ませる。体を固くして車の外へ出たところで、江森は耳元で「センセ、からだ、大丈夫？」と、ささやいた。

「だっ、大丈夫ってどーいう」

　柴田は動転して大声をあげてしまった。

（やだなー、これじゃ耳元で小さな声で言った意味がないじゃないか、この人ったら……）

　江森はちょっと呆れながら答えた。

「きのうのあれですよ」

　いきなりフェイントをかけられ反射的に、「俺は女みたくヤワじゃないからッ、平気だッ」と答えてしまっていた。

「良かったー！」

　江森はまたにっこり笑うと、後部座席から柴田のアタッシュケースを取り出すと、「僕、朝からずーっと心配してたんです！　それだけが聞きたくて」と、柴田の顔を覗きこんだ。柴田は頭に血が上って来るのを感じた。

「おっ、お前は一日中そんなことばかり考えてたのかッ」

　実は柴田自身もそうだったのだが。

　江森にいたずらっぽい表情が浮かぶ。

「いーえ」

　ふっと、江森の唇が柴田の唇に一瞬重ねられた。予想もしなかった展開に柴田は声も出ず、突っ立ったまま江森の顔を見上げた。顔が強張っているのが自分でもわかる。

　照れ臭くて横を向いてしまう。江森がちょっと悲しそうな顔をしたのがわかったが、

（だ、だってッ、嬉しそーにしたら、俺ッ、さ・誘ってるみてーじゃねーか？　つか、そうふにしたらそうなのか、そもそも？）

　生涯初めての経験にどんな態度をとったらいいか解らない。顔がカッと火照ってきて、ますますあさっての方を向いた。江森はしばらく迷っているようだったが、

「先生、好きです。ホントは一日中先生のことばかり考えてました」

　はっきりと言った。

（……え）

　身体全体が熱くなり、柴田は矢も盾もたまらず急いでエントランスに向かう。

「せ、先生」

　取り残された江森は焦ってアタッシュケースを持って後を追った。

「先生、カバン！」

　オートロックにカードを入れた所で、柴田は初めて気づき、振り返った。

「あ」

　差し出されたアタッシュケースを受け取る。

「さよなら」

　一言、言って中へ入る。ただちに自動ドアが閉まった。外に残された江森は唖然として立ち尽くした。

「先生！」

　大声を出すと、柴田は自動ドアの向こうで肩越しに顔を向ける。

「明日も一緒にメシ、食べません？」

「……うん」

　小さく頷くので、江森は必死で話を繋ぐ。

「何時頃？」

「わからない、こっちから電話する」

　急ぎ足でエレベーターへ向かう後ろ姿を見詰め、江森はがっかりした。

　これが、今まで付き合った女の子達だったら、「お茶でもどう？」と部屋に上げてくれるのに。

（そりゃ、今夜も……ってことはないと思ったけど）

　ちょびっと期待していた江森であった。






　部屋に入ってからも、柴田は動悸が収まらなかった。

　アタッシュケースを床に置き、脱いだコートを寝室のクローゼットにかける。リビングに戻ってソファに深く身を沈めた。つい先程別れたばかりの江森の声が耳に残っている。

「先生、好きです！」

　なんて屈託なく自分の気持ちを相手に告げられるのだろう、あの男は。自分は相沢に対して決してそうはなれなかった。もし告げれば二人の間の友情がダメになってしまうのは目に見えていたし、それよりも何より柴田は相沢に蔑まれることを恐れていた。

　江森だったらきっと例え蔑まれようと自分の気持ちを相手に伝えていたろう。行動で気持ちを表す男だ。あの時も。

　そうだ、あの行為こそが江森の気持ちそのものだった。

（初めに俺を受け止め、次に自分の想いを身体ごとぶつけて来た）

　初めての体験だった。

　解剖学的には可能と頭で理解していたとはいえ、侵入してきたものの太さに恐怖を覚え、喘いだ。さらに手足の自由を奪われたまま何度も激しく打ち込まれると、意識を保つのがやっとだった。ひどい痛みは初めに受け入れた時だけだったが、異物感と恐怖で不覚にも涙を流した。

　嵐のような行為の中でも、時々江森は動きを止め、しばしば心配そうな声で「大丈夫？」と、柴田を気遣った。

（あのとき止めろと言えば止めさせられた）

　が、身体は苦しかったが、止めてもらいたくなかった。望んであんなことをされるなんて、普通では考えられない。でもあの時は確かに愛されていると感じていたのだ。何か言おうとしても声が出ず、江森を見詰めて首を僅かに動かすことしかできなかったが、叩きつけられる江森の想いを必死で受け止めようとした。

（何をいまさら、ウジウジ悩んでいるんだ、あの時、結論は出ていたんじゃないか。あいつを受け入れるって）

　あのあと、自分を見詰める江森の眼は優しくて、柴田は抱かれたまま眠りについた。時々眼を覚ますと、やっぱり江森は優しく自分を見詰めている。安心してまた瞼を閉じた。

　ふと、別れ際の江森の少し悲しそうな眼を思い出し、柴田はソファから身を起こした。

（お、俺、ちょっと冷たかったかもしんない）

　ジャケットのポケットを探ると、医局で渡されたメモが出て来た。しばらく十桁の番号を眺める。

（まだ、帰ってないよな。今、別れたばかりだもんな。運転中はかけないほうがいいよな。寮に戻った頃にしよう）

　柴田は真面目な顔で、腕時計の長針が動くのを見続けた。






　会社の寮に戻ると、江森はほっと溜め息をつき、買ったばかりの携帯電話をベッドのヘッドレストに置いた。

「充電、しとこかな」

　思い直してまた手に取る。

（やっぱ、寝るまで持ってよう）

　これは柴田専用のホットラインなのだ。この先に愛しい人がいる。

「僕の気持ち、伝わってるんだろうか」

　今夜も一所懸命、優しくしたつもりだ。が、なんとなく柴田はそっけなかったような気がして、少し悲しくなった。

「もっと、愛してますって、いっぱい言えば良かった」

　キスをしたあと、とたんに柴田は機嫌が悪くなったように感じた。

　昨夜、終わってからぐったりと眼を瞑って横たわる柴田に気づいてひどく焦ったのだ。

（ヤリ殺しちゃったんじゃないかと思っちゃったよ……）

　あの時のことを思い出し、頬に血が昇る。

　柴田はさっき「大丈夫だ」と言ったけれど、確かに昨夜江森は夢中になりすぎた。相手が女性だったら、もう少し体力的なことも考えて気を使ったかもしれない。男とやるのは初めてだったし、すっかり気が高ぶって、加減も分からず、好きという気持ちを伝えたくて、暴走してしまった……。

（もしかして、ホントはすごく、辛かったのかも）

　キスをしたら不機嫌になったのは、昨夜あまり良くなかったからかも知れない。また今夜もやられるのかと警戒したのかも知れなかった。

　事実、江森は今夜もしたかった。が、それだけが目的ではない。たとえ出来なくても、ほんの僅かでもいいから長く柴田のそばにいたかったのだ。

（僕、センセがいいって言うまで、我慢しよう！）

　健気にも決心する。

　手の中の携帯を見詰めていると、いきなりコール音が鳴った。

「え、ええッ」

「……柴田です」

　小さな低い声が聞こえる。

「先生！」

　携帯を持つ手が震える。ギュッと両手で握って、声を出した。

「先生？　先生でしょう？」

「……」

　しばらく沈黙が続き、江森は胸が苦しくなる。

（まさか怒りの電話では）

「……の……」

「え？　何です？」

　電話の反対側で柴田は固まっていた。一大決心して、番号を打ち込んだのだが、コール音一回で江森が出た瞬間、言おうと思ったことがすっかり頭から抜け落ちている。

「先生？　どうしたんです？」

「……あ……あの……な」

（……さっきはゴメンって、言うんだッ）

　が、舌は痺れたように動かない。口の中がカラカラになり、更に上顎に舌が張り付いて、声も出せなくなった。

「先生？」

「あ……あした……」

　やっと声が出た。

「またメシ、食おう」

「いいですよ」

　さっき、別れ際に言ったのにと江森はおかしくなった。

　が、柴田はいたって真面目な声だ。

（確認の電話かな？　柴田センセ、真面目だからなー）

「……仕事、終わったら、電話する」

　それも一度言ったことだったが、江森は行儀よく「ハイ、お待ちしてます」と応じた。

「ん」

　江森の声は変わらず優しく、受話器を握っていた柴田はほっと胸を撫で下ろす。冷たくしたから嫌われたのではと、不安になっていたのだ。江森に嫌われたくないと思っていることに気づいた。

「あの……な」

「なんです、先生」

　江森の声をずっと聞いていたい。が、自分から喋るのは苦手なので、話題を提供できないのだ。

「……お、俺」

「先生、今夜は楽しかった？」

　江森の方が沈黙に耐え兼ねてちょっと振ってみる。

「ん」

　小さな肯定の返事に、江森はほっとした。

「明日、何食べたいですか？」

「……まかせる」

　もっと話がしていたかったが、次の言葉が出ず、ついに柴田は諦める。

「………俺、切る」

　言葉を放ってすぐ電話を切ると、額の汗を拭った。

「変に思ったかな」

　だが、もう遅い。

「明日、うんと話せばいいよな」
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　翌日の午後、柴田は手術部で最終の手術に第２執刀医として入っていた。

　慢性胆嚢たんのう炎の総胆管結石嵌頓かんとんで、周囲の臓器への癒着はかなりひどかった。が、柴田は丁寧に組織を剥離し、出血を手早く止めていくので、第１執刀医も手技がやりやすく、満足する。

「お前が第２執刀医だと、楽でいいなー」

　誉めてやるが、柴田は返事もせずどんどん手を動かす。

（無愛想なのが玉に傷だよな）

　第１執刀医は呆れて柴田を眺めた。

　無論、柴田は手早く終わって江森に電話を入れたいのであった。

　軽い会話もなく、沈黙がオペルームを支配する。聞こえるのはカチャカチャと機器の触れ合う音に、心電図モニターの規則正しいピッピッという信号音、それに人工呼吸器の間歇的なシューッという麻酔ガスを患者の肺に送り込む音だけだ。

（……く、くらい）

　まるで、ものすごい重症患者のオペのようである。第１執刀医はちょっと柴田を第２執刀医にしたことを後悔した。

（今度はうんと軽くてお喋りな奴を、第３執刀医に指名して、バランスをとろう！）






　オペが終了し、柴田がまだ半覚醒の患者を乗せたストレッチャーに付き添って、三病棟に上がると、副医局長の大月が、ナースステーションから「お、いいとこに来た！」と声を上げた。貫録のつきかけた身体を揺すり、生え際が後退気味の額の汗をハンカチで拭きながら、急いで柴田に近づいてくる。太縁の眼鏡をかけ直し、愛想よく笑いかけた。

　こういう時はいつも厄介な頼み事なのだ。

「……なんですか」

「緊急オペに入ってくれないか、内科からの依頼なんだ」

　柴田の顔が引き締まる。

　看護婦に術後の指示を出すと、急いで大月と内科病棟へ向かった。






「腸管ベーチェットの患者さんで……」

　内科医から説明を受ける。

　ベーチェット病は、原因不明の潰瘍が身体の色々な臓器にできる病気で、薬物でコントロール可能なのだが、まれに運悪く腸管に出来た潰瘍のせいで、腹膜炎を起こすことがある。今回のケースもそれだった。潰瘍の数も多く、腸管壁が破れたので、小腸の一部を切除しなくてはならない。

　手術の同意書を家族から取り、術前の検査のオーダーを出している時、気づいた。

（あ……江森）

「ちょっと失礼！」

　急いで医局に戻る。デスクの中をかきまわして、テレホンカードを見つけると、それを持って病院のロビーの公衆電話に走った。

「江森です」

　コール音二回で、すぐ懐かしい声が聞こえる。

「俺」

　が、次の言葉を言うのが辛かった。

「その……緊急オペが」

　皆まで言えず、口ごもる柴田に、優しい言葉が届いた。

「いいんですよ、お医者さんは忙しいから、また今度にしましょう」

「ん」

「じゃあ、また」

　江森が電話を切りそうになるので、柴田は「待て！」と大声を上げた。もっと長い間、声を聞いていたかったが、すぐ手術に入らなくてはならない。

「……の、また電話して、いいか？　話したい」

　お前の声が聞きたい、とは言えなかったが、勇を鼓して言う。

「先生！」

　こんな積極的な言葉は初めてだった。江森はデートがキャンセルになったことも忘れ、嬉しくなる。

「いいですよ！　僕、携帯、ずーっとオンにしときますから、いつでもかけて来てくださいね！」

　明るい声で続ける。

「いつでもいいのか？」

「ええ、24時間、オッケーですよ！　ずーっと、待ってますから！」

　その言葉に柴田は胸が熱くなった。

(いつでも……あの声が聞ける）

　親友であり、密かに想っていた相沢和彦を、いつでも見ていたいと願っていたことを思い出す。それは決してかなえられることはなかったが、江森なら望みはかなうかも知れない。

　相沢の結婚式に悪酔いをして目覚めた翌朝も、すぐそばに江森はいてくれた。あの優しい男のそばにいると心が安らぐのだ。腹の底から暖かく甘いものがこみあげてくる。あの時からきっと……。

（俺、あいつが好きなんだ……きっと）

　自分の気持ちに、今、気づいた。柴田は切った後も、受話器を握り締める。

（今度会ったら、言おう。お前が好きだって）

　その告白が、だいぶ先のことになろうとは、知る由よしもなかった。
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　甲州街道はそろそろ夕刻のラッシュで、前の車のブレーキランプが頻繁に灯る。江森は前任の担当者から教わった抜道へと、赤いミラージュのハンドルを切った。

　住宅地の所々に点在している畑の周りを、クルクルと器用にハンドルを切りながら、前方に見えて来た白い巨大な建物を目指す。

　このあたりでは群を抜いての高層ビルは、私立Ｊ医大付属病院だ。

　守衛に目礼して、正門から地下の駐車場へ乗入れ、営業専用のスペースに駐車した。研究棟のエレベーターに乗り、五階のボタンを押す。

　もう五時を回っているので、事務員や研究助手などはすでに勤務が終わり、研究棟は人気もまばらだ。ここに来ると江森はちょっとドキドキする。もしかしたら柴田先生に偶然会えるかもしれない。

　むろん、あちらはいつも忙しく病棟や手術部を飛び回っていて、めったにすれ違うこともない。しかし、時々遠くに見掛けると、白衣を身に纏ってさっそうと仕事をしているその男ぶりに、胸が高鳴ってしまう。

　が、病院で出会うと柴田は顔をそらすので、いつも江森は胸中複雑だった。照れ屋ということは良くわかっていたが。

　研究棟には柴田の影はなく、

（今日はオペ日だから、もし連絡してくるとしても八時過ぎだな）

　少し落胆しながら、産婦人科の医局のドアをノックする。

「切符、とれたのでお持ちしました」

「オ、富士製薬さん、御苦労様」

　ＭＲは薬の売り込みもするが、主な仕事は医者達の使い走りである。論文のコピーから学会発表の資料作り、さらに飲み会の接待など男芸者とも言われる。産婦人科のゴルフコンペが日曜にあるので、江森は切符の手配を頼まれたのだ。

「朝七時のやまびこで……」

　説明していると、携帯電話のコール音が鳴った。

「ちょっと失礼します」

　廊下に出て、呼び出しに応じる。

「……俺」

　低い声が聞こえた。

「柴田先生！」

「もうじき終わるから、メシ、食わないか？」

「いつもの所で待ってますから！」

　中へ戻ると、頬が緩んでいる自分に気付く。気を引き締め、急いで説明を済ませた。

「じゃ、よろしく！」

「ああ、御苦労さん」

　ルンルンで出ていった後、医者たちが『コレだな』と小指を立てていたのを江森が気付かなかったのは幸いだった。






　柴田は浮き浮きして、三病棟のナースステーションに戻った。病棟や医局から江森にかけるわけにはいかないので、こっそり外来の待合室からかけてきたのである。

　時計をちらちら見ながらカルテを書き、指示を猛烈な早さで出すので、看護師達はくすくす笑っていた。

　柴田が女と無縁というのは、看護師達も知っている。

　研修医の頃、何人かの看護師がアタックをかけ、「俺、悪いけど女に興味が持てない」という理由で断られたことがあったのだ。最近、妙に柴田が明るくなり、仕事を猛烈な勢いで片付けて帰るようになったことに、皆、気づいていた。

「絶対、恋人が出来たのよ！」

「もち、男だと思わない？」

「当然よッ、あの手の顔はそれに決まりよッ！」

　休憩室ではこの話題で持ちきりである。

「センセ、なんでそんなに急ぐんですかァ？」

　一人がばたばたと仕事を片付ける柴田に、かまをかけた。

「とッ、ともだちとッ、メシ、食うんだ」

　柴田は眼を伏せたまま答える。

「なーんだァ」

　別の一人がわざと言ってやる。

「すっごく楽しそうだから、デートだと思ったのにィ」

　柴田が耳まで真っ赤になるので、看護師達は脇腹を肘で突き合って、笑いを堪えた。






　このところ三日に上げず、誘いの電話が入る。

　今日はどこへ行こうかと、江森は駐車場へ降りながら色々な店を思い浮かべた。

　あまりほかの医者たちが接待を受ける場所では、はちあわせする可能性がある。普段は接待を受けない柴田が、富士製薬の接待だけを受けていると評判になるのは困る。

　むしろ「怪しい」とか「出来てる」とか言われる方が良い。しかし、それではなお柴田を困らせることになる。

　あれこれ迷いながら車の中で待っていると、トレンチコート姿の柴田が階段室から現れた。江森は急いで自分のミラージュをそばへつけ、助手席のドアを開ける。

　俯いている柴田から、アタッシュケースを受け取り、柴田が乗り込む間に後部座席へ移した。

「先生、今日は何にします？」

　江森は声を弾ませて尋ねた。

「ん。まかせる」

　柴田はあまり物に執着しない。食べ物についてもそうだった。味音痴や偏食というわけではなく、高級フランス料理だろうが焼鳥だろうが、江森の勧める物はなんでも黙って食べる。

「今日はオペ日なのに、早く終わったんですね！」

「ん。１件、熱発して中止になった」

　ぼそっと言う。先程看護師達にからかわれたので、なおのこと態度がぶっきらぼうになっている。

（ぜーんぜん、変わんないなー、無愛想な所は）

　江森は出会ったとき、柴田に嬉しそうな反応を期待するのを諦めた。






　まだ日が高いので、ドライブがてら少し遠出し、多摩川べりに出た。

　このあたりは新宿へ私鉄を使って三十分以内で行けるので、昔から住宅地として開発されていた。成城や田園調布といった高級住宅地とまではいかないが、それなりに歴史もあり、気のきいたレストランなども根付いている。

　江森が選んだのは、時々雑誌などにも紹介される小さなイタリア料理店である。漆喰の壁にキャンティの篭ボトルやニンニクの房などが吊り下げられている素朴なインテリアの店で、味は良いとの評判だった。

　小さな入り口から入ると、緑と白と赤のイタリアンカラーを基調としたナプキンやクロスで飾られた食卓へ続く壁際には、食材が盛られた木製の細長いテーブルがおかれている。

　銀色の鱗の光る魚や、大きなハサミを振り上げた暗紅色のエビ、まだクネクネと動いている茶褐色の蛸などが、砕いた氷を敷き詰めたトレイの上に並べられており、脇の籠の中の黄色や赤の色鮮やかなパプリカも食欲をそそる演出だ。

　普段あまり食べることに興味を示さない柴田も、面白そうに眺めている。江森はちょっと得意になった。

　まだ時間が早く、幸運にも良い席に案内されたが、テーブルはあらかた埋まっている。

「ワイン、頼みます？」

「ん」

　ワインリストを受け取ると、柴田はウェイターに直接注文し、改めてあたりを見回した。

「カップルばっかだな」

「そーですねぇ、やっぱりイタめしは人気ですから」

「お前、こーゆー店に女とよく来るのか？」

　またぼそっと言う。

「え？　なんでです？」

「だってこんなとこ、デートぐらいでしか使わねーだろ」

「だから今、デートしてるじゃないですかッ、僕、そのつもりですけど」

　柴田は赤くなって急いで水を飲む。

（どーもこの人って、ずれてるよな）

　江森は考えた。

（口説かれてるって、気がつかないのかなァ。こんなに何回もご飯一緒に食べてるのに……まさかただご飯を食べてるだけなんて思ってやしないよね？　エッチだってしたんだし）

　時々江森は不安になる。一度身体を重ねたぐらいで、とたんに柴田を自分の所有物のように扱う気持ちは毛頭なかったが、もう少し恋人同士といった関係まで進展したい。そりゃもう出来れば大人の関係で。

　が、あの後柴田は江森に決して身体を許さない。どころか、キスひとつ、手一本つないだこともなかった。いや、あの行為の翌日、ほんの唇が触れる程度のキスは、一回したが。

　でも嫌われているということはないと思う。嫌いだったら自分から誘わないはずだ。

　柴田が掛けてくる携帯電話のコールだけが、江森と柴田をつなぐ糸だった。このところずっと江森は、携帯電話をＯＮにしっぱなしだ。

（もし、柴田先生が掛けてこなくなったら）

　むりやり身体をつなぐ回数を重ねれば、絆は深まるのだろうか。そうは思えなかった。遠回りでもこうやって、自分を知ってもらうしかない。とにかく、柴田からの誘いの電話がある限りは、脈があると思っていい。今は食事を一緒にするだけの関係でも。

（とりあえずメシ仲間でいいや！　何でもないよりましだ！）






　柴田が注文したモンタルチーノという赤ワインはとても上品でいい味だった。もちろん運転があるので、江森は一度舐めただけだが。何でも小説にも良く出て来る銘柄なのだという。食事が終わって支払いでまた少しもめた。

「俺が誘ったんだから」と柴田が言い張り、また江森は譲ってしまった。割勘を主張して、ひどく機嫌を損ねたこともあったし、一度「どうせ接待で落としますから」と言って、ピシャリと「俺、そーゆーの嫌いだから」とやられたことがあった。それ以降、江森はなるべく値の張らないレストランを選ぶようにしている。

（柴田女王様かぁ）

　ふと思いついて、江森はにやついてしまった。内気で頑ななところのある柴田と付き合うのは難しそうだが、自分としてはこの美しい人のためなら、何でもしたくなる。それはもう、女王に忠誠を誓う騎士の心境なのだった。無論、お許しが出るまで、いつまでも待つつもりでいる。

　駐車場が店から離れたところだったので、酔い醒ましに少し周りを歩いた。まっすぐ前を向いたまま、早いスピードで歩く柴田に追い付いて肩に触れようとすると、ピッチが上がってするすると前に出る。再び距離が開いた。

（やっぱ、嫌われてるのかも知れない）

（ううん、そんなこと、ないよな）

　一人で否定したり肯定したり、江森も忙しい。

　そのうちゲームセンターの前に出た。ピカピカと装飾電球が輝き、銃撃音や電子音がけたたましく外まで鳴り響く。時々激しいクラッシュ音がして、笑い声がどっとあがる。

「センセ、ゲームやってこか」

「ん」

　レーシングゲームの前で柴田を促す。

「馬鹿、俺、免許もってねーもん」

「じゃあ、こっち」

　ところが手先の器用さと反射神経とは別物らしく、柴田は何をやらせてもあっと言う間にGAME　OVERになる。江森は思わず笑い転げた。

「おッ、お前、なんだよォ、その軽蔑のまなざしはッ」

「いえッ、誰も馬鹿になんかしてませんよォ」

　笑いを堪えながら、ぶんぶん首を振って見せる。

「たく……ガキにも馬鹿にされてんのに……」

　小児病棟での柴田の評は、有能な外科医とは程遠く、『どんくさい先生』であった。ＴＶゲームやファミコンですぐ失敗する柴田を、子供達は「どんくせーの」と言うのである。

「ユーフォーキャッチャーだっ」

　江森は三、四人のＯＬふうの女たちがキャーキャー言って群がっている機械に近付いた。

「うまくとれないんですよォ」

　女たちは甘えた声を出して江森に擦り寄っている。柴田はそれを見てムッとした。

（なんだ江森の奴、人のこと誘っといてッ）

「僕、この下の、欲しいから、取ってあげますよ」

「嬉しーッ」

　嬌声にうんざりして、柴田はゲーセンの外に出た。ふて腐れて煙草を吸いながら待っていると、江森が息を切らしてやってきた。

「センセ、どこ行っちゃったのかと思った！」

「ここ」

　ブスッとして煙草を備え付けの灰皿に捨てる。

「ほらッ」

　江森は抱えていた人形を、柴田の胸に押し付けた。

「何だよ、これ？」

「先生の為に取ったんですよ。ちょっと先生に似てるでしょ？」

　前髪をたらした切れ長の鋭い目付きの人形だ。

「部屋に飾っといてくださいね」

　戸惑ったように見上げる柴田の顔は、悪い所を見付かって困っている子供のようで、江森は胸が痛くなるほどのいとおしさを感じた。しかし、唇を塞ぐには人通りがあまりに多く、一瞬のためらいが柴田に顔を逸らす機会を与えてしまった。

　顔を赤らめて柴田は「ああ、飾っとく」と横を向く。

（ああッ、千載一隅のチャンスをッ）

　江森は内心、地団駄を踏んだが、もう遅かった。






　マンションの車寄せに江森がミラージュを停車させると、柴田はさっさと助手席から降り、後部座席からアタッシュケースを取り出す。江森に手伝う隙を与えない素早さである。

　これには訳があって、初めて身体を重ねた翌日、江森が柴田をやはりマンションに送っていった際、車から降りるのに手を貸したり、アタッシュケースを手渡したり、ベタベタ触ったのである。

　そして柴田の隙を突いて唇を奪ったのだ。いわば、江森からの『どう？　今夜』といったサインであったのが、柴田は身体を硬くして拒絶の態度を露わにした。

　すぐ次の日も出来るという甘い考えは持っていなかったが、江森はちょっとがっかりした。それ以降もまさに鉄壁の守りで、手どころかほとんど肩も触らせない。

「さよなら」と言って玄関へ向かおうとする柴田を、江森は車から降りると急いで呼び止めた。

「先生、今度の日曜日、暇ですか？」

「ああ」

「じゃあ、ドライブにでも行きませんか？」

「ん。いいよ」

　とりあえず、ＯＫが出た。






　会社の寮に戻り、せまい自分のワンルームに入ると、江森はほっと溜息をついて、ベッドの上にあぐらをかいた。

（いやがってなかったよな）

　柴田との距離が縮まらない。あんなにピッタリ身体を重ねたのに。さっき一緒に歩いた時とおんなじだ。

　高校・大学とガールフレンドに不自由しなかった江森だが、クラブ活動と趣味のコンピュータの方が忙しく、一人に執着したことはなかった。まして自分から求めたことも。甘いマスクと格好の良さで向こうからやって来たのだ。

　身体の関係を持ったこともあったが、優しいけれど執着のない恋人は女の子には物足りないらしく、自然に間は疎遠になり、どの相手とも長く続くことはなかった。

　さらに、どうも『ぱっと見』でプレイボーイのお軽い奴に見えるらしく、寄って来る女性もそれなりの希薄な関係しか求めない。結局いつでもガールフレンドとの間には、親密なものは築けなかった。

（身体も心も、全部自分のものにしたい）

　そう江森に思わせたのは柴田が初めてであった。

（柴田先生攻略法か……僕、経験不足だからなあ）

　誰か同僚で経験豊富な奴に相談してみようと、江森は思い付いた。
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　翌日の金曜日は第２外科の医局会の日で、さらにその後、若手の医者達は勉強会もあるので、たいてい柴田の誘いはなかった。一応携帯電話はオンにしておいたが、やはりコールはなく、江森は会社に戻ると週間報告を仕上げ、ちょっと孤独を感じていた。

（今頃、柴田センセ、どうしてるかな……医局で弁当でもとって食ってるのかな。他の男と飲みにいったりしてないだろーな）

　帰り支度をしていると、いつもの飲み友達三−四人がちょうど通り掛かった。

「江森、これからちょっくら飲るけど、つきあうか？」

　寮の食事時間も過ぎていたので、江森は連れ立って、いつも利用している近くの居酒屋に入った。中年ご用達の飲み屋よりは、小ぎれいな民家風のインテリアなので、サラリーマンのグループのほかに、ＯＬ同士やカップルなども客筋だ。

　炉端焼きに生ビールという定番を、皆それぞれ注文する。

　仕事の愚痴、子供の自慢、カミサンの悪口、いつもの話題が一巡したところで一人が「江森ッ、花金に俺達と一緒なんて、情けねーゾッ」と言う。

「そうそう、ここで独身はお前だけなんだから」

「悪かったですねーッ」

「付き合ってる子、いないのかよーッ」

　入社当初、社内でも二枚目と評判になった江森は、今や堅物で通っている。

「い……いないってこともないですけどォ」

「えーッ、初耳だッ、ついに江森に恋人がッ」

　全員、耳ダンボとなった。

「どーなんですかねェ」

　江森はホウと溜息をつく。

　江森に溜息をつかせるよーな女がいるのか。全員さらに色めき立つ。

「あの……変な事をききますが」

「なんでも相談してくれッ、俺達はそーゆったことにかけちゃ、先輩だぜ！」

「おうよ、なんたって既婚者だからな」

　江森が結婚してしまえば、会社のＯＬどもは落胆してこちらを振り向くかもしれないという期待もある。

「……一回したあと、手も握らせないってのは、どーゆーことなんでしょうか」

　一回しか、してないのかッ！　全員ぐっと詰まる。お互いに顔を見合わせた。こういった場合、「そりゃ下手だったからよ」と突っ込むのが筋だが、普段気の利く江森がそれほど下手とは想像しがたい。

「そりゃあ、嫌われたんじゃねーのか」

「でも、むこうから電話でよく食事には誘われるんです」

　二年先輩の佐々木という男が「やった時処女じゃなかったか？」と訊いた。

「え？」

「場慣れしてる奴は、一回やったら後はバコバコかもしんないが、処女ってのはそーじゃない、その後のフォローが必要だぞ」

「フォローが？」

「おうよ、プライマリケアって奴さ」

　少し違うと思ったが、ニュアンスは分かる。何事も最初が肝心ということだ。

「身体だけが目的じゃないってとこを、見せないとな」

　江森はちょっとギクッとした。柴田を次の日曜ドライブに誘ったのは多少よこしまな気持ちがあったのだ。

「で、どうだった、処女だったのかよ」

　全員、固唾を飲んで江森の答えを待つ。

「え？　え……っと」

　上を向いて考え込んだ。別に江森の頭の上にその時の映像が念写されている訳ではないのだが、つられて全員が上を向く。

（あの時の柴田先生の言動から考えると、初めてだったかも知れない。少なくとも、男とやるのは）

「えっと、僕も夢中だったんで……でもそーだったかも」

　オーッと期せずして歓声が上がる。

　ぐいとビールを飲み干すと、佐々木はいかにも先輩という風に、太縁の眼鏡を指で摘まんで持ち上げ、しかつめらしい顔でたずねる。

「で、どうなのかね、君は。遊びか？　マジか？」

「マジですよッ」

　間髪入れず、答えていた。

「今すぐ結婚したっていいんだッ、むこうがＯＫしてくれたらッ」

「どうどう」

　堅物が一旦思い込むとこれだから困ると全員が思った。

「じゃあ、これからが勝負だぞ。焦るのは禁物だからな」

「そうそう、正攻法が一番だ、特にお前みたいな単純頭は、あまり術策に凝らんほうが良いぞ」

「で、誰だ、総務の子か？」

「分かった、あの受付の子だろ？　お前は年上に人気、あるからなー」

　皆、口々に勝手なことを言い始めた。

「会社の子じゃありませんよ」

「幾つだ？」

　江森は少し考えて、

「えと、僕より三年上だから……二十八かな」

「えーッ、二十八でバージンだったのかーッ」

「そりゃー、国宝級だッ」

「絶滅危惧種だッ、トキみたいなもんだ」

「ニッポニア・ニッポン！」

　それから後は、江森の前途を祝っての乱痴気騒ぎとなった。






　寮に帰った江森はベッドに横たわると考え込んだ。

「何事も最初が肝心」

「身体だけが目的じゃないってことをみせないとな」

　皆の助言が頭をよぎる。

　むろんそんなつもりは無かったが、向こうにはそう見えていないかも知れない。

（僕の顔にいつも『やりたい』と書いてあるのかも）

　柴田がいいと言わなければ、絶対、するつもりはなかった。

　が、些かこの所、焦れてきている。それが顔に現れているのだろうか。

　そりゃもう二十四才の成人男子であるから、毎日でも何回でも柴田先生とやりたかった。でも柴田先生は違うのかもしれない。

（だいたい、柴田先生は相沢先生が好きだったんだよな）

（僕とは成り行きで、ああなっちゃったと思ってるんじゃないだろうか。というか、ホント、成り行きだったかも知れない……）

（じゃなくて、単なる相沢先生の身代わりだったとか？）

　本当は、日曜日ドライブに行ったら色々手をうって、何とか二回目をしようと企んでいた。なるべくひと気の少ない山に入って……アオカン・野合も辞さず、下に敷く毛布も既に車のトランクに積んである。

　それが駄目なら、帰りにラブホテルに突入する計画であった。無理やりとは言わないまでも、強引に迫るつもりでいた。

「お前は術策に凝らないほうが」

　同僚のアドバイスを思い出す。

　その通りだ。いやがるのを無理にやって何になるんだろう。例え今は相沢先生の身代わりに過ぎなくたって、セカンドからファーストに昇格する機会を気長に待てば良いんじゃないか。

　江森は釣りが趣味で、気は長いのだった。
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　この春は天候が不安定で長雨が続いていたが、次の日曜は幸運なことに快晴になった。

　江森が柴田のマンションにミラージュを乗り付けると、柴田は既に一階のエントランスで待っていた。サンドベージュのトラッドスタイルのジャケットに、ポロ衿の明るい黄色のニットを合わせ、ノータイで麻の白いパンツを履いている。いつもの病院の雰囲気とはまるで違っていた。カジュアルに装うと余程若く見える。

「へぇ」

　江森は目を丸くした。

「柴田センセって、結構オッシャレーなんですね」

「そうか？」

　いつものようにぼそっと言って、車に乗り込む。

「実は昨日の午後、青山で上から下までまとめ買いした」

「え？　洋服のアオヤマですか？」

「なんだそりゃ？　ロッポンギ・アオヤマの青山だよ」

　さすが、医者だけのことはある。江森はいつもスーツ二着で幾らといった量販店で揃えているのだ。

「わかんねーから、全部聞いて買った」

「はァ」

　柴田は顔を赤らめ、少し小さな声で

「恋人とドライブに行くんで、そーいった感じのヤツって言ったら、店員が選んでくれた」

「え？」

（もしかして、恋人って言った？）

　急いで助手席の柴田を見ると、もう窓の方を向いていてこっちを見ない。しかし、江森の気分は一気に上向いて来た。柴田の一言がこんなに嬉しいなんて、自分でも呆れたが、

（天気も良いし、最高な日曜になりそうだッ）

「センセ、どこ行きます？」

「ん。お前に任せる」

「釣りに行きましょう！　もう用意もしてあるんですよ」

「釣り？　お前、釣りが趣味なのか？」

　片方の眉をつりあげる。

「変な奴だな」

（センセに変な奴って言われたくないよな）

　そう思う江森であった。






　調布から中央高速に乗り、八王子インターで降りると秋川街道に入る。十五分程も走ると、もう周囲の山は深い。

　このあたりの秋川の支流は地元の人間しか知らない穴場だらけだ。バーベキューにも最適である。適当な場所を選ぶと車を止め、河原へ下りた。針に餌を付け、キャスティングすると柴田に「このまま持っていればいいんですよ」と言って手渡した。

　柴田はしばらく我慢して釣糸を垂れていたが、すぐ飽きてしまった。短気な性格なのである。

「柴田センセ、車で休んでていいですよッ、センセの分も僕、釣りますから」

「お前、良く我慢できるなー」

「僕、気ィ、長いんですよォ、結構。じっと我慢して、目的のものが餌に食いつくまで待つのって、平気なんです」

「それ、どーゆー意味だよッ」

　柴田がじろりと睨む。

「えっ、別に深い意味なんてないですよォ」

　フンと柴田は鼻をならすと、車のほうへ帰っていった。しかし、春先とはいえ、太陽の光で車内はかなり高温だ。

（暑いなー）

　とても車の中には入れない。

（キャンプとかリゾートには４駆が良いな）

　何か飲物でもないかとトランクを開けてみた。

（あ、そっか、クーラーは江森んとこだっけ）

　トランクの中には、何故か毛布が二枚と大きなバスタオルも入っている。

（？　キャンプでもする気か？）

　江森が野合に備えて用意したものなのだが、当の江森も忘れているし、柴田にはまるで意味不明であった。

（暑いから泳ぐか。バスタオルもちょうどあるし、下流なら邪魔にならないよな）






　何匹か虹鱒を釣り上げクーラーに入れて、ふと江森が気が付くと、柴田の姿が見えない。「あれ？」

　突然川面から、水飛沫とともに柴田の頭が上がった。

「センセーッ」

「江森ッ、涼しーぞッ」

　あせる江森を尻目に、柴田は豪快に抜き手を切って、岸に泳ぎついた。

（ゲーッ）

　水から上がった柴田の姿に、江森は動揺した。下着一枚で泳いでいたのである。しかも、カルバンクラインの、ビキニに近いモスグリーンのショーツであった。

（なんつーもん、見せんだよッ、もーッ、この人はッ！　分かってないなーッ、トンビに油揚げ・猫に鰹節・狐に天プラ状態だッ）

　まじまじと見入るのも変なので、なんか言わなきゃと、江森は声をかけた。

「先生！　危ないですよォ、川は流れが早いから！」

「大丈夫、俺、中学から水泳部だったから」

　恋にオクテの柴田に、江森がよだれを垂らしそうにしていることなど分かるはずもない。大胆に目の前で、タオルで身体を拭く。その姿に江森は思わず見とれた。

（柴田センセーって、結構良い身体なんだ……あの時はゆっくり鑑賞する暇、なかったもんなー）

　上半身は程よく筋肉がついて胸板も厚いが、腹から腰は締まっていて細い。手足はスラリと長く、無駄な毛もなくてスベスベだ。

「そっかァ、水泳部だから北島浩介体型なんですねェ。そう言えば、あの時、腰、細くて、片手で回っちゃうくらいだったもんね」

　視線を上から下まで浴びせ、何気なく江森が言った瞬間、柴田の顔がこわばった。くるりと向こうを向き、バスタオルをはおって車のほうへ歩いて行く。

（えっ……な・なんか悪いこと、言ったかな）

「いいか、処女に下ネタは厳禁だぞ」

　またしても同僚の忠告が蘇った。

（しまった！）

　しばらくして、身支度を整えた柴田が戻って来た。まだ顔はこわばっている。

「センセ、ごめん……僕、変なこと、言っちゃった」

「……いいんだ」

　ぼそっと答えたが、視線を合わそうとはしなかった。

　その後の江森の必死のフォローにも拘わらず、柴田はどんどん口数が少なくなり、二人は気まずい午後を過ごした。

　夕刻、ラッシュを避けて早めにマンションに帰りつくと、江森は車のエンジンを切り、「ごめん」と小さな声で言った。柴田は驚いたように江森を見上げる。

「なんで謝るんだよ！」

「だって……僕、変なこと言って、センセのこと困らせた」

「違う！　お前が悪いんじゃない！　俺が悪いんだ！」

　言い捨てると、柴田はマンションに入っていく。

（え？　それって……）






　その夜、江森はほとんど眠れなかった。

（わかんないよ、センセの気持ちが）

　センセが悪いって、どういうこと？　柴田先生は、いやいや僕と付き合ってるんだろうか。僕とセックスしたことを後悔してるのかもしれない。あの時は凄く嫌なのを我慢してたんじゃないだろうか……初めてみたいだったし。

　あの時抱き締めた柴田の肩は震えていて、込み上げてくるいとおしさに、もう衝動を抑えられなかった。ソファに押し倒すと、シャツをたくしあげてジーンズのファスナーを下ろし、腕と肘で胸をおさえつけ、もう一方の手を素早く下腹部へ侵入させた。

「え？　何を……」

　初め、何を江森がしようとしているのか柴田は理解出来なかったらしく、たいして抵抗もしなかったが、手で掴み出し口に含むと驚いて身体を硬くした。

「いやだッ」と呻いて、両手で江森を突き放そうとしたが、江森は全身の体重をかけ、動きを封じた。執拗な愛撫にやがて口の中のものが反応を見せ始め、身体は抵抗していたが、ついに柴田は江森に屈した。

「ア、アアッ」

　小さな叫びと共に喜びの証が放たれた。一滴も余さず飲み干すと、ぐったりしている柴田を組み伏せ、自分のモノで貫いた。

「先生、好きですッ」

　頭を抱え込んで、叫んだ。

「や、やめろ……」

　柴田は喘ぎながら必死で二回りも大きい江森を拒んでいたが、やがて抵抗するのを止めた。

　腰を押さえ付けて打ち込むたびに、弱々しくかぶりを振って呻く。柴田の切れ長の目はぎゅっとつぶられ、目尻からは涙が流れていたが、欲望が強すぎて途中で止めることが出来なかった。

　柴田は今まで抱いたどんな身体とも違っていた。女を抱くと自分の身体が深く沈み込むように感じるのに、柴田の肉体はしなやかで弾力があり、のしかかる江森の大柄な身体をしっかり受け止め、跳ね返す。腰は細く強靭で、江森を深く飲み込んで締め付けた。肌は女のように柔らかくはなかったが、強い張りがあって汗とコロンの香りが爽やかだった。

　初めての経験に江森は激しく欲情し、中に入れたまま何度も達した。

　江森が想いを吐き出すたびに、柴田の身体は激しく反り返って軋み、喘ぎはだんだん小さくなっていった。

　心配になって、何度も「大丈夫？」と声をかけた。するとこちらに焦点の合わない目を向け、何か言おうとする。いつも整えられている前髪はほつれて額にピッタリ張り付き、汗が滴り落ちる。江森をすがるように見詰め、弱々しく首を振る姿にまた想いが募って、挑んでしまった。

（途中で止めれば良かった……）

　終わったあと、腕の中で疲れ果てて眠っている柴田は無防備で頼りなく見え、自分のした行為を後悔するつもりはなかったが、江森は胸が詰まっていつまでも髪を撫でていた。

　もしかして凄く酷いことをした……。

（ひょっとして強姦しちゃったんだ）

　相手も良かったなんて、思い上がりだったのかも知れない。だって、柴田先生は自分に一度も『好き』って言ってないじゃないか。今日だって、黙っちゃったのはあの時のことを思い出して、怒ったのかもしれない。

（強姦したつもりはないけど、向こうはそう感じたんじゃないだろうか）

（もし、僕が嫌いならもう会わない方がいい）

　ズキリと胸が痛んだ。

（僕と会ってくれるけど、ご飯を食べるためなんだ……それぐらいならいいけど、きっとあれはしたくないんだ）

（だからあれを思い出して、怒っちゃったに違いない）

（二度と会えないのはつらいけど……柴田先生の為を思うなら）

（明日、会ったら言おう）

（もし、僕のことが好きじゃないなら、全部忘れて下さいって）

　明け方の浅い眠りに見た夢で、江森に組み敷かれた柴田は涙を流しており、その涙を見て、江森も胸がきりきりと痛んだ。目が覚めたとき、自分の目からも涙が流れていた。

（僕、柴田先生を苦しめてただけなのかもしれない）

（最初のやり方が間違ってたんだ……いやがるのをしちゃうなんて）

　初めからやり直せるなら、どんなことでもしたかった。






（なぜいつも言えなくなっちまうんだろう）

　一方、柴田はマンションのオートロックをカードで開け、広々としたエントランスを抜けて、エレベーターに向かいながら溜息を付く。中に入ると、壁に身体をもたせかけ、上昇に連れて移動して行く標示盤の光を見るともなしに見詰めた。

　たった今、別れたばかりの男の甘いマスクを思い浮かべる。

　確かに始まりははずみのようなものだったかもしれない。が、いささか強引に関係されて以来、柴田の頭の大半を彼が占めるようになっていた。

　部屋に入り、照明を付ける。手に持っていたブルックス・ブラザースのジャケットをリビングのソファの上に投げ出すと、けだるげにシャツを脱ぎ、上半身裸のまま、ベットに横たわった。

（明日こそ、明日こそ言おう、お前が好きだって）

　こうして一人になるといつも思う。だが、「好きだ」という言葉の後に続くものを考えると、別れ際に言うことはためらわれるのだ。どちらも成熟した大人の男だ。言葉だけで終わるとは思えない……。

　初めて身体を重ねた時は、正直言ってかなり辛かった。江森は全身で激しく柴田を求めた。情熱に翻弄され、身体中が軋み背中が反り返った。荒々しく足を開かれ、打ち込まれた時は、痛みで気を失いかけた。男とのセックスは初めての体験だった。

　嫌だった訳ではない。「好きです」何度も耳元で囁かれた。愛され、求められているという気持ちが自分自身の欲望にも灯をともし、最後には自らも放ったのだ。

　しかしあの激しい行為のことを考えると、二の足を踏んでいることも事実だった。

　それでは別れ際でなければいいのかと言うと、そういう訳にもいかない。愛の告白など出会ってすぐには出来ないし、そうこうしているうちに言う機会を失い、『また明日』ということになってしまう。

　江森と身体を重ねたことは後悔していない。性行為そのものを拒否するつもりもない。柴田とて、二十七才まで童貞でいたはずはなかった。ただ、どうも淡泊な所がある。

　大学に入って以来、男に対してしか欲情しない自分に気付き、その性癖を極力認めないようにしていた。自分を欺いて経験した女性との行為はみじめで嫌悪感しか残さなかった。

　何回かの空しい経験のあと、柴田は秘かに想い続けていた親友の顔を思い浮かべながら自ら慰めることしかしなくなった。それすらも、到達したあと襲ってくる虚脱感と罪悪感は激しく、肉欲から彼を遠ざける原因になっていた。

　あのあと、一度だけ江森との行為を思い出しながら、慰めたことがあった。

「先生、好きです」

　江森の囁きを感じながら眼をつぶり、いつものようにシャワーの下で自分のモノを握った。暖かく太い指の愛撫、広い胸を思い出すと、激しく高ぶり、喘ぎながら手を動かした。

「……さつき」

　到達する瞬間、初めて違う男の名を呼んだ。熱い想いが迸ると、今までになく甘い感動が腹の底から沸き上がり、もう一度手を伸ばした。

　終わったあと気恥ずかしさはあったが、驚いたことに嫌悪感はなかった。江森の屈託ない明るい笑顔と、『好きです』という言葉が救いを自分にもたらしたのだと柴田は思う。

　一方通行の想いはいつも空しかった。江森は自分を求めてくれる。そしてその気持ちを素直に伝えてくれる。自分も素直に心を伝えられたら。

　現実には十四年間想い続けていた親友に、自分の気持ちを打ち明けられず、女一人口説いたこともないのである。良く考えれば、江森を前にして柴田が簡単に『好きだ』などと言えるハズもないのだ。

　が、本人にそれ程自分がコミニュケーション下手だという自覚がない。

（まるで失語症になっちまったみたいだ）

　女のように男のモノで貫かれることに対して、心理的抵抗はなかった。男同士のセックスは学問的知識として知っていたし、肉体のあの部分が、医学的にもそういう行為に耐え得ると分かっていたからだ。

　時にあの感覚が生々しく蘇り、身体の奥が疼くことがある。しかし、自分からあの激しい行為をねだるなんてことは、とても考えられなかった。

　そうは言っても、「好きだ」と言ってしまえば、いつまでもご飯を一緒に食べるだけの仲ではいられない。

（中坊じゃないんだ。それも分かっている）

　時々江森の欲望に満ちた眼差しを感じることがある。そういう時は、身体に触れられただけで情欲に押し流されそうになり、思わず手を振り払うこともあった。そのたびに、江森を傷付けたと後悔するのだが。

　きっかけが掴めなかった。

　今日などは朝から一日一緒だったのに、ついに言えなかった。

　江森が川釣りをしている間、退屈して人がいないのを良いことに、下着で泳いで時間つぶしをしたのだが、あの時は危なかった。川から上がって来て、江森の視線を感じている間に勃ってきてしまったのだ。

　急いで江森に背を向け、頭の中で医学用語やら手術の手順やらを思い出し、興奮を宥めた。ラテン語で学名を唱えるのが一番効き目があった。

　その後はなるべく視線を合わせないようにしていたから、告白するどころではなかった。

（明日こそ……明日こそ絶対言うぞ！）

　これがこのところ、柴田の毎晩眠りに落ちる前に頭の中で唱える文句なのだった。
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　次の日、江森は暗い心でのろのろ仕事をした。

　柴田に会ったら、別れを告げるつもりでいる。が、あのいつも自分を少しはにかんだように見上げる切れ長の眼と長い震える睫、通った鼻筋が頭に浮かぶたびに、心臓が高鳴る。もう二度とあの表情が見られないのかと思うと、激しく胸が痛んだ。

　午後になってもなるべく他の病院の仕事を優先し、Ｊ医大への訪問を最後に回す。自分でも情けないと思ったが、そうせずにはいられなかった。

　夕方、最後の得意先回りを終了し、溜め息をつきながらミラージュに乗り込んだ。

　これからＪ医大へ行かなくてはならない。

　法定速度を順守し、後ろの車からのパッシングを無視して、ゆっくりと前方に見えて来た病院の大きな建物へ向かって運転した。

　すると会社から支給されている携帯の着信音が鳴る。一分一秒でもＪ医大に着くのを遅らせたかったので、すぐにハザードを点滅させ、車を近くのコインパーキングへ入れる。

　簡単な打ち合わせを済ませ、パーキングの支払いをしようとしていると、頑丈なフロントカバーをつけた４駆がミラージュの横を地響きを立てて走り抜けて行く。

　片側一車線のせまい道路で、国道から外れてはいるが、路線バスも通っており交通量は少なくない。乱暴な運転に、あちこちでクラクションの音が響く。

「危ないな、こんな住宅街を」

　時速80㎞は出ていそうだ。

　見送って背を向け、ミラージュのドアを開けたとたん、耳障りなタイヤの軋む音と、鈍い衝突音が耳に達した。ついで、女性の悲鳴。

「ええッ」

　振り向くと、走り去る４駆と、ひしゃげた自転車が道路に横倒しになっているのが、眼に入った。

「事故だ！」

　夢中で走り寄ると、少し離れたところに小学生位の半ズボンの男の子が倒れている。

「君ッ、大丈夫？」

　母親らしい女性が悲鳴を上げながら向かいのコンビニから出て来た。

　通行人も数人近寄って来て、口々に叫んでいる。

「警察！」

「いや、救急車だ！」

　江森が少年の顔を上に向けると、わずかに眼を開いてこちらを見詰める。が、すぐまた瞼を閉じた。意識はあるが、顔色はどんどん悪くなっていく。ざっと見ても鼻から出血しているだけで、足や手には怪我がない。しかし身体をくの字に曲げて、両手で腹を抱えている。

（おなか、打ったんだ！）

　車好きの江森はフロントカバーのついた車の事故では思わぬ大怪我を負うという話を、ファン雑誌で読んだことがあった。もともとフロントカバーは英語でBull's barと言って、牛がぶつかっても車が壊れないようにするための装備である。そんな頑丈なものが腹部にあたったら素人の江森でも重症というのが分かった。

「１１９番！」

　誰かの叫び声に江森は我に返り、「そこが病院だから、僕、連れてきます！」と叫んだ。

「救急車、待ってるより早い！　それより、轢き逃げだから、警察、お願いします！」

　現場検証は必要だろうが、何よりも命を救うことが先決だ。目撃者は多いから何とかなるだろうと江森は心を決める。

　上着を脱ぐと、少年をくるみ、抱え上げる。

「お母さん！」

　おろおろしている女性に声をかけた。

「ついてきて！　僕、走るよ！」






　月曜日、第２外科は手術日でスケジュールはぎっしりだったが、柴田は精力的に仕事をこなした。早めに切り上げてまた江森を呼び出そうと、朝から堅く決心している。

　幸いなことに今月は急患室の当番ではないので、この分では病棟の患者が安定していれば遅くまで仕事が長引くことはないだろう。救急当番だとそういうわけにはいかないのだ。まず予定通りにいった試しがない。

（今日こそ一緒にメシを食ってその時に）

（そ、そのあと、そういうことになっても……）

（ホントは昨日だって勃っちゃったんだ）

　でも好きだと言って、すぐヤろうなどといったら、なんだか身体だけが目的って思われるかもしれない。それは恥ずかしかった。

　色々考えながら病棟の処置室で定時の包帯交換などの処置をしていると、隣のナースステーションから大声で柴田を呼ぶ声がする。

「なんだよー、今処置中だぜ」

「柴田先生、急患室から呼び出しがかかってます」

「えー？　俺？　当番じゃないぜ」

　柴田は不承不承、手袋を脱いでナースステーションに向かった。病棟師長が受話器を手にして柴田を招く。

「なんか、江森さんて人が交通事故で……」

　頭の中がスパークしたようで、柴田は考える間もなくそのまま病棟を駆け抜けて階段室へ走った。二段ずつ、飛び下りるようにして一階の急患室へ向かう。

（江森が？　嘘だッ！　サイレンの音はしなかった、歩いて来たのか？　重症か、それとも……）

　急患室に飛び込んで見回すと、何列も並んだ救急外来のベッドの仕切りのカーテンが一角閉められ、人影が映っている。走り寄って下がっているカーテンを一気に押し広げ、叫んだ。

「江森ッ」

　目の前に江森が立っている。ワイシャツの前は血まみれだ。

「江森ッ」

　それだけしか言えない。柴田は泳ぐように江森に近付き、両手で肩をつかんだ。

「僕じゃありません、先生、この子です」

　江森の示した傍らのベッドには八才くらいの少年が横たわっている。

「すみません、すぐそこで交通事故があって……抱えて走った方が早かったものだから。思わず先生の名前出しちゃって」

「お前は大丈夫なのか」

「ええ、ちょうど通りすがりだったんで」

　江森が無事と知ると柴田は冷静さを取り戻し、少年を一瞥した。ひどい外傷は無く、出血は倒れた時に鼻根部を打撲したための鼻出血によるもののようだ。しかし、手足が冷たく、呼吸は早く浅い。

「プレショックだ。酸素とルート確保」

　すぐ衣服を取り払う。そっと指を少年の身体に這わせる。肋骨が数本、折れている。苦しそうに膝を曲げ、腹部は硬い。

「腹部単純写真を撮ってくれ。それからＣＴ室に連絡して。肝破裂かもしれない」

　てきぱきと指示を出す柴田に、江森は不謹慎と思いつつも見とれていた。昨夜からずっと別れを考えて苦しんでいたことも、すっかり忘れている。

（うーん、かっこいいな、柴田先生って）

　身長はそれほど高いほうではないが、何人もの看護師や医師に適確な指示を出し、少年の母親にレントゲン写真を指し示しながら病状を説明している姿は、とても頼もしく大きく見える。少し冷たい感じのする繊細な美貎はただでさえ目立つが、こういう場所ではまるでＴＶドラマの俳優のようだ。

「大丈夫、柴田先生ならきっと助けてくれますよ」

　江森は傍らの少年の母親にそっと告げた。






　ＣＴで少年は肝右葉うよう挫傷と右腎うじん破裂と判明した。

　緊急手術である。

　肝部分切除と右腎摘出となると、まだ経験の浅い柴田の手には余る。中堅の医者が担当することになったが、「勉強になるから一緒に入るか？」と誘われた。肝部分切除などの大きな手術に立ち会える機会はそうは多くない。

「はい」と答え、ストレッチャーに付き添って手術部に向かう途中、急に江森のことを思い出す。「しまった！」と舌打ちした。

　この大手術ではゆうに三時間はかかる。終わるまで待っていて欲しいが江森にも都合があるだろう。終わってから連絡することにして、今日告白するのは諦めた。

（どうしていつもこうなんだろう）

　腹腔ふくくうを開けてみると、肝右葉の被膜下に血腫が見つかった。実質内にも出血があるため、右葉の部分切除となった。

「まあ、肝臓はすぐ再生するからな」

　主治医は肝動脈を結紮けっさつしながら言う。

「三ヶ月もすれば、元の大きさに戻るだろう」

　続いて、後腹膜腔こうふくまくくうの腎臓に移る。

　右の腎臓は、肝臓のすぐ下に位置している。ＣＴでは、右腎に血腫が認められていた。

「摘出しなくてはいけないでしょうかね」

　柴田は心配そうな声を出した。

　腎臓は左右二個あるといっても、患者の年齢を考えれば、片方を摘出してしまうのは避けたい。

　腎臓を露出してみると、外側に巨大な血腫が認められたが、実質内にはあまり出血していなかった。腎盂から尿を採取してみると、僅かな血液反応だけである。

「血腫の除去と縫合だけでいいだろう」

　主治医もホッと安心の息をつく。が、「早く病院に運んだのが良かったな」と言った。血腫はかなり大きく、腎臓を圧迫している。

「救急隊、素早かったじゃないか」

「いえ、通りがかりの人が、運んで来たんですよ」

　メスや鉗子を手渡していた、器械出しの看護師が口を挟む。

「へぇ、いいジャッジだな」

「だって、製薬会社のＭＲさんなんですから。それに、すごくいい人なんですよ」

　江森の人気はここまで達している。女性たちは、なんとか江森の株をあげたいのであった。

「そりゃ、たいしたものだ」

　褒め言葉を面映ゆげに聞きながら、柴田は黙って手を動かした。

　無論、主治医は事情を知らないので、「なあ、柴田」と振ってくる。

「は、はぁ……そこ、出血してます」

　ごまかそうと、いっそう早く手を動かした。






　長い手術が終わった。

　固く目は閉じたままであるが、輸血のおかげで頬に赤みが戻った少年を見つめながら、柴田はほっと息をついた。ドレーンを留置して皮膚を縫合する。

　麻酔科医に一礼して、すべてが終了した。

　少年の生命徴候バイタルが安定しているので、人工呼吸機もその場で外すことが出来た。あとは担当医が引き受けることになった。

「もう、帰っていいぞ、柴田」

　汗にまみれた手術着を脱ぎ、オペルームのシャワーを使いながら、柴田は時計を見た。すでに夜も九時を回っている。

（今からじゃ、呼び出すのも悪い。家へ帰ったら電話だけ掛けよう）

　もう告白などはどうでも良かった。張り詰めていた気持ちが切れて、ひたすら休みたい。それでも、江森の声が無性に聞きたかった。

　ふと、江森が血まみれで立っていた時のことを思い出す。熱い湯を浴びているのに背筋がゾクリとして、柴田は体重を支えるために壁に手をついた。

（嫌だ……あいつがいなくなったら、俺は……）

　膝の力が抜ける。急激に血圧が下がって行くのが分かった。必死で体をタイルの壁にあずけ、倒れるのを防いだ。あの時の江森の手の動きも、口づけも、『好きです』というささやきも、皆この身体が覚えている。今すぐ、江森の大きな胸に抱き締めてもらいたい。

　いつも見上げると、優しく自分を見詰めていた顔が急に目に浮かび、涙がこぼれそうになった。

（五月……）

　気が付くと、タイルの床に頬を押し付けて横たわっていた。

（疲れているだけだ）

　自分に言い聞かせると、栓を止め、のろのろとロッカーへ向かった。






　身支度を整えて、帰る前に患者の容体を確かめようと、柴田は病棟へ上がった。

　病室をちらりと覗いて、少年の母親に目礼すると、照明の暗くなった廊下に出てエレベーターの来るのを待つ。すると、柱の陰の公衆電話から聞き慣れた声がして、柴田は暗がりに目を凝らした。

「はい、そういうことですから……いえ、わかりました……お伝え致します、では」

　ピピピとカードを送り出す音が鳴り、見慣れた大柄な身体が廊下の照明灯の下に現れた。

「江森！　お前、どうしたんだ」

　江森は柴田の顔を見て、にっこり微笑む。

「先生、お疲れさまでした」

　その声を聞いたとたん、もう少しで江森の広い胸に飛び込みそうになったが、なんとか思い止どまる。

「どうしたんだ、こんな所で」

「なんか、あの子のお父さん、大阪に単身赴任でなかなかつかまらなかったんです。今連絡がとれた所で……」

　柴田は呆れた顔をした。

「そんなことまでしてやってたのか。お前ってホント、人がいーんだな」

「は？」

「いや、いいんだ」

「ちょっとお母さんに報告してきますね」

　江森は嬉しそうに少年の病室に飛び込んで行った。まだ少年の麻酔は切れていないはずだが、病室の中から時折、母親の明るい笑い声が聞こえる。子供の状態も安定したし、父親にも連絡がとれ、ほっとしたのだろうか。

　いや、何より江森の笑顔が母親を安心させたに違いないと柴田は思った。

　しばらくののち、江森は頭を下げながら、病室から出てくる。スーツの前のボタンが掛けていないので、血のついたワイシャツを着たままなのに気付いた。

（通りすがりの人のことだってのに、あんなに夢中になって……）

　柴田は胸がつまった。

（こーゆー奴なんだよな）

「江森、シャツ、血だらけだぞ」

「あ、ホントだ」

　江森は胸元を見下ろし、大声を出す。
　今頃気づいたのかと柴田はまた胸が熱くなった。

「貸してやるから、俺んとこ来いよ」



　　　　　　　　　　８




　江森が柴田のマンションに入るのは二度目だった。

　あの夜以来、柴田は決して江森を部屋に上げなかったし、江森としてもそれはそれで有り難かった。部屋に入って二人きりになったら、いつまで『お行儀良く』していられるか自信がない。

　今夜も部屋に上げてくれはしたが、汚れたシャツを着ている自分への単なる親切心かもしれず、江森は柴田の気持ちを推し量りかねていた。強引にせまるつもりは毛頭なかったが、せっかく別れを告げる決心をしたのに、心が揺らいでしまう。

　こうやって二人っきりで部屋にいると、どうしても抱き寄せて自分のものにしたいという衝動が沸き上がるのだ。

（センセが嫌がることはしたくない……僕が嫌いなら）

　どんなに辛くても、別れなくてはいけないのだった。

　飾り気のない殺風景と言ってもいい、フローリングのリビングに通され、江森は考えていた。

「シャワー、浴びろよ。身体に血の匂いがついちゃってるだろ。シャツ、出しといてやるから」

　江森がそんなことを考えて悶々としていることも知らず、柴田はバスルームへ案内する。

「有り難うございます」






　江森にシャワーを使わせている間、柴田は適当なシャツをウォークインクローゼットのなかから探した。

（外国製のシャツだったら、袖が長めの作りだからいいかもしれない）

　タンブル＆アッサーの大きめのボタンダウンを選んで脱衣カゴの中に置くと、リビングに戻り、サイドボードからコルドンブルーのクリスタルの瓶を取り出す。そしてグラスに四分の一程注ぐと、ソファにもたれて飲み始めた。

　シャワーの音が止んで、身繕いをしている音を後ろに聞きながら、二杯目を注いだ。やがてバスルームの扉が閉まる音がして、江森がリビングに戻って来る気配がした。

「これ、お借りします」

「ああ、汚れたのは袋に入れといたから」

　いいながら振り向くと、すぐ後ろに立っていた江森と目が合った。シャツの前はまだはだけていて、逞しい胸筋が見える。あの胸に抱き締められたいと願ったことを思い出し、頬が熱くなった。股間に血液が集中してくるのを感じ、思わず顔をそむけた。

（す、すぐ、見ただけで欲情するなんてッ）

　あの時の感覚が蘇り、身体が疼く。肉欲の波に押し流されそうになり、必死でやり過ごそうと拳を握り、耐える。

　とたんに江森が体を硬くしたのがわかった。気付かないふりをして、そのまま飲み続けていると、シュッシュッというネクタイを締める音、それに続いて足音が遠ざかって行く。

（え？）

　振り向くと江森の姿がなかった。あわててリビングを出て、玄関先で追い付いた。

「ど、どこ行くんだよッ」

　声をかけると江森は背中で、「先生」と言った。

「何だよ」

「そんなに嫌われているとは、思いませんでした」

「何が」

「僕、先生のことが好きで、先生も少しは僕のことが好きだと思ってたから……色々誘ったりしたけど」

　柴田には江森が何を言おうとしているのかわからない。

「何言ってんだ、江森ッ」

「あのことも忘れてくださって結構です。僕は本気だったけど、本当は先生は嫌だったんですね。それなのに僕、無理やりセンセとしちゃったんだ」

　江森の声が震えた。

「昨日も帰りは口、きいてくれなかったもんね……馬鹿みたいだ、僕って。先生に少しでも好かれてるなんて思い上がって」

「違う！　昨日のことは……あれは！」

「いいんです、もう。先生が嫌がるような事はしたくないから。ただ、このままずっと一緒にいると、何をするか分からないし。だって、本当はいつでも先生としたいんです」

　江森は振り返って、柴田の顔を正面から覗き込んだ。いつもの笑顔は消え、真剣で泣きそうな顔だった。

「先生のことがホントに好きです！　でも、単なる友達としては付き合えないから、先生がもし、あれするのが嫌なら二度と会いません。僕、今度先生に会ったら、さようならって言うつもりでした」

　俯いて、続ける。

「先生の親切に甘えて、シャツまで借りちゃって……先生は僕の顔を見るのも嫌なのに、僕、鈍感でごめんなさい」

「えッ？」

「大丈夫、シャツは洗濯屋さんに、届けさすから、ここへは来ません。もう二度と会わないようにしますから、安心してください。病院でも、先生のいる所へは行きませんから」

　柴田は直立不動のまま、江森の言葉を反芻する。頭が痺れて来て、詳しい所はまったく分からなかったが、「二度と会わない」と言ったことだけは分かった。

（二度と会わないって……）

　視野がふと狭くなって、手足が冷え、血圧が急激に下がっていく。物音が遠くから聞こえるようだ。

　記憶がとめどもなく溢れ始めた。

　あれは十才の時だった。夏の夜、寝苦しくてベッドを出ると、いつものように言い争う声がする。

　そっと居間の扉から覗く。父親の罵り言葉、母親の遮る声。続いて起こった事は、忘れたくて長い間、記憶の底に封じ込めていたものだった。

　凌辱を終え父親が去ったあと、母親はいつまでも泣いていた。

　心配になって翌朝、柴田は何度も母親に尋ねた。

「どこか、いくの？」

「どこもいかないわよ」

「ほんとに？　置いてかないよね？」

「大丈夫よ」

　だが母親はそう言って、出て行った。学校から帰ると、家には誰もいない……。

「二度と、帰って来ないぞ、あの女は」

　憎しみを込めた眼で、父親は柴田を睨む。

「二度と会えない？」

「そうだ、二度とな」

　柴田は江森の胸に倒れ込んで、シャツの袖をつかんだ。

「嫌だ！　置いていかないでくれ！」

　すがりつく柴田に江森の方が仰天した。柴田は全身を硬直させ、呻いている。そのうち、細かな震えが広がって行く。

「先生！」

　驚いて抱き締めると、「置いてかないで……」と喘いで、身を擦り寄せてきた。長い間想っていた親友の結婚式の夜、柴田が悪酔いして江森のワイシャツの袖を離さず、うわごとのように『おいていかないでくれ』と繰り返していたことが、記憶に蘇った。

（この人を一人にしちゃ、駄目だ！）

（恋人じゃなくてもいい！　守ってあげたいッて、あの時思ったんじゃないか）

　自分の気持ちなど、どうでもいいのだ。柴田さえ、幸せでいれば。

　がたがたと身体を震わせる柴田を胸に抱え込んで、大きな手で頭を支えた。

「大丈夫ですよ、どこへも行きません」

　堅くなった柴田の身体から次第に緊張が解けていくのが感じられた。次第に震えも収まっていく。

「江森……」

「ここにいますよ」

　柴田は身体を丸め、必死で声を絞り出す。

「俺は、やなんじゃないッ、お前のことも……あ、あのことも」

「いいんですよ、もう何も言わないで。したくなければいいんです」

　手が優しく髪を撫で始める。柴田はうっとりと眼を瞑った。

「ね？　大丈夫ですから」

　江森は柴田の頭を広い胸に付けさせ、耳元で囁く。大きな手を背中に回し、力強く抱擁した。

「あ……」

　暖かい胸の中で、柴田は深く溜息をついた。江森の体温が直に伝わり、身体がトロけていきそうになる。

（あの、最初の時もずっと撫でてくれていた……）

「降参だよ、江森」

　柴田は体重を江森に預けた。

「こーゆー時、何て言うんだ、俺。『抱かれたい』って言うわけか？　それとも『抱きたい』？」

「え？」

　髪の毛を撫でていた手が、ぴたりと止まった。

「いいの？　ホントに？」

「ん」

「そりゃ、僕、しいたけど、センセが嫌なの我慢なんかして欲しくないよ」

「ん」

「ホントですね」

　江森は柴田の肩をしっかり片手で抱くと、もう一方の手を前へと伸ばし、ワイシャツのボタンを器用にはずしていく。

　いきなりの行動に柴田は動揺した。

「ま、待ってくれッ、心の準備が……」

　腹からしだいに内股に降りて行く江森の手の平の感触に、眼をぎゅっとつぶった。暖かい指が股間に到達し、思わず声を出しそうになる。もう指は優しく自分をなぞり始めている。

「あッ、うンッ」

　下腹がドクンと脈打つ。

　ふと、江森の手の動きが止まって、くすりと笑う声が頭上から聞こえた。

「心の準備はまだでも、身体の方は準備万端みたいですよ」

「っ」

　なんて恥ずかしいことを言うんだとなじってやろうと、上目使いに睨むと、江森の笑顔が目前にある。あっと言うまに唇をふさがれていた。

　器用に舌が歯列を割って入って来る。深く侵入したかと思うとまた退き、唇だけの触れ合いに戻り、またさらに押し入る。まるで口腔が犯されているようだ。そのうち、舌を絡ませてくる。よく、やり方が分からなかったが、真似をして同じように舌を使い、応えた。

　身体の最も奥の部分がカッと熱を持ち、次第に外へと伝わって行く。やがて頭にまで達し、ボーッと痺れて来た。

「んんッ」

　甘い浮遊感に自分から手を背中に回し、力を込めた。江森との深い口付けはこれが初めてだった。

　やっと解放された時柴田は、もう殆ど立っていられない状態になっていた。

「センセ、ちゃんとしたキスするの……初めてだね」

　江森はしっかり抱え直すと、柴田の髪に顔を埋めて、優しく囁く。何だか恥ずかしくなって、江森の胸に顔を埋め、隠した。

「ずっと、センセとしたかったよ」

　江森の手が髪を撫でる。

「あれもしたかったけど、キスもしたかった。だって、あの次の日……」

　軽く唇に触れたとたん、柴田は顔を背けたのだ。

「キスしたら、嫌そうにしたから、僕、嫌われたのかともってました」

　江森が悲しそうな顔をしたのは分かっていたが、

「ち、違うッ、キ、キスが嫌だったんじゃないッ」

　必死で説明する。江森を傷付けるつもりはなかったのだ。

「ホントに？」

「ホントだよッ、で、でもッ、キスしたら、あっちもいーってことになっちゃうから」

「あっちって？」

　聞き返され、柴田は耳まで真っ赤になった。

「セ……セックス。だって、ふつーそうだろッ？　キスしたらあれもするもんだろ？」

「ええーッ」

（ひょっとしてこの人……何も知らないのかも？）

　江森の心には疑惑の渦が巻き起こって来た。医者で、頭が良くて、何でも知っていると思っていたが……いまどき、キスイコールセックスなんて考える人はいない。

（ホントにバージンだったんだ……）

「じゃあ、今キスしてくれたってことは、あっちもいいってことですね？」

「……そーだ」

　小さな声で言ってしがみつくので、いとおしさが込み上げて来て、ぎゅっと抱き締めた。

「ここでします？」

「げ、玄関はまずいだろう」

「じゃあ、ベットで」

「ん」






　ベッドルームに移動すると、もどかしげに江森は柴田の服を脱がせにかかる。

「おッ、俺ッ」

　自分で脱ぐ、と言う前に、柴田は簡単に江森の手で、裸にされてしまった。恥ずかしがる暇もない。

「おッ、お前ッ、馴れてんだ」

　真っ赤になって抗議すると、江森は笑いながら、「途中で嫌って、言われないようにね」と言う。そして自分もさっさと全裸になった。

「もう後悔しても遅いよ、センセ」

　なんだか子供扱いされたようで、柴田はもっと赤くなる。

「し、しないよッ」

「ホントだね、センセ」

　照明は落としてあるが、お互いの表情も身体の様子もはっきりと見える。江森の張り詰めた欲望が脈打つのも分かった。

　柴田をベッドに横たえると、江森は胸のうえに覆いかぶさるように上体を近付けた。そして手で柴田の顔を挟む。

「先生、好きです」

　その言葉で突然柴田は忘れていたことを思い出した。胸の中に抱き込められそうになるのを、両手で突っ張って「まッ、待てッ、江森ッ」と叫んだ。江森はしかし、「もう駄目！　待てませんっ」と言うと、ぐいぐいと膝を割って、腰をこすりつけてくる。

「ち、違うッ、そーじゃなくてッ、いっ、言いたいことがあったんだっ、お前にっ！」

　胸を圧し潰されそうになりながら、大声を出した。

「はァ？」

　江森は怪訝な声を出し、肘を付いて頭を上げた。

「うっ……そ、そーだよなっ、こんな時に言うことじゃないかも知れないけど……」

　しどろもどろに柴田は続ける。

「俺、お前に言ってないっ、まだッ！　ホントはずーっと言おうと思ってたんだッ、だのにっ、言おーとするたんびに、邪魔が入って……」

「何を言おうとしてたんです？」

「だッ、だからッ」

（いっ、今さら恥ずかしくて言えないッ）

　が、ここで言えなければ一生言えないかもしれない。江森が事故にあったと聞いたとき、何故早く言わなかったかと悔やんだではないか。

「おッ、俺ッ、お前に、お前のことが好きって言ってないからっ」

　驚いたことにその一言をきっかけに、今まで頭の中だけでリピートしていた言葉がつぎつぎとスムーズに出て来る。

（まるで失語症が回復したみたいだ）

「好きだったし、俺だって男だ、ホントはやりたかった！　でも、好きって言ってすぐにやりたいって言ったら、まるで身体だけが目的みたいでッ、ずーっと悩んでた。好きって言ってから、五分くらい、間をあけてやりたいって言ったほうがいーのか、とかな」

「うう……」

　柴田なら好きだと言ったあと、しっかり時計で五分測ったかも知れないと、江森は思った。

　素っ裸の柴田が真面目な顔をして、腕時計を睨んでいる所が目に浮かび、江森は吹き出しそうになる。

　こんな風に裸で向き合っていなければ、そのまま笑い出したかもしれなかったが、さすがにそれだけは自重した。これからという時に笑われたんでは、普通、男としては『立場』が無くなる。この期に及んでお互いに萎えてしまったんでは、元も子もないからである。

（この人はひょっとして……ものすごくトロイんでは……）

　あんなに少年の命を助ける時には颯爽としてカッコ良かったのだが。

　でも良く考えれば十四年間もただ一人を想い続け、ついに自分の気持ちを告白することなく終わったような人だから、当然かもしれない。

（それに比べたら、僕はたった二ヶ月待ってただけじゃないか）

　初めて医局で紹介されたあの時から、ずっと心の中で特別な存在だった。募る想いに、胸がかきむしられるような夜を過ごしたこともあった。そして激情を抑えきれず強姦同然に関係して以来、ただ一つの言葉を求めていた。

「先生、好きって言ってくれて嬉しいよ。ずっとその言葉、待ってたんだ。無理やりやっちゃって嫌われたかと思ってたから」

「え？」

「先生、あの時すごく辛そうだったし」

　柴田は初めての夜を思い出して、また顔を赤くした。

「お、俺、そんな……やだったみたいか？」

「うん、涙、出てたし」

　柴田はますます赤くなった。

「……そんな、やじゃなかった」と、俯いてぼそっと言う。

「え？　ホントですか？」

「ンなヤだったら、もうしたくないって言う」

　そして江森を見上げ、きっぱりと言った。

「俺、口下手だから、うまく言えなくて、お前に悪いことした」

　江森を見上げるその顔は、なんだか叱られるのを覚悟している子供のように神妙で、思わず頭を胸に引き寄せ、ぎゅっと肩を抱いた。

「もう何も言わないで、先生。好きって言ってもらっただけで十分だ」

　あとは言葉はいらなかった。途中で止めていた行為に戻る。口付けを交わし、お互いの肉体を確かめ合うように全身に指をはわせる。

「ア、アッ」

　柴田は、江森の指の巧みさに声を漏らす。愛する者の指が触れる場所すべてが、敏感な性感帯に変化したかのようだ。快感がしだいに強まり、身体中に戦慄が走って背が弓なりにしなる。

「ンっ、アアッ」

　必死で声をかみ殺そうとするが、知らず知らずのうちに、恥ずかしいくらい大きな声が出てしまう。

「や……ッ」

　江森は捩って離れようとする柴田の細い腰を、片手でしっかり押えた。江森の方が二廻りも大きいので、こうなると柴田はまるで歯が立たない。

　暴れる柴田を抱き締め、「僕に、させて」と言うと、もう片方の手で内股をさぐり、うなじに口付けた。すると、全身にさざ波のような震えが走る。そっと高ぶった自分自身を相手に密着させた途端、柴田はびくりと身体を竦ませた。

（怖いんだ）

　初めての時、無残なことをしてしまったと、また江森に後悔の念が蘇る。

（ごめんね）

　心の中で謝りながら、指を這わせる。熱の中心にたどり着くと、もうそこは欲望を露わにそそり立ち、僅かな刺激にもビクビクと脈打った。丁寧に全体を指でなぞってみると、絹のようにすべすべしていて、まるで繊細で傷付き易い柴田の分身のようだと江森は思った。

「僕のと全然、違うネ」

　そっと撫でながら言うと、柴田は子供のように顔を真っ赤にして手で胸を突っ張った。

（もっと良く、したげる）

　腰を抱く腕に力を込め、更にさすり続ける。自分で慰める時と違って、傷つけないように優しく愛撫してやった。

（うんと大切に、したい）

　自分と同じ男の身体がこんなにいとおしく思えるなんて。大きな手で握り込み、先端を指の腹で撫でると、「アアッ……アア」と甘い声を漏らし、腰を振って、自ら擦り付けてくる。胸に突っ張られていた手はいつのまにか首に回されている。

「ア……ンッ……モッ」

　首筋に顔を埋めて喘ぐので、腰をぐいと引き寄せた。

「センセ、感じ易いんだ、もう達きそう？」

「馬鹿ッ、違う」

　指だけでこんなに感じてくれるなんて。嬉しくなって指の動きを速める。

「いッてもいいよ、センセ」

　かぶりを振っていたが、急にガクガクと震え始め、

「アアッ、も……駄目だッ」

　江森の手を振り払おうとする。

「ヤ、だ、俺……早いから、駄目、だ、も……っ」

「大丈夫、先生、すぐまた勃たしたげるから」

「馬鹿ッ、お前、アアアッ」

　熱い液が江森の手の中に放たれた。

「先生……」

　この熱さは柴田の想いなのだ。自分も何度も放っていた同じものなのに、とても特別でとても大事なものに思え、江森は感激で胸が詰まった。今までセックスは、放つことが目的だと思っていたけれど……そうじゃないのだ。愛を与える行為なのだ。今、本当に分かった。

（僕にあなたの大事なものをくれたんだね）

　きっと、他の誰にもあげたことのない、柴田の愛を自分は貰ったのだ。

　胸の中で柴田はまだ痙攣している。痙攣が止まるまで抱きしめてやった。

　それから腰を抱え上げ、膝を曲げさせて太腿を胸に付くまで折り畳むと、次の行為を予想して柴田の身体に悪寒が走った。

　江森は手を止め、心配そうに見詰める。

「いやなら入れないよ、センセ」

「ううん」

　柴田は大きくかぶりを振る。

「大丈夫、処女膜があるわけじゃなし、医学的に問題ないんだから」

「なにムード無いこと言ってんの」

　江森はくすりと笑うと、ゆっくり挿入を開始した。

「痛くないようにするから、我慢して？」

「ウウッ」

　柴田は必死で大きく深呼吸を繰り返し、腹筋の緊張を緩める。江森も呼吸に合わせ、徐々に腰を進めた。受け入れたいという気持ちが肉体を支配し、多少の抵抗はあったが激痛は無かった。やがて奥まで達したのが分かり、柴田は深く溜息をついた。

「センセ、だいじょぶ？　痛かった？」

「ンッ、へ、へーきだ」

　声を震わせて答える。

「センセ、今日はうんと優しくするからね」

　深く身体を沈めたあとも、江森はそのまま動こうとしない。柴田の背に腕を回し、ぎゅっと強く抱き締める。柴田も肩に掛けた手に力を込め、二人はぴったりと隙間なく身体を付け合った。

「男と女でなくても、こーゆう風に出来るんだねぇ、愛し合ってれば」

　江森は感動して呟く。

　柴田も同じ気持ちだった。好きな男と一つになりたい、女だったら当たり前の望みも、自分には到底適わぬ夢だと思っていた。江森五月という男に出会うまでは。

「お、俺のこと、愛してるのか？」

「愛してるよ、センセ」

　江森は当たり前という口調で答える。

「愛してるから、こういうこと、したいんじゃないか」

　江森は囁くと、柴田の背中を撫でた。

「お、俺ッ」

　口をついて出た言葉は、長い間誰かに伝えたくても、誰にも伝えられなかった言葉だった。

「さ、五月ッ、俺、お前を愛してる！」

　その言葉は、今はもういくらでも言うことが出来る。それどころか、何回言っても足りないような気がして、柴田は江森の首にしがみつくと、何度も「愛してるッ」と言い続けた。

（この人って……）

　その健気な仕草にぐっときてしまう。

「せんせい」

「馬鹿ッ、お前こそムードないぞっ、こんな時に先生なんて言うなッ」

「じゃ、浩司さん」

　江森は掠れ声でささやくと、ゆっくりと腰を使い始めた。

　あの初めての時とまるで違う柴田の反応に、江森は驚いていた。深く腰を進めると、吸い込まれるように内部にわけ入る。壁全体でギュッと締め付けて来るので、それだけで達しそうだった。粘膜は熱く疼き、時折江森のモノに絡み付く。

「ああ浩司さん、これが欲しかったんだ……」

　江森が囁いて口付けすると、自分から口を開いて応えてくる。

「浩司さんの中に入れられるなんて、もう嬉しくて気が狂いそうだよ、僕」

「さ、五月」

「ずっと、ずっと、こうしたかった。浩司さんのこと、見るたびに、こうしたいッて、思ってた」

　江森の言葉に身体中が熱くなる。

「ごめん、俺……」

　柴田が謝るので、江森は驚いて見詰めた。

「浩司さん？」

「おッ。俺も、し、してもらいたかった」

　真っ赤になって小さな声で言う。

「浩司さん！」

　抱き締めて強く突き込んだ。

「ホント？　これ、ヤじゃない？」

　力強く動く太いモノを、柴田は自分にも未知の部分で受け入れていた。なるべく痛まぬような角度をとっていると、鈍い痛みの陰に不思議な感覚が生まれている。あの、初めての時と同じものだった。

　ふと、自分から足を高く上げて江森を深く飲み込んでいることに気づき、恥ずかしくなったが、どうしてもやめられない。奥を突かれるたびに、深い所から痺れるような陶酔感が上って来て、身体の隅々まで広がって行く。江森のモノを受けている部分がカッと熱くなってきた。

「ア、アアッ」

　知らず知らず、声が漏れた。

「アアア……ンンッ」

　聞いたことのない甘い声に、江森は驚いて柴田の顔を見詰めた。

　いつのまにか長い足が江森の腰に絡み付いている。切れ長の眼にはまた涙が滲んでいたが、喘ぎと少し眉根を寄せ切なそうに江森の顔を見上げる表情から、苦しみのためではないと分かった。

「浩司さん、いいの？　感じてる？」

「ンッ」

　必死で江森にしがみついて来る。腰を抱え上げると、「アアッ」と呻く。自分の行為が痛みだけでなく快感も与えているのだと分かり、動きを早めた。

「ウンッ、クッ……」

　唇を噛み締めて、声を堪えているので、優しく揺すり、「声、出して」と言う。

「ア……アア」

　恥ずかしそうにかぶりを振りながらも、声を漏らし始める。その声に、初めての時の激情が蘇ってきた。あの時は苦しめてしまったが、今はお互いに求め合っているのだ。

「浩司さん……愛してる」

　囁きながら腰を動かし、熱いトロリとした果肉を先端で味わう。

「アアッ、いいよ、僕……浩司さんは？」

「ン……アア……」

　切れ切れに漏れる声が肯定を示している。腰がずれないように両手で押さえ付けると、大きく打ち込み始めた。

「アアッ、ンッアア……」

　柴田の喘ぎが高まったので手を忍ばせると、再び悦びを感じているモノに触れた。

「浩司さん、一緒に」

　囁くと、指を這わせる。

「アア……ッ」

　柴田はビクリと身体を震わせた。

「いいの？」

　答えを聞くまでもなく、先端から液が溢れていることで、それは分かった。

「もっと、いってッ」

　指で強く括れを扱いた。

「だ、駄目だッ、俺ッ、また、イクッ」

　柴田は喘ぎ、江森の愛撫から逃れようと、腰を捩った。その途端、壁全体が江森のモノを絞るように締め付ける。

「ううっ、イイよッ、浩司さんッ」

　大声をあげ、ギュッと手で握り込んだ。

「アアアアッ、五月ッ」

　ほとんど同時に柴田も達した。

　江森は上がっていた息がしばらく戻るのを待っていたが、ふと、柴田が苦しそうに顔を歪めているのに気づいた。

「ごめん、重いよね」

　折り畳まれたような無理な体勢で、しかもでかい自分がのしかかっているのだからと江森は慌てる。

「へ、平気だよ、俺。男だし。乗っててもいいんだ」

　柴田は真面目な声で答える。

（この人ったら）

　いとおしさが込み上げ、喉が詰まりそうになる。

「愛してるよ」

　囁くと、重ねていた身体を離した。それから隣に横たわると、あらためて柴田を引き寄せる。

「五月、俺も……」

　言いかける柴田の口を自分の唇で塞いだ。柴田も広い背に腕を回すと、口付けに応える。

（もう言葉はいらない……一番伝えたかった言葉は届いたのだから）

　江森の厚い胸に頬を埋め、柴田は身体を猫のように丸めた。暖かい江森の体温が全身に染みとおって行く。

（愛してる……愛してる）と何度も心の中で呟いた。

　眼をギュッと瞑って、顔をこすりつけてくる姿を見ていると、いとおしさにまた江森は胸が苦しくなった。柴田をしっかりと抱き締める。

（もう離さない）

　大きな手で髪を撫で続ける。

（僕、初めのやり方は間違ってたけど）

「これからもう一度、始めればいいよね」

　そっと、柴田の耳元で囁いた。　　　（終わり）





Morning after






　お泊まりをした翌朝、恋人にどんな顔をしてみせればいいのだろう。

　誰もが考えることだ。特にそれが初めての経験なら。









　甘く熱い時間が過ぎ、疲れ切って眠りに落ちる前、柴田はうつらうつらしながらもあることを考えていた。

　もちろん腕枕をしてやっている江森のほうも。こちらは恋愛経験者だが、これまでの相手とは違う、と思っている。

（こういった場合、女の子だと、次の約束をしたほうがいいんだよなァ……でないと、身体だけみたいで。あっ、もちろん浩司さんに対してそんなこと思ってるわけないけど……まず、一緒に朝ご飯を食べる、は定番だよな。外へ行くのかな、それともこの部屋で……）

　殺風景な部屋で、まるで生活感がなかったことを思い出す。

（浩司さん、卵とかパンとか、絶対買い置きしてないよ……）

　えっちの翌朝、女の子が朝ご飯を作ってくれることはよくあった。みそ汁にご飯の時もあれば、目玉焼きにトーストの時も。

（男の夢だよね）

　江森のあこがれの風景が頭の中に広がったが、いいやと否定する。

（絶対それはないなあ……だったらファミレス行って、一緒にモーニング食べたらどうかな？）

　それも味気ない、という気がする。

（やっぱ、一緒の部屋で……ベッドでがいいなあ）

　柴田に朝ご飯を作らせるわけには行かない、となると次回からは自分が前もって用意しなくては、と江森は決心する。

（次回から、かあ。そりゃそうだよな、次だってあるよな）

　知らず知らず笑みがこぼれる。

（何日に一回できるかなあ……）

　胸の中の柴田を見つめる。

（浩司さん、淡泊じゃないといいなあ……したかったって言ってたし、だいじょぶだよね）

　いっぽう、柴田の頭の中にはただ一つのことがあった。

（俺は年上なんだし、医療関係者なんだから、こういったことはきちんとしなくちゃいけない。セックスの時は男がきちんとしなくちゃ……って、どっちもそうだけど、この場合は俺だ）

　そう、年上が気を配るのは当たり前のこと。

（明日の朝、一番に見せよう。ちょうど良かったよな、職員健診が先月あって。ええと机の引き出しにきちんとしまったはず）

　夢中になって、ゴムを使わせる余裕がなかったのを柴田は反省していた。

（でも大丈夫、血液検査の結果を見せれば、江森も安心するだろう……ＨＢもＣもみんなマイナス、あ、もちろん梅毒だってマイナスだからな。当たり前か）

　ええと、あと、なにかあるかな、と眠りに引き込まれそうになりながら必死で考える。

（あとは……そうだよ、男だし、こうなった責任を取らなきゃ。でも子供は出来ないか……いや、道義的に責任がある、俺のほうが年上なんだから）

　これで完璧だ、と柴田は江森の胸に顔を押しつける。江森は優しく柴田を抱きしめた。

（明日、朝、起きたら……五月に検査結果を見せるんだ）

（起きたら一番に浩司さんにキスしようっと）

　明日の朝、二人がなにを見たかはお楽しみ。
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（もうじき六時か……）

　江森五月は仰のいてベット脇のテーブルの上の目覚まし時計を見た。そして、胸の中に眠る若い男に目を移す。

　広いダブルベッドで、男は江森の右腕を腕枕にして、深く眠り込んでいた。江森より二回りは細身で、身長も１５㎝も小さく、１８５㎝と大柄でがっちりとした江森の胸に抱かれているとさらに華奢に見えるが、身体は筋肉質で均整がとれていた。

　前髪は寝乱れて額にかかり、普段ひそめられがちの細い眉を隠している。綺麗に通った鼻筋に細い顎、形の良い唇は少し開けられ、安らかな寝息が漏れている。

　切れ長の冷たい印象を与える眼は今は閉じられているので、とても江森より四つ年上の二十八才という年令には見えず、なんだか頼りない子供のようにも見える。

　起こさないよう、そっと幾筋かの髪を、指ですくい上げる。きちんといつものように七三に分け、撫でつけてやった。

　いとおしそうに寝顔を見詰める、江森の茶色がかった瞳が、嬉しそうにきらきらと輝く。ふだんからその甘い顔立ちと、優しく明るい性格から、周りの人々に愛されている男だが、今朝の笑顔はいつもより数段、輝いて見える。幸福でとろけそうといった所だ。

　それもそのはず、昨夜、決して手に入らないと諦めかけていた人と、愛を確かめ合ったのだから。

　微かに触れるだけの口づけを額に与え、またじっと寝顔に見入った。

（柴田センセ、寝てるときが一番、かわいいな。起きてるとちょっと怖い眼つきだし、けっこう口悪いもんね）

　二人とも、胸から下は毛布に覆われていたが裸だった。昨夜の行為のあと、そのまま眠りについたのだ。

（センセ、今日は何時に病院に行くのかな。朝、ホントはもう一回、やりたいけど、病院までここから車で五分だから、まだ時間、あるよな？　僕は会社に電話入れて、直行しますって言えばいいし……）

　交歓した愛の回数を思い出し、江森はやに下がってしまう。あんなに情熱的に柴田が応えてくれるとは思っても見なかった。

　指で愛撫しただけで切なげに声を漏らし、全身を震わせる。眼をぎゅっとつぶり、眉根を寄せて喘ぐその顔は、江森の欲情を激しく掻き立てた。あんな顔を見せるなんて……。

　いつも病院で見る、冷たく有能な医者の表情との落差がさらに煽情的だった。

　初めて身体を重ねた時は、ひどくつらそうで、終わったあとも虚脱状態だったので、無残な事をしてしまったと後悔しか残らなかった。ところが、昨夜江森を受け入れようと自ら開く柴田の肉体は、あの時とまるで違っていた。

　後ろで深々と江森を飲み込み、熱く柔らかい粘膜で締めつける。江森の愛撫に応え、細い強靭な身体を鞭のようにしならせて、歓喜を何度も迸らせる。そして江森が動くと自分から合わせ腰を使い、長い腕で首にしがみついて、もっともっとと叫んだ。

　行為のあとはとても恥ずかしそうにしていて、眼を合わせようとしない。それまでの淫らさと打って変わって純情な表情を見せた。それがまたいとおしくて、無理やり顔を仰のかせ、唇を何度も重ねた。

　柴田が江森の腕枕で寝入ってからも、しばらく髪を撫でていた。

　時々、寝言のように「いかないでくれ」と言うので、そのたびに髪に口付けて抱き寄せてやった。するとまた、深く安堵の息をついて眠りに落ちる。もう一生この人から離れたくないと思った。

　カーテンを透過して来る、柔らかい朝の光の中で見る柴田は昨日と同じ、自分を頼り切っている子供のようで、いとおしさが身体の底から渦のように込み上げて来る。

（朝、一回じゃ足んないかも）

　高まる欲望を身体の奥に感じた。

　でも昨日は第２外科は手術日でただでさえ忙しい一日だったのに、夕方からさらに三時間にも及ぶ交通事故の患者の緊急オペが入ったのだ。

　そのあとに激しい行為を重ね、四時間位しか眠っていない。とても疲れている筈で、このまま眠らせておいてあげたいという気持ちもあった。

（やっぱ我慢、しよう）

　今すぐ、組み伏せて侵入したかったが。




　長針が12に重なり、ピッピッという柔らかい電子音がベージュに統一された色調のベッドルームに響く。

「ン……」

　柴田は眼も開けずに腕を伸ばすと一回で時計の上部のボタンを押し、ベルを止めた。さすが、手慣れたものである。

「ンン……」

　もう一度寝ようと、江森の腋下に潜り込むように身を縮め、自分の腕で顔を隠す。猫の仕草にそっくりだ。

「……ン？」

　ぴくりと身体がけいれんする。焦点の合わない眼で江森を見詰めた。みるみる細い切れ長の眼が見開かれ、驚愕の表情が現れた。

「お前」

　次に自分の身体を見下ろし、

「俺ッ」

　何も着ていないことに気付き、真っ赤になった。

「お早う、先生」

　江森が微笑んで口付けしたので、柴田は完全に固まった。

（あ……きのう……）

　自分の目の前にあるこの真ん中分けの明るい色調の髪、甘いマスク、少年のようにきらきらした茶色がかった大きな瞳、まごうかたなき江森五月である。どっと昨夜の愛の行為が蘇ってきて、柴田はパニック寸前になった。

（こーゆー時は何て言ったらいいんだ？）

　昨夜眠りに落ちる前考えたことはすっかり忘れていた。生来の口下手なので迷えば迷うほど、言葉が出なくなる。目を白黒させて江森を見詰めるだけの柴田に、江森は肩に手をかけて再び口付けし、「先生、好きだよ」と言った。

　こちらはしっかり眠る前に考えたことを実行したことになる。
「あ……俺……も」

　そう、それは魔法の言葉。この一言が言えるようになったのは昨夜のこと、この言葉が『OPEN SEZAME』のように、心を開いてくれたのだ。

「お前のことが好きだッ」

　自分からおずおず口付けしてみる。途端に柴田の肩に置かれた江森の手が、するりと下腹部に伸びた。

「ア……んッ」

　声を漏らしたが、気付いて両手で江森の手を拒む。

「駄目だっ、もうッ」

「え？　なんで？　先生」

「俺ッ、すぐ起きて病院いかなきゃなんない！　八時から症例検討会で、その前に病棟の処置があるから！」

　きっぱりと言う。その表情はいつも病院で見るプロフェッショナルの表情だ。江森の落胆ぶりは激しく、柴田は良心の呵責を覚えたが、こればかりは譲れない。誘惑に負けないようにさっと腕の中から出ると、ベッドから降りる。

「あ」

　全裸だったので、身体を隠そうと焦ってあたりを見回す。昨夜床に脱ぎ捨てたワイシャツを見付けて羽織ると、バスルームへ向かった。

　取り残された江森は、悲しくてちょっと涙が出そうになった。初めての夜（実際は二回目だが）が明けた次の朝は、甘くべたべたした至福の時が過ごせると思っていたのだ。ベッドの中で睦言を囁き合い、本番が出来ないまでもペッティングくらいはしたかったのに。

　それなのに柴田は、仕事第一と振り向きもせずに、さっさとベッドから出て行った。

（仕方ないよな、男だし、医者の仕事は朝が早いからな……）

　腕枕にしていた右腕を身体に引き寄せ、肘をついて上体を起こした。

（あれ？）

　何だか右手の感覚が変だ。

（あれれれ？）






　柴田はシャワーソープを泡立てて身体に擦り付け、熱めの湯を頭から浴びた。

（アッ）

　見ると、胸にも腹にも昨夜の行為のあとの赤い小さな斑点が数多く残されている。

　かろうじて鎖骨から上にはついていないが、胸元の開いた手術着を着たら見えてしまうかもしれない。今日はオペ日ではないからいいが。

（キ、キスマークって、ど、どれぐらい長く残るんだろう？）

　経験のない柴田には見当もつかない。

（あ、明日も残ってたらどうしよう！）

　江森と初めて身体を重ねた翌朝、まだ誰もいない時間に、ロッカーでこっそり着替えたことを思い出した。

（だッ、駄目だ、言わなきゃッ、絶対、残すなって）

　カアッと頬に血が昇る。ベッドルームに戻ったら怒ってやろうと思った。気が付くと、江森のコロンの移り香もする。あれほど身体を重ね、しかも一晩腕に抱かれていたのだから当然といえよう。

（まずい）

　恋人いない歴二十八年、色事には全く無縁の毎日だったので、対策をたてなかったのが敗因だ。とりあえず、香りのきつめのコロンをつけることにした。

　物に執着しない柴田は、いつもはセブンイレブンですぐ買えるコロンを使っている。しかし今朝は貰い物のダヴィドフにした。

　たっぷり手にとって胸から首筋に擦り込んでいると、ベッドルームから自分を呼ぶ声がする。バスルームのドア開けると江森の「センセーッ」という情けない声が飛び込んで来た。

「どッ、どーしたんだッ」

　動転して、バスタオルを腰に巻き付けてベッドルームへと走った。

　ダブルベッドの上で江森があぐらをかいてボーッとしている。まるで視線が定まっておらず、途方に暮れた顔をしていた。なにしろ全裸なので目のやり場に困ったが「どうした？」と声をかけた。

「センセ、右手が……動かない……脳で何かあったのかなぁ？」

　右腕を柴田の目の前に出す。右手首から先がだらりと垂れ、うらめしや状態になっていた。

「まいったなこりゃ……典型的なwrist dropだ」

　柴田は頭をかいた。

「は？」

「橈骨とうこつ神経麻痺だ」

「どーしてこーなっちゃったのかなァ。何か悪い食べ物にでも当たったんでしょうか」

　柴田は眉根を寄せ、目を伏せる。

「すまん、俺のせいだ」

「え？　センセのせい？」

「……これ、ハネムーンパラリーシスってんだ。腕の付け根の後ろ側を通ってる、橈骨神経が圧迫されて神経麻痺が起こるんだ。その、つまりな……う、しょ、初夜が明けて、男の方が女を腕枕さしてやって、一晩過ごしたりすると……」

「ア！　きのうの！」

　江森は思い出す。そう言えば夜中手が痺れてきたので身体の向きを変えようとしたが、ちょっと腕を動かそうとすると柴田が「いやだ、いかないで」とすがりつくので、そのままじーっと我慢していたのだった。

「もう一生、こうなんですか？」

　悲しそうに柴田を見詰める。

「いやー、一時的なものだから、必ず回復するが」

「どのくらいで元に戻るんです？」

　柴田はさらに目を伏せた。

「三日とも一週間とも……程度によるから何とも言えないな」

「ゲーッ」

　上腕と肘関節は自由に動くので、江森は自分の目の前で垂れ下がった右手を振ったりしている。全裸の男がベッドの上で結構情けない仕草なので、これはもうお笑いものといった所だったが、当事者にとってはそれどころではない。

　柴田は腰にバスタオルを巻いたままの恰好で、しばらく江森の姿を唸りながら眺める。それから真面目な顔付きでクローゼットへ歩み寄り、中から黒い往診鞄を取り出した。

　ダレスバッグと呼ばれるがっちりとした革の鞄の蓋を開け、往診用キットを出してベッドサイドへ持ち帰る。

「とにかく診察するから」

　まず橈骨神経麻痺に間違いなかったが、根が真面目なのでちゃんと診断しようと思ったのだ。柄のところは金属で出来ているが、頭部がゴムで出来た小さな金槌状のものを持って、江森の目の前へ行った。

「なッ、なんですッ、それッ」

　江森の腰がひけた。

「ああこれ、打腱槌だけんつい。ほら、膝とか叩く奴さ」

「そういえば、見たことある」

「神経内科とか整形の連中しかあんまり使わないからな」

　まず、左手をとって腱反射を診る。次に右手の反射が残っているかどうか確かめた。江森の右の肘を曲げさせ、前腕を自分の左手の前腕の上に交差する形で重ねる。そして右手に持つハンマーで江森の肘のすぐ上を軽く叩く。

　次に江森の右親指の付け根の骨の上を叩いた。

「上腕三頭筋反射の減弱。腕橈骨筋わんとうこつきん反射の消失」と言う。江森は何のことか分からないので、不安そうに柴田の一挙一動を見守った。

　次に柴田はハンマーの柄の部分を捩って開け、中から針を取り出した。が、太さも長さもなまじの針ではない、まるで畳針だ。

「センセッ、まさか、それでッ」

　江森の腰が、またしても引ける。金槌で叩いたんだから、次は針で……。

（ブスッと……）

「何、びびってんだよッ、痛くしないから」

　ここで手を引っ込めたりしたら、柴田を信じていないことになってしまう。江森はぐっとこらえて、手を差し出した。

　柴田はしかし、針の先を持つと江森の手の平、次ぎに手の甲をそっと引っ掻いた。

「どうだ？　感じるか？」

「痛くありません」

「バカッ、痛くないようにしてんだから、当たり前だッ、針が触ってんのが分かるかって意味だ」

「なーんだ、そうなのかー」

（あー、良かった、刺されんじゃないんだー！）

　江森はほっとしてニコニコする。

　とんちんかんな答えに呆れながらも、柴田は手の甲を針で探り続ける。

「ここはどうだ？」

「触ってるの、分かります」

　裸の男が二人、お医者さんごっこをしているようで、何やら情けないものがあった。

　柴田はハンマーをキットにしまうと「間違いない。ハネムーンパラリーシスだ」と言う。

「いーんですよォ、そのうち治るんなら」

　江森は明るく言った。あまりあれこれ悩まない体質である。が、柴田は低い声で「すまん！　俺のせいだ、責任はとる！」と深く頭を下げた。

　昨夜考えたこととはだいぶ違うが、さらに大きな責任を感じている柴田であった。

「えーッ、いいんですよォ」

「そんな訳にはいかない！　利き腕が使えないんじゃ、生活にも仕事にも差しさわる！」

（え？）

「取り敢えず、三角巾かなんかで腕を吊って、捻挫とかいってごまかそう。治るまでここで暮らせ。俺が責任をもって面倒みる！」

　柴田の眼は真剣だった。

（利き腕？　そう言ったよな？）

　江森は実は左利きで、矯正して箸と鉛筆は右だったが、基本的には両利きだった。テニスではサウスポーである。

（やったーッ、柴田センセのとこに今日も泊まれるッ）

　柴田を騙すのは気がひけたが、今日も柴田と夜を過ごせるという誘惑には抗しきれない。自分が左利きということは当分、内緒にしておこうと決心した。
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　片手が使えないのは確かに不便だったが、麻痺しているのは手首から先だけのため、江森は割合スムーズに服を着ることが出来た。柴田が「行こう」と促すので、急いで一緒に部屋を出る。

　一階から駐車場へ回ろうとすると、柴田は「車は駄目だッ」と言う。

「え？」

「病院まで歩いていこう。外来でシーネと包帯を借りて、固定してやる」

「車で行きましょう、五分ですよ？」

　柴田は硬い表情で「右手が使えないんだから、運転は絶対、駄目だッ」と主張して譲らない。

「でも肘までは動くし、オートマだし、左手でシフト出来ますから」

「駄目と言ったら、駄目だッ」

　今まで聞いたことのない強い口調だ。江森はこんなことで争っても仕方がないので、柴田が早いスピードで歩き出すのを追った。

（きのうの緊急オペ、交通事故の子だったもんな、事故にナーバスになってんのかも）

　今日の柴田はアクアスキュータムのアースブラウンのハーフコートに、紺のパンツ、焦げ茶のローファーといったスタイルで、サラリーマンには見えなかったが、あまり権威のある医者にも見えない。病院の内と外でこんなに違うのも珍しい。まっすぐ前をむいたまま、脇目もふらずひたすら歩く。でかく大股の江森だから並んで歩けるが、とても他の、特に女では走らないとついて行けないだろう。

　綺麗な顔の柴田が、今まで街を歩いていて男にも女にも声をかけられたことがないと言ったとき、江森は信じられないと思ったが、今謎が解けた。

（今までナンパ歴、ないのも当たり前だよな）






　Ｊ医大に着くと、柴田は病院の正面玄関から中へと江森を導く。

　七時を僅かに廻ったばかりで、それぞれの外来診療室の前のベンチに人影は疎らだ。いつもは人で埋まっている、受付のロビーは閑散としている。外来勤務のクラークや看護師達の姿もまだ見えない。

　病棟は三交替制で、この時間は勤務交替に当たるため、日勤の看護師達が何人かのグループになって、足早にホールのエレベーターに飛び込んで行く。何機もあるエレベーターはどれも忙しく扉が開閉し、各階に停止する、チンという信号音がひっきりなしにあたりに響いていた。

　柴田は誰もいないベンチに江森を座らせ「ここで待ってろ」と言い、第２外科の外来に入っていった。

　早番の看護師長が既に来ていて、器具を処置室のオートクレーブで消毒していた。消毒済みのピンセットやメス、鉗子などを幾つかの消毒盤に仕分けしながら、「あら、柴田センセ」と声をかける。

「あの、シーネと弾性包帯、わけてくれませんか」

　もう五十才近い外来の師長は、毎年入局してくる若い医者達を自分の子供のようにかわいがっていたが、特にひどいネクラで大人しい柴田はお気にいりであった。ネクラでいじめられっ子といった所が、母性本能をいたく刺激するのだ。

「まー、どうしたんですか？　怪我でもされたの？」

　柴田は顔を赤らめた。

「いや、ちょっとその……友人が……手を捻挫して」

「湿布はいらない？」

「いや、いいです」

（まあ、珍しいッ、「友人」ですって）

　この子は友達が内科の相沢先生しかいないんじゃないかしらと思っていた。このあいだ、相沢先生が結婚して以来、柴田はさらに暗くなっていたので、心配していたのだが。

（新しいお友達が出来たのねー、良かったわ）

　内情を知らないので、のんきに構えながら処置室の戸棚をごそごそと掻き回し、「これでいいかしら？」と、金属で出来た板状のものを出す。

「あ、手首ンとこだから、もう少し小さなのを」

「はいはい」

　シーネと包帯を手渡した時、ふと気が付いた。

「あら、柴田センセ、コロン変えたの？」

　途端に包帯の玉が柴田の手から落ち、ほどけて床の上を転がった。

「ワァッ」

　あせって柴田は手繰たぐり寄せたが、ほどけるだけで玉は先へと転がって行く。

「まー、何やってんですかッ、もうッ」

「すみません……」

　師長は殆どほどけきってしまった包帯を巻き直すと、「ハイッ」と手の中に入れてやった。

「あのっ、いつも使ってる奴が切れちゃったんでッ、置いてあった貰い物をつけたんだッ」

（なにもねー、尋問したわけじゃないのよね）

　師長はゆでだこのように真っ赤になって突っ立っている柴田を、じろじろ眺め回した。どうもいつもと違う。

（ホホゥ……そーゆーわけだったの）

（まさか、無理矢理やろうとして、相手の女の子、捻挫させたとか）

（ないない、ぜーったい、ないわね、この子に限って）

　柴田は好奇の視線を浴びながら外来を後にした。

　ベンチで座って待っていた江森のそばへ行き、麻痺している側の手を金属製の板の上に乗せる。手に直接当たる部分にはスポンジが貼ってあって、痛くならないようになっている。板は手で折り曲げられる程の柔らかさで、柴田は江森の手首に合わせて色々試しに角度を変えてみた。

「何です、これ？」

「シーネ。添え木って奴かな。骨折とかした時、動かないように当てるんだ」

　三十度程、手首を内側に曲げた状態で手の平側に板を当て、上から包帯を巻いた。こうすると手首が添えられた板のために固定され、垂れ下がらないのだ。

「これくらいの角度でいいか？」

　心配そうに尋ねる。江森は柴田が自分からべたべた触ってくれるので、にこにこしていた。まるで質問を聞いておらず、他のことを考えている。

（なんか、災い転じて福どころか超ウレシーかも）

　包帯を留めると、柴田は腕時計に目をやり、「少し時間があるから、コーヒーでも飲むか」と言う。

　二人は病院の近くのファミリーレストランに入った。ここは24時間営業なので、医師や看護師達は便利している。江森もよく利用しているのでウェイトレスは顔なじみになっており、一緒に席を頼むと『アラ』という顔をされた。

（珍しーッ、このセンセがＭＲさんと一緒なんて）

　運ばれたコーヒーを江森が飲んでいると、柴田が下を向いたままぼそっと言った。

「すまん」

「え？　やだなーッ、もーッ、気にしないで下さいよォ」

「……車のことだ」

「え？」

　柴田はスプーンでコーヒーを掻き回しながら、ぽつりぽつりと続ける。

「相沢がさ、前、事故ったことがあった」

（相沢センセが）

　相沢和彦、柴田の想い人である。柴田と同期の内科の医者で、中学からずっと一緒の幼なじみだ。柴田は密かに彼を想い続けていたのだ。江森の胸がちくりと痛む。昨夜あんなに愛を確かめあったのに、まだ相沢の存在は、柴田の心の中では大きいのに違いない。

（そりゃそーだよな、十四年間、好きだったんだもの）

　嫉妬が沸き上がるのを、必死で抑え込む。なんたって、今は自分と身体の関係なんだから……きのうだって、あんなに求め合ったんだから。

（センセの方から、もっともっとって、言ってくれたんだからな！）

　にっこり笑顔を作って、尋ねる。

「いつ事故ったんです？」

「まだ学生の時さ、免許とりたてぐらいでさ」

　少し、間をあけて、「……薫ちゃんと一緒でな」

「橋爪先生と……」

　二人の共通の友人だった、眼科の女医さんだ。今は相沢の妻である。

「俺、その前からホントは知ってたんだ、二人がつきあってるって。それぐらい、分かるよな、好きな奴に別に恋人がいたらさ、でも二人は俺に知られないようにしてたから、俺も気が付かないふりしてさ」

　柴田は唇を舐めると、またコーヒーを一口飲んだ。江森はすっかり自分のコーヒーを飲むのを忘れ、柴田の顔を見詰めた。

「スピード出し過ぎて、ガードレールにぶつかった程度だったからさ、たいしたこと無かったんだけどね」

　柴田の眼はどこか遠くをさまよう。

「病院行ったら、二人共、俺のこと、見て……しまったって顔するしさ……俺は……」

　その時の情景が江森の頭にも浮かんで、激しく胸が痛んだ。使える左手をテーブル越しに伸ばし、柴田の手を握ってしまう。柴田が大丈夫というようににっこり微笑んだので、江森はますます胸がふさがる思いだった。

「でも、その時思ったんだよな、どっちが死んだりしてもやだって。あの二人は幸せになって欲しいって」

「先生……」

「だから！」

　柴田は江森を真剣な表情で見詰めた。

「きのう、お前が事故にあったってきかされた時は、どうしようかと思った。ただの通りすがりで怪我人運んだだけって分かるまでは。絶対、お前に怪我して欲しくない！　お前を失いたくないんだ！」

　声は低かったが、周囲に聞こえないほどではなく、江森は目を丸くする。

（けっこー大胆）

　意外な告白に江森はボーッと頭が痺れた。照れ屋で口下手の柴田から、こんな大胆な言葉が聞けるくらいなら、

（ここまで言ってくれるなんてッ、手の一本くらい動かなくなった価値があるッ！）

「だから、右手動くようになるまで、俺の勝手な願いだけど、車の運転、しないでくれ。営業でクルマ、無いと大変だけど、頼む！」

　柴田は下を向くと、江森の手を反対に両手で包んで声を絞り出すように言った。

「わかりました、そんな気にしないで下さいよォ」

　考えてみれば、いくらオートマだって右手が効かないんじゃあ危ないに決まっている。柴田に言われないまでも自分から自重すべきだったのだ。

「センセのせいじゃないですから、僕が自分でやったことなんだから、そんなに自分を責めないでくださいよォ」

「うん……でも、営業できないとお前、きっと上司に怒られる」

　江森の方が必死で柴田を慰める羽目になった。

「ＭＲって、車の事故起こしたりすると、大目玉なんですよ、クスリ売ってるくせにって言われて」

　自分でも意味不明だと思ったが、江森は必死で続ける。

「だから手が動かなかったら、上司も運転するなって言うと思うし、僕、怒られないですよぉ」

（やっぱ、柴田センセって、ネクラなんだなァ……だから僕がついててあげなきゃ、駄目なんだッ）

　能天気だが優しい江森は柴田にぴったりなのだった。






　車が使えないので得意先を全部回るのは翌日にまわすこととし、江森は夕方早めに会社へ引き上げた。この機会に得意先へ持っていく新薬のサンプルなどの資料を取りに行くことにしたのだ。ついでに頼まれていた論文のコピーなどがファックスで届いていたので、それも引き取った。

　自分の机で山ほどの書類を整理していると、同僚のＯＬが右手の包帯に気付いて声をかけてきた。

「エモちゃん、どーしたのッ、その右手？」

「あ、ちょっと捻っちゃって。たいしたこと、ないんですよ」

「なおんの、時間かかりそォ？」

「えっと……」

（三日とも一週間ともわからないと、柴田センセは言ってたっけ）

「一週間くらいかな？」

「あーら、じゃあテニス大会には間に合うわね？」

「大丈夫ですよ、それに左はオッケーですから！」

　江森はテニス同好会に入っている。東京の営業所間ではカップを争う大会が毎年、あるのだ。江森の所属する営業所はこのところ優勝を続けている。

「あ、そうだ、こないだの合宿の写真、出来たから、回すわね。欲しい写真、チェックしといて」

　そういうと、四−五冊のミニアルバムを自分の机から持って来た。

（テニス大会かァ……柴田センセ、見に来てくれないかなァ）

　写真を見ながら江森はまた柴田に思いを馳せていた。






　一方、柴田の方は一日中針のむしろ状態だった。

　江森と別れた後、三病棟へ行って患者の処置に取りかかる。

　三病棟はおもに第２外科担当の患者が入院している、外科病棟だ。

　オペ日の朝の病棟は、オペ出しと呼ばれる手術患者を手術部まで送りとどける役の看護師が走り回って戦場のようだが、今朝は静かだ。まだ申し送りには間があるので、深夜勤の看護師がナースステーションで朝の処置の準備に取り掛かっている。

　ここ、Ｊ医大では朝の処置は下っ端の医者の役目だ。すでにカーストの一番下に位置する前期研修医が、病室で患者の採血を始めていた。柴田クラスの若手だと、包帯交換という役どころだ。

　ナースステーションの出入り口から、消毒薬やピンセットなどを乗せた包交車と呼ばれるカートを押しながら看護師が現れた。柴田を見つけて「センセ、始めますか？」と声をかけた。

「ん」

　病室を順番に訪れ、何人もの患者の包帯交換をしていると、どうもついている看護師が、じろじろこっちを見ているようだ。

（……なんだよ）

　まさか首筋にキスマークはついていないはず、と思ったが、今さら鏡を見に行く訳にもいかない。知らぬ振りをして包帯を解き、ガーゼを開けて傷口の消毒にかかる。

「イソジン」

　消毒液を浸した綿球めんきゅうをピンセットで受け取ろうとした瞬間、看護師が「先生、コロン変えたんですね」と言った。あっと思った時には、綿球を受け損ね、べたっと床へ落としていた。

「これわっ、いつも使ってた奴が切れちゃってッ、貰いものでおいてあった奴をつけてきたんだッ」

「……」

　看護師はまるでその言い訳を信じていないという目付きで、新しい綿球をこちらへよこした。

　それ以降、会う看護師全員に同じことを聞かれたのである。柴田は知る由もなかったが、無論これはかまわれていたのであった。

「もーやあねえ、初心なんだからッ、柴田センセはさァー」

「あんな下手な言い訳するなんッて、最高よねッ」

「もーあれじゃー、昨日やりましたッて言ってるも同然よッ」

　柴田が同性愛者だというのは、ほとんどの看護師が知っている。別に柴田が振れまわった訳ではなかったが、研修医のころから目立って綺麗だった柴田に、数人の看護師がアタック仕掛けたことがあった。その時柴田は「悪いけど、俺、女には興味が持てない」と断ったのである。

　あまりにも説得力のある断り方に、みんなが納得した。

「そーよねェー、あの手の顔はそれしかないわよねエ」

「エーッ、でもいーじゃん、なんか楽しめそーッ」

「そうそう、不細工で才能の無いホモは許せないけどさァ」

「柴田センセなら許せるッ」

「いじめがいもあるしさー」

　もしかして柴田センセがロストバージンしたかもという噂が、あっというまに病棟の看護師の間で広まった。非番の者まで出て来て、くだんの質問を柴田にぶつけてその反応を楽しんだのだった。




　柴田は午前中に病棟の診療を終えると、午後になって一階の外科外来へと降りた。今日は外来の処置当番に当たっている。外来で診療している医師の指示通りに、採血や包帯交換、簡単な縫合や抜糸などを行う下働きの役である。

　当番が柴田と知ると、外来の看護師達は喜んだ。やはり男は綺麗な方が嬉しい。それに加え、病棟の看護師の情報は達していなかったが、外来婦長が朝、目撃したことはすでに知らされていたので、皆、一層喜んだ。

「何があったのかしら？」

「男に襲われそうになって、抵抗したとか？」

「え、だって怪我したのは相手なんでしょ？　じゃあ、襲ったってこと？　意外～」

　柴田を観察するのが一番、という結論に達する。

　全員、かわるがわる処置の介助に立った。

　包交や採血が何人か続いたあと、縫合の必要があると判断された男性患者が回って来た。

　ビルの解体工事現場で働いていて足元の悪い所で転び、金属片でふくらはぎを切ったのである。

　傷を調べたあと、柴田は患者に「注射をします」と告げる。

「麻酔ですか？」

　心配そうに聞き返すので「破傷風のトキソイドです」と説明する。

　錆び付いた金属で傷ついた場合、破傷風菌に感染することがあるのだ。

　注射を肩に射つと、すでに涙目になっているので、やれやれと柴田は思った。

「これから傷を縫合しますので」

　洗い場へ行って、シャツの袖を捲り、手を洗い始めたところで、少し爪が伸びているのに気づいた。

「爪切り、貸してください」

　婦長に頼む。外科医は清潔を保つため、常に爪をぎりぎりまで短く切っているのだ。いつも朝起きると家でチェックして切ってくるのだが、今朝は無論そんな暇はなかった。

　婦長は含み笑いをしながら、爪切りを渡す。

「まー、爪が伸びてると、色々と困りますもんね」

「う……」

　柴田は真っ赤になると俯いて、爪を切り始めた。が、周りの眼が気になって、注意力散漫になってしまう。

　アッと思った時、左の人差し指から血が滲み出た。

「まあッ、柴田センセ！　どーされたんですか！」

「あ……ああ」

　血の滲んだ指を握ってボーッと立っていると、四、五人の看護師が駆け寄ってくる。

「ホラホラ、私達が切ってあげますから」

　続いて手を洗おうとすると、傷口に消毒薬が滲みて、「イテテ」と柴田は首を竦めた。またワラワラと看護師が駆け寄ってくる。師長は急いで指先に軟膏をつけると、きっちりバンドエイドで留めた。

「今日、一日、こうしていた方がいいですよ。明日はオペ日ですから、それまでに治さなくちゃ」

「でも……」

　これでは手が洗えない。

「私が洗ってあげますよ」

　一人がブラシで柴田の右手を洗い出す。

「ひ、左手は」

「左手は手袋を二重に嵌めれば、清潔を保てますよ」

　処置室の看護師がほぼ全員、柴田の周りに集まって世話を焼いているので、怪我をした男は一人、処置ベッドに取り残された。

（怪我人はこっちなのに）

　が、あの綺麗な顔では向こうに関心が集まるのは仕方ないと、諦めた。

　縫合を始めると、左手の人差し指には包帯が巻いてあって感覚が鈍く、しかも二重に手袋を嵌めているため、全体に動かしづらいことに気づいた。

（ほんのちょっとのことなのに）

　利き手は問題ないので縫合は手早く終えられたが、柴田は心が重くなって来た。

（これが右手だったら仕事にならないよな）

（江森も今頃、困ってるかも）

　今、実感として分かる。

　次ぎに処置室を訪れたのは、中年の一見してやくざとわかる大男だった。パンチパーマに熊のような髭面で、光沢のある黒のストライプスーツを着ている。右手首から先は、包帯でぐるぐる巻きになっていた。

　なんでも酔っ払って力自慢し、グラスを右手で捻りつぶしたのだという。

　当然、掌を何カ所も縫うことになった。

　傷口の付きが悪く、普通なら一週間で抜糸の所を、二週間もかかっている。右手をつい使ってしまうためらしかった。安静を命じても保てないので、主治医は怒ってこの一週間、右手を動かせないように包帯でぐるぐる巻きにしており、やっと腫れが引いて傷口が塞がった。今日、ついに抜糸してもいいとお許しがでたという訳だった。

　看護師がガーゼを開くと、顔だけでなく掌も熊のようである。

　柴田はまた手袋を嵌め、縫合部の消毒にかかる。見ると指は太く節くれだっていて、皮も分厚い。そのためか、タコ糸のような太い糸で縫い合わせてあった。

　抜糸が済むと、「指を動かしてみて下さい」と告げる。男は手を握ったり開いたりして、確かめる。軽々と動かせたので、

「いやー、助かった、これで自由に右手が使えるぜよ」

　男は口を歪めて笑った。

「たくもー、よー、左手じゃあ思うようにマスもかけねーしよー。ここんとこ溜まってんだよー」

「ああもうッ、サイッテーねッ」

　下品な発言に看護師達は男を睨む。が、男はとんと気づいていないようで、柴田に「女もうんとよろこばせられねーしよー、な、センセも男だから分かるだろ？」と話しかけた。柴田は顔を赤らめる。

「もー、柴田センセって純情でかわいいわ！」

「ホント、あいつと同じ種に属する生き物とは思えないわよねー」

　看護師達の囁きも耳に入らず、柴田は真っ赤になったまま、また江森のことを考えていた。

（あ、あいつも……きっと、こ、困るんだ……）
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　六時過ぎ、営業部で江森は「帰ってよし！」と許しをもらった。チョー頑丈な江森が包帯をするなどとはよほどの怪我と上司が誤解したためだ。

　ラッキーとばかりに江森は帰り支度にかかる。翌日の営業に使う資料を鞄に詰め込んでいると、内ポケットに入れてあった携帯電話のコールが鳴った。

「俺。今、下にいる」

「え？　下？」

「下の受付」

「ええ？」

　急いで降りてみると、一階の受付の前のソファに柴田がちんまりとコートを着て座っている。江森の顔を見ると、ニッコリ笑って近づいた。

「せ、せんせい！」

（わざわざ会いに来てくれるなんて）

　江森は嬉しくて大声を出した。

　柴田は江森の目の前まで来ると、真面目な顔で見上げる。

「迎えに来た。タクシーで帰ろう」

「ええ？」

「荷物、片手じゃ持てねーだろ」

　そう言えばそうだ。いつものブリーフケースは左手で持つとして、サンプルやなにかを入れた紙袋は抱えるのは無理なのでどうしようかと思っていた所だった。

「何階？」

　エレベーターにさっさと乗り込む。江森は急いで後を追った。

「フーン、ここで働いてんだ……これ、お前のデスクか？」

　江森の所属する営業部の部屋に入り、柴田は面白そうに当たりを見回す。病院しか知らない柴田には江森の所属する世界は新鮮だ。

　内部はコンピュータの乗った机や書類戸棚などで占められ、雑然としている。

「なんか医局に似てるな。けど、ずっと広い。それに電話、いっぱいあって、便利だなー」

　変な所に感心している。いつも江森に連絡を取るとき、近くに誰もいない電話を見つけるのに苦労しているからなのだった。

　無論、江森はそんなことは知らない。

（柴田センセって、変わってるよな）

　江森はくすりと笑う。

（でも、そこんとこが、かわいいんだけどサ）

　興味深げにあたりを見回す柴田に同僚の好奇の視線が集まる。綺麗な顔をしているので、ＯＬたちが別の部署から覗きに来た。

「だれー？　あの子、かわいーッ」

「綺麗ー！　エモちゃんの知り合い？」

「あとで紹介させちゃお」

　こそこそ、戸の陰で囁いている。

　江森はちょっとムッと来た。

（いくら、センセが男にしか欲情しないッてもなァ）

　へんに手をだされても困る。

（僕んだからなッ、きょーもこれからするんだからッ）

「センセ、もう、帰ろう！」

　急いで机の上のものをかき集めて袋に入れると、ブリーフケースの方を柴田に渡し、逃げるように会社を出た。

　待たせておいたタクシーに乗ると、柴田は「お前の寮に寄っていこう」と言う。

「寮の場所、どこだ？　着替えとか、少し必要だろ？」

　タクシーの運転手に場所を告げる。

　独身寮はＪ医大のそばで、小綺麗な三階建の建物だった。全部で五十室もあるかなり大きなもので、玄関の手入れの行き届いた花壇には花があふれている。江森の部屋は三階にあった。

　柴田は部屋に入ると「へぇ」と感心する。

「お前、けっこー、綺麗好きなんだ」

　狭い機能的なワンルームだったが、デスクもベッドもきちんと整えられている。デスクの上にはブックエンドにコンピュータ関係の本が何冊も立てられ、フロッピィディスクを入れた透明のケースが積まれている。

　デスクの横の壁にはヨネックスのテニスラケットが二本、立て掛けてあった。

「お前、テニス、やるんだ」

「ええ、会社でも同好会に入ってるんですよ」

　小さなロッカーしかないので、ベッドの下に幾つか収納ボックスが置いてあったが、側面には「下着」「靴下」「ワイシャツ」などと書いた、シールが貼ってある。

「すげぇ、ちゃんと整理してる」

「狭いから、こうしないとすぐ、グチャグチャになっちゃうんですよォ」

　江森はロッカーからハンガーに掛かった替えのスーツを取り出しながら、答えた。

「ふーん」

　柴田は部屋の中を見回す。カーテンとベッドカバーは水色で、ヘッドレストには大きな目覚ましとＣＤカセット、それに携帯電話の充電機が置かれている。

　江森はロッカーの上のボストンバッグをひょいと降ろすと、下着とワイシャツを何枚か、それに充電機をほうり込み、「さ、いいですよ」と柴田に声をかけた。が、柴田は部屋の真ん中で、ボーッと立っている。

「どしたんですか、浩司さん？」

「ん」

　相沢和彦以外に友達のいなかった柴田は、他の同年代の男の部屋に入ったことはなかった。

（相沢の部屋も、江森のみたいにきちんと片付けられていたっけ）

　中学・高校とバスケット部だったせいか、ＮＢＡの選手のカレンダーが壁に貼られ、自分の部屋よりもだいぶ、男臭い部屋だった。

　一度、医学部の学生時代に相沢のマンションを夜遅く訪れた時、女性のパンプスが玄関にあり、逃げるように帰ったことがあった。それが橋爪薫のものだと、次の朝、大学で薫に会った時知った。それ以来、一度も相沢のマンションを訪れていない。二人で飲む時は、必ず自分のマンションに誘った。

　急にあの夜のことが思い出され、ぎゅっと胸が痛んだ。

（な、なに、考えてんだよ、俺）

　気が付くと、すぐそばで江森が自分を優しく見つめている。

「どうしたの？」

「あ……なんでもない」

　なんだかやましさを感じて、明るく「じゃ、いこーな」と返事をした。

　玄関に降りると、江森は「ちょっと待って下さい」と管理人室の扉を叩く。

「ハイハイ」

　背の高い、白髪の交じった中年女性が顔を出す。

「田中さん、僕んとこ、手紙来てますか？」

「ないわよ」

　田中は江森のボストンバッグに目を留め「あら、出張？」と尋ねる。

「いえ……」

　江森がどう説明しようかと迷っていると、柴田は急いで内ポケットから名刺を出す。

「あの、俺……Ｊ医大の柴田っていいます」

　管理人の田中に名刺を渡しながら、ボソボソと続けた。

「その、実は……え、江森クンが、お、俺のせいで……手に怪我、しちゃったんです。だから、治るまで……俺の所、泊まります」

「あら、まあ！」

　田中は名刺を読むと、「まあ、お医者さんのトコなら、すぐ治るわねー、良かったわねー、エモちゃん」といささかずれた感想を述べた。






　マンションに着くと、柴田は江森が持っていた袋を使っていない部屋に運び込む。

　３ＬＤＫは一人で住むには広すぎて、柴田はベッドルームとリビングしか殆ど使っていない。オートロックだし、天井は高いし、フローリングだし、さすが医者が棲むマンションだと江森はいつも感心しているのだが、物に執着しない柴田はとんと気にしていないようで、「ここ、好きに使ってくれ。使ってねーから、埃だらけで悪いけど」と言う。

「そんな、長くお邪魔するわけじゃないですし」

「いいから！」

　声音がきつくなり、機嫌が悪くなった証拠と江森は気づいた。

（うわ、すぐ、機嫌が悪くなるんだから。柴田センセって結構難しいなあ）

　しかし、江森はこのところこつを飲み込んで来て引く時は早めに引くようにしていた。

「はい、使わせてもらいます」

　柴田はパッと明るくなって「夕めし、何、食う？」と聞く。

「右手、使えないから、寿司でもとるか？　手で食べられるだろ？」

「スプーンだったら使えますから、カレーライスでいいですよォ」

　柴田は呆れ顔で江森を見た。

「おごってやるって言ってんのに、カレーかよ。食いたいもん、言ってくれよ」

　ふくれた顔がかわいかったので、江森は手首を掴んでぐいと引き寄せた。

「センセが食べたい」

「馬鹿ッ、なんてこと言うんだッ」

　柴田は顔を真っ赤にして押しのけようとしたが、江森は背中から右腕を回し、動かない右手を固定しているシーネを使って、器用に柴田を押え込んだ。シーネに三十度程の角度がついて曲がっているので、フック船長のカギ状態とも言える。

　強い力で腕の上から金属の板で押えると、動きがとれなくなった。空いている左手は早くも内股に伸ばされている。

「ね、いいでしょ？　もう二人きりだし」

「い、いやだ……」

　柴田は江森の手から逃げようと、必死で身体を捩る。

　後ろから羽交い締めにされている状態から何とか片手を自由にして、股間で動いている江森の手を拒んだ。が、大きな江森の手は易々と、柴田の妨害を払いのける。

「いいでしょ？」

　江森は笑いながらまた擦り始めた。

「だッ、駄目だッ」

　それでも股間のモノが堅くなって来ているのが江森には分かった。嬉しくなって、ここぞとばかりに力を込めて摩る。

「あッ、やッ」

「どうして？　もう勃たってるよ？」

　服の上から愛撫しながら、首筋に口付ける。

「アッ……アア……」

　昨夜江森の欲情を掻き立てた、あの喘ぎが漏れ始めた。

「しようよ、ね？」

　耳の穴に舌先を入れた途端、急速に柴田の身体から力が抜けていく。崩折れそうになるのを江森はたくましい腕で支える。

（ここ、弱点なんだ！）

　嬉しくなって、耳たぶを舐め続ける。

「ア……駄目ッ」

　しかしもう柴田は抵抗する気力もなく、江森に抱え込まれてしまった。

「ベッドへ行きましょう」

「……ん」

　柴田は江森の首筋につかまり、大人しく従う。

　ベッドに柴田を横たえると、江森は服を手早く脱がせる。無抵抗なのをいいことに、さっさと下着まで取り去った。

　自分は背広だけを脱ぎ、柴田の上に覆いかぶさる。ゆっくりと柴田の身体を眺め回した。

　柴田は恥ずかしそうに全裸を晒している。学生時代から水泳で鍛えた肉体は、逆三角形で、プロポーションは抜群だ。下腹はキュッと締まり、股間の薄い叢からは大きく育った欲望がはっきりと姿を現していた。ネクタイまできちんと締めている江森に比べ、ひどく淫らな感じがする。

「お、お前も脱いでくれよッ」

　江森のシャツを掴み、ボタンを外そうとする。

「駄目。このままでする」

　ちょっといじわるく言って、柴田の手を払いのけた。

「アッ、なんでッ」

　抗議をしかける口を塞ぎ、深く舌を差し込んだ。

「ッンンッ……アアッ、もッ、早……くッ」

　背中を反り返らせて、全身で江森を受け入れようとする。さっきまでは江森に口答えを許さないといった態度だったのに、もう今は声を震わせて哀願する、この落差がたまらないと江森は思った。

　首筋から胸、腹へと舌を這わせ、叢から首をもたげているモノを含んだ。

「アアッッ、やだッ、そ、それはッ」

　柴田は身体を捩って抵抗したが、舌での愛撫にはひどく弱く、

「アアアアアッ」

　拒絶する態度とは裏腹に、あっと言う間に達してしまう。

「アッ……」

　小さい声で叫び、ビクンビクンと身体を震わせ、恥ずかしそうに腕で顔を隠す。淫らに腰を振る姿と打って変わって、まだ愛撫に慣れない初うぶな様子を見せるので、江森は愛しくてぎゅっと抱き締める。

（浩司さんて、カワイー！）

　柴田の耳元で「御馳走さま、おいしかった」と囁いた。

「バカ……ヤロウッ」

「だって、浩司さんが食べたかったんだ」

　柴田は顔を腕で隠したまま、くるりと背を向けた。拗ねたような仕草がまたかわいくて、動く方の左手を前に回すと、胸をまさぐる。突起に触れたので指の腹で丸く円を描くように擦っていると、身体がぴくりと反応した。

「ン……ッ、ア……」

　突起は次第にプックリと膨らんでくる。そっと摘まみ、揉んでみた。反対側にも手を伸ばし、同じように刺激する。

「い、やだッ……ア」

　柴田は必死で声を噛み殺している。後ろから首筋に息を吹き掛けると、それだけで身体が反り返った。胸から下腹へと手を滑らせると、股間は既に反応している。

「浩司さん、また？　元気いいー」

「馬鹿ッ……アア……ンッ」

　江森は腹から胸へと交互に指で愛撫を続けながら「どっちがいい？　上？　下？」と尋ねる。

「アッ……どーいう……」

　息が上がっているので、柴田は苦しそうに声を絞り出した。

「乳首もすごく感じてるみたいだよ」

　ビクンとその言葉だけで、身体が跳ねた。

「アアッ、もうッ、言うなッ……そんなことッ」

「なんで？」

「……恥ずかしい」

「ヘンなの、お医者さんなんだから、そーゆー言葉、慣れてるでしょう？」

「馬鹿ッ、それとこれは違うよッ」

　そんなものかなーと、江森は考えていた。

（医者ってすごく大胆なこと、言うのになー。病院なんかでは、恥ずかしがったりしないのに、なんでこーゆー所では恥ずかしいんだろ？）

　先端が潤ってきたので指で導いてやろうとすると、柴田はシーツを握り締め、身体を捩って「やだ……ッ」と拒絶する。

「え、どーして？」

「指じゃ、やだッ、お前が欲しいッ」

「ホントに僕が欲しい？」

「ア……アア」

　柴田は身体の向きを変えると、もどかしげに江森のネクタイを外そうとする。細い指で必死に緩めようとしている姿がけなげで、江森はこれ以上焦らすのはやめようと思った。

（ちょっと意地悪、しちゃったかな）

　でもこれが意外に快感だったので、江森はうーんとうなってしまう。自分にＳのケがあるとは思わなかったが、潤んだ切れ長の眼や少し眉根を寄せた細い眉、クイと突き出された華奢な顎はいつもより艶めいて、

（いじめたくなるって、ホントかも）

　全裸になると、隣に横たわって柴田の上体を引き起こした。

「え……何？」

　戸惑っている柴田を自分の上に導く。

「浩司さん、僕、右手使えないから、今日は上になって」

　柴田は驚いて「やだッ」と逃げ出そうとしたが、左手で腰をがっちり押え込まれてしまった。何しろ本当は左利きである。片手でもまるで柴田は太刀打ち出来ない。

　江森はくすくす笑いながら、じりじりと自分の上へ抱き寄せる。右手の包帯を見ると、柴田は急に大人しく江森に従い腰の部分にまたがった。

「僕の、呑んでよ」

　後ろに自分のモノをあてがい、大胆に要求してみた。柴田は困った顔で、しばらく江森の包帯をした右手と猛ったモノを交互に見る。逡巡していたが、やがて腰を落としていった。

「ウ……アアッ、クゥッ」

　次第に江森が柴田の体内に飲み込まれていく。すっかり収まると、江森は突き上げるように腰を使い始めた。ビクンと跳びはねそうになるので、左手は腰を捕えたままだ。大きな手なので、双丘をわしづかみにする。

　柴田は身体を震わせながら激しい動きに耐えていた。両手を江森の暖かな腹の上に乗せ、突き上げられるたびに苦しそうに呻く。

　しかし江森が見上げると、表情は苦しそうだが開放を待ち望んで脈打っているモノも見えた。色素の薄い柴田のソレは儚げに震えていて、江森はいとおしさが腹の底から込み上げて来た。

（浩司さんの、カワイー）

「アアッ、さ、五月……苦し……頼、む」

　柴田は江森の愛撫を求め、艶のある眼で誘う。指を添えようと思ったが、片手しか動かないことを思い出した。

「センセ、自分の手でやってごらん」

　柴田はその言葉に驚いて、江森を見下ろした。

「な……」

「だって僕、ほら、右手、使えないし、左手、浩司さんのこと支えてるから」

　右手をひらひらと振ってみせる。

　江森は自分でも我ながら大胆なことを言ったなと思ったが、包帯を巻いた手を見せると柴田が大人しく従うので、味をしめてしまっていた。

「さ、五月！」

「ほら、やってよ」

　また右手をこれみよがしに振ってやる。

「……う」

　昼間聞いた男の言葉が、柴田の耳に蘇る。左手じゃあ思うように出来ないと、あの男も言っていた。

（俺のせいだもの……）

　柴田は深く溜息をつき、目をつぶっておずおずと自分のものを握る。

「もっと、動かしてよ」

「や……やだッ」

「なんでさ」

「……恥ずかしい」

　江森はぐいと腰を突き上げる。軟らかな肉の奥までずぶりと杭が打ち込まれた。

「アアッ、ヤッ」

「僕、見たいよ、浩司さんがいくとこ」

　柴田は観念したという顔で手を使い始めた。片手で根元を握り、もう片方の手でぎこちなく扱く。既に屹立しているソレは、手の動きに連れ、どんどん育って行くのが江森からも良く見えた。

「ア……ンッ」

　薄い唇から、甘い喘ぎが漏れる。

「いいよ、その声、サイコー」

「馬鹿ッ……アアッ」

　柴田の手が止まると、江森は鷲掴みにした双丘を思い切りつねった。

「い、痛いッ」

「もっと、やってよ！　一人でやる時みたいに！」

「アア……ッ、ンッ」

　しだいに手の動きが早くなっていく。

　先端から液が溢れだし、指を動かすたびに湿った音がする。

「すごいよ、浩司さんの、もうグチャグチャだ」

「バカッ、アアアッ」

　卑猥な言葉に柴田は身を捩る。が、夢中なのか、指の動きはいっそう早くなった。

　細い指の動きは器用で淫らだ。江森は自分が擦られているように錯覚して、一段と高ぶりを覚えた。見上げると柴田は切れ長の目を細め、眉根を寄せて一点を見詰めている。口を僅かに開け、時々舌がちろりと飛び出し唇を湿らせる。

「アッ……ンン」

　頬には血が昇ってきて、むせかえるような色気だ。

「浩司さん、いつも一人でやる時、そーゆー顔してんだ」

　江森は情欲に掠れる声を出した。

「僕と会えないときは毎日、してる？」

「やめろッ、五月ッ」

　柴田は顔を歪め、悲鳴に近い声をあげる。羞恥心で目尻から涙がこぼれた。激しく突き上げられ、一気に解放へ向かった。

「ア……アアアッ」

　両手で受けようとした瞬間、江森がグイと腰を回す。

「アウウウッ、いいッ」

　放出と同時に中からも押し出されるような刺激を与えられ、今までにない快感で、柴田は一瞬、気が遠くなる。ゆらりと身体が傾いだが、江森の手ががっしりと支えていたので倒れずにすんだ。

「アアッ……ッ」

　もう一度突き上げられ、衝撃で柴田は下腹を強く絞る。内部が急速に収斂しゅうれんし、江森は快感に大声を出した。

「いいよッ、それッ、もっとやって！」

「アッ、五月ッ」

　がくがくと下から揺さぶられ、不安定な体勢から柴田は必死で下腹に力を入れて身体を立て直す。そのたびに内部が締まり、江森も絶頂に駆け登った。

「ウウッ」

　最後に大きく揺り上げられ、柴田はがっくりと江森の胸に倒れ込んだ。そして大きな暖かい胸に抱き取られると、不覚にもまた涙を流してしまった。

「浩司さん、ごめん」

「ウウッ、五月……ひどい、ひどいよッ、あんな……こと、させてッ」

　柴田は顔を真っ赤にして、涙を浮かべ、訴える。さすがに江森もやり過ぎたと反省した。

「ごめん、ごめんね、浩司さん、許して」

　江森は柴田の顔にところかまわず口付ける。頬を伝う涙を舐め取った。

「もう、しないから」

「五月……」

　涙の滲んだ目でこちらを上眼使いに見詰め、掠れ声で「ひどい」と繰り返す柴田に、江森はすっかりまいっていた。

（こ、こりゃいかん、やめられなくなりそうだッ、まずい）

　加虐心をそそる顔なのだ。

　そのあとはずっと、柴田を抱き締めて髪を撫でながら、「愛してます」と「許して下さい」を繰り返していたので、次第に柴田の機嫌も治ってきた。

　そのうち、昨夜の寝不足が効いたのか、安らかな寝息をたてはじめた。

　江森の方も瞼が重くなってくる。が、柴田を抱き締めながらも気を付けて右腕に重みがかからないよう、身体を動かした。

　柴田は時折しゃくりあげながら、江森の胸に顔をぴったり寄せている。目尻にはまだ涙が滲んでいて、まるで叱られた子供が泣きつかれて眠っているようだ。

（なんてかわいいんだろ、この人って）

　先程の反省は、半分忘れている。

（幸せだ……ずっと毎日、こうしていられたらいいな）

　柴田の方はたまらないかも知れないが。
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　次の日柴田は集中力を欠いて、ミスを連発した。

　大学病院の診療システムでは、柴田クラスの若手は一人で患者を担当することはない。たいてい中堅の医者が指導医と称し、指導を行う。今日はそのオーベンの医者に怒鳴られっぱなしだった。

　午前中、胃亜全摘の手術に第２執刀医として入ったが、手の動きがいつもより鈍い。普段は器械出しの看護師が間に合わないほどの早さで、

「有鈎鉗子コッヘル！」

「弯剪クーパー！」

　などと要求するので、看護師は大汗をかきながら渡すのだが、今日はパシッと手のひらに器具を乗せてやっても、ボーッとしている。

「センセ！　手！」と、看護師が声をかけると、「あ」と鉗子を握り締めた。

「どうした！　ボーッとするな！」

「……すみません」

　朝からこの調子である。

　手術だけでなく、病棟でも検査伝票に書く名前を間違える。普段の有能ぶりからは考えられないケアレスミスに、看護師達も呆れている。三病棟では柴田ファンの看護師は多いので、皆、手伝い始めた。

「センセ、私たちが作ってあげますからセンセは診察に行ってていいですよ」

「すみません」

　さすがにオーベンも様子が変なことに気付き、夕方医局に柴田を呼び寄せた。

「お前、今度の土曜、休みをやる」

「え？」

「まー、若いから色々あるしな、アレだろ？」

　小指を立ててみせる。女のことで悩んでいるのだろうと勝手に思っていた。

「下っ端は忙しいからなー、デートもままならないしな。俺もよく文句言われたよ。『あたしと仕事と、どっちが大切？』なんてなー」

「は？」

　まるで意味が通じていないようなので、オーベンはどうも恋愛で悩んでいるのではないのだと考えた。確かに顔は綺麗だがこの超堅物男なら、色恋沙汰はあり得ないかもしれない。

「そういや、ここんとこ重症が続いて、休日も病院に出てきてたよな、そのせいだろ、疲れがたまってんじゃないか。そうだそうだ、疲れてんだろうから、土日、ゆっくり休め！」

　また勝手に決め込んだ。

（そうじゃなくて……）

　身体は疲れていないのだ。柴田は「いいです」と言いかけたが、この際好意に甘えることとした。昨夜は久し振りに長時間熟睡したし、欲望を吐き出した後の身体は軽く、肉体的な疲れはない。かえって爽快なのだが、心の底に重く澱むものがあったのだ。江森にも誰にも言えないことだった。それは……。

（俺、変態かもしれない）

　同性愛者だというだけで十分変態と思って長い間苦しんでいたのに、このうえ二重三重の変態など耐えられない。

　精神医学の教科書には、『性欲の倒錯（変態性欲）』という章がある。すでに同性愛は性倒錯の項目から外され、フロイト以来の『ホモ・セクシュアル＝精神病説』は否定されている。大学時代、これを知ったときは安堵の息を漏らしたものである。

　しかし教科書的に認知されたからといって、大手を振って歩けるようになった訳ではない。江森に愛されるようになって初めて、自分の性癖に罪悪感を感じなくなりホッとした矢先のこと。またドツボに自由落下フリーフォール状態だ。

　性倒錯の項目には色々あるが、『色情狂』『被虐症』などが含まれている。もしかして自分がこれにあてはまるのでは、と柴田は不安になっていた。

　あんなに連日、江森を求める自分に柴田は驚いていた。しかも想いをいくら吐き出しても足りなくて、すぐまた欲しくなり、自分から求めてしまう。

　今朝も起きた途端、擦りつけてねだったのだ。江森の手を取って張り切った下腹部へと導くと、江森はくすくす笑って「浩司さんってスケベなんだ」と言った。恥ずかしさに顔が火照ったが、それでも身体を密着させてねだった……。

「あ……五月、ンンッ」

　江森は指で焦らすように愛撫しながら、「欲しいッて言ってごらん」と耳元で囁いた。

「あッ……欲しい」

「何が欲しいの？　分かんないよ、はっきり言わなきゃ」

「い、いじわるッ」

「指？　それとも僕？」

「…………両方」

「やっぱ、スケベだ」

　そのあとは散々だった。朝の光の中で恥ずかしい恰好をさせられた。横たわって膝をたてさせられ、膝の間から腕を差し込まれた。後ろを責められ、しばらくは膝を固く閉じて拒んでいたが、そのうち自分から腰を浮かせて欲しがってしまった。二本の指で中を掻き回されると、思わず声を漏らした。

「もう一度、僕の太いのが欲しいって、言ってよ」

　耳元で囁かれ、いやいやと最初はかぶりを振っていたが、深く差し込まれ擦り上げられると我慢できず、ついに自分から淫らな言葉を口にした……。

　自分にこんな色情狂的性癖があるとは思わなかった。今まで淡泊と思っていたのは大間違いで、単に意識下に抑圧されていたに過ぎないのだ。

　自分の深層心理には恐るべきリビドーという怪物が眠っていて、もし江森に出会わなかったらある日エイリアンのように道徳や理性を食い破って現れ、自分は性犯罪者になっていたかもしれない……柴田はこういうことを本気で考えていた。『被虐症（マゾヒズム）』についてもそうだ。これはオーストリアの作家レオポルド・フォン・ザッヘル・マゾッホに因んでつけられたもので、肉体に与えられる苦痛を性的快感として感じるという性癖である。

　別に江森にぶたれたりしたわけではないが、いやらしいことを囁かれたり恥ずかしい体位を強要されたりすると、興奮してよけい感じた。江森の上で自分で慰めている時は、江森の嬲るような視線を全身に浴び、ぞくぞくした。羞恥心で頭の中が真っ白になり、今までになく感覚が研ぎ澄まされ、自分の指の触れる部分が熱をもって火を吹きそうに感じた。

　達したあと、江森に抱かれ胸の中で優しくされた時は恥ずかしいことをしたご褒美を貰ったようで、身も心も解放されて軽くなり、その後すぐ安らかな眠りに落ちた。

　病棟の廊下を歩きながら、柴田は何度も暗い気持ちで自分で慰めたことを思い出していた。が、あの時のことを思うと、恥ずかしいという気持ちと同時に下腹部が熱くなるのでなおのこと困惑した。

（病院の廊下で欲情するなんてッ、俺、露出狂もあるのかも！）

　ネクラの法則といったところで、妄想は限りなく悪い方へと広っていく。

　柴田はいつか読んだ小説に出て来たように自分が銀の笛を首から下げ、トレンチコートの下にはそのほか何も着けずに、デパートをさまよっている所を想像した。そして人の多いところへ行くと銀の笛を吹き、皆が振り向いて注目を集めた所でトレンチコートの前を開けて見せるのである。

　これはちょっと今の心理状態には、あまりにもきつ過ぎて、眼の前がフッと暗くなった。

　ガッシャァァァンン………！

　次の瞬間、廊下の真ん中に置かれていた、入院患者の食事を収めたホットワゴンに激突した。

「せっ、せんせー、大丈夫ですか？」

　ちょうど夕食を取りに来ていた患者達が支えてくれなかったら、廊下に倒れていたかもしれない。

「あ、すいません、ありがとう……」

「センセ、顔色悪いすよー」

「病気じゃない？」

　患者達に身体の心配をされるようでは終わりだ。柴田は大丈夫と呻いて、よろよろと医局へ向かった。

（ぜ、絶対江森に知られたくないッ、俺が本当はひどい変態だなんて……嫌われる……）

　以前と同じようなネクラのオーラを発散している柴田に、朝から病棟の看護師達はまた噂していた。

「昨日、苛め過ぎちゃったかしらッ」

「知ーらないッと、泣いちゃうかもよー」

「んもー、やあねぇ、あれくらいで落ち込まないで欲しいわッ」

　午後になると更に顔が暗くなっていくので、今度は振られたのではと皆、心配をし始めた。

　ナースステーションのデスクで深刻な顔をして閉じたままのカルテをいつまでも睨んでいるのを、遠巻きにして眺める。口々に言い合った。

「一回しただけで、捨てられたりしたら、自殺しちゃうかも！」

「やだー、可哀想ー」

「柴田センセにはあたしたち、幸せになって欲しいと思ってんのよネッ」

「そーよ、ホントは応援してんのよねー」

　あまり彼女達の好意は柴田には届いていないのだった。






　医局に帰りつくと、二年上の医者が壁に貼ってある当直表を見ている。柴田を振り返って「すまん！　明日の当直、代わってくれないか？」と、声を掛けて来た。

（金曜とだったら……そうだ、土曜休み貰ったからちょうどいいや）

　そうすれば江森の会社は土休だから、金曜の夜から土曜にかけてずっと一緒に過ごせる。柴田は江森の暖かい広い胸に抱かれていると総ての不安が消えて行くように感じる。性行為そのものはまあそれとして、とにかく今の不穏な心理状態の時に江森にそばにいてもらいたかった。

「いいですよ」

　ぼそっとＯＫした。

（すぐに江森に会いたい）

　でも今日は絶対やらないと心に決めている。江森とやらずにはいられないなんて、自制心が弱くなっている証拠だ。

（色情狂だなんて、思われたくないッ）

　自制心を鍛えようと柴田は決心していた。

（我慢できなくなるまで、やらないぞッ）

　しかし携帯電話で呼び出し、タクシーで病院に駆け付けた江森の顔を見た途端、飛び付きそうになってしまった。明るく微笑みかけられ、大きな手で髪を撫でてもらいたい、「大丈夫ですよ」と優しい声で言ってもらいたかった。そして太く大きなモノで力強く自分のアソコを……。

（いかん、今決心したばかりなのに）

　江森の方は今日も出来るという期待感で一杯だったので、柴田が暗くなっていることに気付かなかった。

「浩司さん、ご飯食べてから帰りましょう」

「ん」

　昨夜は夕食も食べさせず柴田を寝かせてしまったので、後悔していた。

　食の細い柴田はほっておくとあまり食べないようなのだ。それでいてやりまくって身体を壊したら大変、と江森は思っている。

（今夜もやるんだもの、バテちゃうよー、食べなかったら！）

（絶対、三回だな！）

　こういう時には、ＭＲとして鍛え上げた体力がものを言う。

　マンションの近くの寿司屋で酒を頼んで鮨をつまんでいると、なんだか柴田の食欲がないということに気付いた。

「どうしたんです、浩司さん？」

「……なんでもない」

「浩司さん、トロとウニ、精がつくそうですよ」

「馬鹿ッ！　いらない！」

　柴田の剣幕が凄かったので、昨日も今朝もやり過ぎたんではとちょっと江森は反省した。

（疲れてんのかなァ。今日は一回だけにしよう！）






　マンションに帰り、柴田が風呂を使っている間、江森はリビングに置いてあるマックで自分の書類の整理をしていた。マウスはシーネで動かせるし、もともと左利きだし手が大きく、シフトキーが両サイドについているのでキーボードは問題ない。

　ふと気付くと、柴田がパジャマ姿で肩ごしに見ている。

「お前、器用だなー、片手なのに」

（やばい、左利きってバレたら……）

「え？　そ、そーですかァ？」

　なんとかその場をごまかし、バスルームに逃げ込んだ。柴田はそんなことは露知らず、「熱い湯に浸かると血液循環が良くなるから、麻痺が早く治るぞ」などと言っている。

（あんまし早く治りたくないんだけどな。そうすればいつまでも、浩司さんといられるもんね）

　江森はバスタブの中で考えていた。

　ベッドルームへ行くにはリビングを通らなければならない。風呂からあがり、パジャマの下だけ履いてリビングに戻ると、柴田がソファベッドに毛布を敷こうとしている。

「浩司さん！　何やってんです！」

　柴田はビクッとしてこちらを振りむいた。

「アッ……俺、今日はこっちで寝るから、お前、ベット使っていい」

「どーゆーことですッ、それっ」

「……だから……俺、今日こっちで」

　柴田は江森と眼をあわせないようにしている。

「僕と一緒に寝るのがやなんですかッ」

　思わず江森は左手で柴田の胸ぐらを掴んだ。

「そ、そーじゃないッ、ただッ、一緒に寝ると、またやッちゃうからッ」

「やるのがやってことですか」

　そのまま柴田を引き寄せる。

「だって、昨日も今朝もしたろッ、もう今日はしないッ」

「したくないんですか」

　責めるような江森の口調に、柴田は反発してつい言ってしまった。

「セ、セックスはしたい時にするんじゃなくて、我慢出来なくなったからするもんだろッ」

「えーっ？」

　まさかそんな答えが返ってくるとは思わなかった。知らないうちにパジャマを掴む手に力が入る。

「く、苦し……」

「僕とするのは、我慢出来なくなったからってわけ？　欲望のはけ口なの？」

「そ、そうじゃなくて……」

（な、なんて言ったらいいんだろ）

　柴田は困って口をへの字に結ぶ。まさか、セックスをせずにはいられない変態と告白する訳にはいかない。

　江森は押し黙る柴田に驚いた。

（どういうこと、それって）

「僕は浩司さんを愛してるから欲しいんだ！」

　きっぱり言うと、江森はぐいと押してソファに倒れ込む。右手首の金属製のシーネを柴田の喉仏の上に当て、力を込めた。

「やめ、ろッ、いやだッ」

　苦しそうに顔が歪む。眉根を寄せ、切れ長の目を潤ませてかぶりを振ると、洗ったばかりの濡れた前髪が額に落ちた。薄い唇を僅かに開けて喘ぐその顔を見ると、もう止まらない。下腹部がカァッと熱を持った。

　左手でパジャマのボタンを引き千切るように開ける。ズボンに手をかけ、下着と一緒に引き下ろした。

「やだッ、江森、頼むッ」

　言葉とは裏腹に、すでに柴田のモノは欲望に満ちた表情を見せていた。

「浩司さんだって、欲しがってるくせに！」

　腰を抱えて自分の太ももの上に乗せると、太くなった自分のモノをあてがい、一気に侵入した。

「ウ、アアアアッ」

「いいッ、浩司さんッ」

　もう柴田の中は熱くなっていて、江森は全身が快感に痺れるようだ。左手で胸から腹へと撫でながら、身体を動かし始めた。突き上げ、掻き回すように腰を使う。同時に前を扱いた。

「ンンッ……アアンンッ」

　苦しそうな呻きだったのが次第にトーンが高くなり、切ない喘ぎに代わるまで、そう時間はかからない。江森の胸に突っ張られていた腕はいつのまにか首に回され、指は髪をまさぐっている。自ら足を高く上げ、腰に絡み付かせた。

「五月ッ、アアンンッ」

　甘い声とともに柴田が背を反らすと、あの部分が江森を飲み込む。

「アア、深いッ、すごいよッ」

　根元まで吸い込まれ、江森も快感に喘いだ。

　どうして、こんなにいいんだろう……抱くたびに、前よりずっと、感じる……。

　内部の粘膜は江森のものにまとわりつき、江森が腰を引くとキュッと吸い付いて、引き留めるかのようだ。

「ああ、いいよッ、浩司さんッ」

　江森は呻く。

「愛してる、浩司さん、愛してるから、したいんだよッ」

　柴田をしっかり抱くと「したくないなんて、言わないで！」と叫び、激しく打ち付けた。

「そんなこと浩司さんに言われたら、僕、どーしたらいいかわかんないよォ、僕はあなたとしたいんだッ」

「さ、五月……ごめん」

　お互いに髪を掻き分け、額や唇に幾度となく口付けを与える。心のすれ違いを感じながらも、相手を自分の中に取り込もうと必死で行為を重ねる。二人とも、声をあげながら何度も達した。
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　翌朝、江森が支度をしていると身支度を整えた柴田が横に立ち、「これ」と言って、江森のスーツのポケットにキーケースを落とし込んだ。

「俺、今日、当直で帰らないから」

「エッ、聞いてないですよォ」

「ああ。きのー変わったんだ」

　呆然と立ち尽くす江森をおいて、柴田は「俺、いないけど適当にやっててくれ。金曜には帰るから」と先に出てしまった。

（どーゆーこと？）

　何でいきなり当直を替わったんだろう？　やっぱり、三日も続けてしたのが悪かったんだろうか。

　愛し合っていれば求め合うのが当然、と江森は思っている。だが柴田はそうではないのかも知れない。愛してくれてはいるが、それほど身体を重ねるのは好きではないのかも。

　長いことお預けをくっていたのが解禁になったので、江森は柴田とのセックスに夢中になっていた。柴田から求めて来たときは嬉しくなって、もう今までに体得したハイテクを駆使してしまった。

　ほとんど経験のなかった柴田とは反対に、江森は高校・大学とガールフレンドに不自由したことはなかった。自分から求めたことはなかったが、甘いマスクと優しい性格、スポーツマンといったもてる要素はそなわっていたので、向こうからネギどころか鍋までしょってやって来た。執着のない性格だったので、皆、希薄な関係に終わったが、技術だけは磨かれたのである。

（あんなに沢山、濃厚に、恥ずかしいこともさせたから、僕のことがイヤになったのかもしれない……だから急に今日当直を変わって、帰ってこないことにしたんだ！）






　夕方得意先から帰社して自分のデスクにつき、報告書を作成にかかる。週間報告というその週の営業内容で、査定に響く大事な書類だ。しかし記載しながら考えるのは柴田のことばかりだ。江森は息が苦しくなって胸がきりきりと痛み始めた。

　柴田のいないマンションにいても何にもならない。今日は会社の寮に帰ろうかと考えながら、両手で頭を押え、深く溜息をついているとポンと肩を叩く奴がいる。

「あ、佐々木さん、加藤さん達も」

　いつも飲みに行く仲間だ。四人揃ってアタッシェケースを持ち、こちらを眺めている。

「なんか、お前今日暗いから、励ましの会でもやろうと思ってな」

「え、ホントですか？」

「けど、割り勘だぞ」

　要するに江森のことは単なる口実なのだった。営業所の近くのいきつけの店へ五人で繰り込む。黒光りした太い木の梁が天井付近を縦横に走り、格子窓には編み笠やひょうたんなどが下げられている、飛騨高山の民家風の内装だ。分厚い木の長い卓にかわいらしい小紋の座布団が乗った椅子席で、ハナモクのこともあり、店内は混雑していた。

　ウェイターはねじり鉢巻きにハッピを着て、威勢良く声を張り上げながら皿を運んでいる。典型的な居酒屋だが、供される料理は炉端焼きのほかにフライドチキンやスペアリブなどのメニューも揃っており、会社帰りのサラリーマンだけでなく若いカップルもちらほら見られる。

　仲良く酎杯を飲んでいるカップルを見て、江森はちょっとしゅんとなった。居酒屋などという気取らない場所でデートなんて、きっともうエッチは済んでいるに違いない……考えるのはあちらのことばかりであった。

（僕だって、浩司さんと来たいよぉ）

　悲しそうな江森の顔に、佐々木達は訳知り顔でうなずき合った。

「とりあえず生ビール」から日本酒へといつものコースをたどる。そのうち「まさかその手、女にやられたんじゃないだろーな」と振られてしまった。実は皆、江森の『恋の行方』に興味津々だったのである。全員が既婚者なので現役をからかうのは結構楽しいのだ。

「い、いえ、違いますよォ」

「なーんだ、今日はチョー暗かったかんなー。またうまくいってないのかと思ったぞ」

　その言葉に江森は顔を伏せて、グラスを手で包む。

「あたらずといえども遠からず、かな」

　エーッと全員が声を上げた。

「どーしてうまくいかないんだよッ、こないだ色々アドバイス、したろ？」

「ちゃんと、やってんのかァ？」

「そうそう、若いうちはやるのが一番！」

「やれば誤解は解ける！」

　江森はぐいとビールをあおった。いささか今日はやけ酒である。

「普通、愛し合っていたら毎日やりたいって思いません？」

「そりゃあ若いうちは当然と言えよう！」

　全員の意見の一致をみた。

「それが、我慢出来なくなるまでしないって言われたんです」

　全員二の句が告げず、お互いに顔を見合わせた。いまどき誰もそんなことは言わない。

「うーむ、確か、二十八のバージンだったよな」

　一番年長者の佐々木が口をはさんだ。

「……え、まァ」

「ミッション系のガッコとか出てねェか？」

　天井の梁を見詰め、考える。

（中学・高校は相沢センセと一緒で、県立の受験校だと言ってたけど、ミッション系じゃないよなァ。あ、大学だったら私立で六年制の医学部だもんなァ）

「私立で六年制の一貫教育ですけど」

「オーッ、やはり！」

　佐々木は我が意を得たりとばかり、親指を立てた。

「はァ？」

「お前なー、そういうミッション系は禁欲主義なんだよ。快楽のためのセックスを否定してる宗教もあるんだぞ？　そりゃーいきなりバコバコは無理だな」

　全員が六年制と聞いて江森のいったことがまさか医学部とは思わず、雙葉や東洋英和といったお嬢の学校を連想している。

「そ、そうですかァ？」

　なんとなく、違う気がしたが……。

「いーじゃねーの、これからがお楽しみよ、そーゆーハイソなお嬢様を調教していく、こたえらんねーな、ヒッヒッ」

「そうそう、自分好みの女に仕込む、こりゃあ究極の男の願望だ」

　その後は、昼は深窓の令嬢、夜は妾婦といった落差がいかに劣情をそそるかという話になった。






　別れてマンションに帰りつくと、12時を回っていた。

　シャワーを軽く浴び、柴田のいない広いベッドに横になると、江森は反省することしきりだった。

（そーだよなァ、いきなり三回目で、あんなこともこんなこともしちゃったし）

　今まで付き合ってきた女の子達はムードを重視することが多かった。ちょっとＳＭっぽいのが好きな子もいたけど、確かに三回目からあんなに大胆なことをさせたりはしなかったのだ。

（それを……まァ、上の体位くらいはまだしも）

　一緒にいられるので有頂天になり過ぎた。一回やって、二回目、そのあとだって手順を踏むべきだった。

（大体、バージンだったんだからさァ）

　同僚達の言う深窓の御令嬢とまでは思わなかったが、バージンだったことは確かなのだ。二度目、済んだあと、江森は思わず「センセって、僕と初めてした時、バージンだったの？」と訊いてしまった。すると柴田は首まで真っ赤になって「当たり前だろッ、俺は自慢じゃないが坐薬も入れたこと、ないんだッ」と怒鳴った。

（それを、夜も朝も責めたてて、しかも……）

　柴田センセが妙に言うことをきくので、自分でやらしてしまった。これじゃあ、アダルトビデオをマニュアルと勘違いして、初めてのコにガンシャしちゃうアホなみだ。でも……。

（あのそそる顔が、悪いんだよな）

　ちょっと言い訳してしまう。それに、どうも右手の包帯を見せると大人しく言うことをきくようだったから。

（それってひょっとして、脅迫じゃない？）

　江森は自分の考えに仰天した。大体、初めての時はレイプではなかったかと、後ろめたさがあるのだ。柴田はそんな嫌じゃなかったとは言ってくれたが。






　中学からの親友で、心の底で想い続けていた相沢和彦が結婚した夜、柴田は酒を飲んで荒れた。介抱した江森は、心だけでなく肉体的にも柴田を愛したいと熱望した。さすがに悪酔いして人事不祥に陥っている柴田を抱くほど、オオカミではなかったが。

　が、仕事を手伝って貰った礼を言おうと柴田のマンションを訪れた時、もう抑えがきかなかった。相沢和彦を愛していたと口走った柴田を抱き締め、ソファに押し倒して犯した。

「いやだッ」

　呻く柴田を押さえ付け、口で責めた。舌での愛撫には弱く、すぐ達してしまい呆然としている所を、力づくで身体を折り畳む。全身の体重を掛けて貫いた。

「ウウッ……アアアッ」

　呻き声にかまわず、堅く閉じた門に先端を捩込む。むりやり身体を開いたので強い抵抗感があったが、肉壁を押し分け、根元まで侵入した。

　柴田は二廻りも大きい江森にしばらく抵抗していたが、そのうち身を委ねた。受け入れるつもりではないことは分かっていた。単に暴力に屈し、諦めただけのことも分かっていた。それでも募る想いは暴走して止められなかった。力の抜けた身体にここぞとばかり欲望のまま挑んだ。

　男の身体を抱いたのは初めてだっが、柴田は今まで抱いたどんな女より欲情を誘った。

「いやだッ、アアアッ」

　叫び声を上げるのを、押さえ付けて何度も貫く。拒絶する身体とは裏腹に内部の粘膜は次第に柔らかさを増し、江森を奥深くまで受け入れる。動き続ける江森のモノにうねって吸いついた。

「ウウッ、いいッ」

　熱くしっとりした皺壁に全体をくるまれ、もうそれだけで達しそうになった。

「先生、好きだ！」

　叫びながら激しく打ち込むと苦しがって腰を捩るので、さらに快感が強まった。逃げる腰をがっちりと押さえ付け、内部に深く分け入ると、張りのある筋肉質の肉体は江森の大きな身体の下で軋み、わななく。柴田がのけ反るたびに、どんどん根元が締まり、自分のモノが今までになく大きくはちきれそうになった。

　達したときの快感はかつてない程で、全身が電流に貫かれたように総毛立つ。大声を出し、柴田を抱え起こして背中が軋むほど強く抱き締めた。それがまた苦しいのか、切れ長の眼に涙を滲ませ哀願するように見詰める表情に、ますます想いが募り、どうしても行為を止めることが出来なかった。

　ぐったりした身体を犯し続け、中に入れたまま、何度も達した。

（あれがレイプじゃなかったら何なんだッ）

　あんなひどい行為を強要したのだから、しばらく柴田が身体を重ねるのを拒否したのも、無理はない。どころか肩に軽く触れるだけでびくりと全身を竦ませることもあった。その都度、江森は自分のしたことを後悔した。

　江森がそのあとうんと柴田を大事にしたので、やっと心を許してくれて、二度目が出来たのだ。それを……。

（脅迫しちゃったんだ、僕）

　信用をまた失ってしまった。もう二度と会ってくれないかも知れない。これ以上、一緒にいない方がいい。一緒にいると、絶対、抱いてしまう。

　柴田のそばで抱かないでいられる自信が江森にはなかった。あの綺麗な顔を苦しそうに歪めて抵抗されると、なおのこと欲望が募ってくる。

　柴田は自分のせいで江森の手が動かなくなったと責めているから、江森が求めれば我慢して抱かれるのだろう。今日はもう耐えられなくなって逃げ出したのだ。

（一回目がレイプ、三回目が脅迫なんて、僕って、最低なことした）

　柴田の好意に甘え過ぎてしまった。いい気になっていたのだ……。

　柴田が口下手で、自分の気持ちをうまく伝えられないことは良く知っていたはずだった。本当は嫌なのに、我慢していたに違いない。それをいいことに、自分は……。

　江森はすっかり打ちひしがれた。この男はやってから後悔するたちであった。

（また携帯電話のコールを待とう）

（必要としてくれた時に駆け付けてあげればいいんだ）

（もともとたとえできなくても、あの人のそばにいて、守ってあげようって決心したんじゃないか！）

　柴田が江森を必要としてくれているのはわかっている。このあいだだって、あのファミリーレストランで「お前を失いたくない！」って、言ってくれた。焦ることはない。

　釣った魚に餌はいらない、なんて誰が言ったんだ？　柴田は熱帯魚みたいに綺麗で、ピラピラと部屋の水槽の中で飼っておきたい。いつもそばで見ていたいのだ。だからこれからうんと、大事にしなきゃいけないのだ……。
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　翌朝、江森は片手でもてる以外の自分の荷物を来客用の駐車場に置きっぱなしにしてあるミラージュの中へ移した。あとで同僚に頼んで取りに来て貰おう。部屋には置き手紙を残した。

『右手が動くようになりましたので、自分の部屋に帰ります。お世話になりありがとうございました。必要なときはまた呼び出して下さい』といった文面だ。管理人室にキーケースを預け、マンションを後にする。

　金曜日、柴田の所属する第２外科は医局会やら勉強会やらあって、マンションに帰ってくるのは遅い。

（今夜は呼び出されることはないだろうな……少し自分の考えが整理されるまで離れているほうがいい。昨日・今日と会えないのは寂しいけど）

　これもいい機会かもしれない、そう考えての行動だった。

　その日一日、柴田の事を考えないように仕事に励んだ。

　夕方帰社して、上司や同僚数人と、新製品の売り込みの打ち合わせに入った。「社運をかけた」新しい多剤耐性菌に対する抗生物質である。まあ、『社運をかけた』は、常套句なのだが。

　小会議室を使って色々討論を重ねていると、同僚のＯＬが入って来て江森を手招きする。

「は？」

「なんか、面会の人が来てますよ」

「ちょっと待っててもらってよ。もうじき終わるから」

　ＯＬはちょっと顔をしかめ、江森を見上げる。

「言うこと、聞くかしらねェ」

　どういう意味かと思ったが席へ戻り、話を続けた。と、いきなり会議室のドアをガンガン叩く者がいる。

「な、なんだ？」

　居合わせた全員が驚いて戸口を振り向くと、怒鳴り声が響いた。

「江森ッ、出てこいッ」

（わッ、浩司さんだッ）

「すみません！　ちょっと席を外しますッ」

　江森が廊下に出ると、柴田が顔を真っ赤にして仁王立ちしていた。グレーギンガムのボタンダウンのシャツは皺くちゃでタイも曲がっており、ライトブルーのブレザーをわしづかみにして手に持っている。

「セッ、センセッ、今日は遅くなる日じゃ……」

「馬鹿ッ、ぜーんぶ、さぼってきたよッ！　テメーのせいだッ」

　柴田はハーハーと肩で息をついていた。

「おッ、お前ッ、きのーは遅くてッ、俺、電話しても出ないしッ、どこ、行ってたんだッ、誰と一緒だったんだよッ！　今日は携帯電話、オフにしてたろッ」

「あ……」

　そう言えばそうであった。今日は連絡はないものと思っていたのだ。

「やな予感して、マンション、さっき戻ったらッ、なんだよッ、この手紙はッ」

　くしゃくしゃになった江森の置き手紙を床に叩きつける。

「嘘をつくなッ、嘘をッ」

　あまりの剣幕に江森は押されっぱなしだった。

(浩司さん、けっこー短気なんだ）

　実は切れると一切周囲のものが眼に入らなくなるという性質なのであった。

「なんとか言えーッ」

　並んでいるほかの会議室の扉が開いて、皆こっちを見ている。他の部署からも人が集まり始めた。

「あれ、あの男、ひょっとして……」

「知ってる人か？」

　中の一人が思い当たった。

「Ｊ医大の柴田先生じゃない？」

　Ｊ医大の担当ではないが、学会の手伝いに行った時柴田を見ていた。綺麗な顔で一度会ったら誰もが忘れられない。それを聞いて上司が焦った。

「ええっ、担当してっとこの医者を怒らしてんのか？」

　急いで二人の所へ飛んでいって、やみくもに頭を下げる。

「すみません！　なんか、うちのものが粗相したようで、お怒りはごもっともでございますが、こちらへどうぞ、ゆっくりお話をうかがいたく……」

「ほっといてくれッ、これは俺達二人のあいだの問題だッ、あっちへ行けーッ」

　柴田は闖入者に向かって叫ぶ。背中を丸め、毛を逆立てている猫のようである。

「置いていかないって言ったくせにッ、守れないような約束なら、しないでくれッて、初めての時、俺、言ったはずだッ、それをッ」

（は？）

　中年の上司は首を傾げた。なんだかこれで男と女だったら痴話喧嘩としか思えないが、まさか男同士でそんなことがあろうとは、中年男の常識の範疇を越えていた。

　見物に出て来たＯＬ達の方は、おいしい展開に胸踊らせた。綺麗な男二人が、接吻距離で喧嘩してるなんて、ＴＶドラマの収録のようである。

　柴田はというと、完全に切れているので既に回りの状況は視野にに入っていない。江森しか見えていなかった。

「お前だってッ、ぜったい、俺のことッ、幸せにするッてッ」

「ワーッ、浩司さんッ、しッ」

「なんだよッ、嘘、ついたのかッ」

　江森にとって柴田との仲は秘密にしておきたいことではない。が、それとこれとは違う。これ以上放っておくとベッドの中のことまで言いそうだったので、江森は柴田の手をひいて、空いている会議室に飛び込んだ。

「なッ、なんだよッ」

　扉を閉め、鍵をかけると、抱きすくめて唇を奪う。

「アア……ッ」

　ベルトを外し、手を入れた。

　ブリーフから掬い出し、たなごころにくるむと柴田はびくりと身体を震わせる。

「やッ、何をッ」

　驚く声にかまわず扱き始めた。抵抗する柴田と反対に、手の中のモノは江森の指の動きに素直に従う。

「やめろっ、やだッ」

「静かにッ、浩司さんッ」

「アアン……ッ」

　声を漏らさないように舌を差し込む。その間も手は動きを止めない。次第に柴田の身体から力が抜けていき、腕が江森の背中に廻される。

「ウッ……ン」

　スーツを指で握り締めた。

「アウッ、ア……クッ」

　怒りの声は、甘い喘ぎに変わっている。唇を離すと、江森は柴田の耳に囁き続ける。

「愛してるよ、浩司さん、どこにも行かないよ」

「ア……ンンッ」

　もう柴田の唇からは怒りの言葉は出て来ない。あの時の甘い声だ。江森の手中のモノは張り詰めてビクビクしている。

「ア……ッ、五月ッ、ハァッ」

　柴田は大きく息を吐き出す。解放が近いのだ。江森は大きく手を動かし、根元を握り込んだ。

「ンッ、ハァッ」

　柴田の背中がビクンとしなった。激情を迸らせたあと、柴田は江森の胸に体重を預け、身体を丸めて仔猫のように大人しくなった。

「ごめん、センセ、そんなつもりじゃなかった」

「じゃあ……どんなつもりだったんだ」

　弱々しい声で、江森の胸にしがみついたまま、尋ねる。

「置いていかないって、あんなに言ったのに……俺……」

（あ！　そーだったんだ、この人、これに弱いんだ！）

　無理矢理身体を重ねたことで嫌われていると思い、『もう二度と会わない』と江森が宣言した時、震えて江森の胸の中に倒れてしまった。そのあと、二人はお互いの気持ちを確認し、二度目の愛を交わしたのである。

　震え始めた柴田の身体を引きずりあげるようにして抱えた。

「ごめん！　違うんだから、大丈夫、安心してよ」

　髪を撫でながら耳元で囁く。

「俺のとこに一緒に帰ってくれるか？」

「うん」

　床に落ちていたジャケットを羽織らせると、髪の毛に手をやり、肩に頭をつけさせる。大きな胸にだき抱えるようにして外に出た。

　何人かの好奇の目を感じたが、今は柴田の精神状態の方が心配だったので、はた目を気にしていられなかった。

（こないだも、倒れそうになったものな）

　エレベーターで下に降りる。一階の受付から会議室に内線を入れ、

「柴田先生を病院に送って行きます」と言うと、「ちゃんとフォローして、信用回復しろッ」と返ってくる。江森がとんでもない失敗をして怒らせたと、やはり誤解しているのであった。






　マンションに帰り、リビングのソファに柴田を座らせると、江森はその前に膝をついて柴田の手を握った。柴田の顔を見上げ「センセが毎日、したくないならいいんだ、僕」と言う。

「……」

　柴田は暗い眼で、黙って江森を見詰めている。

「今までみたいに、三日か四日に一度、したくなったら電話で呼び出してよ。そうすればそのたびに駆け付けるから」

　その言葉に柴田はじろりと睨む。

「……どーゆーことだよ、それ」

「だって毎日やるのが嫌だから、昨日わざと当直したんでしょ？　僕と一緒にいたくないから。だから、僕、もうこっから出ようと思ったんだ」

　柴田は顔色を変えて「違うッ！」と叫んだ。

「昨日替わったのはッ、昨日と今日と交替したんだッ！　俺、明日、休み貰ったから！　そしたらずーっと金曜からお前と一緒にいられると思ってッ、楽しみにしてたんだぞッ」

「え？　ええッ？」

「それなのに、あの手紙……もう俺、倒れそーになった」

　柴田は両手で顔を覆った。

「そうだったの」

「こっ、こないだの朝、お前が……もっと一緒にいたそうだったのに……仕事、いくから止めろって言っちゃったろ？　だから……」

　江森は隣に座って肩を抱き寄せた。

「ごめん、そんなことも知らないで」

「いいんだもう、俺も……ほら、口下手でちゃんと言えないから、いつも……」

　柴田は声を震わせる。江森は聞いていて胸が苦しくなった。柴田の頭に手をやり、肩に預けさせる。

「もう何も言わないで。僕があなたの気持ち、わかんなかったのが悪いんだ」

「ん」

　髪を撫でながら、気が付いた。

「センセ、なんで右手がまだ動かないって分かったの？」

「だって、手紙、読んでさ、すぐ、駐車場へいってみたんだ。そしたら車がまだあったから。手が動くんなら、車で営業に出るだろ？」

「あ、そーか。センセ、あったまいい！」

「ふつーだろ、それ！」

　柴田は江森のシーネと包帯で固定された右手に、自分の手を重ねた。

「でもちゃんと約束、守ってくれたんだな、運転しないっていう」

「うん、僕、守れないよーな約束はしないよ？　柴田センセを辛い目に合わせたくないもの」

　どちらかともなく唇を重ね合わせた。ソファに倒れ込み、行為に移る。ふと、江森が手を止めて、「さっき、しちゃったけど、またいいの？」と確かめる。

「ン」

「ホントに毎日したくないなら、いいんだよ？　僕、我慢するから、無理、しないで？」

　心配そうに顔を覗き込む江森に「そッ、そーじゃなくてッ」と柴田の顔がまた赤くなる。

「毎日、しちゃいけないと思ったんだ」

「ええッ？」

「ち、違うのか？」

　いつも柴田の発言は江森の想像を遥かに越えている。江森は訝しげに、柴田の顔を覗き込んだ。

「センセ、それ、医学の教科書かなんかに書いてあったんですか？　健康に悪いから毎日しちゃいけないって？」

「書いてなんかねーよッ、ただッ」

　横を向いて「毎日するなんて、異常だろ？」と言う。

「えーッ、まさかホントにそー思ってんのッ？　セックスなんて、したい時にやりたい人と好きなだけしていいんですよォッ」

「ホントか？　でも毎日したくなるなんて、性欲過剰じゃないか？　ふつー、そんなの、ないだろ？」

　江森は必死で笑い出したくなる所をこらえた。全く、とんでもないことを考える人なのだ。

「新婚さんなんて毎日、してますよォ？　そりゃー、あんましやり過ぎるのは良くないかもしんないけど」

「ホントか？　俺、こんなにしたくなるなんて、変態じゃないかと思ってた……それにッ」

　ちょっと非難がましい目付きで江森を見上げる。

「恥ずかしいこと、させられて……でも、すごく感じちまった」

「ええッ？」

「だからッ！　良かったんだよッ、あの、上でッ、自分でした時ッ……それってすごく変態じゃねーかッ、俺ってッ？」

（そ、そうだったのかッ、意外によかったんだ）

　嫌がるのを脅迫して無理矢理やってしまったと思っていたので、江森はちょっとホッとする。嬉しくなって大きな胸の中に抱き込んだ。

「ンなこと、ないよォ、普通ですよォ、わざとやらしいこと言い合ったりすると、興奮するしィ」

「そ、そーか？」

　柴田は安堵の溜息をつく。どうも経験が少ないのでこっち方面はトロいのだ。

「センセって、カワイー」

「なんだよッ、それッ」

　あまり成人男子がカワイーと言われて嬉しいわけはない。しかし頬を膨らませ、プリプリ怒る柴田に、また江森はグッときてしまった。

「だって本当だもの！　すっごくカワイー、子供みたい！」

「お前ッ、ひとのこと、馬鹿にしてるだろッ、あーあー、どーせ、俺は、バージンだったよッ、お前は経験豊富な大人だよッ、悪かったなッ」

（ああもう、このヒトったら）

　江森は怒って暴れる柴田をギュウギュウ抱き締めた。首筋に、胸元に口付けの雨を降らせる。突起が目に入り、口に含んでみた。

「ア……アアアッ」

　びくんと身体がのけ反る。

「浩司さん、感じ易いんだ……ほら、下も、もうこんなだよ」

「アアンンッ」

　喘ぎながら柴田は江森のものを握って、後方へと導く。

「何回する？　浩司さん」

　侵入しながら囁いた。

「……あ……たくさん」

　二人とも大きな唸りに飲み込まれていった。






　終わったあと、窮屈なソファで抱き合ったまましばらく行為の余韻を味わう。

「明日もあさっても、お前と一緒にいられる」

　柴田は江森の胸に頭を乗せた。ドクドクという心臓の鼓動が身体に響き、心地よい。

「あ、そうだ」

　柴田のあさってという言葉に、突然江森は思い出した。

「浩司さん、あさっての日曜日、僕、営業所のテニス同好会に入ってるんですけど、大会があるんですよ。応援に来てくれます？」

「いいよ」

　まさか江森が試合に出るとまでは思っていない。右手が効かないのだから補欠なのだろうと、勝手に解釈している。

「やったーッ、みんなに自慢しよーっと！」

「バカッ、やだッ」

「なんで？　浩司さんのこと、みんなに見せたいよー、うんとカッコ良く、着飾って下さいね？」

「そんな服、もってねーよ」

「じゃー明日、買いにいきましょう！」

　顎に指をかけ、上向かせて口付けた。腋の下に手を入れ、ぐいと引き上げる。

「えッ？」

　柴田はまた上の体位をとらされるのかと、脅えた声を出した。しかし江森は、自分の身体の上にぴったりと密着させて抱き締めた。

「いつも浩司さんが下で、苦しいでしょ？」

　背中に手を廻し、肩甲骨から背骨に沿って撫で擦っているうちに、江森は段々また欲望が募ってきた。

「またいい？」と尋ね、だき抱えたまま身体を入れ替える。自分の下へ組み敷いた。

「ま、またか？　もーッ、何回するんだよッ」

　柴田は呆れた声を出したが、表情は笑顔だ。

「勃たなくなるまで、じゃないッ、そーなってもアソコにシーネ当てて、頑張っちゃうッ」

「馬鹿ッ、なこと、出来るわけねーだろ」

（そうかなあ？　割り箸とか縛り付けたら出来るんじゃないかなあ？）

　たとえ勃たなくなっても、もし柴田が欲しいと言ったら、本気でそうしようと江森は思った。


　　　　　　　　　　７




　日曜日、富士製薬東京営業所間のテニストーナメントは市民公園のテニスコート二面を借り切って行われた。

　朝から雲一つなく晴れ上がったが、二日前の降雨のおかげで適度に地面も湿り、周囲の木立の新緑も鮮やかだ。風も無く花粉症の人間には朗報と言えよう。

　市民コートとはいえクラブハウスも付いている本格的設備で、コートの両サイドにはギャラリー用の芝生が植えられ、芝に混じった雑草は白やピンクの花が咲かせている。今年は開花が早く、周囲の桜はとうに散ってしまっていたが、枝には萌黄色の若葉が芽吹き、日の光をきらきらと反射して花どきとはまた別の華やかさだ。

　テニス同好会のスコート姿の女性達も、華やかさをいや増していた。

　大会の種目は男子女子シングルス・ダブルスに混合ダブルスで、江森は混合にエントリーしている。昨年の準優勝ペアなのでシード権を持っており、その前の週の土曜日にすでに三回戦を勝ち抜いて今日は準決勝だった。

　女子のシングルスとダブルスが午前、混合と男子が午後の試合である。

　江森が柴田を連れてタクシーで会場に到着したはもう昼近い頃で、パートナーの藤谷ふじたに瞳ひとみはちょっとイライラしていた。女性にしては１６５㎝と大柄でボリュームもあり、でかい江森と組むと最強ペアである。ポニーテールにした髪が落ちつきなく首を振るたびに揺れる。大きな眼を見開き、太い眉をしかめた。肌が小麦色に焼けているので、南国美人といった風情だ。

　藤谷は江森の大学時代の先輩でもあり、同じテニス部に所属していた。そのおかげでコンビネーションは抜群で特に試合前の練習が必要という訳ではなかったが、江森が右手を怪我したと聞き、やきもきしていたのだ。

（んもー、何してんのかしらッ、女でも出来たのかしら。最近付き合い悪くなったって言うし。まーいーけどねー、試合さえ出てくれれば）

　江森の飲み友達も応援に来ていたが、こちらは朝からビールが飲めるからである。そんな訳で、江森が柴田をエスコートするように会場へ現れると、待ち望んでいたギャラリーは思わず眼をむいた。

「おい、あれ、金曜の夜、すっげー江森のこと、怒鳴ってたって……」

「あーっ、Ｊ医大の医者か？」

　今日の柴田はタイドアップした明るいナチュラルカラーの麻のジャケットに同系色のベストを組み合わせ、オフホワイトのコットンパンツに白いスニーカーを履いている。タイは淡いブルーとグリーンのストライプのニットタイで、インナーのピンクのシャツと一緒にカジュアルな感じをうまく出していた。

　実は昨日の午後、江森の見立てで揃えたものだった。

　ちょっと派手だと柴田は恥ずかしがったのだが、江森が「似合いますよォ」と店員と一緒になって薦めたのだ。

　女性のような繊細な美貎に、春らしい柔らかいトーンのファッションはぴったりマッチしており、もう少し身長が高ければ男性ファッション誌のグラビアを飾りそうだ。あの時の怒りを爆発させていた冷たい医者といった様子は微塵もない。江森の陰に隠れるようにして身体を密着させ、甘えた様子で江森を見上げたりしている。まるで行く所行く所、スリスリと足に身体を擦りつけてくる猫のようだ。柴田はいつも人前で親しいところをみせないのだが、今日は誰も知っている人がいないので大胆にふるまっていた。

　対する江森の方はテニスシューズにポロシャツ、短パンの上にチノパンツをつけて脱げばすぐ試合に出られるスタイルで首にトレーナーを巻いており、こちらは清々しいスポーツマンといったスタイルだ。

　違和感があると言えばあるペアだが、微妙な親密さが間に流れている。分子間引力とでもいったものが。良く見ると、常に肩を抱いたり指を絡ませたり片時も離れない。

「なっ、なんだっ、あの二人はッ」

「どーゆー交友関係だ？」

　佐々木達は口々に遠目でビールを飲みながら言い合っていた。藤谷も妙だとは思ったが、それより試合のほうが大事だ。

「エモちゃんッ、こっちよッ」と声を掛ける。

　江森は柴田の肩を抱くようにして近付く。

「柴田センセ、こちら、僕のパートナーの藤谷瞳さん、大学の先輩でもあるんですよォ」

「ん」

　柴田はちょっと目を伏せて、憮然とした様子でうなづく。

　藤谷はムッとしたが、綺麗な顔なので我慢した。不細工で愛想が悪い男だったら、蹴り倒す。

「じゃー、あとでね」

　取り合えず江森が試合に出られそうなのを確認して、その場を去った。

　柴田は藤谷の後ろ姿を睨んで、「なんだよ、あの女……ひょっとして、お前の前の彼女か？」と言う。

「やだなー、藤谷さんは三ツも上で、もー結婚して二人も子供がいるんですよォ？」

「そーは見えんな。けっこー美人だ」

　加えて大胆に開いた胸元から覗く深い谷間、キュッとくびれたウェスト、スコートから出た太いが筋肉質の締まった腿は目立った肉体美だった。

「ですよねェ、大学時代からテニス部でも女王様タイプで、僕、アゴで使われてましたよォ」

「フーン」

「僕って女王様に使われ易いのかなァ」

「どーゆー意味だよッ」

　柴田の機嫌が悪くなりそうなので、江森は慌てた。

「浩司さん、こっちでジュースでも飲もう、それともビール？」

「……ビール」

　柴田を木陰のベンチに座らせると、「他の人と、ぜーったい親しく口をきかないで下さいね！」と言い置いてビールの調達に向かった。それを見て、佐々木が声を掛ける。

「おーい、江森っ、ビールならあるぞッ」

「あ、すいませーんッ」

　クーラーから出して渡すと、佐々木は「おい、あいつ、誰だ？」と尋ねた。

「柴田浩司センセってＪ医大の外科のセンセですよォ」

「ひょっとして、あの付き合いの悪い、綺麗で有名な奴？」

「そうです」

　江森は柴田が綺麗と言われたので嬉しそうな顔をした。

「それがなんで俺達のテニス大会なんか、見に来てるわけ？」

「僕が応援に来てくれって、頼んだから」

　ちょっと得意そうに言う。全員で顔を見合わせたあと、一人が恐る恐る、

「おい、お前の付き合ってるのって……あいつか？」と尋ねた。

「そーですよォ」

　ノホホンと江森が答える。

（エ、エッ、二十八のバージンがあれかッ）

（東洋英和・雙葉のお嬢がッ）

　全員、朝から飲んでいたビールが一気に廻った。

　江森は缶ビールを大きな左手にうまく二個持ち、「ごちそーさまッ」と能天気に言うと、柴田の元に走っていく。

「うう……俺、も、駄目だ」

「俺も」

　芝生に敷いたビニールの上に全員が横たわった。






　そのうち試合の時間になり、江森はコートサイドの芝生に柴田を連れて行った。佐々木達が使っているビニールを一枚、強奪すると座らせる。

「ここで見ていて下さいね」

（え？）

　柴田は訳が分からない。

（だって、手ェ動かねーのに）

　しかしコートに立った江森を見て、柴田は目をむいた。左手にラケットを握っている。

（え？　ひょっとして……サウスポー？）

　たしかにフォアの時は左手一本で打ち、バックハンドではシーネ固定した右手をグリップの付け根に添えて、器用にラケットを操っている。

（俺……だまされてたわけ？）

　むらむらと怒りが沸き上がったが、試合が始まり、それなりに江森が活躍するのを見て次第に機嫌が直って来た。

　大きいが敏捷に動く身体は、筋肉の躍動が服の上からも分かる。ピンチにも明るく笑ってパートナーに励ましの声をかける優しさに、見ていると柴田は胸が熱くなってきた。

（あいつ、かっこいいんだ）

　時折、こちらを見てブンブン手を振るので、恥ずかしくはあったが、おずおず手を上げてみる。

　するとまたニッコリしてラケットを振り、ガッツポーズをして見せる。

（まったく、もう、ガキみてー）

　ほのぼのとしたものが胸に沸き上がってくる。うっとりと膝に顎を乗せて、江森に見入った。そうは言っても、『あとで、とっちめてやるッ』とは、思っていたが。

　しばらく熱心に試合の経過を追っていると、

（なんか、くたびれるな）

　ボールの行き来に加えて、江森の動きにも眼を走らせているのだから当然だ。

　そのうち、『江森だけ見てりゃーいーんだ』と思い当たった。

（別に、女のスコートがひらひらするの、見たい訳じゃなし。江森のカッコいいとこさえ見れればいいんだ） 

　首を動かすのを止めてからは楽になった。

　隣に座っている佐々木達は試合も見なくてはならないし、時々は柴田にも目をやるのでヘッドバンキング状態だ。

「ヘビメタより疲れる……」

「アルコールも良く廻る……」

　全員、頭を押さえながら呻いた。






　コートは二面で並んでいるので、江森だけを注目していると自然に遠くのコートも目に入ってくる。

　隣のコートでは男子シングルスの準決勝をしている。年かさの方の男がラリー中に突然倒れた。

（あれ？）

　柴田が首を伸ばして見ていると「誰だッ、蹴ったのはッ」と叫んだ。

（アリャリャ、切ったな、こりゃ）

　柴田は立ち上がって、コートへ走った。二、三人が心配そうに取り囲んだのを、押し退けて前に出る。

「誰だよ、あんた？」

　一人が言うのを睨みつけて黙らせた。素早くテニスシューズとソックスを脱がせ、「俯せになって」と命じる。自然な口調に思わず男は、「ハイ」と大人しく俯せた。ふくらはぎを手で摘む。いくら摘んでもつま先はピクリとも動かない。

「トンプソンテスト、陽性。完全断裂だな、こりゃ」

　立ち上がると「江森ッ」と大声で呼んだ。混合ダブルスの方も、隣のコートのアクシデントに気付き一時中断していたので、柴田の声を聞き付けてすぐ江森がとんできた。

「シーネ、よこせ」

「は？」

「右手のシーネ、こっちへくれ」

　江森がつけていたシーネを男の患側の足背に当て、つま先立った状態で包帯を巻き固定する。そして「アイスノンで冷しながらすぐ病院へ行って。アキレス腱断裂です」と言った。

「えーッ」

　三、四人の男達が、怪我人を抱えた。

「早ければ早いほど、腱の収縮が少ないから、切開創が小さくて済みますよ」

　専門用語が飛び出したので殆どの人が首を傾げたが、とにかく「早い方がいい」という部分だけは分かった。

　すぐタクシーが呼ばれ、怪我人を乗せ走り去った後、ダブルスの試合は再開された。

「浩司さん、また応援してね！」

　江森は自由になった右手をひらひら振ると、コートへ走って行った。

　柴田が元の場所に戻ると、周りの雰囲気が違う。

（なっ、なんだよッ）

　じろじろ眺め廻され、柴田はむっとしてビールをあおった。

　江森の仲間達はなんだか顔が綺麗なだけでこいつオカマかよと思っていたのだが、さすがに専門家という所をみせつけられ、ひどく感心していた。

「なんか、カッコ良かったよな」

「ウン」

　ひそひそと全員で囁き合った。






　結局、攻撃的な藤谷に忍耐強く拾いまくる江森といった絶妙のペアは、あと一歩の所で準優勝に留まった。しかしトータルの成績で今年も江森の所属する営業所がカップを獲得した。

　江森は頬を上気させて帰って来ると、能天気に「優勝のペアはインターハイクラスですもん、やっぱ、歯が立たないや」などと言っている。

　柴田は江森を思いッきり睨みつけた。

「お前ッ！　俺に謝ることないかッ」

「エ、エエッ？」

　ねぎらいの言葉を期待していた江森は仰天した。

「どッ、どーしたんですッ？」

「バックレるんじゃねーッ、その手だよッ、手ッ」

「ア……」

「アじゃねーッ、お前ッ、左利きだったんじゃねーかッ、よくも今まで騙してたなーッ」

　周りに人がいることも無視して、思わず怒鳴りつけた。この一週間、ずーっと心配していたのだ。一時的なものと頭では理解していたが……。

「俺ッ、もし俺の右手が動かなくなったらって、思ってッ、どんなにお前が不自由してるかって、すごく心配してたッ」

　外科医の右手が使えなかったら大変なことになるのだ。江森は今、柴田がどれ程心配していたか実感した。

「ごめん、浩司さん、僕が悪かった」

「ドコがドウ、悪かったんだよッ、言ってみろよッ」

　江森はしゅんとして目を伏せた。

「すみません。だますつもりはなかった。浩司さんが利き腕が動かないッて勘違いしてる間は、一緒にいられると思って。どーしても、本当のことが言えなかったんです！」

　柴田は呆れ果てたというように天を仰いだ。

「それにッ、包帯取り替えたり、色々してくれて……」

「当たり前だろッ、利き腕が使えねーともってたんだからッ」

「浩司さんから僕に触ってくれるからつい、嬉しくて、僕、ずーッと動かなくてもいいと思った……」

「バカか、おめーわッ」

「手の一本くらい、いらないッて、浩司さんのそばにいられるなら……」

　柴田はそこまで言うかと思ったが、満更悪い気はしない。それにそもそもの原因は自分にあったのだ。溜息をつくと、江森に背を向けてボソッと言った。

「もーいーよ。どっちにしろ、まだ麻痺してんだもの。左だって右だって、困るよな。俺のせいだもんな」

「違いますよッ、僕が勝手に腕枕したんだから。それにそのせいで、色々、いいこともあったんだから」

　江森はネクラになりかけた柴田をあわてて抱き寄せ、優しく髪を撫でた。

「なんだよ？　いいことって」

「ほら、上に乗ってくれたでしょ？　それから、見てるとこで自分でやって……」

「もういいって！　馬鹿ッ」

　何事も明るい面を見るというのは江森の才能だった。

「も、終わったんだろ？　帰ろーぜ」

　柴田は大人しく江森の胸に頭を預けた。騙されていたことは腹立たしかったが、利き腕じゃなかったことが分かって、ちょっと安心もしたのだった。

　一部始終を見ていた佐々木達は、あまりの展開に呆然自失である。怒っている時の柴田は、頬は上気して一段と色っぽく見え、機嫌をとるためには膝まづいて足を嘗めてもいいと思わせるような所があった。

「江森って、女王様タイプに弱いのかー」

　佐々木が感心したように言う。

「でも、ほら、昔、学級委員とか綺麗で頭の良い女の子なんか、なってたろ？　怒られたりするの、妙に気持ち良かったりしなかったか？」

「あった、あった！」

　全員、過去に同じ経験があった。

　腕を絡めながら帰って行く二人の後ろ姿に、一人が「考えてみりゃー、医者って三高だもん、けっこー江森も玉の輿ってわけじゃない？」と言った。顔の綺麗なのに加えて、先程の応急処置をしていた時の柴田のなかなか颯爽とした活躍ぶりは印象に深い。男としてもポイントは高かった。

　それに金持ちとくれば……。

「うーん、言えてる」

　もう一人がぽつりと言った。

「玉の輿っつーより……あの腰なら乗ってもいいって感じだよな」

　皆、振り向いてそのケがあるのかとそいつの顔を覗きこんだが、確かにその言葉に頷く自分を、全員が否定できなかった。






　その夜、柴田がいつものように翌日にある手術の下調べを終え、ベッドルームに入ると、江森がベッドの中で自分の携帯電話で連絡を交わしていた。柴田と目が合うと「あ、はい、良かったですね、では」と切り上げる。

「いーよ、も少し、何か用があるんだろ？」

「いえ、ほら、アキレス腱の……」

「あ、昼の」

「あの人、川崎の営業所長さんなんです。手術、終わったそうですよ。浩司さんの応急処置が良くって傷も小さくて済んだんですって。すごく、感謝してるって伝えて下さいって」

　柴田はフンと鼻をならしてベッドに入る。

「別に俺がその場で手術、したわけじゃなし。感謝されるよーなことはしてねーよ」

　江森はマジマジと柴田の顔を見てしまった。

「浩司さんって、あんましえばらないんだね？」

「？　んなこと、ないぜ。俺、お前に、えばってっぞ」

　ちょっと違うと思った。

「うーん、えばるじゃなくて、それは我がままってゆーんじゃないの？」

「どっちでもいいだろッ、とにかく俺は何もしてないんだから」

　本気でそう思っているとみえ、柴田は頬を膨らませて抗議する。

（なんか、トロイんだよねー、この人って……でも、そういうとこも好きなんだ）

　両手を肩にかけ、引き寄せた。

「あれ？」

　柴田が肩に置かれた手を見る。

「お前、右手、動くようになったのか？」

「ええ、シーネ、取ったら分かったんですけど。まだちょっと、痺れた感じが残ってるけど、ほら」

　少しぎこちなく指を動かして見せると、柴田は嬉しそうにニッコリ笑った。それが本当に子供のような無邪気な笑顔だったので、江森は胸が苦しくなる程いとおしさを感じて、ぎゅっと抱き締めた。

「浩司さん、嬉しいけど、ちょっと悲しい」

「なんでだよッ」

「だって、もう毎日は会えない」

「ンなこと、ないよッ」

　柴田はキッと上目使いに睨む。

「毎日会えるッ、いつだってッ」

「ホント？」

「そうだよッ、いつだってッ、会いたいときに会えるよ！」

「そーだね、浩司さん、恋人同士だもんね」

　江森は深く口付けた。柴田は江森の首に手を廻し、口付けに応えながら自分の上に引き寄せる。じっと見詰めると、ふと「俺って、トロイかな」と呟く。

「ええっ？」

　その通りッ、とは言えなかった。

「だってサ、考えて見たらサ……」

　柴田は顔を少し赤らめて「お前、左手……いつも上手かったもんな……なんで気づかなかったんだろう、左利きって」と言う。江森はプッと吹き出してしまった。

「僕、実は両手利きなんですよォ、右手も上手いよ？　そーだ、今夜は両手で前と後ろ、同時ってのはどう？」

「や、やだッ」

　柴田が脅えた顔を見せたので、江森はくすくす笑って優しく胸に抱き込んだ。

「大丈夫、今日はいじめないから」

「ホントだな？　約束しろッ」

「はいはい」

　でも柴田のパジャマを脱がせながら、時々はいじめようと思っていた。

（意外とよかったって言ってたもんな）

　柴田の奥深く到達し、お互いの想いを吐き出したあと、江森は胸の中で眠っている柴田の髪を撫でながら考えた。

（考えてみたら、右手どころじゃないよな。僕、頭のてっぺんから足の先まで、シビレてるもんね、浩司さんに)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END
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　　　　　　　　　　１



　ブルブルと背広の内ポケットから、振動が伝わる。ベルから振動に呼び出しを切り替えておいたのだ。

「申し訳ありません、失礼します」

　江森五月は目の前で話し続ける、小西という太った産婦人科の講師に深々と礼をする。

「緊急連絡です、すぐ戻ります」

　医局の外へ出ると、周りの目もかまわず、猛烈なダッシュで非常階段へ出た。

「浩司さん？」

　スイッチをオンにすると、大声で応える。

「……五月」

　この携帯電話は、世界中で一番愛する人専用なのだ。それが今、電話の向こう側にいる……江森は胸が熱くなる。

「浩司さん、なに？」

　忙しい柴田は自分からデートの約束をこの携帯に入れてくるが、そうしょっちゅうという訳にはいかない。江森はいつも、携帯が鳴るのを心待ちにしていた。

「……あの……な」

　照れ屋で口下手な柴田は、自分から誘うのは苦手なので、電話をかけてきても、要領を得ないことがある。

「浩司さん、今日、暇なの？」

　そのため、かけてくるのは柴田からなのだが、いつも江森が段取りを決めていた。

「ん……けど……」

　が、今日はいつもにも増して、柴田の様子が変だ。

「けど……俺」

　何か迷っているようだ。

「どしたの？　浩司さん？　忙しいの？　無理、しないでよ？」

「違う」

「じゃあ、一緒にゴハン、食べよ？」

「ん」

　なんとなくはっきりしなかったが、とりあえず会う時間を決めると、はやる心を抑え、再び産婦人科の医局に戻る。

「失礼、お待たせいたしました！」

　明るく言うと、営業用の顔になって、新薬の宣伝に努めた。





　いつものように、地下の駐車場で柴田を拾うと、今夜はインド料理の店に連れて行った。日替わりランチセットや食べ放題もある気取らない店だが、内装はなかなかシックだ。美しい木目の壁には、神話をモチーフにした細密画が幾つもかけられ、シタールの曲がＢＧＭに流れている。

　所々に踊るシヴァ神や、黒檀の彫物の象、美しく彩色を施された細長い首の壷なども、飾られていた。

　給仕は日本人のバイトだが、頭に黄色いターバンを巻き、白いスタンドネックの上着に赤いサッシュを締めている。フロアの片隅に、タンドールと呼ばれる石の釜があり、インド人の料理人がチキンやシシカバブなどを焼いていた。

「浩司さん、ここでいいよね？」

「ん」

　柴田はあまり食べるという行為を楽しんだことがなく、江森が気を配っていないと途中で厭きてやめてしまう。好き嫌いはないので、その点はいいのだが、いつも江森は苦労して食べさせていた。ほとんど離乳食を与える母親の心境である。

「これなら、少しずつ盛り合わせになってるから、浩司さん、食べられるでしょ？」

　江森は大皿にインド風のパンとサフランライス、カレー、シシカバブが少量ずつ盛り合わせになっているセットを頼んでやった。カレーには彩りに赤いマンゴーチャツネが添えてあり、サフランライスは干しぶどうと細かく刻んだニンジンが混ざって、きちんと型で抜いてある。ここに旗が立っていたら、お子様ランチだ。

「かわいーな」

　柴田は運ばれて来た大皿を、面白そうに見ている。

　石釜で焼かれた、平たいインド風パンを、小さくちぎって口に運んだ。

「それはネ、ナンっていって、ここのはナッツのペーストが入ってて、特においしいんですヨ」

「ほんとだ、甘くてうまい」

　柴田はニッコリする。

（か・かわいい！）

　柴田にはお子様ランチが似合うと、江森は思った。

　ふと、気づいて「浩司さん、ビールかなんか、頼む？」

と聞いてみる。すると柴田は急に視線をそらし、「いい、きょうは」と答えた。

（どうしたんだろ）

　柴田は酒飲みではないが、食事の時はいつも少量のアルコールを好む。細い食をそれで補っているようだった。

　そのあと柴田は寡黙になり、江森が話しかけると答えはするが、心ここにあらずといった風だ。

（やっぱ、変だ……どうしたんだろ）

　なんだか、以前のようなご飯を一緒に食べるだけの関係に逆戻りしたようで、江森は焦った。

　ベッドの中で江森に抱かれる柴田は素直で柔順だ。その時だけは、身も心も自分のものだと実感出来るのだが、一端ベッドを出るとひどく無愛想になる。網でやっと捕まえた綺麗なチョウチョがまたふわりと逃れてしまったようで、いつも江森は不安で一杯だ。なんとか他愛ない話題をつないで、その後の時間を過ごした。





　食事が終わると、江森はマンションへと車を走らせる。いつものようにマンションの来客用のスペースにミラージュを停め、エンジンキーを抜くが、柴田は俯いて助手席に座ったままだ。

「どしたの、浩司さん？　車に酔ったの？」

　そりゃ、早くヤリたい一心で、少しとばしはしたが、乱暴な運転はしなかったつもりだ。心配になって、江森は助手席へと身体を屈め、柴田の表情を探る。柴田は俯いたまま「あの……な」と言った。

「なに？　浩司さん？」

「……俺、きょう……オンコールなんだ」

「オンコール？」

「ん」

　柴田はジャケットの前を開けると、ズボンのベルトに通したポケットベルを見せる。

「呼ばれたら、行かなきゃなんない」

　真っ赤な顔になり、声を絞り出す。が、江森には今ひとつ、伝わらない。

「どしたの、それが？」

「だから……」

　囁くような小さな声になった。

「……できない」

「は？」

「……きょうは出来ない」

「ああ！」

　少ない言葉と、今までの柴田の不可思議な言動をつなげて、なんとか分かった。要するに、当直ではないが待機中というわけで、病院から呼び出される可能性が高いということなのだった。

（それでさっき）

　アルコールも飲まなかったのだ。

　江森はプッと吹き出す。

「ヤダナー、浩司さん、エッチしなくったって、僕、平気だよォ」

　クスクス笑って、そっと顎に手をかけ、自分の方へ向かせる。

「お茶だけで帰るからサ、部屋、行こう？　ね？　安心してよ」

「ん」

　柴田はパッと明るい顔になる。

（この人ったら）

　ずっとそんなことで、悩んでいたのか……愛しさがこみあげ、そっと唇を押し付け、すぐ離れる。柴田はちょっと困った顔になった。

「だいじょぶ、浩司さん、これ以上しないよ」





　部屋に入ると江森は、もう勝手知ったるという様子で、キッチンへ行ってコーヒーを用意する。ソファに座っている柴田の所へ、カップを持っていってやった。

　まだ困った顔をしているので、気持ちをほぐしてやろうと「オンコールって、どういうの？」と話しかけた。

「ん……ホントは俺なんかより、上のセンセイがいつもはやるんだけど、ちょうど学会出張で、人がいなくてサ。大月先生もちょうど、研究会があってサ」

　柴田は両手でカップを持ち、フーフー吹きながら飲む。

「きょうの当直が研修２年目で……もしも重症が入った時、一人じゃ無理だってんで……俺レがポケベル、持たされたんだ。俺のが１年しか上じゃないけど、いないよりましって」

「そうなんだ、大変なんだね」

　当直があるというのは知っていたが、当直以外のデューティがあるなんて。

「何もなきゃ、呼ばれねーから、どってことねーよ」

「でも、お酒も飲めないし、落ち着けないよね」

　何げなく言った途端、柴田はカップをロウテーブルに置いた。また俯いて、暗い声を出す。

「ごめんな……やっぱ、きょう会わなきゃ良かったな」

「ええッ」

　江森はとんでもないことを言い出したので、驚いて大声を出した。

「なんでさ、浩司さん！」

「だって……つまんねーだろ、お前……俺が……」

「違うよォッ！」

　叫ぶと、江森はそばへ行ってギュッと手を握る。

「僕、嬉しーよ、浩司さんが誘ってくれて」

　柴田の顔を覗き込んだ。

「そりゃ、エッチもしたいけど、それだけじゃないんだよ？　僕、浩司さんのソバに、一秒でも長く、いたいんだよ」

「……五月」

　柴田は胸が詰まった。こんなことを言ってくれるヒトは、今までの柴田の人生にはいなかった。母親が家を出てから、通いで柴田の世話をしてくれた人はいた。が、仕事でしていただけで、いつも時間になれば、イソイソと自分の家庭に帰っていった。想い続けていた親友の相沢でさえ、薫を愛するようになってからは、柴田と共有する時間を削るようになっていた……当たり前のことではあったが。

「……五月」

　柴田は瞼を閉じ、自分から唇を求める。江森はソッと唇を重ねた。軽いキスのつもりが、いつのまにか舌を絡み合わせる、濃厚なものになってしまう。

「アッ……んんっ」

　柴田の喘ぎで、江森は我に返り、身体を急いで離した。

「ゴメン、浩司さん、ンなつもりじゃなかった」

　高ぶり始めた柴田の背中を、あやすように摩る。

「これ以上、しないから」

　柴田は真っ赤になって俯くと、ソファの端へ移動する。掠れた声で「こ……これじゃ、俺が誘ったみてー」と呟いた。

「お前……ホントに俺で……いいのか？」

「ええっ、浩司さん、それどーゆー意味？」

　またしてもとんでもない発言に、江森はあっけにとられてしまった。

「だって……もともと、お前はオンナが、良かったんじゃねーか。オンナとだったら……サ……オンナの方が、忙しいってこと、ねーもの」

　ギュッと両手を握り、膝の間に挟む。

「こんな風にさ……お預け、食うってこと、ねーよな」

「ンなコトないよッ」

　江森は度肝を抜かれてしまう。ネクラで難しいヒトとは思っていたが、こんなことで自分を責めるなんて。急いでソバへ行くと、ソッと肩に手をかける。

「オトコとか、オンナとかじゃなくて、お医者さんって仕事が忙しいんだもの、しょうがないよ？　浩司さんが女医さんだったら、やっぱこうだよ」

　手に力を込めた。

「それにサー、最近のオンナのヒトって、バリバリだったりするから、オトコより忙しいヒトなんて、一杯いるよ？　仕事にもよるしサ」

「……だな」

　柴田の声が少し明るくなったので、江森はホッとした。そして、フト、思いついてクスクス笑ってしまう。

　柴田は女と付き合ったことがないから、知らないのだが、女の子には色々サイクルがあって、お預けを食うことなんか、しょっちゅうだった。

（なーんにも知らないんだナ、浩司さんて、お医者さんのクセに）

　ここぞという時、もうトランクスに手をかけた所で「今日はダメの日」と言われ、惨めに帰った時もあった。その時のことを思い出し、江森は大声で笑い出してしまった。

「なっ、なんだよッ」

　柴田は自分が笑われたのかと、キッと睨む。

「あ、なんでもないですッ」

　女の子と付き合っていた時のことを思い出したなんていったら、なおさら傷つくに決まっているので、江森は急いでブンブンと首を振って見せた。

「それより、も一杯、コーヒー飲む？」

　キッチンへいって、お湯を沸かしていると、ピーピーという呼び出し音が鳴った。

「あ！」

　ズボンのベルトにとりつけてあるポケベルを触ったが、自分のものではない。

「浩司さん？」

「ん」

　柴田はすぐソファから立ち上がる。もう、今までのような頼りなげで繊細な表情は消え、いつものプロフェッショナルな医者の顔に戻っていた。

　江森の好きなきりっとした顔なのだが、こうなるともう自分の恋人ではなくなってしまったようで、ちょっとがっかりして電話をしている横顔を見詰めた。

「ん、わかった、すぐ行く」

　二言、三言、話すとすぐ受話器を置く。脱いだジャケットを手に持つと、江森のそばにやって来て「行く」と言った。

「浩司さん、僕、車で送るよ」

「ありがとう」





　Ｊ医大につくと、急患用の入り口の所で、赤い光がくるくると回り、大勢の人声がする。車寄せには救急車が二台、停まっていた。パトカーも何台か来ている。

「交通事故なんだ」

　柴田の説明に、江森は「だいじょぶかな？」と心配そうな声になる。

　柴田と初めて心が通じ合った夜を思い出す。

　あの時も男の子が事故にあって、江森は夢中で病院まで抱えて走ったのだ。幸い、手術はうまくいったが……。

「みんな、だいじょぶだといいね」

　柴田はその声に江森を振り返る。

「お前……やさしーんだな」

　江森は手前にミラージュを停めると、シートベルトを外そうとバックルにかけた柴田の手に、自分の手を重ねた。

「え？」

　見上げる柴田の顔に、自分の顔を寄せ、額に軽く口づける。

「浩司さん、僕、浩司さんの部屋で待ってていい？」と尋ねた。

「え」

　柴田は驚いて、江森の顔を見詰める。

「でも……俺、帰れねーかもしんねー」

「帰れるかもしれないでしょ？」

「そりゃそうだけど」

　戸惑いながら、尋ねる。

「ホントにいいのか？」

「ちょっとでも浩司さんと一緒にいたいんだよ、僕」

　柴田はパッと嬉しそうな表情になった。キーケースをポケットから出すと、放る。

「俺、行ってくる！」

　明るい声を出し、車を離れた。

「浩司さん、仕事、頑張ってね」
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　救急車で運び込まれたのは、交通事故の患者だった。渋滞の所、ワンボックスカーにトラックが追突した。五台の玉突き事故で、七人が重傷を負い、救急外来は外科から整形外科、脳外科まで駆り出され、戦場のような騒ぎだ。

　柴田の所属している消化器専門の第２外科の当直医は、後期研修２年目の青山という医師だった。ワンボックスカーのリヤシートに乗っていて、後部ドアとシートに腹部を挟まれ、レスキュー隊がドアをバーナーで切断し、やっと引きずり出したという五十代の男性患者を割り当てられていた。

　血圧は低いが、意識ははっきりとしており、手足も麻痺はない。柴田はすぐにオペ着に着替えると、ＣＴ室に患者を運ぶ。ＣＴでは、腹部臓器の損傷はなく、Ｘ線検査で、骨盤骨折が判明した。骨折のみなら、整形外科の範疇だ。

「うちじゃありませんね」

　青山が整形外科を呼ぶよう、看護師に指示するので、柴田は「待て」と引き留めた。

「尿潜血にょうせんけつは」

「マイナスです」

　テステープという検査で、既に調べてあった。腎臓に損傷があれば、血尿が見られる。そのことを言っているのかと、青山は憮然として答える。

（それくらい、研修医じゃないんだから）

「もう一度、調べよう」

　定量用のテステープを持って来させる。精度が高く、微量の血液でも反応するのだ。

　膀胱から直接カテーテルで採尿し、テープを浸してみると、わずかに反応がある。

「ウログラフィンを用意してくれ」

　柴田は救急外来の看護婦に指示を出す。意図が分からず、戸惑っている青山を促し、患者を乗せたストレッチャーをＴＶレントゲン室へと運んだ。

「なに、するんです、柴田先生」

「いいから」

　皮内テストを済ませると、柴田は患者の点滴にウログラフィンを注入した。

　ウログラフィンとは、血液に乗って腎臓へ運ばれ、そこから尿へと排泄される腎臓用の造影剤である。腎臓の機能とともに、形態も良く分かるので、日常行われる検査だ。

（腎臓には異常ないって、さっきのＣＴで分かってるのに）

　青山は不満げに柴田を見守った。が、柴田は患者のストレッチャーを移動させ、ＴＶモニターに下腹部が移るよう、セットする。モニタールームで時間を測りながら、時々放射線をオンにして、患者の体内を透視した。

　やがて、先程射った鎮痛剤の効果が薄れて来たのか、患者が痛みを訴え始めた。が、柴田はモニターを凝視したままだ。

　三分、五分と時間が経ち、青山が焦れて、「柴田先生、早く処置をした方が」と声をかけた時、柴田が「見ろ」とモニターを指さす。

　モニターには患者の骨盤腔こつばんくうが映っている。

　腎臓からは、尿管という直径１㎝程のくだが、膀胱へと繋がっている。腎臓で作られた尿は、このくだを通って膀胱へと運ばれ、溜まるのだ。

　先程注入した造影剤が、腎臓から尿管へと達したため、左右二本の尿管がＸ線の作用でモニター上に見えていた。

「え？」

「右だ」

と柴田が言う。青山が目を凝らすと、右の尿管から僅かにモヤモヤとした液が滲み出ているようだ。

「尿管損傷だ、泌尿器科に連絡しよう」

「え……」

　青山は驚いてモニターを見詰めた。

「尿管損傷は、あまり外傷ではおこらないんだがな」

　尿管から尿が漏れているのに気づかなかったら、大変なことになる所だったのだ。青山は感心して柴田を振り返ったが、もう柴田の姿はなかった。

「え？」

　撮影室を覗き込む。既に患者のそばへ行って、「大丈夫ですよ」と声をかけていた。

「すみません、先生」

　自分も焦ってそばへ行き、ストレッチャーを押している柴田に手を貸した。

（すごいな、この人は……噂どおりだ）

　が、柴田は「良かったな、早く分かって」とまるで青山の手柄のように、肩を叩く。

（変わってるのも噂どおりだ）

　尿管は後腹膜腔といって背中に近い場所にある。が、傷ついた箇所を縫うにはやはり腹部にメスを入れねばならない。泌尿器科の当直医は一人だったので、柴田が第２執刀医として手術に入った。そのあと、整形外科の医師が骨盤骨折の整復と固定を行い、それも手伝ったので、終了したのは深夜の三時だった。青山の方も、別の患者の手術を手伝うことになって、二人とも働きづめである。

　副医局長の大月が、連絡を受けて手術部に姿を現した。

「ご苦労だったな」

　二人をねぎらう。

　別の手術室では、頭蓋骨骨折と脳挫傷の手術がまだ続いている。が、どうやら命は助かりそうだった。

「ひどい事故だったようだな」

　大月は疲れた顔の二人を気遣い、「後は俺がやる」と声をかけた。

「もう、帰っていいぞ、柴田」

　柴田のオンコールは解除になった。





　マンションに戻ると、部屋にはこうこうと明かりがついており、たたきには見慣れた江森の靴があった。

「あ」

　待っててくれたんだと嬉しさが渦のように込み上げ、柴田は小走りにリビングへ向かった。

　ソファベッドで、でかい身体を窮屈そうに丸め、江森が眠っている。クッションを抱き締めて、なにやらムニャムニャ寝言を言っているので、柴田は吹き出しそうになる。

（なんか、ガキみてー）

　スーツの上着は脱いでいたが、ネクタイは締めたままで、シャツもズボンもしわしわになっていることに気づいた。

（ここにいっとき用に、着替えとか、用意してやった方がいいかな）

　考えながら、じっと見ていると、江森がうっすらと眼を開けた。

「浩司さん！」

　江森の手が伸ばされ、柴田の腕を掴む。グイと引き寄せられ、柴田はソファに寝ている江森の胸の中に倒れ込んだ。

「バカッ、なに、すんだよッ」

　もがく柴田を江森はギュッと抱き締める。そして、「あー、本物だー」と言った。

「え？」

「僕、夢、見てたヨ、浩司さんの……浩司さん、僕が抱くと、イヤがって逃げよーとするんだよ」

　江森の声がちょっと悲しそうなので、柴田はなんだか悪いことをしたような気になってしまう。自分から抱きついて、「逃げねーよ、俺」と言った。

　江森は柴田の髪に顔を埋めると、犬コロのようにクンクン匂いを嗅ぐ。

「いい匂い……浩司さんの匂いだ」

　ホッと溜め息をついた。

「浩司さんの匂いってサ、コロンと、消毒薬と、石鹸の匂いが交じってるネ」

　手術室から直行して来たのだから、それは当然なのだが、

「へ、へんな匂いか？」

　柴田は焦って尋ねる。女の子は香水と化粧品との甘い香りだ。それに比べれば、色気のないこと、この上ない。

「ううん、浩司さんらしい、清潔な匂いだよ」

　至近距離でこの香りを嗅ぐと、反射的にムラムラするようになっている江森であるが、グッと堪え、優しく髪を撫で始める。

「浩司さん、疲れたでしょ、寝てよ」と言った。

「え？」

　柴田が胸の中から見上げると、江森はニッコリした。

「ごめんね、僕だけ寝ちゃって。起きてようと思ったんだけど」

　柴田の身体をソッと抱え直すと、手足を伸ばせるよう、楽にしてやる。

「浩司さん、ずっと仕事、してたんでしょ？　ちょっとでも寝た方がいいよ」

「え……でも」

　抱き寄せられた時、セックスをするのかと身構えたことは事実だった。もう身体は綿のように疲れていて、セックスはイヤという訳ではなかったが、江森との行為は時にハード過ぎると感じることもあった。これから荒々しく貫かれることを覚悟してはいたが、脅えが顔に出たのかと、じっと江森の表情を探る。

　が、江森は微笑みながら、「いいから、寝てよ」と背中を摩り続ける。

「ん」

　あやされるように全身を揺すられ、身体の力が抜けて行く。胸に顔を乗せ、眼を瞑った。

　ウトウトする柴田を抱き締め、江森は思っていた。

（今じゃなくたって、いいんだ。浩司さんが欲しいっていった時ならいつでも出来るんだから）

　小さな寝息を立て始めた柴田を、ぐいと引き寄せる。

（僕のアソコはいつでも待機中オンコールだもんナ）


　　　　　　　　　　　　　END


  
Morning after 2




　仕事に追われる恋人たちにとっては深夜から朝までのほんの数時間も抱き合ってぬくもりを交換する貴重な時間だ。たとえそこが狭いソファでも。









　窮屈なソファで江森は胸の中の柴田を見下ろし、うとうとしながら考えていた。

（浩司さんが女の子なら、すぐさま結婚を申し込むのになあ……）

　まだ若い江森は、ガールフレンドとつきあい始めてすぐにそんなことを考えたことはなかった。それでも常に別れることを前提にしていたわけではない。長いスパンと言っても数ヶ月・数年の単位でしか考えられなかっただけだ。江森の年齢では当然と言える。

（来年のクリスマス、とか、バレンタイン、ぐらいまでは考えたけど……）

　十年先・二十年先まで、もしくはこれから先、一生傍にいたい。今はそう心の底から感じている。

（浩司さんもそう思ってくれてるといいなあ）

　江森は思いながら瞼を閉じた。

　次に目を開けると、やっぱり柴田は腕の中にいて、江森は胸が熱くなってきた。

（いいなあ、毎朝、こうやって起きれると……）

　それでも柴田を起こさないようにそっと顔を巡らせ、ダッシュボードの置き時計を確認するとそろそろ６時、いつもの起床時間だ。

（うわー、起こすの、可哀相だけど……でも浩司さんが仕事に遅れたら大変だ）

　肩に手を置いて、優しく揺する。「浩司さん、起きてよ」と耳元で囁いた。

「んん……」

　柴田は両の拳で瞼をぐいぐいと擦る。なんとか目を開けた。

「うわっ」

　驚く柴田に江森はいささかあきれ顔になる。

「あのさあ、もういい加減、起きて僕の顔見て驚くの、やめてくれないかなあ？　恋人同士なんだからさあ」

「う……わかってるけど……」

　母親が家を出ていってこの方、朝起きて誰かが傍にいるという状況はなかったのだから無理もないのだが、そこまで説明できる柴田でもない。口の中でごめんとか今度から気をつけるとか何とか呟きながら、江森の胸から這い出る。

　くしゃくしゃの服に気づき、「シャワー、浴びるか？」と尋ねた。

「うん、浩司さんのあとでいいよ」

　熱いシャワーを浴びると、すっかり疲れが取れ、江森は晴れ晴れとして洗面所で髪を整えた。持ち歩いているシェーバーを手に鏡に向かっていると、ふとあることに思い至る。

（そっか、やっぱ借りたほうがいいかな……）

　忙しい外回りのＭＲなのだから、別に同じでも気づかれないとは思う。

（というか、気づかれる、かな、この場合）

　鏡に向かって突っ込みを入れる。たとえそれで何か言われても気にしなければいいのだとも思う。今までだったら、の話だ。

（でももし浩司さんに迷惑かかったら……いや、迷惑はかかんないと思うけど）

　それでも心を決めるとシェーバーを止め、リビングへと戻った。

　リビングでは柴田がすでに着替えをすませ、ＰＣでメールチェックをしているところだった。江森を振り返りもせずに「じゃあ行こうか」と言う。

（うわ、気が早いんだよなあ、浩司さんは。てか、気が短いというか……）

「待ってよ、浩司さん、ちょっとお願いがあるんだけど……」

「なんだ？」

　柴田はやっと振り向き、まだ江森がジャケットを着ていないのに気づいた。

　さすがにＹシャツは昨日から着た切り雀なのでよれよれである。

「どしたんだ？　あ、シャツ、しわくちゃだな。俺の、借りる？　なんとか着られるとは思うけど。こないだ貸したときも入ったし」

　江森はううんと首を振った。

「僕たちＭＲは結構忙しいから、会社に予備が置いてあるんだ。会社で着替えるから大丈夫」

「じゃあ、行こうか」

「じゃなくて、浩司さん、あのねえ、タイを１本、貸してくれないかなあ？」

「タイ？　いいよ、それなら俺のでも大丈夫だもんな」

　寝室へ戻り、適当な色合いのものを１本手に戻った柴田は、ふと聞いてみた。

「なんでだ？」

　そこで黙っていれば良かったのだが、根が正直な江森はへらへらとしゃべってしまった。

「やっぱ、お泊まりってばれるとまずいかなって」

「お泊まり？」

　それぐらいは解るが、ネクタイと結びつかず、柴田は「だからなんでだ？」と重ねて聞いてしまう。柴田に訊かれると答えないわけにはいかず、江森は詳しく説明を始めた。

「あのねえ、女の子なんかはお泊まりした次の日はすっごく気を遣うんですよ。着ているものが同じだったりしたら、すぐお泊まりってばれちゃうじゃないですかあ。お泊まりするって最初から解っていたら、ちゃんと着替えも用意しますけど、お持ち帰りなんかの場合はないから困るでしょ？　だからちょっとでも違うものを身につけたほうがいい……」

　はっと江森は口をつぐむ。目の前の柴田の表情がひどく冷たいのに気づいた。

（えっ、ひょっとして地雷原？）

　柴田はじろりと江森を睨む。

「それでネクタイか。馴れてんだよな、お前ってさ。だろーな、今までも女の子にネクタイとか借りたりしたんだな」

　暗い声に江森は「げーっ」と内心唸った。

（僕って、口から滅ぶかも……）

　柴田は見た目と性格との高低差が激しいと解っているが、時々すっぽりと頭から抜け落ちてしまう。付き合いだしてまだそれほど時間が経っていないこともあるが、なんといっても綺麗な顔を見ていると「俺はもてたことがない」などというネガティブ思考が信じられないのだ。さらに抱き合ってソファで一晩、いや、わずか数時間だが、それでも甘い時を過ごしたあととなれば、いきなりこんな事を言われる心の準備が出来ていないのも当然だ。

（冗談じゃないっ、こんなことで……）

　江森は全身全霊を込めて否定した。

「いやだなあ、こんなことすんの、初めてですってば！　だいたい女の子の家にネクタイとかないですって！　てか、コンビニで買いますって。浩司さんだから借りようと思ったんですってば！」

「そーいやそーだな」

　幸いなことに柴田は納得して寄せていた眉根を開く。

「……でもそうだよな。うん、そうだ。帰ってきたときもそう思ったし」

　なにやら柴田は呟く。

「え、なに、浩司さん？」

「なんでもない、じゃあ、行こうぜ」

　とりあえず窮地を切り抜けたと、江森はほっと胸をなで下ろした。

　しかしこの日の江森の窮地はこれだけではなかったのだった。






　会社の玄関を入り営業三課の自分のデスクに辿り着くまで、七人の女子社員に江森は声をかけられた。

「ちょっと変わったネクタイね、いつものと趣味が違う〜」

　から、

「自分で買ったんじゃないわよね、誰に選んでもらったの？」

「うん、意外といいじゃない？」

などなど。

　大胆にも一人の子は江森の胸ぐらを掴んでネクタイを確かめた。

「うわっ、エトロじゃない、高かったでしょう？」

「え、まあ、その、ネクタイですから、そんなに高くはありませんよ」

　否定しつつも江森は柴田からネクタイを借りたことを後悔した。

（女の子って、ほんと、鋭いよなあ……）

　これなら同じネクタイをしていたほうが目立たなかったに違いない。

（考えてみれば、浩司さんて、あんまり身の回りに気を配ってないのに、意外とおしゃれなんだよなあ……ファッション誌とかでチェックしてないはずなのに。なんでだろう？）

　着ているものが高級品なのは当たり前だが、実に趣味がいいと江森は思っていた。おおむねブリティッシュトラディショナルといった雰囲気で、江森が着たいようなジャンルではなかったが、柴田にはとてもよく似合った。

（けど、浩司さんはもっとカジュアルなのも似合うよ、絶対。そうだ、今度一緒にメンズ館にでも行こうっと）

　口元をほころばせながら江森は自分のデスクに鞄を置いた。そして携帯を取り出す。まずは柴田専用のもの、これはいつ何時でも応答できるよう、背広の内ポケットへ。

　会社からの支給品は特製のベルトで腰に。

　そして今や、二、三日に一回しかチェックしなくなった私用の携帯はそのまま鞄の奥へ。

　と、その時、点滅する光りに気づき、江森はカバーを開けた。

「うわ、いつの間に！」

　不在着信が十数件、しかも名前はすべて同じ……。

「葵ねえちゃん！」

　学資を出してもらった長姉の桐子には頭が上がらない江森であるが、この次姉とは歳が四つしか離れていないこともあり、子供のころから喧嘩相手だった。だが逆に喧嘩するほど仲がいいと言われるとおり、葵姉と江森は社会人になってからはお互いに悩みをうち明け合う相手となったものだ。というのはこの間までの話。

　さすがの江森も同性に恋したと自覚してからはいっさい葵とは連絡を取っていない。

　気が強い男勝りの女性で、何を言われるか想像がついていたし（「信じられない！　ホモですって？　お天道様が許してもあたしは許さないわよ！　腐女子じゃないし、たとえそうだとしても身内なんかまっぴら！」）、いったん電話して話し出したら最後、生命保険の外回りで鍛えた話術のうまさで隠し事など出来ない（「なんで最近、連絡してこないの？　なんか、変だわあ。誰か好きな人でも出来たんじゃない？　大学時代もそうだったものね。その声、絶対、嘘言ってるでしょう、五月、姉ちゃんは騙せないわよ」）と解っていたからだ。

（ど、どうしよう……でも、ここで無視したら……もっと厳しく追及されるかも）

　生命保険会社に勤めている葵は今、静岡支社にいるはずだった。少なくとも、携帯で話すくらいだったらなんとか対処できるかも知れないと江森は恐る恐るプッシュボタンに指を当てた。すると速攻で姉の声が帰ってきた。

『信じられない！　なによ、どこ行ってんの、月？　火星？　今どき宇宙ステーションだって話が出来るのよ！　お母さんに言いつけるわよ、五月が不良になったって！　あんた、大学時代みたいにまた女のとこ、渡り歩いてんじゃないでしょうね？　それとも誰かと縁切りしようとしてるとか？　それで電話にでないとか？』

（うわーっ、これだよ）

　立て続けにぽんぽん言われ、江森は首を縮める。

「葵姉ちゃん、変なこと、母さんには言わないでよ」

『あたりまえでしょ、裏を取ってから言うわよ。で、どういうわけなの？　姉ちゃんはねえ、あんたの寮に昨日行ったのよ』

（ゲーッ）

　もし亀だったら確実に甲良の中に首を引っ込めたに違いなかった。

（昨日は浩司さんとこに……）

　だがここで大学時代、女性経験がそこそこあったことがものを言う。こういった場合、即答が肝心なのだ。

「ごめん〜、泊まりになっちゃったんだ、接待してたら相手の先生が急に呼び出されて。僕、ほら、幹事でお酒飲んでなかったから、車で大学へ行って、終わるまで待って、家まで送ったりしてて、タクシーでもよかったんだけど、親しい先生だったし」

　ちょびっと真実を混ぜるのが手なのだ。

『あらそう』

　葵の声が急にトーンダウンしたことを確認し、江森は内心ほっとした。

『まあねえ、あんたたちMRがたいへんなのは解ってるわ』

　葵は静岡県内の病院を回って保険の契約を取り付けているのだった。医師たちの忙しさも、医局を訪問するMRたちの労働実態も承知だ。

「それより姉ちゃんはなんで？　今、どこ？」

『大手町よ。会社の研修会。ほんとは別の子が出る予定だったんだけど、急用で私におはちが回ってきたってわけ。だからあんたが暇なら、昨日の夜、久しぶりにご飯でも食べようと思ったのよ。全然電話に出ないから、じかに寮へ行ったら、管理人さんが帰ってないっていうし。帰ったら言付けてくれるっていうので待っててもなしのつぶてだし。ま、いいわ、事前に連絡しなかったからね、しょうがないわ』

　葵のいいところはさっぱりした性格だ、と江森は思った。

（昔付き合ってた子だったら、いろいろ愚痴をこぼされたろうなあ……姉ちゃんは男っぽくていいんだよね。浩司さんも男だからさっぱりしてるし、お互い忙しいって解ってるし。あれ？　僕ってひょっとして男が好きになる素質があったのかも？）

　などと首を傾げていると、途端に「なによ、この間の空きかたは」と耳元で葵の声が響いた。

『なに、気を散らしてるのよ』

「い、いえ、別に。それよりそろそろ外回りに出なきゃならないから、用が済んだんだったら切るよ？」

　ほーっとため息が聞こえる。

『ま、しょうがないわね、こっちもそろそろ研修がはじまるから。たまの機会に可愛い弟に会おうと思ったのに、今回は諦めるわ』

　ちょっと良心が痛み、「研修、今日で終わりなの？」と聞いてしまう。

『そうよ、終わったら東京駅へ直行』

　ほっとしたような、残念なような、と江森は携帯を眺めた。

（でも会えば、姉ちゃんに尋問されるからな。これでいいんだ、そのうちちゃんと紹介しよう）

「じゃあね」と携帯をオフにすると、江森は鞄の中に放り込んだ。忙しくしているので最近は大学の友人もあまり連絡してこなくなった。メールの返信も時間が経ってからのことが多く、そのためメールの数も急速に減った。鞄からそのまま何日も取り出さないことも多いが、今日のようなことさえなければ別に支障はない。

（今は浩司さんが最優先だからちょうどいいんだ）

　視線を落とした先に柴田から借りたネクタイがあった。そっと指で触ってみる。高いと女子社員が言っただけあって、本絹の手触りがすべすべとして滑らかだ。柴田に触れているような気分になってくる。

（なんか、いいなあ……浩司さんのネクタイ、やっぱしょっちゅう借りようっと）






　さて、もう一人の主人公のほうは……。

　こちらも朝から窮地の連続だった。

　江森の胸に顔を突っ込んで寝たためか、いつもはきちんと撫でつけている髪が寝癖で逆立っている。これをナースたちが見逃すはずはない。まず昨夜のオペ患を見に行った先で、病棟主任の三浦が目をつけた。明け方までのハードな手術だったと聞いていたが、それにしてはすっきりとした顔だとナースステーションで観察する。だが髪の乱れはなんだろう、と推理を巡らせた。

「センセ、昨夜はたいへんだったようですね」とさりげなく近づいてさらに観察する。

「う、まあ」

「あんまり寝ていないんじゃありませんか？」

「う、まあ」

「若いっていいですねえ、寝不足でもすっきりした顔でいらっしゃって」

「う……」

「あらあら、こんなこと言ったらセクハラですねえ、それともパワハラかしら、あっはっは」

　フリーズしていると、草野病棟長が現れた。中堅の医師で、病棟に入院した患者を医師たちに割りふり主治医を決める役所だ。

「おう、昨日は助かったよ」と柴田に近づく。三浦の追求を逃れることが出来て、柴田はほっとしてにっこりした。すぐに草野は誤解する。

「お、元気そうじゃないか、じゃあこの患者、ついでに持ってもらおうか。指導医にはよろしくいっとくから」

　担当患者の数はかなり多くなっているのだが病棟長には逆らえない。「わかりました」とおとなしく頷いた。

「大月先生には言っておく」

　そのあとも、柴田は会う女性看護師全員に「柴田先生、髪が乱れてますよ」と言われたのだった。慌てて手で撫でつける姿がまた注意を引いた。

「なんか、すぐ逆立っちゃうわねえ」

「よっぽど変なかっこで寝たってこと？」

「いやだーっ、どんなかっこよ！　妄想しちゃうわっ」

　ひそひそ声はもちろん柴田の耳にまで届いた。

　しかし最大の危機は昼休みに来た。

　その日は外来処置を手伝う番なので、午前中一杯、外来で仕事をこなした。１時過ぎにやっと患者が途切れると、外来診療をしていた大月副医局長がどしどしと足音をたてて処置室に現れた。「柴田、メシ、行こう」と呼ぶ。

「……えっ」

　これからどうしてもやらねばならないことがある、朝から決めていた。それも秘密裏に。柴田はぎょっとして大月を見上げた。

「ちょうどメーカーさんが来て、メシをおごってくれるって。俺一人ってのも何だからな、つきあえ」

「……けっこうです」

　ぐいぐいと近寄ってくる大月から柴田は身を引く。

「なんでだよ、鰻だぞ、いいからつきあえ」

「その、やることが」

「仕事か？　ちょっとぐらい遅れても俺が許す。昨日の患者は落ち着いてるって、病棟長も言ってたし、いいから来い。それとも鰻が嫌いか？　だったらステーキ屋にしてもらうから」

「そういう問題ではありません」

　などと会話を交わしているうちに、すでに大月に肩を掴まれている。大月が強引なのはいつものことなのだった。

「ほら、さっさと白衣を脱いで、タクシー待たせてあるんだからさあ」

　見ていた外来主任は「柴田先生が女だったら確実にセクハラだわ」と思っていた。

　やっと大月から解放されて病院のロビーに戻ってきたのは昼休みも終わるころだった。柴田は急ぎ足でロビーの売店へと向かった。どうしても買っておきたいものがあったのだ。

　弁当の棚はほとんど空で、昼時を過ぎて買い物客も少なく、柴田はほっとした。

（大月先生に付き合ったのは逆に良かったかも）

　病院の売店には入院患者のために日常品の品揃えも豊富だ。柴田は奥へと進み、パジャマやらバスタオルやらが置かれている棚へと向かった。

（パジャマかな……それとも……部屋着にもなる方がいいかな）

　視線を右から左へと移していくと、スエットが置いてあるのに気づく。

（これがいい）

　Ｌサイズに手を伸ばし、少し迷う。

（ＸＬかなあ……胸、厚いから）

　そこまで考えた瞬間、顔が熱くなり、慌ててＬを掴んだ。

（思い出すなって！）

　真っ赤な顔のままレジへと行くと、中年の女性がじろじろとこちらを見る。

（え……）

　レジ係の女性は眉の間にしわを寄せ、スエットを一瞥した。柴田はレジにスエットを置いたまままたフリーズする。すでに背後には女性看護師が数人並んでいて、こちらを伺っている。柴田は背筋に冷たいものを感じた。

（な、なんかまずいのか？）

　するとレジ係がおもむろに口を開いた。

「これ、Ｌですよ、柴田先生、大きすぎると思いいますけど。Ｍを捜してきましょうか？」

　もちろんレジ係は綺麗な柴田のファンであり、最大の親切心から言ったのだったが、逆に最大の危機をもたらしたことになる。

　レジ係がいそいそと持ち場を離れようとするので、柴田は慌てて「これでいいんです！」と叫んだ。

「Ｌが買いたいんです！」

　レジ係は「おやまあ、そうですか」とにっこりする。

「プレゼント？　なにか綺麗な紙で包装しましょうか？」

「け、けっこうです」

　くすくすという笑い声が後ろから上がっている。

「そりゃＬでしょうねえ」という呟きも聞こえた。

（し、知られてるのか？　まさか……んなわけねーし）

　後ろをいっさい振り返らず、包みを小脇に抱えて売店を出ると、ほっとして大きく息を吐き出した。

（これでだいじょぶだ……）

　ぎゅっと包みを抱きしめる。

（五月に……これを……）

　そう、もちろん柴田は江森のために購入したのだ。だがそんなことは目撃者にはお見通しである。Ｊ医大の女性看護師の間では柴田はホモとして認識されている。柴田がロストバージしたという噂はあっと言う間に広まっていて、さすがに相手が江森とまでは知られていないまでも、そこそこ筋肉のついた柴田を下に敷くのはガタイの大きな男に違いないというところまで見通されていた。

　Ｌのスエットを買うのを目撃した看護師たちが、各の病棟へ帰りただちに報告したのはいうまでもない。

「いやあねえ、柴田先生ってわかりやすいんだから」

「でも可愛い！　外へ買いに行く暇ないからって、院内で買うなんてさあ」

「私だって、どんなダサいスエットでも柴田センセが売店で買ってくれたんなら感激するわあ」

　午後３時の休憩時間の話題はこれで決まりだった。

　知らぬが花で、柴田は医局へ戻るとロッカーに直行する。鞄の中にスエットの包みをしまい込む。

（これでいい……今度、五月が来たら……）

　その「今度」に大事件が起きることを二人ともまだ知らない……。




  
[image: ]
  





　　　　　　　　　　１




「よかったー、間に合ったッ」

　地下駐車場の営業車用スペースにミラージュを停め、エンジンを切って腕時計を見ると、十二時十分前だ。

　今まで心配そうに歪められていた顔が一気に明るくなって、いつもの優しく甘い顔立ちに戻る。茶色がかった大きな瞳もきらきらと輝いた。

　真ん中分けの明るい色の癖毛は乱れて額に落ちていたが、かまわずぶんぶん首を振って振り払うと、江森五月は助手席のブリーフケースを掴む。大柄な身体を折り曲げ、急いで車から降り、エレベーターへ向かう。乗り込んで、内科病棟のある四階のボタンを押した。

　製薬会社のＭＲは本業は薬のセールスであるが、実際にはサービス業と言っていい。学会の手伝いや宴会係、接待ゴルフから出張のカバン持ちまで、自社の薬品を使ってもらうためには医者のわがままには逆らえない。

　今日も江森は第１内科の講師に、十二時までに学会発表で使用するデータを届けるようにいいつかったのだ。

　昨夜はほとんど寝ずに、マッキントッシュで表やグラフを作成した。おかげで昨日は久し振りのデートをキャンセルしなければならなかった。

（絶対、今日は会うッ）

　上昇して行くエレベーターの中で、階数表示ボタンを見つめ、決意を新たにする。

　まだ身体の関係になって日が浅いこともあり、江森は毎日でも何回でも柴田を求めていた。だが二人とも仕事が忙しく四、五日に一回しかデートの機会がない。それが今一番の不満だった。

　特に柴田は後期研修中なので指導医の元で忙しく働かねばらならない立場にある。慈恵医大ではいわゆるスーパーローテートと呼ばれる前期研修が終わると、それぞれの医局に所属し、後期研修に入る。外科系は後期研修の期間で外科認定医の資格を取るため特に忙しく、さらに患者の容体が悪かったり、当直勤務についたりと、何日も病院に泊まり込むことはざらだ。

　江森もこういう関係になって初めて、医者の過酷な勤務状況を実感した。それまでも医学ドラマなどでなんとなく当直明けに帰ることが出来ないのは知っていたが、実働三十六時間勤務とまでは想像していなかった。それに臨時の泊まりが入ると、本当に会う機会は少ない。昨日はその貴重な機会を自分から潰してしまったのだ。

　その前に会ったとき、柴田はオンコールで、ご飯を一緒に食べるだけに終わった。

　もちろんそれだけだって、一緒にいられるのは嬉しいけれど……若い男性ならやっぱり……。

（もー、ぜーったい、今日はやるッ！　三回はやってやるッ！）






　四病棟は消化器中心の第１内科の病棟である。エレベーターの前は広いラウンジになっていて、ナースステーションに隣接している。両方向へと伸びた廊下に沿って、病室が配置されていた。

　ＭＲが営業で病室まで行くことは許可されていないので、ナースステーションに顔を出し、主任に説明して伊東講師を呼び出してもらうことにした。

　内科病棟は戦場のような外科病棟とはまた違った雰囲気で、看護師達もおっとりしている。大部屋などは扉も開け放されていて、廊下から丸見えなのだが、かえって明るく開放的だと皆、気にしていないようである。患者たちも気軽にキャスターのついた点滴台を押しながら、お互いの部屋を行き来していた。

　ちょうど昼ごはんの乗った配膳車がリフトから運ばれて来た所で、患者の名前のついたトレイを看護師やヘルパー達が病室に配っている。

「お昼ですよう」

　明るい声で呼びかけながら、ベッドの背を起こし、サイドテーブルを用意して、食事の介助にかかっていた。

　でかい身体がなるべく邪魔にならないように、江森は配膳車から離れて壁際にくっついて立っていると、看護師達がクスクス笑いながら擦り抜けて行く。

「こっちで腰掛けて、お待ちなさいな」と、何人にもナースステーションに入るよう勧められ、恐縮してしまった。

「い、いえ、ここで待ちますから」

「いいのよ、富士製薬さんは、特別よ」

　無論、みな、ハンサムには甘いのである。

　しばらくたつと、伊東は太った身体を揺すりながら病室から出て来て、ＣＤを受け取り、「すまん！　埋め合わせはするから」と言う。柴田とのデートの埋め合わせはどんなものでも出来ないと思ったが、営業用スマイルで「よろしいんですよォ」と答えた。

　そのまま立ち去ろうとしたが、ふと思い付いて、近くで花瓶の水を替えている看護師に、「第１内科の相沢先生って、ここの病棟の担当ですか？」と聞いてみる。

　相沢和彦……柴田と同期で、中学時代からずっと柴田が想い続けて来た男なのだ。この春、共通の友人だった眼科の橋爪薫という女医と結婚してしまい、柴田は振られたのである。それが二ヶ月ほど前のことだ。

「そうだけど、今、臨時に厚木の県立病院に出張してますよ」

（それで……）

　柴田が相沢を愛していたと告白して以来、江森は気になって時々病院で相沢の姿を探した。しかし、結婚式で見た姿が最初で最後で、どうしているのかと思っていた。

　あの時、モーニングにすらりとした身体を包んだ相沢は、優しそうな眼に太い眉、真ん中分けのさらさらヘアに形の良い額を出して、細いメタルフレームの眼鏡をかけ、知的だが暖かい雰囲気の好男子だった。

　それとなく看護師達から人となりを聞いてみると、相沢の噂に何ひとつ悪いものはなかった。ハンサムで背が高く、三高の典型、そして優しく優秀だという。

　学生時代から学年一、二の成績で、卒業するときは複数の科の教授からわざわざ引きがあったとの噂だった。

「相沢センセに何か用？　週に一回は顔を見せるから、伝言があれば伝えときますよ？」と看護師が江森を見上げて言う。どうもこの男には皆、親切にしたくなるのだ。スポーツマンタイプの大柄な身体、優しそうな甘いマスク、少年のように輝く瞳、前任者と初めて病院に現れた時から、看護師の間では評判が高い。

「い、いえッ」

　焦って江森はぶんぶん首を振る。

「や、優しい先生だって評判だから、今度、お目にかかって薬の売り込みでもしようかなって。たいしたことじゃないですから」

「そうね、すっごく優しいから、お友達になった方がいいかもよ？」

　うっとりとして言うので、ちくりと胸が痛んだ。

　別に柴田と相沢は恋人同志だったわけではない。相沢は全くのノンケで、柴田は自分の想いを誰にも打ち明けないでいたのだから……そして今は江森と身体の関係なのだから、江森が相沢に妬くなんて必要はないんだ……そう思っている。が……。

「もう、患者さんの評判はいいし、ハンサムだし、背は高くてかっこいいし」

　でも、とちらりと江森を見てさりげなくフォローする。

「富士製薬さんもハンサムで背、高いわヨ」

「ど、どうも」

　江森の方はなんたって独身なのだ。アピールしておいて損はない。

「とにかく、相沢センセが結婚するッて聞いたときは、みんなショックで、でも、相手の人がまたすっごくかわいくって、しかも大学に入った時からの熱愛カップルって聞いてからは、かえって相沢センセらしいって、株が上がったのよー」

　またずきりと胸が痛んだ。だがこれは十四年間もそばにいながら友人としてのみの付き合いで、決して恋の対象として見られなかった柴田の心を思ってのことだった。

　結婚式の時、偶然、披露宴会場からロビーへ出て来た相沢和彦と橋爪薫を目撃した。薫は大きな丸い袖に、胸元はフリルとリボンがたっぷりついたウェディングドレスをまとい、モーニングに身を包んだ相沢と笑みを交わし、幸せで輝いていた。

　その横で、必死に冷静さを装いながらも切ない眼で見詰めていた柴田を思い出し、胸が苦しくなった。

（……あ）

　なんだか脈も早くなってくる。最近良くこんなことがおこるのだ。特に柴田のことを考えたり、柴田の姿を見掛けたりすると……。

「どうしたの？　黙っちゃって？」

　看護師が心配そうに近付いた。

「い、いえッ、別に」

　にっこり笑って、ふと見ると、看護師の肩越しになんと当の柴田がこちらを見ている。

　緑色の半袖の上っぱりに、同じく緑色のズボンという手術着を着たスタイルだ。オペが終了した直後らしく、額と喉元にはうっすらと汗をかき、頬は上気してえらく色っぽい。いつもは額に垂らした前髪をぴったり撫で付け、手術帽の中に入れている。やや剣のある切れ長の眼はこちらに見据えられ、冷たく光っていた。

（ワッ）

　どぎまぎして眼をそらしてしまう。ちらりと視野のはじからうかがっていると、柴田は帽子を取ると、手術着のポケットに突っ込む。乱れた髪を掻き上げ、表情を変えずにナースステーションに入って行く。

　内科病棟とはいえ、外科と一緒に担当している患者もいるので、外科医が診察に訪れることも稀ではない。しかし、まさかここで柴田に会うなんて。心構えが出来ていなかったので、なおさら度肝を抜かれる。「し・失礼します」と胸をドキドキさせながら階段を駆け降りた。

（ま、いいや、挨拶、しなかったけど）

　ちょっとそっけない態度をとったことを後悔したが、

（どうせ、浩司さん、病院じゃあ僕と話したがらないだろうしな……）

　だいたい柴田は、外で馴れ馴れしくするのをひどく嫌う。まだあまり身体を重ねていなかった頃も、一緒に歩いていて肩を抱こうとすると全身で拒絶され、もしかして嫌われているのではと悩んだくらいなのだから。

　階段を降りきると、ほっと溜息をついて壁に寄り掛かる。

　あまり経験のなかった柴田と正反対に、江森は高校・大学と女性に不自由したことはなかった。高校時代からテニス部に所属し、明るい性格のハンサムなスポーツマンだったので、むこうから大挙してやってきた。

　しかし、どの恋人とも深く求めあったことはない。これ程身も心も求めたのは柴田が初めてだった。男とか女とか関係なく柴田が好きなのだ。世界中の人間に、「僕んだ！」と宣言したいと思っている。

　現に、会社のテニス大会があった時は柴田を連れて行って、みんなに自慢してやった。が、柴田の方は……江森との関係を皆に隠しているようだった。

（なにも、人前でイチャイチャしたいわけじゃないけどさ）

　にっこり笑ってくれたりしてもいいよな、と思う。

（そりゃ、ホモって知られて差別されると困るからだろうけど。それとも僕のこと、ヒトに言うの、恥ずかしいんだろうか……）

　なにも恋人とまで言わなくてもいい、親友、ぐらいには言って欲しい、と江森は感じている。

（親友、って紹介すんのも、恥ずかしいんだろうか！）

　相沢センセみたいに、みんなからすっごく優しくて、すっごく優秀、とか言われていれば別だが。思い当たってまた、ずきりと胸が痛んだ。

（ぜーったい、勝てないよな……僕なんかじゃさ）

　少し悲しくなって、俯いてしまう。

（僕、あんまし頭、良くないしさ、普通の男だもんな……そんなにいいとこないし）

　柴田みたいに有能で将来を嘱望されている医者で、しかも顔もすっごく綺麗だったら……自分よりもっとふさわしい人がいるのかもしれない。相沢和彦のような。

（え、なんか暗いしっ……浩司さんのネクラが伝染うつったかな？）

　戸惑って江森は天井を見上げてしまった。

　これがいわゆる「劣等感」というものなのだが、今までのびのびと育ってきた江森にとっては初めての感情と言ってもいいかもしれなかった。
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　八時過ぎ、地下駐車場で柴田を拾うと、江森は直ぐ車を発進させた。助手席をそっと見ると、柴田の様子が妙に暗い。

「どうしたの？　浩司さん」

　声をかけてみる。

「別に」

　暗い声で答える。

「もしかして、昨日のこと、怒ってんの？」

「ンなこと、ねーよ」

　そのまま横の窓から外を見ている。先行きが怪しくなってきたが、江森は（マンションに行って、二人ッきりになればだいじょぶだよな）と考え、車を走らせる。いつもの前向き思考に戻っている江森である。

　少し遠出し、成城へと向かう。古くからの高級住宅地で、田園調布と並んで有名な所だ。今日は最近駅前のビルに開店したスペイン料理の店を予約しておいたのだ。

　入り口はアラビア風の唐草模様のタイルで飾られ、漆喰の壁には闘牛やフラメンコのポスターが張ってある。剥き出しの大きな木の梁や民芸調の椅子にテーブルは、いかにもスペインの居酒屋といった雰囲気だ。明るいオレンジや緑の彩色を施した素焼きの壷や、革で出来た水筒などが、壁に銃眼のようにくりぬかれた棚に飾ってある。

　柴田はダブルのオフホワイトのジャケットを羽織り、パンツはダークブラウンと、強いコントラストで引き締めている。Ｖゾーンはモスグリーンのシャツに、同系色のポップなモチーフ柄のタイで飾っていた。

　お洒落な成城のレストランでも目立ち、案内されて予約席まで行く間、ざわざわと他の客達から感嘆の声が上がるので、江森は嬉しくなった。

（僕の恋人なんだよ！）

　席に着く時、自慢げに辺りを見回した。

「浩司さん、みんな浩司さんのこと、見てるヨ？」

　得意そうに言うと、

「……お前だろ？　見られてんのは」

　暗い顔でメニューを見続ける。取り付くしまがないとはこのことだった。溜息をついて、江森もメニューに目を通す。

「浩司さん、なに食べる？」

「お前とおんなじでいい」

　気がなさそうに答えるが、これはいつものことである。柴田は薦められるものは殆どなんでも食べるが、食べるという行為にあまり喜びを感じていないようだった。

　それは自分のことを少しずつ話してくれるようになって分かってきたのだが、小さいころから家庭の中にどこにも居場所がなく、ただ一人いつも冷え切った食事をしていた為らしかった。

　最近やっと食事をしている時嬉しそうな顔をするようになり、江森が気を使って色々話し掛けるとポツポツとしゃべる。その間「これ、食べてみてよ！」と少しずつ食べさせていると、つられて大分食べられるようになってきたのだ。

　色々迷ったが、結局、

（これなら、栄養バランス、いいよな、野菜も入ってるし）

　スペイン風炊き込みご飯のパエリャにオードブル、飲物はサングリアを注文する。甘口の赤ワインだが、素焼きの壷にたっぷりの氷で冷し、オレンジやレモンなどの果実のスライスが浮かべてある。

「……おいしいな」

　柴田はグラスを傾けながらぼそっと言う。

「口当り、いいから、たくさん入っちゃうけど、飲み過ぎないようにして下さいね？」

「平気だ」

　がぶがぶ飲むので、江森はちょっと心配になった。

（な、なんか、やなこと、あったのかな）

　さっきまで自分が暗くなっていたことはすっかり忘れている江森である。嫌なことを決して引きずらない質なのだった。

　ふと江森が気が付くと、柴田は飲むのを止めて、暗い眼でこちらを見ている。

「こーゆーの女に飲ましたりして……やるのか？」

「え？　ええっ？」

「……よくゆーじゃねーか……口当りのいい酒、飲ましてよ……どっか連れ込むって」

　いきなりそんなことをふられても……。

「僕はそんなこと、したことありませんよッ」

　強く否定すると、

「だろうな……お前みたいなハンサムだったらさ、別に酒の力、借りなくてもやり放題だよな」

　さらに暗くなって行く。

（えーッ、なッ、なんでこんな展開になるのッ！）

　大体、相沢先生のことで落ち込んでるのはこっちなのに、と江森は冷や汗をかきはじめる。ネクラの柴田と付き合うには、自分が落ち込んでいる暇はないのかもしれなかった。

「やだなー、僕なんか、ぜーんぜんもてませんでしたってばッ！」

　焦ってぶんぶん首を振り、明るい声で否定した。

「ホントか？」

「そうですよッ、コンピューターおたくだったしィ、デートなんかする時間あったら、パソコン、いじってたんですからッ」

「そうか」

　少しホッとした様子を見せたので、江森も安堵の溜息をつく。しかしその後も会話は弾まず、ちぐはぐで、江森は困ってしまう。まるで昨夜の電話の様子とは違うのだ。

　昨日の夕方、江森がキャンセルの電話を入れた時、柴田は残念そうにしていたが、「仕方ねーな」と言ってくれた。そのあと会社の寮で、コンピュータで頼まれたデータを作成していると、夜中の二時にまたコールがあったのだ。

「……ごめん……俺」

「浩司さん！」

「ごめんな、こんな時間に」

「どしたの？」

　しばらく沈黙があって、「お前の声……聞きたくなった」

と言う。もうその時は、すぐにでもとんでいって、押し倒したくなった。なのに……。

（もーッ、どうなってるんだよッ）






　帰りは回り道して多摩川べりをゆっくりドライブした。本当は、土手の上を肩を寄せ合って歩き、ムードを高めるつもりでいたのだが、

（どうしちゃったんだろ、浩司さん）

　ちらりと助手席に視線を投げると、柴田は俯いている。怒っている顔ではないのだが、表情は堅く、拒否的だった。

　柴田のマンションに着くといつものように来客用スペースに停める。

　柴田はサイドブレーキを引くより早く降りて、玄関へ向かう。そのまま一人で入って江森は取り残されてしまうのではないかと一瞬感じて焦ったが、オートロックの所でこちらに背を向けたまま待っていた。

　江森が追い付いて後ろに立つと、カードをロックに差し込み、顔を向けずにスッと指だけ絡ませて来る。

（あ）

　急いで握り返そうとするとフッと振り払われた。

（どうしたんだろう、ホントに……）

　何か行動の一つ一つに、心の葛藤が感じられる。

　五階の柴田の部屋につき、フローリングの飾り気のないリビングに入ると、柴田は羽織っていたジャケットをソファに脱ぎ捨る。サイドボードに直行し、ブランデーの瓶とグラスを取り出した。

　江森がソファに座って見ていると、封を切ってグラスに注ぎ、ぐいと煽る。すぐまた注ぐので、

「浩司さん、さっきあんなにサングリア、飲んだし、ちょっと飲み過ぎじゃない？」

　いたたまれずそばへ行って肩に手をかけると、今度は振り払われなかったが、冷たい声で、「なんで内科の病棟にいたんだよ」と言う。

「え？」

「いたろーがッ！　ナースと話、してたじゃねーか！」

「あ……」

「なに、話してたんだ」

　まさか相沢和彦のことを聞き出していたとは言えなかった。

「第１内科の伊東センセに学会のデータ、頼まれてたでしょ？」

「知ってるよ」

「そのことで、ちょっと聞いてたんですよ」

　まだこちらを見ようともせずに「昨日も、内科病棟に行ったろ！」と声を荒げる。

「だからァ、その打ち合わせで行ったんですよォ」

　柴田は黙ったままグラスを両手で握り締めた。

　江森はＪ医大の若い女性看護師達に絶大な人気だった。１８５㎝の大柄な身体は胸幅も厚く、真ん中分けの明るい色の髪、優しい顔立ち、ダブルのスーツ姿はいつも決まっていて、まるでモデルか俳優のようだ。二日連続で同じ病棟に行ったりするとすぐ、誰かお目当てのコがいるのではと噂が立つ。しかも今日は、若い女性看護師とにこにこ話をしている所を目の当りにして、柴田はショックを受けてしまった。

　素知らぬ振りをしてナースステーションに入り、カルテをめくったが、何が書いてあるかまるで頭に入らなかった。ちらりと振り返ると、江森は悪いところを見付かったかのように自分に挨拶もせず、階段を駆け下りて行く。もう少しで追い掛けていって問い正しそうになったが、唇を噛み締めて耐えた。

（五月は元々、女が好きだったんだ……俺みたいに、男じゃなきゃ駄目ってことはないんだ……今はたまたま、俺だけど、ホントは……）

　不安が雲のように心を覆っていた。

「浩司さん、ごめんね？　昨日は」

　江森はすっかり昨日のことで柴田が拗ねているのかと勘違いしていた。だいたい、柴田が自分のことで妬くなんて、考えも及ばない。

　肩にかけた手に力を込め、こちらに向かせる。抵抗しないのでそのまま顎に指をかけ、上向かせて口付けしようとすると、フイと横を向く。

「浩司さん？」

　しかし、胸の中から出ようとはしない。拒絶でもなければ、受容でもない、複雑なものが感じられ、江森は困った。下腹部はとっくに熱くなっていて、すぐにでも柴田の中に侵入したかった。

　初めての時、力づくで犯した経験から、体格差をもってすればいつでも柴田を抱くことは可能だと思う。けれど、無理矢理開くことは二度としないつもりだった。

　そっと背中に廻した腕に力を込めると、柴田はやんわりと両手で押し戻す。が、強く突き放すというのでもない。前にも進めない……かといって、後戻りしたくはない。膠着状態で何分もの時が過ぎる。こんなことはかつてなかった。

　二度目以降、柴田が抱かれるのを拒んだことはない。いや、初めての時だって、途中から欲望を感じ始め、しまいには自分でも放ったのだ。

　だが、今日はこれ以上一歩も進めないと確信する。ついに江森はネを上げた。このまま柴田の身体に触れていたら、我慢出来なくなることは眼に見えている。

「浩司さん、僕、もう帰るね？　今夜は」と耳元で囁く。

「え？」

　驚いて柴田が仰向いた隙に唇を重ねようとしたが、またフッとそらされた。

（嫌なんだ、そんなに）

「ヤなら、しないから。ね？」

　女と付き合っていた時はもっと分かり易かった。というより、女の子にも色々事情はあったが、そもそも『男にはわかんない』という意識があったので、理解できなくても「そんなものかも」と深く考えないでいた。が、柴田はれっきとした自分と同じ、男だったが、複雑な心をしていて江森には計り知れない。身体は易々と開いてくれるが、まだあまり心は開いてくれないと感じている。

　でも、そういった複雑なところも、頑ななところも引っくるめて愛したのだから……。

「いい時、またしようね？　ね？」

　そっと身体を離すと、リビングのドアへ向かう。

「ま、待てよッ、五月ッ！」

　柴田の手がぎゅっとスーツの端を握る。

「浩司さん？」

　振り向くと、そのまま倒れ込んで来た。

「どうしたのッ？」

　急いで抱え起こすと、苦しそうに顔を歪め、脂汗を滲ませている。

「ウ……ア……」

　呻いて身体を擦り付けて来た。背を丸め、江森の胸の中に潜りこもうとする。

「置いてかないでくれよッ」

（ア！）

　前にもこんなことがあった。

　嫌われていると思って、江森が『もう二度と会わない』と告げた時、同じように倒れ込んで来て、全身を震わせて求めた。江森に見捨てられたと感じてひどく苦しんだのだ。無論、誤解だったのだが。

　江森は急いで抱えると、ソファへ運ぶ。寝かせると、強く身体を抱き締めてやった。

「だいじょぶですよ、どこにもいかないから」

　耳元に口を付けて言う。

「ウウッ……アア……」

　首にかじりついて、全身を密着させようとするので、

「だいじょぶだよ、浩司さん」

　背中を撫で擦った。胸も腹も、擦ってやる。擦っているうちに、熱く育った欲望に服の上から触れてしまった。瞬間、

「アウッ、ウ……」

　苦しそうに身を捩る。激しく喘ぎ、しがみついてくるが、江森はどう対処したら良いか、迷った。のしかかろうとすると、両手で突っ張る。しかし鎮まらない身体を持て余し、腰を振って擦りつける。ジッパーを下げようとすると「やだッ」と言って、手で拒む。

「浩司さん、分かったから、ね？」

　そっとズボンの上から手で触れた。

「アアアッ」

　布の上から擦り始めると、押し付けながらも、

「……ンンッ」

　声を噛み殺して快感に耐えているので、

「いかしたげるから、ね？」

　そう言うと、潤んだ眼でこちらを見上げる。

「いいよ、して……お前……入れていいッ」

　苦しそうに呻き続ける。顔は強張り、唇は震えていた。

「して、いいッ」

　いくら能天気な江森でも、本当は嫌なのだということが分かった。

「浩司さん、浩司さんだけ、いってよ、僕はいいから」

「だッてッ、そんなのッ……俺はッ」

　首にかじりついて呻くので、江森は痛ましく思え、胸が苦しくなった。セックスに対する、なにか強い葛藤が柴田にはあるのだ。

「浩司さん、僕、自分が入れたいからやッてんじゃないよ、浩司さんに感じてもらいたいからやッてんだよ？」

　そっと片方の手で髪を撫でながら、もう片方の手を動かす。

「ね？　セックスって、どっちもいかなきゃいけないッてこと、ないよ？　満足するッて、いくことじゃないよ？　ね？」

「いいのかよッ、お前……はッ」

「うん、浩司さんのこと、喜ばせられれば僕、いいから」

「だってッ……俺だけなんてッ……悪い……」

「だからァ、悪いとか、そういうこと、ないんだよ？　僕がこうしたいんだから、ね？」

　太股の方から撫で上げると、ビクンと身体に緊張が走る。服の上からも分かる固いモノをそっとたなごころに包む。揉むように手を動かしてやった。

「ア……ハァッ……アア……」

　喘ぎが高まる。

「ね？　僕にまかせて？」

　柴田の身体から力が次第に抜けて行く。が、服の上からでは刺激が足りないのか、呻き続ける。

「いけそう？」と尋ねると、かぶりを振る。

「中に手、入れていい？」

　やはりかぶりをふる。そっと首に巻き付いた手を取ると、頭をずらし、股間に顔を埋めた。

「アアッ」

　驚きの声を上げるのにかまわず、息を吹き掛けながら何度も頬ずりしてやる。ズボン越しに柔らかく噛んだ。

「ア、アアッ……アッ」

　その行為で一気に高ぶり、大声を上げた所をグッと鷲掴みにして荒々しく動かした。

「……ッアッ」

　身体が弓なりにしなり、江森の手の中のモノが、びくりと震える。熱い湿りを感じた。

　ぐったりと脱力しながらも苦しそうに呻く柴田を抱え上げ、ベッドに運んだ。毛布をかけてやると、床に座って手を握る。

「寝るまでいたげるから」

　何も言わずに瞼が閉じられた。

　眼を瞑って横たわる柴田を見つめながら、江森は考える。

　柴田は今まで自分の感情を厳しく抑制して生きてきたようで、江森と付き合うようになってから、反動からか、時々感情を爆発させることがある。心も身体も制御が効かないといった風情で、苦しむのだ。

　セックスにも初めは強い葛藤があった。欲望をさらけ出すことに罪の意識があるのかもしれない。

「そーゆーこと、していいんですよ？」

　何回その言葉を吐いたろう。その度に柴田は驚愕していたが、江森にとっては、

（驚くのはこっちだよな）

　そう思う。でも、『そんなことも知らなかったの？』とは言えなかったが。

　髪の毛を掻き上げてやりながら、寝顔を見守った。






　夢の中で柴田は大柄な男に抱かれていた。暖かい手が髪を撫でている。

「置いていかないでくれよ」と甘えると、「だいじょぶですよ」と、耳元で囁かれる。

「……誰？」

　時々、記憶が混濁することがある。

　自分でも名状しがたい感情の高ぶりを覚えると、時間の感覚が無くなり、記憶がばらばらになるのだ。こんなことは未だかつてなく、激しい不安を覚えた。

　胸が苦しくなって思わず手を伸ばすと、誰かが握ってくれる。髪を撫でている手と同じ、暖かい大きな手で、指は太いが柔らかく、そっと力を込めてくる。

「……さつき？」

　口に出してみると、ぼんやりとした視野の中に明るい色の髪が揺れて近付いてくる。熱い息遣いが感じられた。

「俺……」

　言いかけると、柔らかい唇が押し付けられる。

「ンンッ」

　遠慮がちに入って来た舌に、絡め取られ、再び頭の芯が痺れて迷走状態になって行く。

「俺のこと、愛してくれてるのか？」

　尋ねてみるが、言葉になっていないらしく、ただ髪の中に指を入れて梳き上げている。溜息をついて全身を押し付けると、ぎゅっと抱き締めてくれるので、身体を委ねた。

（誰も……こんな風に抱いてくれなかった）

　また小さい時の記憶が断片的に蘇ってきた。

　暑苦しい夏の夜、いつものように両親の激しく言い争う声がする。そっと扉の隙間から覗く。女の手首を掴み、振り回す男。叫ぶ女。

　それから先を思い出そうとすると、頭がガンガンする……が、本当は知っているのだ。思い出しているのに、認めないだけで。

「やだッ」

　突然、自分の声が聞こえる。ソファの上で大柄な男に抵抗している自分の姿が見えてきた。

「い、やだアアアッ」

　記憶が混じり合って、溢れだし、万華鏡のように眩しく交差する。

「アアアアッ」

　服を剥ぎ取られ、男の熱く太いモノに貫かれた。無残に身体を折り畳まれ、杭で繰り返し、柔らかい部分を穿たれている。

（……誰？）

　海老のように反り返り、抉り取られるような痛みに全身を痙攣させているのは……。

（え……？）

　犯されているのが、自分なのか、自分の母親なのか、区別がつかなくなってきた。

「アアッ……イヤ、やめてッ」

　悲鳴をあげているのが誰なのか、もう、わけが分からない。激しい記憶のフラッシュバックが起こり、身体が硬直した。

「……ンアアッ、ア」

　呻き声を漏らすと、耳元で「浩司さん、だいじょぶですよ」と囁く声がする。

（さつき？）

　暖かい大きな胸の中に包み込まれ、次第に力が抜けていく。熱い抱擁で全身が溶けていくようだ。首筋に、喉元に、唇が押し付けられるのを感じた。

　荒々しい行為の始まりを予感して、身体をブルッと震わせる。が、それ以上求めてこない。ただ優しくかいなに抱くだけだ。

「……五月……愛してる」

　いつのまにか眠りに引き込まれて行った。






　眼が醒めると、空が曇っているためか部屋の中は薄暗かったが、もう六時近かった。服を着たまま寝たはずなのに、知らぬ間にパジャマに着替えさせられている。放ったあとも、拭って綺麗になっていた。

「ア……」

　柴田は赤面してしまう。江森の姿を求めたが、部屋の中に気配はない。身体には痛みなどなく、意識が朦朧としている間にも行為はなかったのだ。

（抱こうと思えば抱けたのに）

　ベッドの上に身体を起こし、両手で自分の腕を抱える。まだ江森の温もりが身体に染み付いているようだった。
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　その日、柴田は大腸ポリープの切除手術に第１執刀医として選ばれていた。四十代の男性患者で、大腸の粘膜にポリープといういわばおできのようなものが沢山できているのだ。

　放置しておくと悪性化して、癌になる可能性があるので、切除しなくてはならない。大腸鏡で部位を確認し、数が少なければ内視鏡下での焼却切除でも済むのだが、このケースはかなり数が多いため、大腸部分切除となったのだった。

　術前の生検では悪性の所見はなく、転移の心配もないため、若手の柴田が勉強のために第１執刀医となったわけである。無論、指導医が第２執刀医として、指導と補佐をすることになっている。

　術者が柴田なので、指導医はえらくリラックスしていた。手術室に入り、患者が運び込まれると、消毒の準備をしながら、「あいつなら、すぐ終わるよ。指導の必要もないだろう」と第３執刀医と軽口を交わしていた。麻酔科医が患者に麻酔を導入するのを見守っていると、柴田が手術着をつけて入って来た。

「よう、頼むよ」

　お気楽な声をかけたが、柴田はこちらを振り向きもせず、器械出しの看護師の所へ行って、「すみませんが、モスキートを二十本、追加してください」と言う。器械出しとは、術者の求めに応じて、消毒済みのメスやピンセット、鉗子などを手渡す役のことだ。術者のよく使う器具を、まえもって用意しておくことになっていた。

モスキートは用意していなかったので、急いで外回りの看護師に、追加して用意させる。

「え？　モスキート？」

　モスキートとは小型の鋏に似た止血鉗子で、出血している部分を挟んで止血する道具である。小児外科など細かい手術の時に使うのだが、今日の手術ではあまり必要とは思えない。

　指導医が怪訝な顔をしていると、柴田は説明もせずに腹部を消毒しだす。

「え？」

　あまりの無愛想に呆れたが、第１執刀医になって緊張しているためと思うことにし、自分も消毒を手伝った。

　手術が始まり、皮膚にメスで切開線を入れると、柴田はモスキート二十本の入った器械盆を自分のすぐそばに置く。

　続いて電気メスで脂肪層の切開に入った。四十代の中年で、肥満しており、腹部の脂肪層はかなりぶ厚い。ジジジという音とともにかすかな焦げ臭い匂いが、手術室に立ち込める。細かい出血部位を指導医がもう一本の電気メスで、焼却止血していく。脂肪層には血管も少なく、これで十分なのだ。筋肉や腹膜となると、血管が豊富なのできちっと糸をかけて結紮しなくてはならない。

　開腹器が切開創にかけられ、いよいよ腹膜に達すると、モスキートを用意させた理由が分かった。

　柴田は指導医が止血鉗子で止血するより早く、小型のモスキートを使って手早く血管を挟む。そして、すぐには糸をかけて結紮せず、そのままメスでどんどん奥へと進む。メスが通ったあとに、順々に小さな鋏状のモスキートが並ぶ格好になった。

　二十本のモスキートを全部使ってしまうと、看護師から次々と糸を受け取って、モスキートで挟んだ部分に糸を回し、結紮した。二十本、結紮すると、手早く鋏で糸を切る。そして、ずらりと並んでいたモスキートを全部外した。また、新たにメスをふるい、モスキートで素早く挟んでいく。

　このやり方なら、要領よく進む。小さな手、細い指の、柴田ならではの方法だ。

「おいおい、そんなに急いで、どうすんだよ」

　指導医が声をかけるが、柴田は意に介せず、更に進んだ。

　あっと言う間に、左結腸切除は終了する。ほとんど出血も無い。麻酔科医も呆れてしまった。

　かなり肥満があり、脂肪層が厚い患者だ。いくら切開創を広げても、厚い脂肪層が邪魔になって術野は狭く、見づらい。腸間膜にも黄色い脂肪がブドウの房のように多量についていている。その場合、脂肪の中に埋まってる血管を間違えてメスで切断してしまい、出血でグチャグチャになることが多いのだ。それなのにこの男は……。

（ホント、凄いな……無愛想で暗いけど）

　切除した組織の病理回答がもたらされるまで、皆、ボーッと手持ち無沙汰で待った。が、柴田はそのあいだも、一人黙々と細かい出血部位を結紮している。看護師は状況から、もうオペは終わりと判断し、さっさとメスやコッヘルなどの器械に付いた血液や脂肪を、ガーゼで拭き取り始めた。

　そういう訳で、病理回答で「悪性所見無し」と判明した時には、もう腹部を閉じるだけになっていた。

「ドレーンも一本でいいだろう」

　指導医が言う。柴田はまた黙々とシリコンチューブを腹腔に留置し、抜けないようにきっちりと皮膚に縫い留める。体外に出た片方の端を、目盛りの付いたプラスチックのパックにつないで、オペは終了した。

　腹腔内で術部の出血や縫合不全があれば、この袋に血液が溜まるので、すぐわかる仕組みだ。

「どうしたんだ、今日は？　え？」

　指導医は柴田の顔色を窺う。

「具合でも悪いのか？」

「いえ、別に」

「だよな、具合が悪かったらこんな早く終わらないものな」

　要するに柴田は術後の管理を出来るだけ簡単にしたかったのだ。

　麻酔時間や開腹時間が短ければ、それだけ手術侵襲は少なくてすむ。きっちり止血しておけば、腹腔内に膿や血液が溜まることもない。ましてや出血量が少なければ、術後に脱水や輸血の副作用で熱が出ることもないのだ。

　柴田の真面目な性格では、指導医に、私用で早目に帰らせてくださいとは言えない。自分の力で仕事を早く片付ける決心をしていたのだった。

（俺……今日は……）

　仕事を早く切り上げたい大きな理由が、柴田にはあった。仕事第一は当たり前だが、仕事の次に大事なことがあったのだ。

　それは、どうしてもある人に会いたい。そして、会って自分の気持ちを伝えたい。いつも気持ちと行動が裏腹になってしまう柴田の、一大決心であった。






　江森は第１外科の医局で新薬の説明会があるので、午後いっぱい、ＰＣの準備や夕食の手配で忙しかった。第１外科は肺・食道中心の胸部外科で、やはり富士製薬のお得意である。

　夕方、医局長と打ち合わせをするため、三病棟の喫煙所で待っていると「え、江森クン」と、変な声が聞こえる。よく知っている声なのだが、（え？）と思って後ろを振り向くと、柴田が立っている。緊張した声で「江森クン」と言う。

「え？　ええ？　僕ですか？」

　間抜けに自分を指さすと、顔を赤くして、「何回、呼ばせんだッ」と言うので、そばに行った。病院で柴田が江森の名前を呼ぶなんて、初めてのことだった。いつもはわざと避けるのに……。

「どーしたんですか、センセ」

　下を向いてもじもじしながら、「お前、今日は？」と聞く。

「第１外科でこれから新薬の説明会があります」

　下を向いたまま「俺、もう仕事、ないから」

　そして、ふいに江森を見上げて、「マンションで待ってっから、終わったら来てくれ」と言った。

「ええっ？」

　江森を見上げる瞳はなんだか潤んでいるようで、思い詰めたような色があった。

「いいの？　いやなの無理になんて、僕は……」

「違うよッ！　待ってるッて言ったろッ！」

　一言もなく見詰め合う。周りのざわめきが一瞬途絶えて、時間が凍結したように感じた。と、

「柴田先生、お電話ですよ」

　看護師がナースステーションから首を出して呼ぶ。

「あ、俺？」

　なにげなく看護師が「第１内科の相沢センセからですよ」と付け足したので、江森は全身が強張ってきた。

　胸がズキンズキンと痛み始める。そっと窓越しに覗くと、柴田は真剣な眼で電話を通じて相沢と喋っているようだ。

　しばらくして受話器を置くと、ナースステーションから出て来て、江森を見詰める。

「ごめん、ちょっと都合が悪くなった。いくとこが出来た。遅くなると思うから今日は駄目だ」と言う。

「そんな……」

　抗議しかけたが、柴田は唇をぎゅっとへの字に結び、これ以上なにも口を挟めない雰囲気だった。

　棒のように立ち尽くし、柴田が足早に去っていくのを見守る。

（何の話だったんだろ）

　相沢から電話が一本あれば、柴田は自分との約束をキャンセルして駆け付けるんだ……江森は目の前が真っ暗になった。






　仕事が終わったあと、江森は会社の寮に帰ることが出来なかった。柴田に会いたい。会って詰問するつもりはなかったが、どうしても胸の内を知りたかった。

　マンションのそばの路上に車を停め、植え込みの囲いに腰を掛けて待ち続ける。時々通行人に不審の眼を向けられたが、無視した。

　辺りの景色をぼんやりと眺めながら、これまでのことを想う。

　腕が動かなくなって、一週間、柴田のマンションに泊まり込んだことがあった。

　その時はまるでハネムーンを送っているような甘い生活だった……。

　マンションで二人きりになると、柴田は子供のように素直になって江森に甘える。今までの孤独な生き方を埋めるかのように、過剰とも思えるスキンシップを求める。愛を交わしたあともピッタリと寄り添い、江森の胸に顔を埋めて眠りについた。

　その姿を見ていると、身も心も自分のものだと実感して、江森も幸福で眼が眩みそうになる。相沢の存在など、微塵も感じられなかった。

　それなのに……こうやって離れ離れになると、あの男の存在が二人の間に影を落とすのだ。

「浩司さん……」

　呟くと、胸がかきむしられる程、痛くなる。

　今まで多くの女性たちと付き合ってきた。気心もセックスの相性も、ぴったり合っていると思った相手もいた。恋愛の常として気持ちがすれ違って悩んだこともあったし、熱烈に愛し合っている思ったこともあった。でも……。

　相手の顔を思い浮かべるだけで、切なくて涙が出そうになったことはなかった。

（浩司さん……）

　俯いて涙を堪えた。




　やがて通りは車の通行も途絶え、マンションの窓の明かりも一つ一つ消えて行く。風が出て来て、夜気も冷たくなって来た。

　気が付くと、既に十二時を回っている。すると、微かなエンジン音とともに、ヘッドライトがぐるりと旋回してこちらに近付いて来た。そのうちタクシーが車寄せに停まり、若い男が後部座席から降りる。柴田だった。

「浩司さん！」

　呼び掛けて近付く。

「五月！」

　柴田も驚いたようだったが、江森は柴田の姿に仰天した。

「浩司さん！　そのカッコ……」

　黒のスーツにネクタイも黒である。

「どうしたのッ」

　走り寄って肩を抱く。

「それ……誰か……」

　言葉を飲み込むと顔を覗き込んだ。

「……あ」

　柴田は苦しそうな表情を見せる。

「もしかして、昼の電話……」

　すると俯いて低い声で答えた。

「俺と同期の、武井ってサ、脳外科にいった奴がサ……突然死した」

「ええッ」

　柴田は江森の胸に顔を埋め、ぽつぽつ話し始める。

「厚木の病院に出張してて……忙しくてサ……五日間連続で当直してた」

　それで同じ病院に出張中の相沢が連絡して来たのだ。変な猜疑心を持った自分が恥ずかしくて、江森は顔が赤くなった。

「今日、亡くなったの？」

「うん」

　今朝、九時の診療時間になっても起きてこないので、看護師が当直室に見にいったところ、

「……風呂ン中で死んでた」

「ええッ！」

　大声を出した。だって、柴田と同期だったらまだ若いはず……。

「なんだったの？　病気？」

「過労死だ。でも若い頃からarrythmiaアリトミーがあったんだ。多分疲労でＲ　on　Ｔから、ＶＴにでもなったんだろーな。直接の死因はHeart Attackだ」

「え？」

　ちょっと医学用語が続き、分からなくなる。

「あ、つまりな、不整脈があったんだ。それで心臓発作を起こしたんだと思う」

「そんな……」

　悲しくなって柴田を抱き締めた。

「かわいそー」

　泣きそうな声で言うので、柴田は驚いたように江森を見上げた。

「お前、優しーんだな」

「だって……」

　もし働き過ぎで柴田が死んだりしたら……江森は本当に泣きそうだった。

「僕、浩司さんのこと、心配だよ。いっつも忙しくて、泊まりも多いし」

「俺はへーきだよ。水泳で鍛えて心臓、強いし」

　そうは言ってもやはり心配だった。廻した腕に力を込める。

「その病気って、どんな症状があるの？」

「アリトミーか？　まぁ……突然、脈が乱れたりすんだ」

（え？）

　なんだか思い当たることがあって、江森は不安になって来た。

「それって、急にドキドキしたり、苦しくなったり、する？」

「まあな」

　そう言えば最近、自分にも良くある。

「浩司さん、僕も時々そうなる」

「ええっ」

　今度は柴田が大声を出した。

「いつからだよッ」

「……最近」

　柴田はぐいと江森の手を引くと、「今すぐッ！　病院に行くんだッ」と言う。

「え？　今から？」

「そうだよッ」
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　柴田は江森の手を引いて、大学病院の夜間受付から駆け込んだ。守衛が顔見知りなので挨拶してきたが、柴田の方は挨拶を返す余裕はなかった。

　救急外来に着くと、柴田は「第４内科の当直の先生、お願いしますッ」と叫んだ。第４内科は循環器専門なのだ。

　当直室で寝ていたところをたたき起こされて、不機嫌そうに現れたのは、かなり上の中年の恰幅の良い医師だった。

　柴田の顔は知っていて、「どうした？」と尋ねる。

「すみません、俺じゃないんですが、友人が」

　江森を指さして、

「安静時狭心症か、Sick Sinus Syndromeらしいんです」

「ええっ？」

　どちらも命にかかわる、重篤な病気だ。

　当直医は顔色を変えて、二人を診察室へ招き入れる。

「すぐ、診察しよう！」

　江森が上半身裸になり、診察椅子に腰をかけると、「いい身体だねぇ」と感心する。

「スポーツ選手かね？」

「えー、テニスを少々」

　柴田が口を挟む。

「スポーツ選手は、心臓肥大を起こしていることがあるからな」

　別の部屋から、心電図と超音波エコー装置を用意した。

「そのベッドに、仰向けに寝てごらん」

　その間に、柴田は自分でも聴診器を取り出して、江森の血圧を測る。心配そうに自分を見る眼に、江森は不安はあるものの、何やら嬉しくなった。

（浩司さんがいれば、安心だ）

　他から見えないように、自分の腕を掴んでいる柴田の手に、自分の手を重ねた。

「血圧は１２０／８０です」

　柴田は真面目な声で宣言する。

「じゃあ、心電図を取ろう」

　心電図計の電極が、前胸部に張り付けられる。

「デルタ波なし。ＡＶブロックなし。Ｓ−Ｔchangeなし。sinus rhythm。スポーツ心臓というほど、肥大はないな、ＥＣＧ異常無し」

　心電図を調べながら言う。

　次は、心臓の超音波検査だ。心エコーの探索子を胸壁に当て、モニター画面を見ながら断言する。

「左室後壁の動きも良好！　正常だ！」

　しかし、柴田は心配が収まらない。

「Holterホルター心電図、やって下さい」

　二十四時間記録出来る心電図なのだ。

「まぁ、希望があればな」

　一旦、机に向かうとカルテを書き出した。

「まず、どんな時に起こるか、言ってごらん」

「え？」

「スポーツしたあと、とか、夜寝てる時とか、酒飲んだ後とか。それとも、全然そういうことに関係無く起こるのか？」

「うーん」

　江森はちょっと考え込む。

（浩司さんのこと、考えたりとか見たりとかするとなるよな……）

　まさか柴田センセを見るとそうなるとは言えず、

「あの、ある人のこと、考えたり、見たりすると……」

「はぁ？」

　当直医は眼鏡をかけ直して、じっと江森の顔を覗き込んだ。

「ある人って？」

「その……付き合ってる人」

「ドキドキして苦しくなるのか？」

「そうなんです！」

　カルテを書くのを止め、じっと江森を見詰める。

「なんか、胸が締め付けられるようだったり？」

「はいッ」

「脈がすごく早くなったり？」

「ええ！」

　医者がプッと吹き出した。

「君ねえ、そりゃあ、きっとlove sicknessによるheart attackだな」

　隣で心配そうに聞いていた、柴田の顔が真っ赤になった。

「え？」

　江森にはまだ通じていない。

「恋の病による、ハートの痛みですな」

「ええッ？」

　呆然とした。

「今まで経験、なかったのかねェ？　好きな女の子見て、ドキドキするとかしたことは？」

　必死で笑いを堪えながら言うので、もう江森は真っ赤になって、でかい身体を竦ませるしかなかった。

　こそこそとワイシャツのボタンをはめて救急室の外へ出ると、廊下で柴田が怒りにこれもまた真っ赤な顔でこちらを睨んでいる。

「お前ッ、よくも恥をかかしてくれたなーッ」

　誰もいない深夜の待合い室に怒号が響く。

「しっ、しーッ、浩司さん」

「ルセーッ、テメーッ、経験者みてーなフリしやがってッ！　お前こそ、何も知らねーんじゃねーかッ」

「浩司さん、もう少し小さな声で……」

　柴田はホーッと溜息をつくと、ベンチに座り込み両手で頭を押えた。

「……もういい……とにかく、俺もちゃんと聞かなかったのが悪い……それに異常ないって分かったんだから……」

　怒りは消え、安堵の色が声音に滲む。心臓発作で友人を亡くしたばかりなのだから、心配して当たり前だった。

「お前、こないだは手ェ動かなくなるし、こんだ、胸が苦しいなんてゆーから、もう俺は疲れた……」

　そう言えば今日は一日、大変だったのだ。自分がとどめを刺してしまったのだと江森はしゅんとして隣に座り肩を抱く。

「ごめんね、浩司さん、ごめんね」

「もういい」

　柴田はぽつりと言うと、そっと江森の膝に手を置いた。

「……帰ろう」






　マンションに着くと、柴田はクローゼットへ行って、ごそごそと中から包みを引っ張り出してきた。

　江森に渡すと「ここにいる時、使ってくれよ」と照れ臭そうに言う。

　開けてみると、ブルーのスウェットの上下だった。

「ほら、こないだソファで寝たら、Ｙシャツ、くしゃくしゃになっちゃったじゃないか」

「ああ、あれ……」

　柴田がオンコールだった夜のことだ。なんだかずっと前のようでもあり、ついこの間のようにも思われ、江森はスウェットをじっと見た。

「外に買いに行く暇、なくて、病院の売店で買った奴だけど」

「浩司さん……」

　わざわざ買ってくれたなんて……江森は感激してしまう。

「先、風呂入ってこいよ」

「うん！」

　風呂から上がって着てみるとちょうど良い。

「良かったー、お前、でかいからなー、ＬかＬＬか、迷ったんだよな」

　ほっとしたように柴田が言う。

「浩司さんの番だよ！」

　柴田をバスルームへ追いやると、江森はルンルン気分でコンピューターをいじり始めた。昨日の柴田の不可解な行動はまだ良く分からなかったが、少なくとも今日は機嫌が良さそうだ。

（今日は出来るよな）

　期待に胸躍らせながら、柴田が風呂から上がるのを待った。

　ふと気付くと、もう三十分もたっている。女の子は長風呂と決まっているが、髪を洗ったってこんなには長引かない……。

「浩司さん？」

　呼び掛けても返事がない。不安になってバスルームの扉を開けてみた。

「ああっ」

　柴田が浴槽の中で仰向けに横たわり、眼を閉じている。顎まで湯に浸かっていた。

「当直室の風呂の中で」という先程の柴田の言葉が蘇る。

「浩司さんッ、しっかりしてッ」

　悲鳴を上げて飛び込む。腕を肩まで湯舟に差し込み、抱え上げた。

「……あ」

　驚いたように柴田が眼を開ける。

「悪い、寝てた」

　江森はその場でヘタヘタと座り込んでしまった。

「死んじゃったのかと思った……もう、心臓、止まりそうになっちゃったよォ」

　殆ど涙声である。柴田は「悪い」と言って立ち上がろうとするが、ふらふらと倒れかかってきた。長時間、湯に浸かっていたので身体が効かないようで、江森は抱え上げるとベッドに運んでやった。

（疲れてんだ、すごく）

　そのまま大きな胸に抱き込む。

（嫌って言ったら、今日も我慢しよう）

　そっと口付けした。昨日とはうって代わって、首を持ち上げて応える。唇を開くので舌を差し込んで絡め合わせた。

　しばらく絡めてから唇を離すと、「いいの？　今日は？」と尋ねてみる。

「疲れて嫌だったら、しないよ？」

「……いいよ」

「ホントに？」

「ん」

　顔を赤くして答えるので、少し気になった。

「どうして？　昨日はあんなにいやがってたのに」

「きのーは」

　言い澱んでいたが、「嫌だった、どうしても」と言う。

「え？」

　またしばらく黙っていたが、反対に、「どうして俺としたいんだ」と聞く。

「え？　ええーッ？」

　まさか今になって、そんなことを言うとは思わなかった。

「どうしてって、愛してるからに決まってるじゃない！　愛してるから、欲しいんだよッ」

「でも、俺の『愛してる』とお前の『愛してる』じゃ、違う」

　横を向いて言うので、

「ええーッ」

　江森は大声を出した。

「どこが違うのさッ、浩司さん、僕のこと、ホントに好きなんでしょッ」

「……ん」

「僕だってッ、ホントに好きなんだよッ」

「……ん」

　江森は訳が分からなくなってきた。

「じゃあ、なぜ？　僕のがホントじゃないッて思うの？」

「じゃなくてッ」

　ふいに柴田は正面に顔を向け、江森の眼を覗き込んだ。

「だってッ、俺は男にしか欲情しないけど、お前は女だっていいんだろ？　男としたのは、お前だって、俺が初めてなんだろ？」

「そうだけど」

「俺なんかのどこがいいんだよ」

　暗い声で続ける。

「女みてーな、ム、ムネはねーし、ハダだって柔らかくないし……めずらしいからいいのか？　だから抱くのか？」

「どッ、どうしてそんなこと、言うのさッ、男とか女とかじゃなくて、浩司さんだから愛してるんだよッ、浩司さんが男だって女だって、関係ないんだよッ」

　江森はとんでもないことを次々に言われるので、たまげてしまった。

「じゃあ、なおさら、俺なんかのどこがいいんだ……ちびだし……ネクラだし……顔だって変だし」

（あーもーッ）

　これ程コンプレックスが強いとは気付かなかった。江森は強く抱き締めて囁く。

「どこも、全部、いいよッ、顔なんか綺麗じゃないッ」

「女みてーッて、ずっといじめられてた」

「ンなこと、ないってばッ、背だってちびじゃないし、手足も長いしッ、胸は厚いけど、オシリはキュッと締まってて、北島コースケみたいにかっこいいじゃないッ」

　見ると、真っ赤になって腕で顔を隠している。が、小さな声で、「もっと、言って」と言う。

「え？　ええッ？」

「俺、褒められたこと、ない」

「どうして？　誰も褒めてくれなかったの？」

「うん……親父は俺が性格悪いってゆってたし、兄貴は全然かわいくないってゆってたもんな」

（信じらんないよ）

　頭を胸につけさせ、髪を撫でた。

「性格、悪いなんてことないよ！　浩司さん、トロくてカワイーもの！」

「な、なんだよッ、トロいってッ」

　不満げな柴田を抱き締め、江森は耳元で言い続ける。

「身体だってすっごく、いい！」

「どこが」

「どこがって……アソコも勃つとヒクヒク震えてカワイーし、しゃぶると感度いーしッ、アナの締まりもすっごく、いいッ」

「もッ、いいよッ、それ以上ッ」

　柴田は江森の大胆な言葉に、身体を竦ませた。江森はくすりと笑いを漏らし、強ばっている柴田の身体を愛撫し始める。

「チクビもカワイーッ、触るとすぐ、コリコリしちゃうし、舐めるとすぐ声出ちゃうし、その声がまたすっごく、セクシーで感じちゃうッ、うんと大声、出して欲しいッ」

「もッ、もういいッ、それ以上、言うなッ」

　恥ずかしさに大声で叫ぶが、江森はかまわず口付けしながら囁いた。

「アナの中は熱くて、入れるとキュッと締まって、もうサイコーッ、何度でもいッちゃうよ、僕。それに浩司さんのいく時の顔がまたカワイーんだ。声もいいよッ、もう何回でもいかしたくなる」

「もう、いいってばッ」

　手で江森の口を塞ごうとするので、反対に手首を掴んで手に口付けした。

「ぜーんぶ、好きだよ、浩司さん」

「五月……」

　柴田は首に腕を廻して来て、掠れ声で言う。

「俺、昨日は……お前のこと、ちょっと疑ぐってた……ごめん」

「え？」

「ホントは女の方がいいんじゃないかって。ちょっと気の迷いで、男とやリたいだけなんじゃないかッてサ」

「ンなこと、ないよッ」

「ん……昨日、俺がやだっていったら、優しくしてくれたろ？」

　いやがるのを無理にしたくはなかったから……。

「やりたいだけだったら、無理にでもしちゃうよな、男はサ……でもお前は優しくしてくれたから……俺」

　もう我慢出来なかった。抱き締めて唇を重ねる。濡れたスウェットを脱ぎ捨てた。ぐいと柴田の上に覆い被さるが、しばらく肘で身体を支え、じっと柴田の身体を見詰めた。

「な、なに、見てんだよッ」

　顔を赤くして言う。

「浩司さんの身体。すっごく、綺麗だな」

「バッ、バカッ」

「だって、ホントに綺麗だよ」

　首筋は細く、真ん中の鎖骨の窪みに、小さく尖った顎の影が落ちている。肩から胸の筋肉は張り詰めて、無駄な脂肪はない。女性の胸の柔らかさとは違った美しさだった。下腹はキュッと締まり、腰は女性のものより細く、華奢に見える。なんだか自分のモノをここに入れても大丈夫だろうかと思ってしまうくらいなのだ。

「浩司さん、愛してるよ」

　ゆっくり眺めたあと、江森は頭を落とし、首筋に顔を埋める。身体をぴったり重ね合わせた。お互いの心臓の鼓動が響き渡る。

　江森はしばらくそうやったあと、上体を起こし、また柴田を見詰めた。そして柴田の手を取ると、自分の左胸に押し当てる。

「ほらね？」

「え？」

「僕の……すっごく、ドキドキ、してるでしょ？」

「……あ」

　確かに少し脈拍が上がっているようだ。

「浩司さんのこと、考えたり、見たりすると、こうなっちゃうんだ」

　肩に手をかけ、ぎゅっと抱く。

「初めてなんだよ、こんなの」

　今までたくさんの女達と付き合ってきたが、こんなことはなかった。

「ほらさ、恋のヤマイ、とか言われたでしょ、あの当直のセンセに」

「ん」

　柴田の顔を両手で挟むと、真剣な声で告げた。

「僕、浩司さんがきっと、初恋なんだと思うんだ」

「え？」

　柴田は怪訝な声を出す。

「こんなに誰かを好きになったこと、ないもの」

　その言葉に驚いて、柴田は眼を見開いた。黙って江森の手を導く。自分から高く足を上げ、背中を挟むようにした。

「浩司さん、入れていいの？」

「ん」

　下腹部を手で愛撫しながら、江森はそっと粘膜をかき分けて侵入していく。

　まだ前戯が十分でないとみえ、柴田は苦しそうに顔を歪めていたが、やがて緊張がとれていった。次第にうっとりとした表情を見せ始める。前を指で愛撫するとぐいと背中を反らし、そのたびに内部も江森を締め付ける。五日ぶりの感触をお互いに味わった。

「浩司さんの中、すっごく熱いよ……トロトロに溶けそうだよ」

「……うん」

　恥ずかしそうに頷くので、

「言って、いいの？　いつもはいやがるのに」

　睦言を囁くと、柴田はいつも恥ずかしがって怒るのだ。が、今夜は

「……言って」

　小さな声で言うので、かわいくなってキスしてしまう。

「キュッと締まってサイコー……浩司さんの中っていいな。僕、もうずーっと、入れときたいよ」

「馬鹿っ」

　腰を抱え上げ、これ以上深く入らない所まで捩込む。

「アア、すごく深くて、キモチイー」

「……アアンッ」

　今度はゆっくり抜いていく。先端だけ残して、ぐいぐいとつつく。

「アッ、アアッ」

　喘いでぎゅっと締め付けてくるので、

「浅いとこもいいね。サキッポ、締められてサイコーだ」

「バカッ、もう、言うなッ」

「どーして？　もっと言ってって、言ったじゃない？」

「モッ、いいよッ」

　くすくす笑ってまた深く侵入し、耳元で囁く。

「駄目！　今日はうーんとヤラシーこと、言っちゃうッ」

「バッ、バカッ、ヤメ……ロッ」

　顔を真っ赤にして恥じらう。

（この顔が、カワイーんだよな）

　かまわず、柴田のモノを握ると、

「これも、僕、大好き、浩司さん」

　扱きながらぐいと腰を回した。

「バ、カヤロッ……ンッ」

「ちょうどいい大きさだもん、僕が握るにはさ。カワイー、触るとピクピクする」

　先端を愛撫する。

「すぐ、濡れてきちゃうね、感じやすーい」

「ア……アアッ、ダ……メ……」

　卑らしい言葉を囁き続けていると、全身が上気していく。日焼けした滑らかな肌にうっすらと汗が滲んだ。江森は指をさらに這わせ、口付けを所構わず与える。

「ア、アアッ、そこは……んッ」

　皮膚の感覚が鋭敏になり、柴田は身体をくねらせて激しく乱れ始めた。

「ア、ハァ……ンンッ」

「もっと、声、出して、浩司さん」

　胸の突起を舌でつつくと、

「ヤ……アアッ」

　大声を上げた。唇でくわえ、そっと歯を立てると、

「アアンンンッ」

　江森の髪に手を入れ、ぐいと胸に引き寄せる。歯で何度も柔らかく噛み、指で下腹部を刺激していると、柴田の内部が火のように熱くなって来た。

「すっごい、いいよッ」

　江森は熱い吐息を漏らす。

「感じちゃうよッ、浩司さん！」

「五月ッ、五月ッ、あッ、あッ」

　柴田が喘いで身を捩ると、粘膜がうねり、江森のモノを絞り上げる。

「いいッ、サイコーッ、浩司さんも感じてッ」

　腰を回しながら、柴田のモノを激しく扱いた。

「駄目だッ、もッ、俺ッ」

　柴田は叫んで全身をビクビクと震わせる。

「アアッ、五月ッ……もうッ……イク……」

　江森の手の中のモノが一瞬、動きを止め、太さが増したように感じた。ぎゅっと握ってやる。

「アアアアッ、五月……イイ……ッ」

　喘ぎとともに放つ。瞬間、きりきりと締め付けられた。

「アアッ、浩司さん、サイコー……」






　お互いの想いを何度となく吐き出すと、抱き合って横たわる。

　愛の行為に満ち足りて、心地よい疲労に身を任せ、江森は考えていた。

　付き合い始めてから難しい人だとは感じていたが、こんなに傷付き易くて寂しがりやだとは思わなかった。

　褒められたことがないと、柴田が悲しそうに言っていたことを思い出し、ちょっと苦しくなる。そっと抱く腕に力を込めた。

　なんだか柴田は育った家庭も複雑みたいだし……。

（だからきっと、相沢センセみたいな優しい人が好きなんだ）

　相沢のことを考えると、少し胸が苦しくなる。もう全然敵わない人間で、もし相沢がノンケじゃなかったら、絶対柴田は自分のものにならなかった筈なのだ。

（僕、頭もそんな良くないし、相沢センセの足元にも及ばないけどさ）

　でも優しさだけは、頑張れば相沢並みにはなれるかもしれない。

　胸の中の柴田を見詰める。

（うんと、相沢センセより、ずっと優しくしたげる）

　そうすればそのうち、相沢より好きになってくれるかもしれない。

　柴田の幸せそうな寝顔を見ていると、また少し、ドキドキしてきた。

（心臓発作ハートアタックって、ホントだよな）

　抱き寄せてそっと髪に口付けした。

（もう、心臓直撃されちゃったんだもんな……）




　　　　　　　　　　　　（ＥＮＤ）
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電子書籍ストアで好評発売中！








[image: ]


恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！










[image: ]


仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。










[image: ]


見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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